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1 .はじめにー研究の湾最と隠的、構成ー

ヱド報告書は、 2006(平成 18)年 6月 i院から 3年間にわたる(財)住宅総合研究財団「コ

レクティブハウジング、識変研究委員会Jによる活動を取りまとめたものである。

本研究委員会の目的は、わが冨においてはまだ歴史が浅いコレクティブハウジングに関

する研究を推進するとともに、集合住宅ストックの活用再生に少子高齢化や環境配慮に対

応したライブスタイルとしてコレクティブハウジングを導入することの有用性を論じ、ケ

ーススタディを提示することである。

本委員会が発足したのは、いわゆるセルフワーク型コレクティブ、ハウスのわが留におけ

る第一号といえる『コレクテイフ、ハウスかんかん森Jの企騒が始まってから 8年、入居を

関始してちょうど 3年目をむかえようとしていた時期である。民間賃貸住宅でありながら

居住者が計部段階から参加し、入居後も B予言建物管理からコレクティブ居住の主主営まで居

住者が主体的に行っている。コレクティブハウジングに隠する海外の事例紹介や筆者を含

む任意毘体による啓発・普及活動が始まって 20年近くになるが、実際iこ事例が誕生したこ

とによって、高齢化や男女共同社会参画が進むわが国において、住まいの つの選択紋と

してマスコミ lこも多く取り上げられ現実味を持って注目されるようになった。しかしなが

ら、そのライブスタイルやコミュニティのある集伎様式の価伎に対する詳俄や関心は高ま

っても、あくまでも特殊例として位霞づけられがちである。実銭事例から生活価僚の社会

性や供給・運営手法等についての知見を得ることに加え、あらたな事例での実験的言語発の積

み重ねが、住宅供給の社会的システムに影響を与えていくと考える。

ヰ;調資研究の特徴は、 f主総研が所有する賃貸集合伎宅の改修事業として、モデル的にコ

レクテイブハウスを導入することを前提として計顔立案されたことである。

本報告書は、本研究の目的と流れを示した序に絞き、1.コレクティブハウジング研究、

立 集合住宅ストックの活用モデル試案の2部構成となっている。 1部の 1主主では、コレ

クティブハウジング関連カテゴリーの集住形態に関する既往研究の傾向を読み紋るととも

に、事例研究の分析視点を見出している。 2主主では、海外事例調交のうち、筆者が 1992

年以来継続調査をしている事例を含めスウェーデンの 3事例を主として、 3主主はやはり筆

者グループによる継続言調査がおこなわれているコレクティブハウスかんかん森 l事例につ

いて新たに環境配慮行動とエネルギー調査等を加え、 4章ではその他新たな事例を参照し

つつコレクティフ、ハウジングの生活価値、生活祭問、事業・運営方式等について考察して

いる。 H部では、 l部でのスタディを踏まえ、既存住宅ストックの活用としてコレクティ

ブ、ハウジングを導入することの社会的・地域的意味を論じ、都心と郊外にある 2既存集合

住宅安対象に、与条件分析な行い、設計条件を設定して建築計瞬、事業計額のそデル試案

および課題を提示している。

本調査研究が、コレクティブ‘ハウジングというライフスタイルと築住様式が生活者にと

って魅力的であり、高齢化や都市化が進む地域やひろく社会にとっても存窓義であること

が伝えられ、また住宅ストック活用として有益な情報のさ主主主となれば幸いである。

(財)住宅総合研究財li)j コレクティブハウジング研究委員会

委員長小谷部育子



2. 本報告書における用語解説

( )内は向様の意味で使われている用語あるいは、説明

は、用語解説有り

コレクティブハウジング:

次のような条件を持った集合居住および住宅集合形式(集住体)を合う。本文で述べて

いるが、独立住宅、集合住宅、 iこ対して第3の住宅形式といえる。

英語匿で使われているコウハウジングも同義である。

①個人や家族の日常的な生活領域の…部となる空簡を、住棟内外、あるいは住宅団地内に

共用空間(コモンスペース)として持つ。

②食事の共同化(三主とミニ立)や共局窓f需の維持・運用i士、居住者により自主的な管理・

運営(協働ヱセノレフワーク、コレクティブ運営)される。居住者による主体的な遼鴬や参

加が原則であるが、一部他者によるサービスもあり得る。

③住機内あるいは住宅団地内に居住者の緊密なコミュニケーションがある。

④住戸は単身用でも家族用でも住宅としての設備が完備している。

⑤特定の年齢、階態、世帯構成のためではなく、設にでも関かれている。

コレクティブ、ハウス。

Aコレクティブハウス、コレクテイブハウスA、というように、コレクティブ、ハウジン

グの条件をもった{湿原Jの集合居住単位を表す。

共m~閉(コモンスペース)

屋内e屋外があるo l'室内としては、コモンダイニング、コモンリビング、コモンキッチ

ン、ランドリーなど、単一用途あるいは複数用途が期待される多目的利用の共用空跨(共

用家・コモンルーム)、および、集合住宅のいわゆる共用部分(パブリックスペース)のう

ち、エントランスホールや廊下などに接続した仕切りのないコーナー約な空間もあり得る。

いわゆる一般の共用部分と異なるのは、コレクティブハウスの屋内の共用空間は、住戸の

延長として各住戸笛積から供出して創出される空間である。{主戸の集合規模によるが、総

{主戸街積の1O~15%が 般的であり、賃貸住宅であれば、その分が家賃に含まれることに

なる。コレクティブハウジングの特徴的な共用空間の捻出方法であり、位置づけである。

屋外の共用空間としては、菜園、コモンテラス、コモンガーデンなど、接地・非主主地に

かかわらず、 Aコレクティブハウスにとっての用途や意味を検討して決定され、 E室内の共

用空間の言十郎・デザインと共に、コレクティブハウスの性格や住コミュニティに大きな影

響を与える。

共用部分(パブワックスペース): 

ここでは、一般集合住宅のエントランスホール、廊下、階段釜など動線部分の他、機械

室、 PS・DS、集会案、等をさす。
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CC (クローズドコモン)、 OC1 (オープンコモン 1)、 OC2(オープンコモン2)

コレクティブ、ハウジングl士、鱈のプライベ…トな生活が担保された上で、コレクティブ

ノ、ウス居住者向の緩やかで家族的なつながり(生三えと三71)安生み、また伺と社会、

{主コミュニティと地域との関係性を多様に紡いでいく集住体である。 CC.OCは、住戸内

における極めて私的生活の場である夜、領域 (Pr.D=プライベート ドメイン)と、不特定

多数との係わりがある公領域 (Pu.D=パブリック ドメイン)のf習に存在する共官民主主

(Co.D口コモン ドメイン)の{立初である。したがって、コレクティブハウジングにおけ

る共用空間につけられる名称ではなく、居住者による伎運営lこより意味付けられる共領域

の位相である。居住者が利用する共用怨関(コモンスペース)は勿論、ニにントランスホー

ルや動線などいわゆる内外パブリックスペースも含め、コレクティブハウスの計鐙段階で

の居住者参加が望ましい所以である。 3段階の{立中目、および計箇については、本文を参照。

コモンミール

食事の共同化、または、食事の共同運営とも含う。居住者による自立さ運営(セルフワー

ク)のコレクティブハウジングでは、コモンミーノレが{主コミュニティの心綴郎と言われて

いる。食事には、①メニューと予算を考える~震い物をする ③料理をするー@配騰す

るー⑤食べる ⑥片付ける(洗って乾かす・仕舞う) ⑦掃除、ごみ徐て、など一連の流

れがあるが、 i箆何日かの夕食の⑤食べる以外を居住者がローテーションでおう。集f主の規

模やコレクティブハウスにより異なるが、たとえば居住者の 8~ 10名が 6選問iこl度と

か、 1ヶ月に 1度その作業主と怨うことにより、家事の合深化と陀時に緊密なコミュニケ、ー

ションの核となる。皆で食べることも楽しみだが、その選択は自由である。

住コミュニテイ，

コレクティブハウジングで膏まれる緩やかで家族的なつながりを、住処でのコミュニテ

イという意味を込め住コミュニティと呼ぶ。 地域コミュニティ、クラブコミュニティ、ネ

ットコミュニティ、会社コミュニティ、などと使用する場合のコミュニティのひとつであ

る。コレクティブハウジングの伎コミュニティi土、立地、般住者構成、 f主運営iこより、コ

レクティブ、ハウス侮に特徴があるのは当然である。
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3 研究の流れ

凶1f土 2006年度から 2008伴度まで 3年間に渡った「コレクティフ、ハウジング研究委員

会J(住宅総合研究財団主催)の活動の流れを示したものである。

研究の流れおよび本研究課穏で発表された論文 覧を以れこ示す。

翻既往文獣調査

-文献検索

・文献収集

-キぃワード抽出

・分析

睡CHかんかん森継続議室ま

①生活潟足度調査

・アンケート議資(入居動

機、入居後評価、暮らしの

満足度)

②生活行動と空矧i二濁する

調査

・共用空間の定点観測調査

・住戸内調査(家具配壁、

生活員わ

・生活待問務査

③環境配慮に腐する調査

a温熱環境測定(共用空間

および住戸)

・環境配慮、行動調査

・エネルギー消費量調査

共性がテーマの鹿内事4里郡安

-荒井市営伎宅{宮城)

視察+ヒアリング議資

・白石市営鷹巣第 2住宅

(宮城)

視察調査

・山王プロジェクト(東京)

視察+ヒアリング号周遊

圃海外事例翻査

スウェーデン事例調査

・コレクティフツ、ウス6事例

(内ストック活用 2事例)

・計画中 1事例

-事業供給会社2社

lコレウティブハウジング研究

盤住宅ストッウの現状と | 

コレウティフハウλ導入の意義確認 | 

周モデル試薬

一事苦心モヂJし

フォーラム

開催

け支桝モデル

ト~ 2，~~プのモデル設定B
-居住者像

・コモンスペースの穣

類・配震

・運営方法
.事業計画

など

じ二二コ

」…一一一一
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I コレクティフ、ハウジング研究





1重量既往研究レビューと本研究の位霞づけ

1 -1.図的

我が留におけるコレクティブハウジングに関係する研究論文および図書・雑

誌記事の出現の動向について術鰍し、それらの動向を踏まえ、最後 iこ本研究の

f立霞付を明らかにすることを目的とする。

1-2.方法

コレクティブ、ハウジングは集住の一つのライフスタイルであり、集合住宅のー形式であ

るが、未だにその定義は 般化されているとは言えない。そこで、検索対象をコミュニテ

イのある集伎という総聞に設定した。データベース検索システム CiNii(論文情報収録提

出サイト)、 WebCat(図書、雑誌の検章者システムサイト)、建築学会HPの検然システム

において、以下のキーワード(以下、第 1キーワードとする)により文献を抽出した(抽出

作業期間 :2006年 9月から2007年4月)。

①コレクティブ ノ、ウス、ハウジング、居住、リピンク守

②コーポラティブーハウス、住宅

③シェアート、ハウス(シェアハウス)

③協住

なお、 論文、一記事に対して、 l件として始出される。

※CiNii 

日本の学術論文をや心とした論文情報を収集・提供するデータベースサービ

スである。

国立情報学研究所には 271の学協会の約 1000タイトルの学協会誌が

収録されているの

ヒットする文献は検索時に使用したキーワードがタイトル・抄録のいずれか

に含まれる場合である。したがって、本文にキーワードがある場合は検策さ

れない。

※WebCat 

全国の大学図書館等が所蔵する図書・雑誌の総合目録データベース及び R包

CONファイノレを wwwJ二で検索できるシステムである。

ヒットする文献は検索特に使用したキーワードがタイトノレ、待、目次に含ま

れる場合である。したがって本文にのみキーワードがある場合は検索されな

し、。
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1-3.コミュニティのある集伎に翻する銃役研究

第 1キーワードにより検索された;文献i士、合計 391件である。経年変化、お

よび文獄の種類ごとに分析を行う。

1 )出現件数の経年変化

1980年代から 1990年代にかけて、出現件数が増加している。また、コレクティブ、ハウ

ジング(ハウス、居住含むHこ関しでは、 1990年代から的現し始めた。これは、 1980年代

後半、日本にコレクティブハウスが紹介されたこと、 1995年の阪神淡路大震災の復興公

営住宅として、コレクティブハウスの考え;かが取り入れられたことが要閣と考えられる。ま

た、 2004年から、協往や、シェア}ドハウス(シェア ハウス含む)についての文書売が出

現し、様々な切り口からコミュニティのある築住に際する論文などが出現している。

250 

50 

臼シェアード

臨協住

趨コレクティブ

図コィ官ラティブ

200 

nυ R
J
 

よ々
制
樹
立

100 

。
1970 1980 1990 2000 年代

5型1 参加と共生をテーマとする住まいに際する既役研究の経年変化

2 )文献jJlJの分析

⑦論文

第 Iキーワードにより検索された文献を、論文、図書、雑誌に分類した。論文の合計

件数は、 208件である。住居形式加にみると、コーポラティブハウスが 70%(146件)を占

め最も多く、次いで、コレクティブ、ハウジング、が 27%(56件)となった。

コレヴ子ィブ
27% 

コーポラ予ィブ
7fJ% 

コーポファイブ 146 
コレクTイブ 56 
協住 4 
シェアード‘ハウス 2 
合計 208 

jg)2 論文・住居形式別の出現割合
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②雑誌

雑誌の出現件数は合計 106{I牛となった。住居形式jjlJにみると、コーポラティブハウジン

グ(ハウス含む)の割合が58%(62件)で、コレクティブハウジング(ハウス、居住含む)の

談合が 38%(40件)となり、論文に比べ、コレクティブ、ハウジングの割合が11%場加して

いる。 1990年代の阪神淡路大震災の復興公営コレクティブ、を取り上げたものが多くを

占めており、居住者による自主運営裂コレクティブハウジングを取り上げた記事は 3件に

とどまった。今回検索を行った、ンステムが、学術論文を中心としたもので、あったため、雑

誌記事の検索に隠しては、課題が残る結果と言える。

コレウティブ
38% 

③書籍

1描住 rシェアードハウス
2拡

コーポラティブ
コレクナイフ、

協{主
シェアーサ~'I、ウス

合計

jgJ3 雑誌・住謄形式jJlJの出現害IJ合

621 
401 
2 
2 

106 

書籍の出現件数は合計 65{'牛となった。住居形式加にみると、コーポラティブハウジン

グの割合が 60%(39件)、コレクティブ、ハウジングの割合が 40%(26件)となり、件数は

少ないものの、雑誌と同機の割合となった。コレクティブ、ハウジングに関しては、高齢期

の住居形式のーっとして位置づけて紹介されたものだけでなく、多世代の居住者による

自主運営自主管理型のコレクティブ、ハウジングを紹介したものとに二分されたの雑誌に

比べ、啓蒙的なものが多く見られたためと考えられる。

協住
ω4 

コレクティブ
40"10 

、ゥス
的4

ーポラティブ
60"10 

コーポラティブ
コレクァィブ

協t主
シェアードハウス
合計

jgJ4 醤籍・住居形式別の出現害IJ合
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1-4.コレクティブハウジング関連の既往研究と本研究の佼蜜付け

①はじめに

コレクテイブに関連した研究論文を対象に分析を行う。対象は、コレクティ

ブ‘ハウジング、コレクティブハウス、コレクティブ居住、シェアードハウスと

する。

②方法

コレクティブハウジング研究については、 fコレクティブハウジング(共生裂

集住)の研究ースウェーデンにおける公共コレクティブハウス fブェルドクネ

ッベンj に関する考察J(小谷部脊子、博士論文、東京大学、平成 8>手)に詳

しい。その中で、小谷部はスウェーデンにおけるコレクティブ‘ハヴジング研究

の先駆者である D.U.ヴェストブ口氏の「コレクテイブハウジングに関する研

究の概要J(1993年 10月、ストックホルム王立工科大学建築学科、 B吉本は

スウェーデン諮)における、コレクティブハウジング研究の 19視点を紹介し

ている。 19の視点は以下のようである D

・2主義

・コレクティブザビングの療史

・コレクティブ住宅の住宅形態の概要と記録

.コレクティブモデルと各事例の評価

・生活共同体、大きな家族居住

・コレクティブリビングサーピス

.住宅形態への社会的影響

・コレクティブリピング形態lこ対ずるニーズ

-どの分野の人たちにコレクティブリビングは逃しているか

・経済、家計

・家事労働とコレクティブリビング

.男女平等と女性開放

-多分野のインテグレーション

・3 レクティブにおける子どもたち

.住宅所有制度と局住者参加

・建物の空間構成

・筋設かホームか

.各国の比較

・新しい住宅形態の開発

分析するにあたって、日本国内の研究論文会対象とするため、 伝記の 19の

視点、に、既往文献の内容から得た下記 7つのキーワードを加え「第 2キーワー

ドJとした。

-参加のプロセス

.環境共生

・少子高齢化社会における住政策
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-意識変容

・啓蒙活動

-ライフスタイル

・コレクティブタウン

さらに、それら第 2キーワードをコレクティブハウジングの成立条件婆素で

ある 5つのカテゴリーに分類をし、該議論文の分析をおこなった。 5つのカテ

ゴリーは以下の通りである。

①暮らし・生活・コミュニティ

②環境行動・空間

③環境経済

④事業供給運営方式

⑤瑳念・社会的側値

③既往研究の特徴

第 2キーワードとカテゴリーの関係を表 1に示す。また、分析の対象となる

既往研究合計 64件を該当箇所に分類した。第 2キーワードおよびカテゴリー

の該当に関しては、論文の中で言及されているものをカウントし、各文献に対

して複数である。論文の具体的内容を示す第 2キーワードへの君主往研究の分布

から、研究が進んでいない分野が多くみられることがわかる。
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表 1 コレクティブハウジング関連研究の位霞づけと該当論文件数

耳基 環 主主 事 理 -;@コh 

カテゴリー ら 境 j舌 業 念 昔十
し 行

動 環 供 社

コ生 境 給 会
ミj舌 室 経 . 的
二L• 際 済 主呈 価

第2キーワード
営 {車

マー ヲ王
イ 王主

11.定義
112 8 

いに…… ぞ山九 … 口

119 3 
12陵史

3 2!も 2 空 12 46 
4事例評f悶 26 18 2 47 

56L点Jリ一ビ護選ン髭差グ鼠援サ悠会ー金こどゑ及ス鍛会(住政家選影族議饗一よ-一一一一m 一-一

。
2 

7 響 ひ 4 4 

E怠1L0長ヨ.経K主主済2愛5、E鷹家壬立箆計立こピング形態1:::対する一一ズユーザー 27 27 
iぺ主勺 j二戸 μ 2 2 

11家事労働とコレクティブリビング

12努女11:等と女性解放 2 2 

1124ι.子fT分供野のインテグレーション
。。

15住宅所有制度・燈佼者参加 。
1在建物の空間構成 事 9 

立112主ム交腹新設iし害虫いなf民金主宅三援形Jー5態かの開発

。
たJ……ぐJ メー 。

… 13 13 
20参加のプロセス 21 22 

Z2L2環少境共生
子高齢化社会1:::おける{主政繁一一 24 24 

23意識変容 17 17 
24啓蒙活動

ヘ:一九 … 
ヲ 3 3 

25フイフス告イJレ 5 5 
26コレクティブ告ウン 2 2 

合計 132 31 7 49 41 ./ 

.q:カテゴリーと第2キーワード!こ該当

別 20-26ヴヱストフ口氏による19の視点に新たな視点として追加

-複数該当あり

{参考文献]

「コレクティブハウジング(共生観築住)の研究ースウェーデンにおける公共

コレクテイブハウス「フェノレドクネッベン j ，こ隠する考察 j (小谷部育子、博

士論文、平成 8年、東京大学)

「コレクティブハウジングに関する研究の概嬰j (D. U ヴエストブ口、 19 

9 3年、ストックホノレム王立工科大学建築学科)
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④コレクティブハウジング関連研究の経年変化

コレクティブハワジングの研究論文i士、小谷音15脊子「居住者参加型住宅設計

の言十i通lから実現まで・コレクティブハウスフェノレドネッベンの場合その 1J (日

本建築学会学術講演梗概集、 1993年)に始まり、 19 9 7年から 19 9 9年に

かけて、阪神淡路大震災復興公営コレクティブ住宅に践する研究論文が増加し

ている。 2000年以降は、復興公営コレクティブ住定以外の研究論文も出現し、

「潟齢者向け優良賃貸住宅」や fコレクティブハウスかんかん森j を対象とし

た研究が見られるようになった。

70 伍

田

60 
53 
索参

50 45 

40 uy / 一←累計
{撤体

白砂-iJj現劉数
30 

22 
d 

20 16 
日6

11 

10 

。
ro 96 ~ ~ 99 0 1 2 3 4 5 6 

年代

図 5 コレク子イヅハウジング領逮研究の出現数

⑤カテゴリ-JlIJの出現状況

カテゴリー別にみると、 f暮らし・生活・コミュニテイ J，こ関する論文が 51% 

を占め最も多くなった。「環境行動・空間 j は 12%、「事業・供給・運営方式」

が 19%、「理念・社会的価値j は 16%となり、「生活・環境経済」 は 2%にとど

まった。コレクティブ、ハウジングついては、多様な視点からの研究が望まれる

が、研究のカテゴリーには係りが見られた。

12~ 

コミ，ユティ
，，% 

図 6 カテゴリー別の出現状況
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{暮らし .t主j舌 g コミュニティ}

最も文献数が多いカテゴリーである。復興コレクティブ関迷の研究が多いが、

ほとんどの文献が入居以前のプロセスから入居当初の状況把握に関するもので

ある。 面的な研究が多いなか、延藤ら(1999) は、神戸市長田区主主聖子地j哀を

調査対象として、コレクティブタウンの特質とその成立姿件を明らかにするた

め、高齢者の f安心・自立居住J1;: rまちJで支える「地主主力 j の爽践約研究

を述べている。毛利(2000) らは、研究対象としたような賃貸コレクティブハ

ウジング(サンセゾンI)は、良好なコミュニティをキープしていくことが今

後の課題としている。佐々木・上野 (2003) らは、潟齢者向け公営コレクティ

ブ住宅における住まい方の経年変化に関する研究を行っている。稲葉 (2005)

らは、都心部における小規模賃貸型シ z アードハウスに関する研究のなかで、

コレクティブハウスとシェアードハウスの共通点と格違点について述べている。

捜井 (2006) !士、日本における民間多世代型賃貸コレクティブハウジングかん

かん森を事例対象とし、居住者主体の集住形成における支援のあり方や支援組

織の役割の婆点を発達段階毎に整理し述べている。

{環境行動・ 2聖書草]
コレクティブハウジングの空間分析に関する論文はあまりみられない。

大江(1999)らは、復興コレクティブについて、主主防計鐙iの特徴を述べている。

高官(2000) らは、真野ふれあい住宅をケーススタディとしてコレクティブハ

ウジングの立体路地性の研究を行っている。森重 (2001) らは、コレクティブ

ハウジングにおいてシナリオアプローチによる住宅計画手法の有効性を検証し

ている。管野(2004) らは、「協{主j を潔念とした公営住宅の環境構築につい

て計i街・設計サイドからのスキー?の概要と背景について述べている。このよ

うな、設計サイドからの文献はまれである。

{環境経済]

コレクティブハウジングに関する「経済J には、社会における経済性と家庭

における経済性の二方向からの視点が重要だと考える。しかし、そのような文

献はみあたらない。唯一、隠)11 (1999) !士、震災復興期の家計の住居費につい

て、公営コレクティブを事例とし述べている。

{事業・供給冊運営方式}

延縫 (1998) は、復興コレクティブ r~草野ふれあい住宅 j の入歳前から、専

門家の立場としてワークショップに関わったコミュニティづくりの過程合述べ

ている。宮崎(2000) らは、「フレックスライフ舞子j の事例を透じて、 2段

階の事業者方式によるスケルトン愛袋怒コレクティブ、ハウジングの成立要件に

ついて述べている。楼井(2002) らは、「コレクティブハウスかんかん森j を

事例とし、参加共生型ハウジングの視点から見た事業プロセスの特徴と課題を

研究している。
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[理念・役会的価緩}

小谷部 (1993) I士、北欧のコレクティブハウジング研究を通して、コレクテ

イブ、ハウジングの成立条件として参加、共生、協働の居住塚念を理解し、その

生活スタイノレを育成・実践・維持するヒト、その生活空間である魅力的な共照

~f習とプライパシーのある住戸群からなるモノ、{主運営 iこ居住者が主体的に参

加するためのシステムが必要であるとしたモデルを提案している。延藤(1999) 

らl士、高齢者の「安心・自立居住j を「まち j で支える「焔域カ j の爽践的研

究と題して、高齢者一人ひとりの安心・自立居住が可能となるような「厨伎

福祉ーまち 体型居住環境j をコレクティブタウンと名付け、その特質と成立

要件について述べている。

(5)まとめ一本研究の位置づけ

コレクテイブハヴジングが我が国に紹介されたのは、 1980年代後半であるた

め、わが国におけるコレクティブハウジングに関する研究の燈史は 20年余り

である。経年でみると、コレクティブ関連の論文研究は、 1993年 iこ始まり、阪

神大震災後、数年が経過した 1997~ 1999年にかけて、震災復興住宅際連の文

献が増加する。 2000年に入ると、幾災復興住宅以外の研究もみられるようにな

る。代表的な事例として「コレクティブハウスかんかん森j があげられる。 一

方で、高齢者向け優良賃貸住宅 f高優隻Jを事例とした研究もみられる。また、

2005年以降、シェア居住といった新たな共同居住の研究が行われるようになっ

た。

今回、コレクテイブハウジング関連の論文の内容を明らかにするため、コレ

クティブハウジングの成立条件として欠かせない項目として「纂らし・生活・

コミュニテイ Jf環境行動・空間Jr環境経済 Jf事業・供給・運営方式Jf理念・

社会的価値Jをあげ、カテゴリーとした。対象となった文献をカテゴリ-)jlj に

みると、「暮らし・生活・コミュニテイ j が最も多くなったの具体的な内筏とし

ては、事例概要や害事例評俗を取り上げたものが多い。次いで「環境行動・ 2芝関心

「事業・供給・運営方式j、「理念・社会的価値j となり、最も少ないカテゴリ

ーが「生活・環境経済Jであった。

これらを踏まえ、本研究会では、ほとんど研究がされてこなかった f生活・

環境経済j の視点、も含め、コレクティブハウジングを取り巻く多岐にわたる視

点からコレクティブハウジングが持続するための要因を採るとともにコレクテ

イブハウジング普及に向けての事業モデルになり得るケーススタデイを提言葉す

るものである。
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コレクティブハウジングに関する研究論文一覧 ciniIおよび日本途築学会検索システムによる(2007年4月混在)

著者名 表題 論文名・雑誌名 巻・号 発行所名
発行
年月

居住者参加型住宅設計の計函から実現まで:コレクティ
学術講演梗概集 E-2建築計

社陸法人日本
1小谷部育子 プハウスフェルドネッベンの場合その1

画E住居・住宅地農村計商、教
建築学会

1993 
育

コレクティブハウジング(共生型集住)の研究ースウェーデ

2小谷部育子 ンにおける公共コレクティブ‘ハウス「フエノレドクネッベンJ 博士論文 一東京大学 1996 
に関する考察

延簸安弘・森永 ユーザ一意識の高揚を伴った協同厨住型集{主体の設計 学術講演梗概集 E-2建築計
社団法人日本

3 良丙・斉藤由 プロセス:真里子地区コレクティブハウジングの計画的研究 薗H住居・住宅地農村計画、教
建築学会

1997 
佳・森祥子 (1) コ河白

延嬢安弘・森永
ワークショップにおける参加主体の意識変容プロセスー

学術講演梗概集 E-2建築計
社団法人日本

4 良丙・斉藤由 真里子地区コレクティブハウジングの研究計画(2)
爾E住居・住宅地農村計画、教

建築学会
1997 

佳・森祥子 脊

延篠安弘・森永
ワークショップにおける参加主体の意識の変容プロセス:

学術講演梗概集 E-2建築計
社団法人日本

5 良丙・斉藤由
真野地区コレクティブ、ハウジングの計画的研究(3) 函E住居・住宅地農村計菌、教

建築学会
1997 

佳・森祥子 育

コレクティブハウジング、:箆本における協同居住の可能性
学術講演梗概集 E-2建築計

社会法人日本
6 原ID陽子

について
箇H住居・住宅地農村計画、教

建築学会
1998 

育

7 
馬場昌子・住田 大阪府営住宅における「コレクティブハウジングjの成立 学術講演梗概集 F-1都市計 社会法人日本

1998 
昌二・ 条件に関する研究その2(コレクティブ居住) 画・建築経済・住宅問題 建築学会

8 延簸安弘
入居前から<人含為信>のコミュニティーづくり一南芦屋

都市住宅学 22 都市住宅学会 1998 
浜田地と真野コレクティブハウジングの試み

ユーザー意識の喚起を促す入居前トレーニングと意識・
日本建築学会大会学術梗概集

9 斉藤由佳 経験の関連性:真野地区コレクティブ‘ハウジングの計画 1998 
的研究4

E-2 

中島菜子・檎谷
コレクティブ居住へのニーズと環境共生意識の関わりに

学術講演梗概集 F-1都市計 社団法人日本
10 

美恵子
ついて:住まい生活様式と環境共生に穏する研究(コレク

薗・建築経済・住宅問題 建築学会
1998 

ティブ居住)

11 檎谷美恵子
コレクティブ居住に対するイメージと潜在的な居住ニーズ 学術講演梗概集 F-1都市計 社罰法人日本

1998 
をもっ女性像(コレクティブ居住) 画・建築経済・住宅問題 建築学会

大国絵史子・須 コレクティブハウジングにおける共用~間利用とコミュニ
学術講演梗概集 E-2建築計

社間法人日本
12 

図録史・初見学 ティの形成
画E住居・住宅地農村計菌、教

建築学会
1999 

育

大江七恵・上野 学術講演梗概集 E-2建築計
社団法人日本

13 勝代・佐々木伸 ひょうど復興住宅コレクティブハウジングに関する研究 画百住居・住宅地農村計調、教
建築学会

1999 
子 コ問担

延簸安・乾弘亨・宮西
高齢者のf安心・自立后住jをfまちjで支える「地域カJ

住宅総合研究14 
悠司

の実践的研究ーコレクティブタウン・モデルの提案に向け 住宅総合研究財団研究年報
財団

1999 
て

山田恵美・服
スウェーデンにおける都市型コレクティブハウス実態調査

学術講演梗概集 E-2建築計
社団法人日本15 

部・橋弘志 画立住居・住宅地農村計菌、教
建築学会

1999 
2問担

16 関川千毒事
経災家庭の住生活とf住居費jに関する研究:第3報コレ 学術講演梗概集 F-1都市計 社団法人日本

1999 クティプハウス居住者の場合 関・建築経済・住宅問題 建築学会

定行まり子・定
子どもと住ましい人と人の関わりを育む住まいの環境告と 思揚財団母子

17 (含:体験記僕にとっての住まい一多世代共間住宅の生 子どもと家縫福祉情報 16 愛育日本総合 2000 
行秦甫 活体験を返して) 愛育研究所

池戸英司:問中
コレクティブハウジングにおける居住者の付き合加な共用

学術講演梗概集 F-1都市計 社団法人日本
18 空間の利用状況:ひょうど復興住宅コレクティブハウジン 2000 2000 

直人 グに関する研究
商・建築経済・住宅問題 建築学会

宮崎婆・言語関光 2次事業者方式によるスケルトン賃貸裂コレクティブノ、ゥ
学術講演授概集 E-2建築計

社団法人日本
19 留日住居・住宅地農村計函、教 2000 2000 

雄 ジングの成立重要件fフレックスライフ舞子jの事例を過して コ問担 建築学会

16 



若者名 表題 ;論文名・雑誌名 券・号 発行所名 発行
年月

主酔 コレクテイブ砂川こお防多間吋附 izt昔前説話器
2000 

社団法人詞本
2000 

過程 育 建築学会

大・森事車永・延鎌
コレクティブハウジングにおける立体路地性の研究真野学術ま演梗概集 E-2建築計

中法人日 本
2 良丙 ふれあし、住宅をケーススタディとして 画H 居・住宅地農村計画、教 建築学会

2000 
育

22 大江七恵
公営住宅におけるコレクアイプハウジングのコミュニティ ji2∞0年度宮集本都市計爾学会学

2000 形成iこ潤すそ研究ーひょうご震災復興住宅の入居後一年
術研究論文

半の変化より

1
小谷部育子・石

パ}トナー営シツモプデ型ノレ多の世提代案コにレ向クけテてイブ農住に関する研
23f夜子・楼井典;究一言十際運 住宅総合研究財団研究年報 28 財住宅

i
翠総合研究

; 
2001 

!胃崎愛子・小谷 日本における新隣メディアにみるコレクチィブハウジング
j学術講演便概集 E-2 435 

社密法人日本
2001 24部資子 の一般認識および展望 建築学会

スケノレトン賃貸裂コレクアイブハウジング「プレックスフイ71
社窃法人日本 I 2001 25 

西弁洋介・高閏舞子jにおける二次事業者方式の検ま正一二次事業者 学術講演梗概集 E-2 409 
光雄・宮崎要

I
方
J手の式タ

によるスケルトン裂集合住宅の実現化に関する研究 建築学会

26 
藤根六平・加藤
彰 e

コレクティプハウ旭ジン本グ町入住厨宅者入の居入予居定前者意を識事に伊!濁とすしてる考
察一隻橋市営

学術講演梗概集ト2 299;i 社間法人日本
議築学会

2001 

森E霊辛子・品問
コレクテイプハワジングの単住宅位計空際配列留の作成 シ

I
社関法人日本

2001 27光雄・安枝英
ナジオ・アプロ}チによる住 ii!ii手法の開発その5

学術講演梗概集 E-2 93 
;俊・加茂みどり

建築学会 | 

28 
高橋桂子・杉本;家族・ライブスタイルの変容と「住まい方Jの選択;コレク

i
新潟大学

t会教科育学人編
間科学部紀要

千明 ティブハウジングを中心に 人潤・社会
6(2) 新潟大学 I 2∞2 

!楼弁典子・関崎
参特の

11

計加徴

1

画と・共課に生題関裂す居ハる住ウ研者ジ究参ン(加グ
1)
の裂(参視の加点賃型か貸らとコ住免レ環クたテ事境ィ業、ブ建プハ築ロウ計セジス溜

ンの
グ j社町 本 (29愛子・嶋崎東 学術講演梗概集・言十商系 E-2

子・小谷部育子
建築学会

岡続愛子・襖井
研ワ究冊ー〕

究にク関居シすョ住るッ者研プ参究に加お
(2
裂け)の(る参蔚賃加住貸裂予コ居レ定住ク者テとの住ィ意ブ環ハ識境変ウ、ジ建容ン築にグ計関の調

す研
る

日子嶋崎東 ;学術講演梗概集計額系ト
I子・小谷部脊子 -1

離日本

I
2∞2 

嶋崎東子・岡崎 コレクティブハウス居居住住者予参定加者型にのみ賃る貸個コ人レとク家テ族ィプのノあサり方!
lこ関する考察 ジ

i
社悶法人日本; 鵬31 愛子・楼井典

育 |ンm
グ
1
に隠す研究(3)(参鳩居住と住環境、建築相

学術講演梗概集計ii!ii系企2
子・小谷部子

建築学会

!渡滋和{4;;.越山
42(計 全土問法人日本32健治・北後瞬

災害復興コレクティブハウジングの居住実態と運営に関
建築学会近畿支部? 2002 

彦・室崎益輝
する研究 酪系)¥建築学会

中野明 長沼
テひにィおょ形うけご成る災と協害協同復間空興空間コ間のレ手計クIJJ'テ調Eのィにブ実関ノ穂すサるコジ研レンク究

グテにィおブけハるウコジミンュグ
エ

建築学会近畿支部研究報告集・33 綾・熊i碍恵美・
柳生路子

計画系 磁系)建築学会

; 
i
コレクテイプハウジング入居後の入農居橋者市の営意鳩識本お町よ住び宅生

を ー401
校閲法人日本 I2002 4藤彰根-六平・加藤 1活の変化に践するPOE的考察 東海支部研究報告集

事例として
建築学会

楼部井育典子
子・小谷

参加・共生型集伎の言十爾と供給に関する研究。「コレク
日本女子大学紀婆家政学研究

81日本女子大学35 ティブハウスかんかん森jの事業プロセスにみる主体問コ
科人間生活学研究科

2002 
ラボレ}ション

i村谷絵美・佐々 コレクアイそプの居
1
久{主エが塚コミ西ュ国エフイ形成に与える影響に関す

j社団法人日本
3 木f申・ 勝そ研究 地の入居者特性と近所付き合 学術講演梗概集・計額系(E-2) 2002 8

代
子上野

1
い
i
田の市変)

化について(地域コミュニティとまちづくり、建築計 建築学会

佐々 木伸子・上絵
コるい繭研レの田ク究変]

テ化iイそブにのつ居2久住いニてが塚コ(地ミ古車域ュ殴ニコ地テミュのィニ形入テ成居ィに者と与ま特ちえ性るづと影近くり響所、に建付捕築きす合計

I 37j;
美
野勝代・村谷 学術講演梗概集・計画系 (E-2) i

社関法人日本
建築学会

2002 

38楼井典子・小谷
参加・共生型集伎の供給・運営における非営利事業手 [ 

ヤ本女子大学法に関する研究(その3)公営コレクティブハウジングの意科日本人女間子生大活学学紀研要究家科
政学研究

2003 
部育子

味と課題
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lコレクティブハウジングの供給・
捜井典子・小谷|

4ol~~~~ J -'J''Q' I鑓する研究一公営コレクティブ
部育子 | 

lからの考察

411柴田義経
コレクティブロピングに向けた「高齢者向け優良賃貸住
宅jの運営方法と住まい方の評価に環すξ研究

学術講演梗概集E-2

位122英俊高田;ZEE芸員君主袋詰FJ字詰室主語聖張関|日本建築学会計画系論文集
一構造に関する基礎的研究その4

431佐々木信子 住宅総合研究財i'll研究年報

りl、谷 Iコモンミ}ノレ実施へ向けてのプロセスおよび意識変容に
草書する研究多澄代賃貸型コレクチィブハウスfコレクティ !学術講演梗概集 E-2
ブハウスかんかん森jを過して

-横)IjIコレクティブリピングに向けたf高齢者向け優良賃貸伎
伝言jの運営方法と住まい方の評価に関する研究
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学術講演梗概集 E-2

学術講演梗概集 E-2

学術講演梗概集 E-2

学術講演授概集 E-2

学術講演梗概集 E-2

学術講演梗概集 E-2



781併五化時 1言語 ;和雑誌名
巻・号 発行所名 発行

年月

5 野菅央野・坂賞・口小大;闘を理念者と間し交た流公か営ら住み宅るの協環住境意構識築に4践する考察 {協住JI学術講演梗概集 E-2 169 
社団法人日本

2005 
野閉ま野明

建築学会

河村・菅葵野・坂口大
ワ}クショップを過した入居者の協{主意識の変容「協住j ! 167社団法人日本 ; 2005 洋 賞・ノj、

学術講演梗概集 8-259 I~ßl泰明・北野 を理念、とした公営住宅の環境構築3 ;建築学会

{j; qふ~I発民に間コレクティブハウジングにおける実践コミュニティの
60楼部井育子典子.'J 達と支援組J織の役割の考察一歳住者主体正集住形態 日本建築学会計画系論文集 日本建築学会 2006 

おける蔚住者と支援組織の協向手法の研究

菊地里子・矧崎 iコレクティプハウスの生活におけるコモンノレームの手IJ照と

61 愛子・小谷部管居住者認識についてコレクティプノサジングにおけるコ学術講演梗概集ト2 2006 
子 モンスベ}スに衡する研究(2) 主主築学会

!潤締愛子・菊池 コレクティブハウスにおけるコモンスペースと行為の鑓わ;
39 社団法人日本62理子・小谷部育 りについてコレクティブハウジングにおけるコモンスベー学術講演梗概集 8-2 2006 

子 スに関する研究1
建築学会

菊池里子・岡崎コレク5者テ認ィブハウスの生活におけるコよそンルームの利用と
41 社団法人日本 1 2006 63 愛子小谷部脊;居住 認識についてコレクテイプハウジングにおけるコ 学術講演梗概集 E-2

子 モンスベ}スに翻する研究(2) 建築学会

岡崎愛子・菊池 コレクデイプハワスにおけるコモンスベ}スと行為の鰐わ;
391 社団法人日本64 皇子・小谷部育 りについて 3レクティブハウジングにおけるコモンスベー学術講演梗概集 E-2 2006 

子 スに関する研究1
建築学会

一典子
Iコ援レにク関テすイブ研ハ究ウジングにおける住コミュニティの発達とsZl博士論文 日本女子大学 2006 
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2:i雲海外の事例

2-1. はじめに

本主主は、 2007年度iこ海外視祭務査を行った 6事例中、コレクティブ、ハウスの継続調査を

行っているフェルドクネッベン、今回アンケートおよびヒアリング調査ができたプレスタ

パッケ、およびツルスツーガンの 3事例を対象として、建築概要、事業供給・運営方式、

生活実態と活住者詳価をまとめ、コレクティブハワジングにおけるコミュニティの質や生

活領域を分析・考察した結果な報告する。本節では、海外視察調至宝の概要を示し、海外に

おけるコレクティブハウジングの発展経緯を概観した上で対象事例国であるスウェーデン

のコレクティブハウジングの実態について説明する。言手級務査を行わなかった 3事例につ

いては、概要を 2-5に示す。

(1)海外視察調査の概婆

コレクティブハウジング研究委員会は、コレクティブ、ハウジングの先進国であると同時

に近年では新たな公的供給がをE難になる中で既存ストック活用など、居住者主体の持続的

取り組みが行われているスウェーデンを対象国として 2007年 8月に海外貌祭調査を行った

(表 1)。調査は、スウェーデンにおけるコレクティブハウジングの佼置づけ、取り総み、

課題といった現状を把握し、先進約な事例や事業主の取り総みを調査することでコレクテ

イブハワ、ジングの持続可能なコミュニティの震の検証および空間、運営、経済の検討を踏

まえた我が留における具体的な事業モデル構築への示唆を得ることをお的とした。兵体的

lこは、以下のような調査を行った。

1 )コレクティブ、ハウジング研究の第一人者 D.U.ベストブ口氏(ストックホルム王立工

科大学名誉教授)のレクチャーからスウェーデンの住宅政策とコレクティブ、ハウジ

ングの現状を学び、スウェーデンにおけるコレクテイブハヴジングの位置づけ、取

り総み、課題を把握する。

2)我が国の事業モデル構築lこ参考になる事例(公共賃貸、コーポラティブ賃貸、リノ

ベーションなど)においてインタビュー、現地調査を行い、善事らしの価値、空間、

運営方法について把握する。

3) プエルドクネッベンにおいて 1995年及び 1997年に続く継続筑後としてアンケート

調査およびコモンスペースにおける行動観察務査を実施し、コレクティブハウジン

グのコミュニティの持続性、個人生活における倒値、コモンスベースにおける居住

者の生活領域の広がりについて考察する。

4)居住者に子どもを含む事例、ツルスツーガンとプレスタバッケを対象としてアンケ

ートとヒアリング調査を行い、コレクティブ、ハウジングの子育て・子育ちに立すする

価値を検証する。

5) 専事業主体である自治体の非営利住宅会社ファミリエボ、ンュターダ、住宅協f両]組合の

H旬、住民支援組織フラミティーデンの担当者にコレクティブ‘ハウジングの供給、建

設、運営、課題等についてヒアリングを行い、運営・経済モデルへの示唆を得る。
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表1. 2007年度海外筏察調査の対象事例概要

龍王華民 対象 所在地 特徴

8/17- ツルスツーガン ストッウホルム 事世代コレウティブハウジンゲ、公共賃貸から
藤健権分畿に

8/17- フェJレドヴネッベン ストッウホルム 人生第一スァ ジのコレヴチィブハウジンゲ
第1号

8/18 ソツケンλツガン スカルプナツヴ(ストッヲ 人生第一ステ ジ由コレウティブハウジンゲ
ホルム郊外) 第2号、リノベーション

8/18- フレス世パッケ フッディンゲ(ストツウホ 多様代コレクティブハウジンゲ
ルム郊外)

8/20 コルネット イェーチボリ 人生第一スγージのコレヴティブハウジンゲ
コーポラティブ貫貰

8/20 マイバッケン モンヲル{イェテボリ 人生第二スア ジのコレウティブハウジング
郊外}

8/21 ファミリ ヱボシュ事 Iy: ストッヲホルム ストッウホルムの非賞事IH主宅会社

日1竺L HSB本部 ストッウホルム 住宅貯蓄書建設協働組合

ιαvdo 

図1 識変対象事例の所在地 (市街地地図 http・//糊W目 stockho1m. se/より)
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(2 )海外コレクティブハウジングの発展経緯の概要

コレクティブハウジングの歴史は、 19t時紀のユートヒ。ア社会主義をルーツとしてアメリ

カの共同体主義やフェミニズム運動、ヨーロッパの機能主義建築思想、を背景に始まる。そ

の後、 1960・70年代の鐙i一的で大規模な住宅供給や孤立約で非効率的な戸建住宅への批判

や反省として、働く女性の問題や環境問舗の解決ともあいまった居住運動を背景に、各留

の文化や住政策の影響を受けながら、各々特徴的なものが展開されていった。紛70年代以

降にスウェーデンの kollectivhus、デンマークの bofallesskaber、オランダの centraal

wonenなど、北欧諸問を中心lこ積極的な取り級みが見られ、 80年代後半からはコウハウジ

ング (cohousing) として北米でも展隣している(図 2LD.Uヴェストブロは、コレクテ

イブ‘ハウジングを家事サービス付きのサービスモデ)しと居住者による自主管理運営のセル

フワークモデルに分けている。近年i士、インターナショナルな名称として、セルフワーク

モデルのコレクテイブ、ハウジング安コウハウジング (cohousing)と呼ぶ傾向もある。

Alternative Living 1800-2000 

1800 1900 20叩

関2 コレヴティブハウジングの歴史約発展経緯1)

北欽諸国では、住宅供給は社会保障として公共の責任であるととらえられ、おもに非営

利組織によって供給されてきたの融資や税制上の優遇制度があったことも発展の背景にあ

る。しかし 1990年代に入ると、デンマーク、オランダ、スウェーテキンでは、経済危機や新

自由主義の流れから、公的な住宅逮設に対する融資や税制j上の優遇制度が削減・廃止され、

住宅建設は、民営化や持家化に向かっている。それに伴い、公共{主宅としてのコレクティ

ブハウス、特に多役代コレクティブ句ハウスの建設は減少しているD

これに対して、中高年を対象としたコレクティブ、ハウジング、への取り組みは継続的に行

われている。スウェーデンでは、同E号する学童期の二子どもがいない 40級以上の熟年者を対

象とした、「人生第二ステージのすましリとしてのコレクティブ、ハウジングが援開中である。

デンマークでは、シニア (50歳か 55歳以上)を対象としたコレクティブ、ハウジング(オレ

コレ oldkollektiv)が人気が高く、公営賃貸の高齢者住宅やコーポラティブ伎宅としてつく
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られている。オランダでは、 1982年に LVGO(55歳以上の人を対象にしたコレクティブ、ハ

ウジングの全国支援総織)が設立され、シニアを対象としたコレクティブ、ハウジング

(groepswonen)が公共賃貸、コーポラティブ、コーポラティブと賃貸のミックスとして

継続約に供給されている。 LVGOのf也、主主主都市に専門の支援組織があり、居住者組織形

成から管理運営までの支援がある。

( 3)スウェーヂンのコレクティブハウジング

本章で対象とした 3事例は、いずれもスウェーデンのコレクティブハウスである。スウ

ェーデンでは、 1935年に最初のコレクティブハウス、ヨン・エリクソンガータン 6が建設

された。機能主義の考えで設計された家事サーピス付きのコレクティブ、ハウスである(コ

ーポラテイブハウス)， 1930~ 1950年代には、職業婦人団体や社会事業家による事例がし、

くつかあり、その代表ともいえるのが 50年代半ばに建てられたへツセルピー・ファミリー

ホテルである。建設時l土、家事サービス付きのコレクティブ、ハウスであったが、事業主が

経営陣難からレストランを閉鎖したため、その反対運動から厨房をお拠して自分たちで食

事をつくり始めた。居住者たちはそのコモンミーノレに楽しみや価値を見いだし、 E見俊のセ

ルフワークモデルの萌芽となった。その後、女性運動と新しい居住逮動を推進力として生

まれた BiG("コミュニティに共に住む"という名称の建築家、ジャーづりスト、研究者らに

よる女性専門家グループ)により、多世代・多様な社会麿に関かれた、小規模で居住者に

よる自主管理運営の公的賃貸住宅、「小さなコレクティブjが提唱された。 1979年のスタッ

ケンをはじめとして 1980年代と 90年代初頭に多くの BiGモデルが主主設されていった。

スウェーデンの全国的なコレクテイブハウジングの情報ネットワークの拠点である

Kollektivhus NUによれば、コレクティブハウジングとして機能している住宅は、 2006年

時点で 42である。そのうち 25は最初の理念通りに還常されているが、 17は部分的にコレ

クティブハウジングではなくなっているということである。また、 6は f人生第二ステー

ジj のコレクティブハウジングであり、近年増えていることが報告されているのこのモデ

ノレを支援する組織、 Framtiden(英語で futureの意味)も 2001年墳から活動してし、る。所有

形態l士、 30が公共の賃貸、 6がコーポラティブ、自がその他となっている。

く引用文献>

1) Vestbro. D.C. and Karnekull， K.(2006) Alternative Iiving 1800'2000第 1切住宅総合研究財防コレク
ティブハウジングフォーラム資料
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小谷部育子(1997)コレクティブハウジングの勧め?丸善
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p84-100 
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2-2 フェルドクネッベン 日rdkn品ppen ω 熟年の居住者による落ち着いた暮らし叩

2-2ー 1 概要

「コレクティブ、ハウスブエノレドクネッベンjは 1993年 6jjに入胞が始まった公共の

賃貸型コレクティブハウスである D ブエルドクネッベンの大きな特徴のひとつとして、公

共の賃貸コレクティブハウスにもかかわらず、言十錫段階から居住者の参加が見られたこと

が挙げられる。彼らは f子どもが成長し独立した後は、社会とのつながりと籾互扶助のあ

る、安心して住み続けられる家を自分たちで作ろう j という共通のビジョンのもと、 6年

がかりでこのコレクティブハウスを実現した。r40歳以上で学議期の子どもが同居しない

ことJという条件を持つコレクティブ、ハウスであるつ

表1フェルドクネッベン概要

( 1 )立地

信号鉄ストックホルム南釈を含む住宅再開発市街地と 100年以上の建物が残る!日市街

地のエッジに位置する。「フェノレドクネッベン」とは、この地区の古山、名称からとったもの

で、“進行の人に提供する 杯の杯"という意味である。また閲鉄ストックホルム南駅だけ

でなく、地下鉄 Medborgarplasten駅、 Mariatorget駅へもそれぞれ徒歩 10分弱、そし

て、ストックホルム中央駅(ストックホノレム市の中心)まで、 5分程度と交通の{更に窓ま

れている。地下鉄 Medborgarplasten駅前はスーパーマーケット、映蘭i館、銀行などの施

設が揃っている。
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写真 1地下鉄 Medborgarplaster、駅照辺

フェルドクネッペン鳥盟韓国

( 2)建築概婆

住戸数は 43戸、{主の規模は 36rr/ ~76 nf、種類は lルームから 3ルームで、コンパ

クトかっ機能的でありスタンダードなプランであるが、 f主む人により個性的な祭間を創り

出しているの計画段階から参加している居住者は、可能な範関で壁を移動させたり、水問

りの設備などな選択することができたP スウェーデンでの住居規模から考えると広いとは

含えないが、それぞれの住戸面積の持ち分の平均 15%を供出して、約 500nfのコモンキ

ッチン、コモンダイニング、コモンリビングなどの共用空間(コモンスペース)を共有し

ている。この共用空間の内答や仕様などについては居住者の窓見が反映され、共用空間の

家賃l土、住居のilil積割で支払われている。また、廊下や庭などのいわゆる共用部分(パブ

リックスペース)と共用さE問の維持管理および運営は居住者によってまかなわれており、

その維持管理については伎宅会社から 般管瑛費から払い渓しを受けている。
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アてと¥

G
C
 

① 
1キッチン

2 :5rイニング

3 I)tゴング、 PCスペース

基準持者'1'函殴 4織物、アイロン家

5 ?ロ ヴ、コモントイレ

6うンドリー

7木工室

日自転豪置き場

日ゴミ皇室き場

10ゲストルーム

11屋上サンルーム

12写真隠室

ロサウナ

屋上階平菌図 14介護浴室

A-Asection 

断蘭図

函コモンスベ…ス

27 

写真 2外観



写真 3コモンダイニング 写楽 4コモンキッチン

写真 5コモンリビング 写真由ランドリー

写真 7ワーヲショップ 写真 8外観と庭
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2-2-2 事業供給陸運営方式

(1)事業供給方式

居住者は、倒人単位で事業主体である自治体の非営利住宅会社ファミリーボシュターダ

(Farnilijebostader)と一般公共住宅と問じく賃貸契約を行っている。但し主主貸料には、

専用住戸に関わる食料の他iこ、コモンスペースの住戸街積の割り当て分と 般管理費が含

まれている。

また、居住者組合フェルドクネッベンとしては、居住者の入退去に関わる人事決定参加

権やパブリックスペースの日常清掃維持契約、家賃決定などについて契約をかわしている。

(2 )運営方式

フェルドクネッベンでは、居住者組合を組織し、日常の生活遼営を行っている。 2006年

末における組合の会員数は 127名であり、このうち 50名が居住者、 77名が非居住者の会

員である。居住者総合の運営体制は図 lの通りであり、入緩当初と比べ大きな変化は見ら

れない。
居住者総合(居住者 50名、非居住者 77名)

図 1 フヱルドクネッベンの運営体制

1 )総会医定例会

主ド 1@]の総会と年 4隠の定例会を行っている。 FK全体に関わることについて、定例会で

話し合われ、日常的な問題については、活動グループ内や立ち話などで解決される。

2)理事会

理事会は月 1宙開催されている。理事長(l名)、副理事長 (1名)、会計 (1名)、書記 (1

名)、内部事務拐さ~ (4名)からなる。予算案は、環事会で居住者の自由参加のもと作成さ

れ、総会で承認される。そのほかに、会計数査 (2名)、会計監査代主要 (2名)、選挙管理委

員会 (3名)がある。

3)活動グループ

居住者は興味のある活動グループに所属し(複数参加可)、日常の生活運営を支えている。

主な活動グループロは以下の巡り。コモンミールプランニング、ハウスキーピング、サウナ、

図書、パーティーエンターテイメント、住宅メンテナンス、インテリア、主芸術、会員コンタ
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クト、エクササイズ、企画、パズル、太極拳、ガーデニング。このほかにも、必要に応じ

て 時的なf舌動グループりがある。

4)共悶の生活運営

コモンミーノレの調理と、コモンスペースなどの掃除が借住者全員の義務在して位霞づけら

れている。

①コモンミール

「コモンミーノレフ。ランニンググループj が中心となって計菌、主主営している。コモンミー

ルの調理を 1i題関 lグ、ループ。が担当し、平告の 513 I習の夕食を共問で行っている。 6つの

グループ(約 8人/グ、ループ)があり、 6選問に一度担当が回ってくる。夏場 (2か月)、ク

リスマス(1渡部)、イースター (1週間)の休暇巾や土日などは自発的なパーティや行事

が開催される。

②掃除

fノ、ウスキーピンググ、ループj が、掃除エリアの計画と清掃局具の購入および蘇入計腐を

行い、 lチームが 1週間責任を持つ仕総みになっている。清掃を行う場所は、コモンダイ

ニング、コモンリビングなどのコモンスペースのほか、廊下や階段室、エレベーター内な

どのパブ、リックスペースである。

(3 )維持管震の佐組み

運営と管理については、住宅供給会社であるとの間で結ぼれた「運営契約Jにおいて、

「特別合窓Jが契約されている。 FK居住者組合l士、「特別合意jで規定されている範囲内

(緑地、屋上テラス、建物内のすべての清掃など)において、建物の運営や管理lこ実任を

負い、組合が負う責任に対して FBは朝担割を支払っている。報鰍霊聞は毎年の消費者物価指

数の変化を考慮して物仮調整が適用されるが、 2006年度は合計 62，140クローナ(約

1，056，380円)が組合lこ支払われた。

図2運営の怯絡み

<参考文献>

・小谷部育子 コレクチイブハウジングの勧め》丸善， 1997 
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2-2-3 生活実態と居住者評価

( 1 )劉的

1993年の入居開始から 14年が経過したフェルドクネッベンにおいて、日常の中で長期

iこ渡り営まれている伎運営活動の状況と居住満足度評儲から、生活実態と住コミュニティ

が持続するための要件を明らかにすることを目的とする。なお、この誠査は当委員会委員

長小谷部により 1992年以来行われている誠査を継続したものである。

( 2)方法

2007年8月lこ行ったアンケートおよび個別ヒアジング、コモンミールへの参与調査、2006

年度総会資料「活動報告書j から分析を行う。

( 3)居住者の震性

2007年 8月時点の居住者i士、 40代 14'，、 50代 7名、 60代 20~品、 70 代 11 名、 80 代 11

名(合計 50名)で構成され、平均年齢が 69.22歳となっている。 t世帯構成l土、夫婦が 9

世帯、他i土単身世帯となっている。

(4 )住運営活動に主守する評価

FK における往運営活動について、居住年数と居住者の年齢から分析を行う。居住年数

については、①入居 4年以下②入居 5年から 9年③入居 10年以上に分類した。また、年齢

については、 FKは入居の条件として、 40歳以上の学議期の同居する子供がし、ないことを

掲げていること、さらに、スウェーデンは定年が 65歳となっていることから①到着量から

64歳以下②65歳以上iこ分類した(回答者の最年少は 50歳入居住年数が 10年以上の居住

者は 17名が 65歳以上であり、全体の 59%を占めている(袋 1)。

表1居住年数と底住者の年齢

50-64歳 65歳以上 言十

4年以下 5 ヰ 9 

5-9年 2 

10年以上 17 18 

言十 7 22 29 

有効回答数29

⑦活動グループへの参加(留 3)

全体では、 80% (23名)が「非常に活動的Jrまあまあ活動的j と殴答しており、積極

的な参加がみられる。特iこ入居 10年以上が経過したの歳以上のグループ 88%(15名)が

より穣極的に参加している。 方、入居 9年以下のグループロでは、「非常に積極的」と殴答

した居住者が入居 4 年以下の 50~64 歳以下のグループで 60% (3名)見られたものの、そ

れぞれのライフスタイルの中で活動に関わっていることが伺える。
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活動グループの参加意識

②コモンミール調理当番(殴4)

全体では、 90%(29名)が「楽ししリ「やれるJと回答しており、日常の伎運営の中で

コモンミールの調理が重要祝されている。 fやれる j とのIill答 l士、 4 1，中 3 名が 50~64 歳

以下であった。仕事をしているため時照的制約があることが原因であると考えられる。

た、ハードと回答した居住者l士、いずれも入居 5 年~9 年の居住者であった。

ま

図3

u
F
議
場
寸

時様以上(n叶)時
的

t
m 50四 64蕗(n=1)

65歳以上(n;17)斗
醤
針
。
F

50-制議(n=1)

30 25 20 15 10 5 。
関4 調王軍当番!こ対する意識

③コモンミール手11m綴度(殴 5)

全体では、 89%(26名)が「週 2，3回J以上、コモンミーノレ安利用しており、 FKの{主

コミュニティの核となっているといえる。特に、どの居住年数のグループでも、 50~64 裁

で利用綴度が高くなっており、仕事を持つ居住者のほうが、コモンミールの利用頻度がよ

り高いといえる。 f2週間に 1ITむや fめったにし、かなしリとの回答lまし、ずれも、 65歳以上

の居住者からであった。利用しない理由としては、仕事以外の社会活動が挙げられていた。
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図5 コモンミールの利用頻度

④揚徐当番(図 6)

全体の 50% (15名)が fやれるJと回答している。 f楽しL、Jとの回答はコモンミーノレ

の調理iこ比べて低いものの、 fハードJという回答は見られず、掃除の遼営は安定している

と考えられる。居住年数や年齢による違いも見られなかった。

65藤以上(nヰ)

50.....64議(炉5)

時様以上(n=l)

50-64縁{併1)

(n=29) 

65議以上(n;;;l刀
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吋
吋
日
弘
明
寸

社

@
t凶

斗
吋
時
砂

O
伊

50-副議(n=1)

30 25 20 15 10 s 。
掃除当番に対する意識

⑤ミーティング参加頻度(殴7)

全体では、 48%(14名)が「遡 lJ r2選に 1Iヨ」と回答している。 f週 IJ との回答は 2

名ともに入居 10年以上が経過した 65歳以上のグループに所属し、 r2週に i回j と回答し

た 12名中 10名も同グループである。居住年数が長く、かっ、時照的余裕のある居住者が

より積極的にミーティングに参加していることがわかる。一方、入居 4年以下のメンバー

にも 64歳以下、 65歳以上、それぞれ 1名ずつではあるが、 r2選lこIIill Jと回答しており、

積極的な参加がみられる。
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( 6)居住者の総合的満足度

⑦総合的な住みやすさ(殴呂)

「茨在も将来もJとの回答は 28名 (85%) であり、満足度l立高

い結果となった。また、入居 5年密の務査時 (54%) に比べ士自主E

した。

総合的な住みやすさ (n=33)

②フ工ルドクネッベンで自分にとって重要なもの(鐙9)

F五における重要度iこ関して、「コミュニティのための空間j が f非常に重要Jと位置付

ける居住者が 70%を超えている。また、「共にいることj、fコモンミールj、「祁互扶助」

に擦しでも重要との回答が多くなっている。時間のある高齢者騒が携え、コモンスペース

がより有効に機能しているためと考えられる。

顕呂

一一一…γ一一一一一一
コミ二五二ティのための窓悶

共にいること

曹E盟に対する影響力

相互扶助

コモンミール

30 20 一一一10 。
安心安全

目標係ない磁璽聾でない

FKにおいて自分にとってZ重要なもの (η=33)

③期待と現実

「人間隈係Jr個人生活Jrコモンライブjへの期待とその現実の評価iこ関して図 10に示

す。人間関係に関しては、多くの居住者がよい人間関係を望んでおり、半数以上が「期待

以【とJもしくは「期待どおり Jと回答している。
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個人生活に関しては、満足度が低い一方、無記入の街}答が他攻自に比べ多くみられた。

入居5年目の調査と比較すると、特に「社会生活の維持Jについて「期待以上Jr期待遇引

が減少している。

コモンライフlこ鑓してはコモンミール(期待以上 26/33、79%) と、コモンクッキング

(期待以J:25/33、76%)において満足度が非常に高くなっている。また、「話をするJrテ
レビを見るJという日常的なコミュニケーションの項目iこ関しでも、 f鶏待以上Jr期待ど

おり j を合わせるとそれぞれ 76%、79%と高くなっている。

高齢者から学ぶ

'
A
W
 

一じ…
湘一る一/、…

A

つ
…婦一略。一昨

一
軸

凶
。
圏
即
位
〈
一

家族のような暮らし

担
制
〈
醐
捌

私生活一般

社会生活の維持

記偶者とともiこいること

コモンミール

コモンクッキング

E w 
ガーデ二ング

認をする

特剖な行事

十棲徐をする

テぱ?戸棚臨時臨機織機関与型車L
。 10 20 30 

舗繍待以上 倒期待どおり 回今のところなし 留期待はずれ

a今後に期待 むその他 。然記入
(人)

li!J 10 フヱルドクネッベンにおける期待と現実 (n=33)
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⑧コレクティブハウジングに対する概念

コレクティブハウジングの概念や物理的環境lこ対するイメージがどの稜度共有されてい

るかを関 11に示す。居住者にとって、コモンミール(共間の食事があること、共同の務理

があること)が重姿な要素であることがわかる。しかし、「滋 I回はコモンミーノレに参加す

べきj という項目に対しては、反対意見も見られ、コモンミールへの参加はあくまでも自

由としづ意識が共有されている。居住者の年齢構成については、「多従代が重要Jに対して

「強く害者成Jr賛成j が 28名と多く見られた。

共向の童事がある

共認の調理カ渇る

事世代が童聾

CMIま畠主参加であるべき

週z密CMへ参加すべき

決定は鯨名的であるべ昔

居住者の平等

。 51015202530  
{人)

聡強〈賛成邸賛成日反対闘強〈車対闘その他 CJ輯記入

随 行 コレクティブハウジングにおける君主昧

(7)考察

入居僚始から 14年が経っているが、穣機的で安定したf主運営が行われており、居住者の

高齢化による運営の停滞は現夜のところ見られない。どの項自においても、入勝 10年が経

過したの歳以上の居住者に穣極的な住運営参加が見られ、竣工当初から入居しているメン

ノ〈ーがコアメンバーの多くを占めているといえる。 方、少人数ではあるが入居4年以下

の 50~64 歳のメンバーにも積極的な参加傾向が見られた。また、総合的なf主み心地に関し

ては、 f現在も将来も住み心地が良V¥ Jとの回答が入居 5年目の務王室に比べ増加しており、

リタイア後の居住者が増加するとともに、将来のイメージがかたまり不安が少しずつ解消

されつつあると考えられる。密主運営iこ臆する負担感も少なく、楽しみとして捉えている

といえる。また、高齢化による夜宅時照の土勤時冶ら、空間iこ関する満足度も増加している。

く参考文献>

川合敦子、岡崎愛子、大橋寿美子、小谷部育子熟年コレクティプハウジングにおける伎コミュニテ

イの持続婆件(1)コレクティブハウス「ブヱノレドクネッベンj における入居 14年間の居住者属性と居

住者評価から、 2008年、日本建築学会大会学術講演機嫌集 E-2分冊、 p.271

岡崎愛子、}11合敦子、大橋寿美子、小谷部育子熟年コレクティブハウジングにおける住コミュニテ

イの持続要件 (2)ーコレクティプハウス fブエノレドクネッベンjにおける入居 14年呂の往運営活動

から、 2008年、日本建築学会大会学術講演授概集 E-2分間、 p.273
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2-2-4 i主戸での生活行動・空間満足度

本項では、住宅での居住者の生活行動および空間満足度についての調査結果から、イ主戸

内での現在の暮らしの様子や空間への意識を明らかにする。

(1) 住戸での生活行動

住戸での潤取りを{主戸タイプに分類した上で、 f主戸タイプにおける生活行動を明らかに

する。

①調査概要園分析方法

調査の方法l士、 2007年 8}l-9Jlにかけてフェルドクネッベンにおいて行ったアンケー

ト隷査の結果をもとに、各住戸タイプにおける居住者の属性と、部屋の使われjJ、家主主の

級数の 3つの被点から、往戸タイプにおける生活行動の傾向を分析する。また、{主戸プラ

ンに療するアンケート調査は、 43人中 34人回収した。その内、協商の読み取れるものは

27人であり、これを対象としている。

②t主戸タイプ分類

住戸タイプi士、隈取りの形状からみて大きく Aタイプ、 Bタイプ、 Cタイプ、 Dタイプ

の4つの分類に分けることができる(表 1)。各{主戸タイプには、間仕切りの有無や関口の

広さによって、複数のプランバリエーションがある。

Aタイプの住戸は、 3つの部震とキッチン、トイレ・浴室がある。 Aタイプは、住戸では

最も広い 74.0mと64.0mの箇積があり、 4つのプランパヲェーションがある。 Aタイプで務

査した住戸数l士、 9戸である。

Bタイプの住戸l士、 2つの部屋とキッチン、トイレ・詩書室がある。その内、 2つの住戸は、

間仕切りによって 2つの部農を 3つに分割している。 Bタイプl士、 55.5nfと54.0nfの溜穣

のイ主戸があり、 5つのプランバリエーションがある。 Bタイプで誠交した住戸数l士、 7戸で

ある。

C タイプの住戸は、 lつの部屋と、キッチン、 トイレ・浴蜜がある。 C タイプは、 44.0

nfと45.0nfの面積の住戸があり、 3つのプランバリエーションがある。 Cタイプで調査し

た住戸数は、 6戸である。

Dタイプの住戸l士、 1つの部屋と、キッチン、 トイレ・浴室がある。 Dタイプi士、住戸で

は最も狭い 36.0nfの面積の住戸があり、 3つのプランバリエーションがある。 9タイプで

務査した{主戸数l士、 5戸である。

③金戸タイプ_jJIJの居住者震性

表2、3は、今回実施したアンケート調査における属性をあらわしている。

年齢の割合は、 60代が 30.3弘、 70代が 24.3略、 80代が 30.初である。よって、多数の活

住者i士、 60代から 80代であり、 50代と 90代以上は少数であるといえる。

以前の居住形態の都合は、 singlefami ly houseが20.0弘、 multi family house は 68.6目

であり、多数の居住者がこの 2つの居住形態であったといえる。また、以前の居住形態が

terrace houseとcollectivehouseである割合は、それぞれ 2.9唱である。
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“" 住戸，イブ聞のプランパIJ_:r:--シ司ン

タイプ名 A';イプ B告イブ G';イプ D';イブ

自由問団j

団理"CJCJ プラン

国 国パリヱー
ション

自由昭1
表2 年齢母割合

(2007年フェルドクネッペン由居性実態調査

アンケートの絡県よりJ

年齢 人数(人) 割合

50代 2 6. 1覧

古01"1: 10 30.3覧

70代 8 24. 2出

80代 10 30. 3覧

90 f"l: 。 o.日現

然記入 3 9. 1唱

合計 33 100.0出

a.Aタイプ(回答者 9人)

五:コ 百戸
車 3 以前の居也形態由割合

世間'7，手フヱルドクネッベン居性聾態器査アンケート由結果より)

以前の腐伎形態 人数(人) 割合

無記入 2 5，7覧

terrace house 2. 9出

col lective house 2，9唱

single fami Iy house 7 20.0唱

multi fami Iy house 24 自8，6弘

合計 35 100.0弘

※綾数函答有り

Aタイプにおける居住者の年鈴は、 60歳代が 66.7弘、 70歳代が 22.2弘、 80歳代が 11.1見

であり、 60歳代の都合が高い。現在の有職者の数l士、 44.4唱と Dタイプの次に高い説会と

なっている。フェルドクネッベンに住む以訴の居伎形態l士、singlefamily houseが44.4%、

co11ective houseが 11.1%、multifamily houseが 66.7%であり、 multifamily house 

の割合が高く、次に singlefami1y houseの割合も比較的高い。

b.Bタイプ(回答者 7人、住戸プランの回答者8人)

Bタイプにおける居住者の年齢は、 50歳代が 14.3弘、 70歳代が 42.9話、 80歳代が 42.9唱

であり、 50歳代を除くと、 70歳代以上の割合が高い。主見夜の有職者は、 50歳代の l人の

みであり、割合でみると 14.3%と、 4つの住戸タイプの中で最も割合が低い。ブエルドクネ

ッベンに来る以前の居住形態i士、 singlefami1y houseが 16.7%、mu1ti fami 1y houseが

83.3%であり、 mu1tifami1y houseの割合が高い。

c. Cタイプ(回答者7人)

Cタイプにおける居住者の年齢は、 50歳代が 20日目、 70歳代が 40.0弘、 80歳代が 40目仰

であり、 50歳代の 1人を除くと 70歳代以上の劉合が高い。現在の有機者の害IJ合l立、 33.3唱

とBタイプの次lこ低い。ブエルドクネッベンに来る以前の居住形態i士、問u1t i f amil y house 

が 80.0%、terracehouseが 20.0唱であり、 multifami1y houseの割合が高い。

d.Dタイプ(回答者 5人)

Dタイプにおける居住者の年齢l士、 50歳代が 20.0弘、 60歳代が 60.側、 70綴代が 10.0唱

であり、 50代と 60代の都合が高い。有職者の割合は、 60覧と 4つの住戸タイプの中で;最も

高い。フェルドクネッベンに来る以前の居住形態l士、mult i fami 1 y houseが 100.0出であり、

全ての居住者が、以前の住まいで家族と共に過ごしていたということがわかる。
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④住戸タイプ買IJの部穫の使われ方

~ ~ a.Aタイプ(回答者9人)

a b 

hv 

ι
ド
ー
リ
ー

ν佐
伽

仰

い

C 

'!f:f 11時

庖 1Aタイプの基本プラン 1

!以

下砂

1)111 

:衣伊j

図 2Aタイブの基本プラン 2

窓側1

liiii H開l

Aタイプl土、キッチンの位置が呉なる、基本プラン 1と基本プ

ラン 2の、 2つのプランがある。(図 1、2)

Aタイプの基本プラン lは、cの部震がりどングとして使われて

おり、残りの 2部屋i土、 41主戸ヰ， 3住戸が、 a• bの部農ともにベ

ットルームとして使用していた。残りの l住戸は、 aの部屋が机

とパソコンが霞いてあるワークスペースとして使用しており、 b

の部屋をベットルームとして使用していた。

Aタイプの基本プラン 2I士、 41主戸4'3住戸が、 a• bの部屋を

ベットルームとして使用しており、 cの部還をリピングとして使

用していた。残りの 1住戸l士、 aの部農をワークスペースとして

↑吏用していた。

世帯構成と比較すると、 Aタイプの半数の住戸が単身で住んで

おり、その内の8害IJの伎戸にベットルームが2つ用意されていた。

これは、訪問者を想定したものであると考えられる。また、夫婦

が住んでいる住戸であっても、ベットルームが 1郊E重である例が

l住戸あった。

b.Bタイプ(殴答者7人、 f主戸プランの回答者 8人)

話タイプの基本プラン(図 3)I士、全ての伎戸において、 aの部

屋をベットルームとして使尽されており、 bの部屋はヲピングと

して、キッチンに近い場所は食卓が置かれるダイニングとして使

用されていた。

世帯構成をみると、 43誌の住戸が夫婦t!t併であり、 57唱の住戸が

単身世帯であった。よって百タイプl土、夫婦の住まいと単身の住

まいの雨方に適用できる佼戸タイプと考えることができる。単身

図 3B世イプの基本プラン 世帯である 4{主戸の内2f主戸が、 aの的屋をベットルームとワー

クスペースに間仕切って使用しており、住戸のゾーニングを明確

にすることで、住戸の充実をしようとしていることがわかる。

祭、 1別

図 4C ヲィブの基本プラン

C.Cタイプ(回答者 7人)

Cタイプの基本プラン(関心は、水周りとキッチンのみ、部

屋の自己驚構成が決まっている住戸である。その他に広い aの部農

があり、居住者は家兵などで自由に仕切り、空間を使用している。

キッチンは、 aの部屋と照仕切りで仕切られている住戸が 3住戸

と、 aの部屋とつながっている住戸が 3住戸ある。 Cタイプの蒸

本プランは、全ての{主戸において、 aの部屋の窓倶IJにダイニング

とリビング、廊下側にベットが遣いてあった。 aの昔日農は、居住

者の自由なレイアウトが可能な部屋であるが、全ての住戸におい
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てほぼ問じ使われjjをしていた。また、窓側IJにあるアルコ…ブに

は61主戸中 lf主戸のみ家具を配置していた。

忠 ilむj d.Dタイプ(回答者5人)

A 

的:lil月

図 5D告イブの基本フラン

⑤住戸空イプ罪IJの家呉

Dタイプの基本プラン(臨めは、 Cタイプの基本プランと同じ

く、水屑りとキッチンのみ、音M霊の配援構成が決まっている住戸

である。キッチンは、 aの部態と間仕切りで仕切られている住戸

が1f:主戸と、 aの部屋とつながっている住戸が 4住戸ある。 Cタイ

プと異なる点i士、部屋のlliil翼が小さいということである。

Dタイプの基本プランl士、ぎをての住戸において aの部E霊の使わ

れ方がほぼ同じであり、キッチンに近し呼立重量からダイニング、リ

ビングが配設されていた。また、ベットは、キッチンから離れた

位援に配霞されていた。また、窓側のアルコープになっている場

所は、 Dタイプ全ての住戸で椅子かテーブルが置いてあった。こ

れは、同じく窓1Jl!Jにアルコープがある Cタイプの住戸と比較しで

も、特にその綴向が見られ、住戸の面積を裕う意味としても、ア

ルコープが活用されていることがわかる。世帯構成をみると、全

ての住戸が単身世帯である。

表 4のように、住戸iこ家呉が 10-14倒ある割合は、 44.8%である。これは、約半数の戸

数にあたる。次に多い都合の個数l土、 15-19鱈であり、全体の 31.0%である。全体として、

住戸館積の広い{主戸タイプl士、家主主の偶数が多く、{主戸llii:f費の狭い{主戸タイプl士、家主主の

{回数が少ない傾向がある。

表5のように、各住戸タイプは、机、ソファ、ベットの個数にあまり主主がみられないが、

椅子と側、その他の偶数に違いがみられた。

義 4各住戸タイプの家禽の俗数 表。各位戸タイJiJJ宗男の持主目安弘信敏'J'J号

車具巴.g封需'A世イブi!随ilB予イコ1¥!J)Ic告イコ悟1D5イブ、摺 r 合計{鎚) 軍具の~j-間 A1イコ (4皆 ， )イ 7 切 l C5'イ ;J _@ 日，イ 3、1匝I

5-9 。 。 2 

仁守二
J 3 

t-~~~_ 320 0 
2，2 

1û ~14 2 2 !Q 3 
L1i-L61L 8 6 

o 6 

15-19 

与芋
4 0 

510 0 1 31 8 0 
20~24 。 1 : ペット i，O 

トー 25-四
。 3 棚、その他 '1. 6 4 '3 4，5 3 B 

30~34 。
口偲数が 3個以上あるところ

a.Aタイプ(回答者9人)

家具の{間数が 15僧を超える{主戸i士、 Aタイプ全体の 77縦である。また、家主主の総数が

25 i屈を超える住戸は、 Aタイプ全体の 44.4出であり、全体をみると 251鱈を超えるのはAタ

イプのみである(表4)。各住戸タイプの家具の種類別億数平均(表 5)会みると、ソファ

以外の項目において、 f自のタイプと比べて平均値数が多い。

また、 Aタイプの全ての住戸に共通していることは、リビングテーブルやダイニング

テーブルの他iこ、机があるということで、ある。

b.Bタイプ(回答者 7人、住戸プランの問答者8人)

家具の総数が 15偲を超える住戸は、 Bタイプ全体の 62.5唱であるム織かくみると、家具

が 5~9 恨の住戸は 12. 5略、!O~14 ~屈の住戸は 25% 、 15~19 偲の住戸は 50%、 20~24 似の
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住戸は 12.5%である。この結果からは、家具の数による Bタイプの特徴が現れなかった。

c.Cタイプ(回答者7人)

家主主の数が 15偲を超えるf主戸は Cタイプ全体の 33.3%と少ない。総かくみると、家具

が 10-14銀の住戸は 71.4%、15-19鋼の住戸 33.3%である。 Cタイプの住戸i土、玄関近

くに備え付けの可動式家主主が設霞しであるため、居住者はこの家具を活汚していると考え

られる。また、ほとんどの住戸がベットの前に収納棚を配援していた。これは、リビング、

ダイニングスペースとベットスペースを間仕切る役目を按っていると考えられる。

d.Dタイプ(回答者 5人)

家主主の数が 15{障を超える{主戸はなく、全ての住戸における家兵の数l士、 15個以下であ

る。細かくみると、家具が 5-9館の住戸は 20.0%、10-14個の住戸は 80.0%である。

各住戸タイプの家具の種類別総数平均(表 5) をみると、ソファの個数平均が lより紙

く、ソファを持っていない人がし、ることがわかる。実際には、 2住戸にソファがない。

凡j例

掴とても満足翻溝毘鰯普通

凶少し不満 臼不満

⑥空間満足度

関6のように、間取りの満足度は、入居時期の違いによ

って、特徴があらわれている。入灘時甥1

1993匁 聞臨時翌 日間、 1993年の入居者が、「とても満足」と「満足j

1990年代

2000年代

住戸タイプ

Aタイプ

8タイプ

Gタイプ

。タイプ

電車

国蕊亙召

潤箇蟻

"''' 

倒 2仇 40唱 60% 80% 100% 

の割合が最も多い。フェルドクネッベンで入居を障害始した

1993年に入居した多くの活住者i士、建物の建設時から話し

合いに参加し、間仕切りの有無や、キッチンの素材選びな

どを選択することができた。結果として、 1993年に入居し

た居住者の満足度l士、高くなっているといえる。

2つめは、 1993年以湾、 1990年代の入居者の満足度が、

機端に低いということである。これは、要因が不明である。

満足度に関しでは、 f主戸タイプの分類による分析が有効

であると考える。

図7住戸担イブ別家宝章の満足度 a.Aタイプ(回答者百人)

伊タイプ 家賃の満足度において、「とてもj議足Jr満足j の割合が

Aタイプ 蝿 醐 醐 棚 輔 鵬 輔 繍 司 66. 7国であり、他の住戸タイプと比べて最も高い。間取りの

白川醐醐輔鱒醐繍耶 満足度は、77.8唱の居住者が「とてもi満足Jr満足j 招答

。タイブ
!"購摺

しており、これは全ての居住者とあまり差がなかった。共

。タイフ 有空間の動線の割合は、 88.9誌が「とても満足Jr満足j と

0% 20唱 40弘糊 sc唱750出回答しており、他の住戸タイプと比べて最も高い。しかし、
劉81住戸事イブ別間取りの満足度

全居住者のやで唯一「不満j と閲答した居住者がし、た。住
俊戸タイプ

Aタイフ

8タイ7

Cタイプ

Dタイプ 闘醐

'" 

灘暢

戸のサイズl士、77.8唱がとても満足と回答してし、る。これは、

他の住戸タイプと比べて、;最も高い割合である。

全体的にみると、 Aタイプは、他の住戸タイプと比べて

fとても満足Jr満足j と答えている居住者が多い。 Aタイ

プは、 l人か 2人で暮らすには、充分な広さと持ち、間取

りも満足と答えた居住者が多く、家賃も適度な設定である
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住戸タイプ

鵬召
盟幽臨時

，~ 

と評価されていることが分かつた。

b.Bタイプ(白答者 7人、住戸プランの回害事者8人)

家賃の満足度において、「とても満足jはおらず、 f満足」

の割合は42.9唱と、他の住戸タイプと比べて2番目に高い。

間取りの満足度は、 71.4時の属住者が fとても満足Jr満
足jと回答していた。共有空間の動線の都合i士、 85.7拡が「と

ても満足Jr滅足jと回答しており、他のf主戸タイプと比べ

て高い。住戸のサイズは、 fとても満足Jr満足j の割合が 71.4%である。これは、他の住

戸タイプと比べて、 2番弱に高い都合である。

日誌 2O% 4的 自由官 8O% 100% 
図 10 住居合イブ~Jl伎戸のサイズ

。タイプ

全体約にみると、 Bタイプは、 Aタイプの次に、 2番目lこ広い{主戸であるため、他の住戸

タイプと比べて fとても減足Jr満足jと答えている居住者が 2番目iこ多い傾向がある。よ

って、 Bタイプは、 Aタイプには及lまないが、充分な広さと持ち、間取りも満足している人

が多く、家賃も比較的適度な設定であると評価されていることが分かった。

c.Cタイプ(回答者7人)

家賃の満足度の割合i士、 fとても満足jが 16.7出と、他の住戸タイプと比べて 2番目に低

い。間取切の満足度は、 80.0掲の居住者が「とても満足Jr満足Jと回答しており、「とても

満足jの害IJ合が最も高い。共有空間の動線の割合は、Cタイプの全ての住戸において 100.舗

が fとても満足Jr満足」と回答している。住戸のサイズは、「とても満足Jr満足jの害IJ合

が 33.3覧である。これは、他の住戸タイプと比べて、 2番目iこ低い割合である。

全体的にみると、 Cタイプは、家賃の満足度と住戸のサイズにおいて、満足度が 4つの

f主戸タイプの中で 2番呂に低いとしづ結果となった。しかし、関取りの満足度は、 4つの

住戸タイプの中で最も良い結果となった。

d. 0タイプ(回答者5人)

家賃の満足度の割合は、「とても満足Jr満足Jと回答した居住者がおらず、 60.怖が普通

と答え、その他の 40.0拡が「少し不満Jr不満Jと回答した。間取りの満足度は、 80.0弛の

居住者が「とても満足Jr満足jと回答している。共有空間の動線は、 80.0唱の居住者が「と

ても満足Jr満足j と問答している。住戸のサイズは、 60.0協の居住者が「とても満足Jr満
足j と回答しているが、これは、 4つの住戸タイプの中で最も低い割合である。

全体的にみると、 Dタイプは、家賃の満足度と住戸のサイズにおいて、満足度が 4つの

住戸タイプのなかで最も低い結果となった。

⑦傾向と考察

a. Aタイプ(包答者百人)

Aタイプは、フェルドクネッベンのf主戸の中で、最も広い面積の住戸であり、 2人で暮ら

す夫婦が多いとし、う特徴と、有職者が多いという特徴を持つ。また、家兵の数が多いこと

や、単身者であってもベットルームを 2つ用意していることから、生活に最低限必要なも

のだけでなく、訪問者を積極的に招き入れる生活が多いと考えられる。

Aタイプの空間満足度は、割合が高く、多数から評係されていることがわかった。

b.Bタイプ(限答者 7人、住戸プランの回答者8人)

Bタイプl士、フェルドクネッベンの住戸の中でも、 2番自に広いllii積の住戸であり、単身

世帯と、夫婦倣帯の割合がほぼ等しく多く、全体として高齢であるということが特徴とし
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てあげられる。日タイプのほとんどの住戸は、キッチン、ダイニング、リビングが一続き

の部屋であり、高鈴層の夫婦でも悠々のスペースを確保しつつ、おJiいの気配告と感じなが

ら過ごせる間取りをなっている。また、独立した側室のベットルームもあるため、安心し

て過ごせるという利点が、高齢扇に評錨されていると考えられる。

自タイプのさE間満足度l士、 Aタイプの次に割合が高く、比較的評価されていることがわか

った。

c.Cタイプ(回答者7人)

Cタイプi士、ブエルドクネッベンの中で 2番目 lこ狭い在若手責の住戸であり、居住者は全員

単身世帯であることが特徴である。狭いながらも つの部屋であっても、食べる、寝るな

どの生活スペースは家具などで仕切ることで、それぞれ明磁に分けていることがわかった。

Cタイプの空照満足度の割合i士、 Dタイプの次に低い。しかし、問取りの満足度は、最も

割合が言語いということがわかった。

d.Dタイプ(沼答者 5人)

むタイプは、ブエルドクネッベンの中で最も狭い立苦手車の住戸であり、居住者は 60歳代以

下が多く、有織者も全体の中で最も多いことが特徴である。また、家主主の数が少ないこと

と、{主戸が狭いことから、住戸は他のタイプと比べてコンパクトであるといえる。家具の

配震をみると、ソファの正面にテレどを援くことや、窓側のアルコープに少数の椅子をお

くなどの行動が多くみられた。よって、 D タイプの居住者は、 f主戸i士、接客をするための

祭間としてではなく、自身がくつろぐための空間構成になっているということが分った。

Dタイプの空間満足度は、最も割合が低い。特iこ、家賃の満足度i士、 fとても満足Jと毘

答している居住者がいなかったため、多数の居住者が家賃iこ不j誌のあるということがわか

った。

(2)おわりに

本節では、ブエノレドクネッベンにおいて、住戸での生活行動・空跨満足度を務査、分析

し、住戸内での現夜の暮らしの様子や空間への意識を明らかにすることを目的とした。

コレクティブハワスにおいて注目すべき点は、般住者が、共有部分を各住戸の延長とし

て捉えていることである。アンケート調査の結果では、~問満足度に憶する図 7一関 10 の

質問結果を比べると、各戸lこ対する満足度は、{主戸タイプ別の家具や賂取り、サイズにつ

いてはやや違いがみられるものの、共有空間満足度(関 9) は、 fとても満足Jr満足j の

都合が最も高い。これは、生活をするさ吉間が、各伎戸で完結しているのではなく、共有望苦

情と共にあることで、評価されているということだと考えられる。

今後の課題としては、スウェーデンの 般的な公共住宅においても住戸iこ関する同様の

調査を行い、コレクティブ、ハウスとの生活の比較をすることで、よりコレクテイブハウス

の特徴を明らかにすることだと考えている。
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(参考)表 6 住戸ヲィブ知iの特徴

ヲイフ名 A'J.イブ

プラン
μ、'Jヱーシヨン

司自J
埼査した住戸数1 9戸

商務 1 74.0，γV64.0m 
年齢 j ・60議代の割合が高い

有機主主の割合1. 44.4弘

以前の居住閥s-JZiL2;れ
腕の居住悶・半数が単身間

家呉の数十 25倍以よ所有する都合が高い

B'J.イプ

7戸

55. 5m/54. Om 

. 70歳以上の割合が高い

. 14.3も

-単身世帯と夫婦楼帯の割合がほぼ

気ふとこ
. 15偲以上所有する割合が62.5弘

C'J.イブ D'J.イブ

7戸{住戸プランの自答者8戸) I 5戸

44. Om/45. Om 1 36.0m 

. 70歳以上の割合が言語い 1. 60歳代までの割合が高い

圃 33.3九

-全ての住戸が単身世帯

. 15個以上所有する割合力く33.3も

. 600; 

'全ての住戸が単身世帯

.全ての住戸が15偲以下



2-3  フレスタパッケ Fullersia Backe ゅ子脊てしやすい住環境ー

2-3-1 はじめに

プレスタバッケは、コレクティブハウジングの子育て・子育ちに対する価値を検ままする

ために調査者が 6S間滞在してアンケートとヒアリング、調査を行った多世代コレクティブ

ハウスである。プレスタパッケl士、ストックホルムの郊外市であるフッディンゲ市の住宅

団地内の公的賃貸役宅である。事業主(貸主)1土、自治体の非営利住宅会社 HugeFastigheter 

ABであり、居住者総合による自主運営となっている。

2-3-2 概要

表 1 フレス11パッケ獄事喜

所在地 Kyrkangsbacken 8， 14135 Huddinge 

入湯時期 1988年

供給主体および住宅繁理 Huge Fastigheter AB (フッヂィンゲ市住宅公社)

所有形態 賃貸

線機 鉄筋コンヲリ ト8潜建て(地下 1潜)

専有面積 1786 m(住戸蕗積合計 1623m+共用~間 163 m) 

住戸数 26 

住戸面積 44.5 rγ盆-79凶

住P1lイプ 511イプ(3BRl聖イプ、 2BR211イプ‘ 1BR2告イプ)

居住者 53人(男 22入、女 31人)
O-6years:5 7-12years:7 13-19yea悶 320四 29yea問 1130-39yea陪・10
40-49years: 1 2 5O-S9years:5 

共用設問面積 163 m(ヱウササイズルムと農機築部屋を含めると220mくらい)

共用空荷 [B1F]ヱ作塗、子どものプレイルーム
(コモンスペース) [Bvl図書コーナー、コモンダイニング、コモンワピング、コモンキッチン
共用部分 [B1F]倉庫、エヴササイズルム、洗濁室
(パフリッウスペース) {最上階(盤根裏部分)]屋根裏部窪、~鋼管理室
※除〈風除2室、ヱントランスホー 【庭]フロントヤード(テーブル、ブランコ、バーベキューセット)、駐車場
ん、廊下、階段護、エレベータ

し一

(1) 立地

プレスタパッケl士、ブッディンゲ市における 1980年代の住宅開発地 (2階建ての低層 8

榛+6階建ての中層 6棟)中に建設された l棟(中盤)

にあたる(殴 1)。団地内は高齢者住宅やコーポラティブ

住宅などが混夜し、果樹簡や広々した緑地がある。

ブッディンゲ駅から

完全に歩率分離された歩

道(右側は自転車道)を

にある。フッディンゲ覧R

周辺は商業地域であり、

スーパー、衣類、おもち

ゃ、飲食j百など一通りそ
写真 1 7ディング駅前の商業エリア 図1フレス告パッケ照辺地図

(http守 //kartor.eniro.se/より)
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ろっている(写真 1)。

(2) 建築概要

プレスタバッケは、鉄筋

コンクリート 6階建て(地

下 H皆)の建物であり、エ

ントランスホールで就学前

学校( 階建て)に接続し、

就学前学校を挟んで別の伎

擦に繋がっている(図 2，

写真 2)。フロントヤードは

就学前学校のエントランス

に連続しており、歩道をは

さんですぐに公闘がある

(写真 3)。公園には岩山、

i ' 

ぞ議

品品J幽吋窃

図 2 7レス11パッケ配童話器

写真2 フレス9パッケ外観

砂場、ブランコ、木製遊具があり、午前中や夕方は就学前学校の貸し切りとなる。

共用空間・部分i士、地下、 I階、最上階に分散しているつ地下に倉庫、ヱクササイズル

ーム、工作室、キッズルーム、洗j寝室、 BV(1階)に図書コーナー、コモンダイニング、

コモンリビング、コモンキッチン、最上階 (E塁線裏部分)にプレイノレーム(ブールパー、

映画鍛賞コーナー、パー、 トイレ)、空調管理室がある。

住戸数は 26戸であり、 1階 2戸、 2"--5階 5戸、 6階 4戸である。住戸の規模は 44.5rr1 ~ 

79 rr1であり、 163rr1の共用空間l士、 f主戸の平均 10%程度を供出した面積にさ当たる。住戸タ

イプl士、全部で 5タイプあり、 1ベッドルーム住戸 2タイプ、 2ベッドルーム住戸 2タイ

プ、 3ベッドルーム住戸 lタイプである。
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[BV : 1階]
コモンスペース

白 川…

キッズルーム 本ヱ:il

:;:;:JI:;:fjj咋!JJJJjJJJjjj

-LJjLJjjiijJjJJJJJ; 
縮尺 1/200

関 3:;>レス告パッケ平面図

防lF地下 1階]
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縮尺 1/200

図4 フレス?tパッケ住戸 平面図
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2-3-3. 事業供給・運営方式

何事業供給方式

フッデインゲ市の非営利住宅会社HUGE(士、フッテaインゲの新しい住宅開発地に公共賃貸

コレクティブハウスを建設することを計画し、入居希望者組合を結成した。 HUGEが所有す

るコレクティブハウスはプレスタパッケ l棟のみである。

(2)運営方式

プレスタパッケには、組合代表、会計、望書記、会計監査2名、会計数王室代理 2名、選挙

準備委員会 3名、その補欠人 3名、入居順番待ちリストの管潔者 2名、食費管理者、日用

品委員とその代理人、コンタクト委員会の委員がし、る。この他、活動グループとしてガー

デニング、ミーノレプランニング・買い出し、備品、清掃管理、パブ、エクササイズ、修理、

イベント、インテリア(美イりがある。居住者i士、いずれか 1つ以上の活動グループに参

加することになっている。決定事項は、定例会(年 5限)や総会(年 l沼)で行われる。

意志決定は、 50%の賛成があれば決定となる。重要なことは2度の会合で話し合い承認

される必要がある。

(3) 維持管理のしくみ

選挙管理委負金3名

選挙管理委員補究 3名

h行4ンr似ト管理者 2名

主費管寝者

笥用品委員と代理人

額5 フレス~パッケの運営体制図

家賃は毎年行われる家賃交渉で決定される。この家賃には水道料、暖房費、温水使用量、

ゴミ収集手数料、共用空間の使用権が含まれている。

住宅会社HUGEは、維持管理契約に2毒づき、居住者組合が担う維持管理の責任に対して報

献を毎月支払う。この報麟額も家賃、管環費とともに毎年行われる家賃交渉で決定される。

組合は建物内外の日常的な維持年寄理の資任そ持つことになるのこれらの作業義務への報酬
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として 1992年の価格水準で、 101当たり 96. 50SEK出)、年間 172，349SEK (96. 5 X 1786 

ni=住戸面積÷共用空間iJij穣)を支払っている。

E豊住者
組合員

居住者総会

賃貸契料

留 6 フレス骨パッケの自主運営のしくみ

(4)入慰安決定のしくみ

プレスタバッケには、内部と外部尽の入居頗番手寺ちリストがあり、入居煩番待ちリスト

の管王聖者(居住者)によって管理されている。内部のリストl士、既に住宅会社と夜接契約

を絡んでいる居住者であり、JlIJの住戸への移動希望者のためのものである。サブリースの

契約者やその他の者は外部リストで順番手寺ちをすることになる。外部ワストへの主主録料と

して 200SEKが必要である。

候織者l士、コレクティフ守ハウスの会員や住人になるために執行部および活動グループの

面接を受けなければならない。面接では、執行部や活動グループがコレクティブハウスで

の生活について説明し、候補者の入居動機を尋ねる。菌援の目的i士、コレクティブハウス

での生活に伴う責任を理解し、それを了承する住人lこ会長となってもらうことである。証言

後後、それぞれが検討し翌日に決定される。申請者を拒否する場合は、執行部全体による

協議が必要である。新しい伎人が承認されると、執行音防ミら住宅会社に通知される。新し

い住人は住宅会社に申込書を送付し、承認を受ける。

2-3-4.生活実態と居住者評価

(1 ) 居住者特性

居住者は 2007年 8月時点 53人で、男 22人、女 31人と女性の方が多くなっている。年

代別では、 6歳以下が 5人、 7-12歳が 7入、 13-19綴が 3人、 20-29歳が 11人、 30-39歳

が 10人、 40-49歳が 12人、 50-59 建設が 5 人である。 60 歳以上がおらず 20~40 代の者い

世代が中心となっているのが特徴である。 枇幣タイプ別では、単身 12世帯 カップル 4

世帯 カップルと子 8世帯、片親と子2世帯と多様であるが、単身世帯が最も多い。

(2) 生活実態

1) 共F時空路(コモンスペース)と共用部分(パブリックスペース)の利用

メインエントランス手前のフロントヤードは、屋外の集会場所としてパーティやミーテ

イングに使用されている。木製のブランコ、いす、テーブ、ノレ、バーベキューセットなどが

霞かれている。保育閣のエントランスもこのフロントヤードに面している。地下の玄隠は
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駐車場につながっており、車を利用する人はここからエレベーターで住戸まで直接行くこ

とが可能となっている。

共用~潤l立、地下、 BV (1階)、最上階(屋根裏部分)に分散しており、キッズノレーム、

図書コーナー以外は鍵がかかっている(住人の全てが鍵を所有)。掲示板はメインエントラ

ンスからダイニングへ抜ける廊下にあり、エレベーターもあるため、設もが見やすい位援

である。

メインの共用空間であるコモンキッチン・ダイニングは調査特点で改修中で、あったが、

週 5日行われるコモンミーノレ時l士、開放されている。夕食後はヲビングコーナーでくつろ

ぎやインフォーマルなミーティングなども行われている。ヲピングコーナーは、以前は図

書および子どもコーナーであったが 小さな子どもが減少したため変更したものである。

住戸から離れた地下のキッズルームには運動器具もあり、子どもたちが大声で遊べる場

所となっている。この他、エントランスホールに設けられた図書コーナーでも子どもの遊

ぶ姿が観察された。ここには居住者が寄付した本などが並んでいる。

最上階のプレイルームは、大人悶てとあるいは大人同伴で子占どもが楽しむ場となっている。

狭阪やテレピでのスポーツ観戦、カラオケ、ビリヤード、パーティなどを楽しんでいる。

援磁を数年毎iこ変更しており、子ども参加で行うかが話し合われていた。

このf也、飼人で使用している空間・設備として地下の工作室(コモンスペース)、倉庫・

エクササイズルーム・洗濯室(し、ずれもパブ、リックスペース)がある。

2) 共潟活動

プレスタパッケは、理事会の他、 9つの活動グループ。が組織としてあり、定例会(年 5

回)や総会(年 l問)で遼営事項が決定される。日常の夕食運営であるコモンミールが共

陀の中心となっており、居住者全員が当番で担っている。掃除はフロアごとに自分たちの

フロアと半期ごとに割り当てられたスペースの掃除をする。一人がー遊間程度で担当を邸

している。

二子どものための活動は、有志による自主的なものが多い。誕生会や遠足などが行われて

いる。また、子どものいる 5家族で子どものお迎えチームを結成する等、助け合いのしく

みをつくっている。

写真 11 Kollektivhus Nuのイベント開催 (Kollektivhus NuのHPより)
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(3) 居住者評価

。調査方法

滞在期間中に言語査棄を各住戸 (26t!t幣)に配布し、ゲスト担当者宅のポストに投函して

もらう方法でアンケート調資を行った(回収 12索、回収率:46略)， :i:な質問項目は属性、

入居淫出、自主運営lこ主守する意識、子育て環境としての評級、コレクティブな募らしに対

する評俄である。また 6人の住人lこ対して暮らしについてのヒアリングをおこなった。こ

れらの結果から居住者評価を整理する。

2)結果

①殴答者属性(n=12)

f生)lIJ
年齢

世帯構成

就労状況

表2 問答者演性

男 3、女 9

20代 2、30代 3、40代 :4、50代マ 3

単身 :4、夫婦 2、両親と子 2、単親と子 4 

フル骨イム :9、パート世イム 1、学生予 1、未認入 1 

②入居決定で重視したこと(複数回答)

居住者交流

多機な共用箆縄

立地

その他

家賃や費濡

保育サービスの近さ

書世代

位戸の広さ

島主管理

3 

9 

6 

5 

住戸デザイン 10 l-----l 

o 2 4 6 8 10 

臨7 入居決定でZ重視したこと (人)

居住者跨交流を重視した人が多く、半数の人が共用空間・設備を重視している。

③フレスタバッケを知った穣報源 (複数回答)
住宅内の友人

住宅内の友人lこ誘われて入居している人が半

数である。その他としてインターネット、子どもの

母綴(元妻)、大学でのサブリース情報、霞主主で乗

り合わせた人から聞いたという問答があった。

その他

住宅会社

4 

6 

白人)

o 2 4 6 8 

函 8 FBを知った情報源
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④強い合い意識
γ 一一一寸一 …T … 1一………一丁…ー…… 1

共 期空間の溝婦隊機川川町公ネ五九九九 ':::::I，K，':':':'"ヘ次冷点目日正 ;:::;:;::;1

ト I ! I I 
コモンミーんの準織機懇綴議機綴議綴機線機議緩幾綴欝三':;:.....士三日ヘ必寄記之内

卜 I iI  ! 
コモンミーんの後片付け機綴綴織機畿線灘 v 乙ム ハヂ~ γ 匝山吉日:火山古川丘三ヨ 1 

ト I I I I 
会合への参加機線機織綴綴灘線機機線機議t~出 J日日勾引漫 主立__1

ト 1I I I 
グループ活動闘機機欄綴織機 総 ザ I.'.___l 

L………一川上山一…ーし ω 一…一 L_ j 一 一…
「一一一一一一一一一一一~ (人)
四楽しし四やれるロ負担日米記入l

図9 担い合い識

し、ずれの当番等に対して負担を感じている人は少ない。コモンミーノレの準備(調理)、会

合参加、活動グループを楽しみと捉えている人が比較的多い。

⑤時間と経済迩の軽減意識

く詩翻の節約>

自主曹瑳

コモンミール

共用活動

芸名簿窓陵・施設

コレクティブな暮らし全般 (人)

百通両日を樫互整明性役宝石両正日両瓦両面」

図 10 共i育活動の時間節約意識

く縫済菌の節約>

自主管理

コモンミール

共用活動

災舟窓潤・施設

コレクティブな暮らし全般

区語通量互両両日五両5日1ぷ節約民日開注目塑主J
E塁打 共同活動の縫済活の節約意識

コレクティブな暮らしに対して経済関よりも持照的経減を感じている人の方が多い。特

lこコモンミールが時間的な節約に役に立っていると感じている人が比較的多い。
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⑥子育てま襲壌について(そ子どものいる回答者)

良い活動やイベント

CMIま健康に良い

CMIま家族の時間づくりに良い

CMを友だちと楽しむ

偉人に干ども由設諮を摂める

住人に心配やストレスを揺せる

子育てについて抱鎖できる

信頼で寄る人遠の織で成長

多様な塗肉遊び笠間

事績な屋外遊び塗摺

貸金主宣室内遊び空際

安全草屋外遊び!l!間

住人からの学び

きょうだいのような友人

事織な世代由人と交流

畠主管理活動からの経験

保宵砲と由吉築

安心安全

心思ストレスの軽減

子どもとの時間がとれない

子育て値鍍観由選い

子背て意毘への穏わしさ

外由主流がない

好ましくない行動を覚える

i図強1そう思う

Hコそう怠わない

一 品 一、 M 四 ー「品日ーー..，.-.....，

GiilL;‘"  町

十
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(人)
白そう思う ロどちらともいえない

白金くそう思わない 怒宋記入

図 12 子育て環境に対する意識

子どものいる回答者は6名であるが、概ね子育て環境として好意的な:窓5主である。特に

安心安全に対しては全員が伺意しており、信頼できる多様な伎人(子ども含める)との交

流、学びや経験、遊び空間に対して評価している。全員ではないが、子どもの世話、相談

なども住民間でできている人が多い
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⑦子どものいる環境について(子どものいない問答者)

rT  ""T ……1ω…一
子どもがいて楽しい機鱗機綴織機総務磯機嫌溝畿機織機織鶴織機綴線機霧::::::1:::'だ

ト I I I I 
暮らしが明るく 機織綿織機線機磯縄線機鱗織機織機織

I I I 

寸 7 一変化と刺激

成長が楽しみ

子ども!こ教える

親の手伝い

子以咋以以干し斗

ιI  II  
子どもの投鰭をしてあげる麟欄鰍鰍鰍 2 

↓ I I 
親の心砲やストレスを聞いてあげる麟側線機鰍機嫌 等川 2 

ー…一)…… I I 寸
共用空間が汚れる W::::::7::::::::':'"三:::j 1 I ヲ ー臨盗弘

1I  I II  i 
うるさくなる際機線機銃山川:ー:引 〉山;:-:4;日ザ点目十 件付

ト I I I I 
大人だけ時時間を持ちにくい 1 ? I 1 路持政荻忽訟ガ都高メ加持ぷ出

ト I I I 
しつけが気になる

し …一一L..__，"._.._.，..L 三二二二ご仁二二二二二7工二二:二二ごj

鈎強〈そう思う

口そう思わない

:;c <人)回そう思う 口どちらともいえない

自主〈そう思わない 悶宋混入

隠 13 子どものいる環境について(子どものいない罰答者)

子どものいない回答者は 6入であり、積僚的に子育てを助けているわけではないが、誰

もが子どもの成長や存在を楽しみ、変化と刺激を与えてくれる等、好ましく思っているO

位し、うるさくなると感じている人も多い。

⑧コレクティブな暮らしに対する喜平{盗(満足度)
γ… ー --r" 一一一日一~←司 …ー…ー……一γ…ー……一…つ

自主管狸システム

コモンミーん

活動とイベント

共用笠間・続殺

密分の住戸

活住者交流

居住者間の信頼感

多様な参加の尊重

子育て環境として

住環境全般として
….L...…二二 1 

区暴 言 夏 通 : 互 説 と も 凡 な い口不満畿大埼玉頭Z;]<人)

額 14 コレクティブな暮らしに対する評価

回答者は、概ねさをての項目に満足している人が殆どである。居住者間の信頼感、コモン

ミーノレ、子育て環境に対しと大変満足という回答が多い。
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⑨ヒアリング及び自取回答による暮らしの評価

表 3にヒアリング (5名)とアンケートの自由服答からヒト(居住者関係、交流など)、

モノ(住戸や共用空間)、システム(協働のしくみ、自主管現運営)についての主な意見を

捻出した。

表 3 ヒアリング回答者とアンケート自由回答による主な意見

と く多世代，多様な居住者との交流〉
-子どもはいろいろな慢代と交流できて社交性、シェアリング・尊敬の気持ちを持てる(F30F)。

ト -近く!こ親戚もな〈ここで、ノーシャルネットワーウを築けてうれしい(F40F)。
-家族のような感覚、多様な滋伎者からの嫌々な考え、暮らしにおける価儀は様々であること・・など多くの
学びがある。子どもたちは私たちを幸せな気分にさせてくれる(F50F)。
く子ども同士の交流>
-ひとりつこだがきょうだいのいるような環境(F30F)。
-子ども問主で自由に遊んでくれるので自分の時間がある(F40F)。
く劫iす合い>
-他の殺とも助け合え、子どもとの対立をどう解決するか等も相談できる(F30F)。
く安心〉
ー子どもは大人の見守りの中で自由!こしているので安心(F50F)。
-決して独りではないという安心、よりたくさんの友だち、楽しみがある(F2OF)。

モ くフレキシブんでオール告ナァィブな空間使用>
圃才一)t，.$lナティブな場所がある。キッズスペースでは大声を出したりする遊びもできて会〈自由。家では静

ノ かな遊びをしてもらえる(F40F)。
-遊び場はそのときのニーズで変えている。以前は小さい子がたくさんいてダイニングの近くに小さい予期の
場としていた(F40M)

く受信や進異のシェア〉
-コ[，;;，などもシェアできるので自分で賞わなくても良いし、ペンキもヱ作塗を使えるので自分の家が汚れなく
て心配ない(F30F)。

ユノ くコモンミ ル〉
ス -女性は仕事から帰ってきて夕食をつくることがストレスになるのでこれが鐙も大きい利点だと恩う(F40M)。

マー -食事をつくらなくてもいいし、食材を寅いに行かなくても良いので経済的にも時額約にも節約できている
ム (F30F)。

-良い食事、共にすることで家事も楽しくなる(F50F)。
く助け合いのしくみ>
-交代でお迎えのしくみは、親は遇1のお迎えでいいし、二子どもはヂイケアでの時掲を減らせるしウィンウィン
である(F40F)

く努女著書翻>
-男性にとっては一般の家よりも家事をしている(F40M)。

※括弧肉は (F フレス告パッケ、年代、性~IJ)

別居住者評価の考察

E号住者たちは、知人を通して等、コレクティブ、ハウジングの暮らしを理解し、居住者交

流を重視して入居している。居住者間の交流や信頼感に対しての評価は言語く、多様な世代

や役帯の人との交流についても悠伎を見出していることが伺える。居住者向志の関係につ

いては、人によって適度な原高官を保ちながら多様な意見を認め合い、柔軟につきあうこと

を大切にしている。

自主運営に対しての負担感は殆ど関かれず、コモンミールや会合参加を楽しみに従える

傾向がみられる。コモンミーノレは働く母親にとって大きな持照的節約と共にストレス軽減

になると捉えられている。

子どものいる居住者l士、居住者間で子育ての助け合いをしており、子ども向士の学びあ

いや依頼できる居住者間の子育てを評倒している。二子どもたちが信頼できる社会的・物理

的な環境の中で自由に子どもだけで遊んでくれることが親自身の時間をもたらし子育ての
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ストレス終減になっていることが伺えた。二子どものいない居住者も、笑際lこ子育てを助け

ている人は限定されるが、多くの人が子どもの成長や存在を楽しみや事j激として従えてい

る。

外部および内部空間とも子どもの遊び場としては声高く評価されている。タトの公闘や地下

のキッズスペースではダイナミックな遊び、住戸では静かな遊び、等、子どもが遊び方に

応じて場所を選べていることを評価する声も聞かれた。また、ハウス内の子どもの年代に

応じて子ども用のスペースの場所を変える等、フレキシブ、ルな対応が見られる。
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2-4. ツルスツーガン Kollektivhuset Tullstugan 

コーポラテイブ所有方式の緩やかな自主管遼運営一

2-4-1 はじめに

ツルスツーガンは、ストックホルムの中心街に近い奔開発地内の 263戸からなる住宅団

地の一角に位置する 29戸のコレクティブ、ハウスである(務査特点でコレクティブハウス組

合に所属するのは 24戸)01993年に建設された公的な賃貸住宅であったが、 2001年夏に居

住機所有(コーポラティブbostadsr邑ttsforening、andelsagare)となった。事業主i士、前

項のブエノレドクネッベンと悶じ Familjebostaderである。居住者組合による緩やかな自主

管理運営を行っている。居住者iこ子どもを含む事例としてアンケートとヒアヲング線査を

行い、コレクティブ‘ハウジングの子育て・子脊ちに対する価値を検註した。

2-4-2.概婆

所在地

入居時期

供給主体および伎宅管理

設計・管護

所有形態

規模

住戸数

住戸宿積

居住者

共用空間街穣

共用空罰
(コモンスペース)

共用部分(パブワッヴスペース)
探検〈風除塗、エントランスホール‘廊
下、婚段2童、エレベ一世

(1) 立地

表 1 ツルスツーガン概要

Dorjgr是nd4-6 

1993年

Fami Ijebost語derから居住者総会へ

設計者は鹿住者(コアメンバー)の1人

質賃叫2ゆ例年に居住権所有へ

鉄筋コンクリート S階建て(地下 1階)

29 (肉コレウティブハウス組合に所篇するのは 24戸)

総蘭積約 2，300rri 

自歳から 70議代の約 70人

約110rri(住戸商積の約 5%)

[2階]子レピルーム、ゲストルーム、コモンキッチン・ダイニング、テラ
ス、キッズルーム
[B1]洗混E室、倉庫、コンポスト、 I庭}中庭

ツルスツーガンは、ストックホルムの

ハンマルピー運河におけるウォーターブ

口ントの工場跡地を再開発した大規模団

地の…角にある(図1)0 BRFツルスツ

ーガン 3は全部で4棟 (263戸)から成

る。いずれの建物も中庭を殴んだ配置で

公選を挟んで建物裏側には大きな運動公

闘がある。

(2) 建築概要

西から 2棟自の鉄筋コンクリート 6階

建て(地下 1階)の建物の中、 D凸rjgrand

4と 6にある 29戸がコレクティブノ¥ウ
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図1 ツルスツーガン周辺地図
(http://kartor.eniro.se/より)



ス・ツノレスツーガンである。 ー般の集合住宅を若工後にコレクティブ‘ハウスに変更したた

め、住戸は広い一方で 4 ルーム住戸 1 戸分に当たる共用祭間は手狭である。 2 階に共!fl~

間であるテレビルーム、ゲストルーム、コモンキッチン・ダイニング、テラス、キッズル

ームがある。地下に共用部分の洗j寝室、倉庫、コンポストがある。住戸数は 29戸であり、

住戸の総窃積は約 2300rrlとである。約1l0rrlの共用空間l士、住戸の平均 5%を供出した商

積に当たる。例えば92rrl住戸の居住者i士、賃貸で、あったときに 97rrl分の家賃を支払って

いた。

CD 

2 ツルスツーガン配苦童図

写真 1 ツルスツーガン外観

議参議議
長警 φ 

‘ E 

1弘

地
骨
，

J

J

写真 2 ツルスツーガン中庭
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写真3 コ弔ンキッチン 写真4 テレビルーム
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2-4-3，事業供給・運営方式

(1) 事業供給方式

19宮3年春にコアメンバーとなったへツセルビーファミリーホテルの数人の居住者が新

たなコレクティブ、ハウスを求めて Familjebostaderに相談・交渉したところ、ハンマノレピ

ー遼河北側の 263戸から成る住宅団地のうち Dorjgrand4と 6をコレクティブハウスと

することが決定した。コアメンバーは、他の居住者を集め、共用安:隠のあるコレクティブ

ハウスの計画を行い 1994年秋に入居となった。ヘッセルビーファミリーホテノレからの移

住者は 5人である。設計者もコアメンバーの一員であり、 4音BE重住戸をメインの共用空間

iこすることを提案した。

199百年、ストックホノレム市は当該エリアの公共賃貸住戸を居住者に販売することを決定

し、住民投票の結果それを受け入れることになり 2001年 3月に 263戸からなる住宅団地

はツルスツーガン 3というコンドミニアムになった。コレクティブハウス部分は組合が購

入し、般住者は居住権を翼い取るコーポラティブ住宅となった。

(2) 運営方式

ツルスツーガンiこは、執行部2人(代表と重役)、会計監王室 2人とその補欠人 1人、選挙

準備委員会 3人がいる。決定事項は年 1@lの総会と必要に応じて開催される会合で決定さ

れる。

コレクティプハウス・ツルスツーガンの居住者組合(以 Fコレクティフ、ハウス総合)I士、

7つが集まるコンドミニアムアソシエーションの 1つである。コンドミニアムアソシエー

ションでは、合意書や活動などを決めている。コレクティブハウス総合から 4人がボード

になり、経済蛮、メンテナンス、ゲストアパートメント、ノfーティスペースの係を担当し

ている。

コレクティブハウス組合では、 19歳以上が組合員とされ、食事と掃除当番iこ参加する。

ρ …… の…… J…ι~一執行部
代表十重役

会計!，t査 2名

会計!，t査機欠 1名

選挙管理委員会 3名

事務的な運営

コレクティブハウス総合

図3 ツルスツーガンの運営体制図
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(3) 維持管理

賃貸であった頃は、 92rrlの 3部屋住戸の家賃は 8，800SEKであった。 E号住機所有のた

めに 45，000~ 55，000 SEK/rrlを支払うことになったの

コレクティブ、ハウス組合では、共用空間とコモンミールの運営管理を行っている。共用

ZE郊の新しい家具や設備の購入も行う。ク Fーニングと修壊のための臼が年に 1・2殴あ

り、全員が参加することになっている。

維持管理費の基本費は 100SEK/月である。この俄にコンドミニアムブィーを支払って

いるが、コレクテイブ、ハウスには還元されていない。 2つの階段を掃除することで

18，000SEK/年を得ている。これはインテリアデコレーションやキッチン設備の維持修理

にあてている。

コンドミニアム総合は外構部分、洗濯室、コレクティブ以外の共用部分の維持管理を短う。

(4) 入居者決定のしくみ

居有機所有になってからは、{主戸を自由に売貿できるようになったため、コレクティブ

ハウスを潔解していない人も入居するようになった。釈しい活ー住者には、コレクティブハ

ウスの暮らしに対する理解と参加を求めているが、参加していない住民もいる。コレクテ

イブハウス組合では口コミやインターネットでコレクティブ、ハウスを理解してくれる入居

者を捜している。調査時点で 4戸が参加していないが、イベントに招くなどの働きかけを

持続している。

2-4-4. 生活実態と燈住者詳億

(1 ) 居住者特性

居住者は 2007年 8月時点、。歳から 70歳代の約 70人である。 20歳未満の子どもは 32

人いる (0~6 歳・ 4 人、 7~12 歳 :9 人、 13~19 歳: 19人)。子どものいる家族は 18(内

7没者手は片親)、中年カップルが 5世帯、 6世帯は単身である。このうちリタイアしたカッ

プルや単身者は 5世帯であり、所得が比較的l高く、専門職の居住者が多いことも特徴であ

る。

(2) 生活実態。共用空間(コモンスペース)の利用

最も使われているのは、メインの共用空間となるコモンダイニングとキッチンである。

室内は中庭に向けてガラス面が多く、開放的である。週 4回のコモンミールの他、会合、

個人の食事会やノfーティにも使用されている。俗人利用の際i士、予約が必婆であり、スペ

ースのみの場合 100SEK、キッチンも使用する場合は 200SEK必要である。天気の良いRに

はテラスでも食事が1Tわれてし、る。ダイニングルームiこは、記録、娠があり、キッチンから

用具を借りるとき、何かが機能しないとき、修理を依頼したとき、等の記録をして住民間

で情報共有できるようにしている。

テレヒツレームには家族や務者が時々集まっている。ゲストルームlこは2つのダブルベッ

ドが置かれており、居住者は予約してゲストのために使用することができる。キッズルー

ムはコモンキッチン・ダイニングの模に独立した部屋としてあるが、小さいため大きな子
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どもには使われていない。コモンミールのメニューや当番i士、エレベーター内に掲示され

る。

2) 共同活動

住宅団地全体のコンドミニアム総合があり、自分たちのコレクティブハワス組合がある。

コレクティブハウス組合では、共用空間とコモンミールの運営管理を1Tい、共用空間の新

しい家具や設備を購入したりする。クリーニングと修理のためのおが年に 1・2回あり、

全員が参加することになっている。

ツルスツーガンには、執行部とパーティ委員会があるのみで活動グループはなく、定例

会も開催されていない。年に一度の総会と必要に応じて会合が開催されている。趣味的な

サークルとして読書クラブがある。

8常の夕食運営であるコモンミールが共向の中心であり、火日誤認から金曜日までの週 4

回行われている。 5 つのチームがあり、クッキングと掃除を I 選問担当する。 8~9 人か

ら成る 5つのクッキングチームがあり、 1週 (4回分)を担当する。ショッピング、総理、

片付け、土曜日のキッチン・ダイニングの掃除を行う。 1 日 4000SEK の予算である。 2~

4人で務現当番をする。 5週毎lこ2図クッキング当番が凹ってくることになる。つまり 20

固に 2回である。

特iこ子どものための活動グループはないが、肉親同士でインフォーマルなパーティを開

いている。間年代間志の集まりが多い。

写真 9，10 コモンミール風景(ツルスツーガンHPより)
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(3) 居住者評儲

1)調査方法

訪問符に居住者である Dr.Vestbro fこ各戸に誠王室主震の配布と回収を依頼した。回収された

調査票は 15主主である(回収率 68%)。質濁項浸はプレスタパッケと同じである。詳細事項

やわからない点は、 Dr.Vestbroにヒアリングおよびメールにて質問を行った。

2)結果

①回答者属性

性別

年齢

蛍稽構成

就労状況

(肝15，組収率・ 68唱)

表2 閤答者属性

男 5、女:10 

30代:1、40代 4、50代 :4、60代 5、70代 1
単身 :4、夫婦 4、両親と子 5、単毅と子。 2

フル骨イム 1 1、パート告イム :2、1)告イア 2 

②入居決定で重視したこと (複数回答)

立地

属住者交流

書世代

その他

住戸デザイン

住戸の広さ

自主管理

家賃や費用

多様な共用空間

保育サービスの返さ

4 

4 

8 

o 2 4 6 8 10 12 14 
1814 入居決定で重視したこと

立地、居住者交流を議後している人が多く、共用空間を重複した人が少ない。ツルスツ

ーガンは共用空間が少ないためと考えられる。

③ツルスツーガンを知った穣報源
吟一一一「吋…が吋寸一…一

住宅内の友人制問燃鰍総鰍鰍籾鰍鰍総 附 7

新関

住宅会社

富治体

その他

o 2 4 6 
1815 ツル̂，-IJ"ンを知った情報源

(複数回答)

8 
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住宅内の友人に誘われて入居した人が約

半数である。その他は、このコレクティブ

ハワジングを立ち上げた初期メンバーであ

った人 3人、研究者として知った 1人、近

所に住んでいた 1人、同僚からの紹介 1入、

自治体の友人からの紹介 1人、であり口コ

ミで知った人が多いことがわかる。



④担い合い意識

r-一一一一一寸一一一一γ一一…_.-.，.，一一…-'-T一一……一一
共用:ll1織の清掃 W....戸川日:日土日明刊日勺九九日日目::l1I 3 

ト I I I I 
コモンミールの準備機幾麟側 側側 側麟 側側 鰍鰍 欄

ト I I I I 
コモンミーんの後片付け際線機織機綴縦三川千円話ジむ吋V ム子 1)つ.3'川

ト I I I I 
会合への参加際綴織綴綴織機綴畿綴綴綴織綴綴綴議縁日記迎〆おと全小宮し

ト I I I I 
グループ活動際綴織綴縦?vt ツなよ 11でう で叶い…

L一一一一…」…一一一L一一一一ム一一一一一L一一一一

亙亙壬互益面亙画面
図6 握い合い意識

いずれの控い合いに対しても負拐を感じてし、る人は少ない。コモンミールの準備(務理)、

会合参加を楽しみと捉えている人が比較的多い。ツルスツーガンではグ、ノレーブ。活動はない

ため、グループ汚動については未認入者が多い(記入者はボードメンバーやブ、ツククラブ

の人である)。

⑤時演と綬済面の軽減意識

く時慌の節約>

一一一… I .………一…γ一 -"'-1

自主管理際綴綴畿緩緩ま~τ忌引幻子UL.:.2 膨~;審~ýf 護議選綴織

ト
コモンミーJレ燃側綴務総鰍綴鰍B線機綴鐙機縫滋滋ぷ訟法三己主己盤霊謡

I I I I 
共期活動以 :;:;:;il;;:::;:;j 2 4 r釜一一一

i lI  I I 
共用空鍋・施設応ゑ記述以ぷぷ斗一之」二ふぷ盤密室雲

コレヴティブな暮らし会鍛幽側臥ミ事 :l 3篠山

自主管理

コモンミール

共用活動

共用空調・施設

コレヴチィブな暮らし全般

一 一…i……日……J……ーい…ー」ー }ー上一一一一… J
rgj7 共同活動の持関節約意識

ぷ孟陣一一

匡通事亙科婦認可記J2瓦五至亙通長主豆亙量E互遍在)
図8 共罵活動の経済蘭の節約意識
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コレクティブな暮らしについて待問や経済面で節約できていると考えている人は約半数

である。特にコモンミールは時照的iこ節約できていると感じている人が多い。他の項呂に

比べてコモンミールl士、経済面でも節約につながっていると感じている人が多い。

~子育て環境について (そ子どものいる回答者)

‘‘、;.;.;.:・目'‘・咽‘咽・.・.:.-s:.:-:.:・可，・"咽町‘‘;:;:;:::;:;:;>ィ也‘、 5ヲ良い活動やイベント

CMIま鍵療に良い

CMは家族の時間づくりに良い

CMを友だちと楽しむ

住人に子どもの世話を殺める

住人!こ心配やストレスを話せる

子育てについて棺談できる

信頼できる人遠の関で成長

多様なE室内遊び空調

書織な箆外遊び:1ll賂

安全な室内遊び空間

安全な屋外遊び主主照

可‘』目‘・‘e‘目、・可 白白 ‘可‘‘可.、‘ 4も“畠‘‘ 目‘・画町砂.::it可‘‘一‘h晶晶4且“-可‘4‘‘晶-且、‘可‘・‘目‘』白・」畠‘可令、町6・6目‘畠.‘'目"可‘2‘酔 、、、、、

晶可唾‘可-白町、白可"白』‘d圃可可凋 可.:.:.可目‘‘ 弓曙唱可酔，‘一守酔‘町.;.:唱A 

8芝 6・可‘咽一・ー...ーIーl‘・ 、v 、

‘'酔‘可可・・‘‘‘唱.:.~，，:-:目‘‘目‘‘可.・.可・，酔‘‘"‘圃4白酔‘

目‘"町‘P曙4目‘晶........町・・ "，，，;'f/-

出 . ....:.:.:.;....、‘ 曹・ .';.0;'，"・、一‘・‘，'，'.'

J 明¥H:':‘・咽、.・

唱、ー唱、曜町F、......‘'，'JU.'‘v、・・A・唱 目‘咽目‘'ー'，'可.......

，唱 圃ν‘‘'‘唱‘目.‘晶晶唱可可-可可可晶唱 、、町‘ν、唱‘‘'ト‘目'‘ ' 

住人からの学び

きょうだいのような友人

事織な世代の人と交流

自主管理活動からの綬験

目，‘・咽町F‘‘a咽ー唱‘，、・、ー，‘.:.町目F‘.園、;.:....‘，・・."".可、‘、一M唱r、・・:<・‘田r唱晶・‘目唱‘'.曙晶 、‘司

f 
J品n:・.. 咽 咽一F・晶酔晶町r晶司4、‘‘ 目喝‘，_，事CI~'晶町'町・曜，“，、 町・r喧司・喧、・喧，‘‘ベー・ー ヲ

・、目‘

立地
司+・ム干守宅

安心安全

心配ストレスの軽減

子どもとの時間がとれない

子育て価{車観の遠い

子賓て意箆への怠わしさ

外の交流がない

好ましくない行動を覚える

目“晶目‘ ‘、 目見h町“‘ 咽........・ ‘，目a可目‘唱'可‘咽 、 晶'・凋‘曙

Wþ~:;:~ -':~'5 

~'//...， M ， コι

.~/ 長日正討手W/hW"-; 2YA 

、4・・、、>'1.-;"，'酔・‘も・d・ '/h'//-'-; <y//.";1 シ::-'h":; ノ

三ラ〆ノ

関強くそう恋う 図そうj思う ロどちらともいえない

ロそう怒わない 沼会〈そう忍わない 殴来記入

1ii19子育て環境に対する意識

~.l， 

、吋4ー咽 ョ...~.酔咽‘ 一札d 

ラ7/.4

y./， 

. 
ン'%/;///，

J 免主5

子どものいる回答者は 7名である。子どものための活動やイベント、室内の遊び場が少

ないため、これらの評価は他の項目より低い。この 2項民以外については、概ね子育て環

境として好;章約な意見である。特に信頼できる人達の問で成長、安心安全、多世代交流を

評価している。全員ではないが、子どもの世話、子育ての本11談なども住民憶でできている

人が多い
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⑦子どものいる環境について(子どものいない回答者)

r--
潟 一01>:;‘:<E"一

ト
A込 咽可.可司r‘-、

ゑ 町・可白、 ‘ 

ト

ト
司， 、酔晶+・晶，咽 岨可町・・‘........ 可 ‘ 咽 ゲ，

ー酔 ‘‘・‘'‘....園4 、、・咽‘ ヨι " 
ト

唱唱、、目‘............・・a・ .'，'咽、 晶目‘咽司 Ys1 

晶.....酔町曹A 司、

ーナ
~~/;;; .;.-; F 

子どもがいて楽しい

暮らしが明るく

変化と刺激

成長が楽しみ

子どもに教える

貌の手伝い

子どもの世話をしてあげる

親の心lIeやストレスを鴎いてあげる

共用空間が汚れる

うるさくなる

大人だけの持簡を持ちにくい

しつけが気になる

、 ‘‘可・‘可晶a唱司・曹司咽 目‘‘目‘'酔‘‘'酔‘;，一争一+争、 ，唱町，;可可可‘ ~;:'7/>; 

目‘'唱 す'圃町" '//. /'-///.I/'U:、同

一pー. +ぜ‘ 』‘ " 
」一一一 」“一ー _".，L_. コ二ご二

E塁強くそう怒う 回そう恕う ロどちらともいえない

口そう窓わない 包会〈そうj恕わない 滋米記入

趨 10 子どものいる環境について(子どものいない包答者)

子どものいない回答者は 8人であるが、手遅緩的に子育てを助けているわけではないが、

殺もが子どもの成長、子どもの存在を楽しみ、変化と刺激を与えてくれる等、好ましく患

っている。 f旦し、騒音やしつけなどを気にしている人もいる。

⑧コレクティブな暮らしに対する評価(満足度)

自主管理システム

コモンミール

活動とイベント

共用:!l!荷・施設

自分の住戸

農住者交流

麗住者慌の信頼感

書掠な参加の尊重

子脊て環境として

住濠境金般として臓機欄機潜線機卿鰍欄I':'II昨~
… i … i ……L ……刊一………

FZ云返詩瓦古語足ロどちともいえない日不満組会竺竺里担笠堅証)
殴11 コレイフティブな暮らしに対する評価

多くの人が、活動とイベント、共照空間・施設の項隠以外は殆どの項目に満足している。

コモンミール、子脊て環境、居住者間の信頼感、居住者交流lこ対して大変満足という回答

が多い。
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⑨ヒアリングによる暮らしの評価

表 3にとアザング(1名)とアンケートの自由回答からとト(居住者関係、交流など)、

そノ(イ主戸や共用空間)、システム(協働のしくみ、自主管潔運営)についての主な意見を

抽出した。

表 3 ヒアリング回答者とアンケート自由回答による主な意見

く多世代、多様な居住者との交流〉

-子どもの存在は、ここに住む大切なポイントの一つ(T50F)

-子どもたちを知っている全ての世代が一緒!こ集まっている。皆いい人たちばかりである(T60F)。

-多様でたくさんの大人たちが私の子どもたちを大切に思ってくれている(T50m)。
ヒ -より大きなソーシヤルネットワ-'Jを持てる(τ4OM)。
ト

く良い劉係づくり〉

関適度な~e鎚(密接ではないがいつもあるという関係)で良い隣係をつくっているのが良い(T50F)

く子どもの成長〉

-子どもたちは他の人への感謝を感じながら成長している。第気、怠E尊霊感、達成感なども管っている

(T40M)。

く子どもの遊び場〉

-一般の住宅よりもずっと遊び場があってよい(T60M)

モノ
く潔境・ロケーシ2ン〉

圃安全で良い環境。良い共用空罪号、ダイニング、まちの商業施設にも近くて良い(T40M)。

くコモンスペースの議題>

，もっと広〈様々 なコモンスペースが欲しい(T5OF)

-子どものための空癒はもっと大きい方が良い(T40M)

くコモンミール>

スユノ -コモンミーんには本当に助けられる。栄養約にも良い(T40M)。

-友だちと一緒に良い食事がとれるのは良い(T58M)。
ム7 く柔軟な参加>

-参加を強制されないし、本当に良い(T60M)。

※括弧肉は (Tツルスツーガン、年代、性Jllj)

3)賠伎者評織の考察

居住者たちは、ツノレスツーガン・コレクティブ、ハウスを計闘したコアメンバーを中心に、

知人を過して等、コレクティフ、ハウジングの暮らしを理解し、居伎者交流を王室祝して入居

している。多様な年代層であり、所得や学援が高いことが伺える。

プレスタパッケ同様に居住者間の交流や信頼感に対しての評錨は高く、多様な世代や世

帯の人との交流についても価値を見出していることが伺える。居住者間志の関係について

は、人によって適度な距離を保ちながら多様な意見を認め合い、柔軟につきあうことを大

切にしている。

ツルスツーガンには定例会や活動グ、ループがなく、コモンミーノレを中心とした比較的自

由な自主遼営が行われている。告白な参加を評価する声もある。自主運営lこ対しての負担

感は殆ど僚かれず、コモンミールや会合参加を楽しみに挺える傾向がみられる。コモンミ

ールは、人との交流や働く親にとって子どもへの栄養面や家事軽減として役立っているこ

とが評価されている。

子どものいる居住者l士、居住者向で子育ての助け合いそしている人も多く、子ども同士

の学びあいや信頼できる居住者間の子脊てを評価している。子どものいない居住者も、実
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際に子育てを劾けている人l士銀定されるが、多くの人が子どもの成長や存在安楽しみや刺

激として捉えている。

ツルスツーガンはもともと 2 レクティブハウスとして計図された住宅ではないため、共

用空間が少なし、(住戸笛穣の約5%)。そのため子どものためにもっと広い空潟を望む声が

関かれた。利便性の高い立地と他の住宅よりは自由に使える共用空間は高く評価されてい

る。

注釈:

注 1)2009年 10月現夜、 1SEK= 13.06陀

参考文献

コレクテイプハウジングの子育ち・子育てに対する価値の研究(その1)スウzーデンの多世代コレクティブハウジング

事例からの考察，楼弁典子，小谷部育子 器本建築学会大会学術講演便概集・建築計調II275-276 (2008) 
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2-5 その他の視察事'WIJ

2-5-1 ソツケンスツーガンー既存ストックを活かす

( 1 )はじめに

ソッケンスツーガンl士、 1940年代に建設された高齢者住宅を増改築してコレクティブ、ハ

ウスとした事例であるο40歳以とで学齢期の子どもがいない居住者を対象とした f人生第

二ステージの住まし、J、ブエノレドクネッベンをそデんとして、あのようなコレクティブ、ハウ

スlこ住みたいと考えた人々が集まって計画したものである。居住希望者たちが放置されて

いた高鈴者住宅の所有者である住宅公社に交渉し、リノベーションのコレクティブ、ハウス

として 1999年秋に実現させた。

( 2)立地

ストックホノレム郊外Skarpnackに所在する。地下鉄のKaertorp駅から徒歩 10分である。

(3 )建築概婆

4階建て 2棟の古い建物を給ぶように廊下をつくり、廊下に沿ってコモンキッチンやダ

イニング、リビングを増築した。全体の伎戸数は 44j阪であり、金戸商積は 31n:f~73 n:fで

ある。共用雲院(コモンスペース) I士、コモンキッチン・夕、イニング・リピングの他、事

務案、ゲストルーム (2"主)、野昔室、木工主主、機織主主、サウナ、ジム、情報コーナー、コモ

ンバルコニー、 SOHOがある。

(4 )遼営概要

外構、共用音15の維持管王室を住民て、行っている。その分の維持管理費が事業主の非営利住

宅会社から支払われており、運営費に充当している。入居者は管理会殺と居住者組合との

2穏類の契約を絡んでいる。コモンミールは月曜から金日覆までの遡 5おの夕食としてfTわ

れている。調理l士、 4 グループ(1O~1l人)交代で、 1 グ、ループ l 遊間続けて組当する。

表1 ソッケンスツーガン概婆

所夜地 Statsradsv7. Skarpndck 

入居持期 1999年

供帝給有形主葱体お一よび住宅管理 Famiuebostader 

賃貸

務穣 4階建て(地下n皆)

住戸数 44 

住FO富積 31 ni - 73 ni 

住F$Iイブ 3BR-1BR 

居住者 47入(男 2側、女 80%)
単身者が殆どでカップルlま3世帯のみ

共用空罪悪笛穣 400 ni 

共用空路 コモンキッチンクイニンクバAジジムヲ、あ情語報、コ一挙ー務ナ室ー:、ゲストル ム(2塗)、議
(コモンスペース) 室、木工塗、機織室、サウナ、 コモンバルコニー、 SOHO

共用tブ部リ分 {屋内]ランドリー、乾燥案、トフンクルーム、[屋外]庭、菜園、;也、自転車費者
(1 ツクスペース) 場、農作業小屋、ゴミ置き場、コンポスト、屋外テラス
※除〈嵐殊2室、工ントランスホー
Jし、廊下、階段室、エレベ一世
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写真 1 ソツケンスツーガン外観 写真 2 ソッケンスツーガン・テラス

写真 3 コモンダイニング 写真 4 コモンダイニング~リビング

写真5 コモンキッチン 写真 6 機織室
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2-5-2 コルネット m 新しい事業方式ーコーポラテイブ賃貸一

( 1 )はじめに

コルネットは、ブエノレドクネッベンと同様に子どもが同殿しないことを条件とした、2006

年 7月に入居が開始されたコーポラティブ隻貸裂のコレクティブ、ハウジングである。

(2 )立地

イエテボワの郊外、メルンダールに所在する。周辺には、保脊衛、小学校、降答者を対

象とした集合住宅やショートステイセンターがある。

(3)建築概要

鉄筋コンクヲート造 11階建ての新築で住戸数は 44戸である。共F自主E問は I階と 11 

階iこ計留されており、 I階にはダイニング、キッチン、ジピング、図書スベ}スのほかに、

居住者組合の事務所、木工芸言、 トイレがある。 11階にはノレーフテラスや事務、ゲストルー

ム等がある。

表2 コルネット概要

(4 )運営概要

居住者は fコルネットコレクティブハウス居住者組合j を組織している。総合は

M凸lndalsbostaerABからコレクティブ賃貸住宅iこ関する法 (2002)第 3条の適用のもと

に住棟を一括借り上げし、居住会員(居住者)に賃貸権を直後貸与している。総合では、

執行部を組織し、実際の賃貸契約を居住者および M凸IndalsbostaerABとそれぞれ行って

いる。なお執行部は、緩住者だけでなく M凸IndalsbostäerAB の代表者も加わり、 3~7 人

で構成されている。執行部では、居住者にとって長期的経済安定性が保証されるように家

賃の総額が決定される。メンバーは毎年半数ずつ入れ替えられる。

73 



貨の総額が決定される。メンバーは毎年半数ずつ入れ替えられる。

居住者組合は、居住会員とウェイテイング会員で構成されているの居住会員は、拠出金

として、 10008EKに加え住戸とコモンスペースの住戸面積分の拠出金 10008おK/niを、賃

貸契約を結ぶと同時iこ預けるこ uこなっている。また、ウェイティングメンバーl土

10008日K の拠出金のみを預ける。なお、賃貸権を解約した堅持には、ウェイティングメン

バーになり潔まることが可能である。投棄権は居住会員のみにl子えられ、 1{主戸につきー

棄となっている。また、拠出金とはjjljlこ住戸 1戸あたり最大 20008EK({主戸面積に応じ

て)年会費を支払う。居住会員は、自己負担でアパート、物設の修淫、メンテナンスを行

うことに責任を持ち、下水道、緩E号、電気、上水道、通気干しの配管の修理は組合が資佼会

持つ。組合と MolndalsbostaerABの賃貸契約が解消される場合は、コレクティブ、ハウス

の賃貸権は解消され、変わりに MolndalsbostaerABが組合の居住会員にとっての貸与人

となる。 (18EK=約 17円、 2007年時点)

事業主

(M凸Indalsbosl晶erA詔

約契貸賃括

串

品

川

〉

量

、

総

r

部
自
華

客

刊

行

会

~

俊

f

紙

数

陣

暗

…

く

fu

総合員
賃貸契約

ウェイ子ィング
メンバー

家賃の決定
毒事業主代表者

コルネットの事業運営方式
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1 キッチン

2 : -)1イニング

3 : 1)ピンク、図書スペース

4 多機能トイレ

5 事務主主

6 木工~

7 ランドリ

8 トイレ

9 趣味2室

10 シャワ 、トイレ

11 ジム

12 ジャクジ一、シャワ 、サウナ

13 ゲストルームワ

14 機械室



写真7 外綴(写真右) 写真8キッチン

写真由ダイニング 写真 10リビング、図書コーナ

写真 11 木工箆 写真 12ジム

写真 13趣味愛 写真 14伎戸

76 



2-5-3 マイバッケンー既存ストックを活かす

( 1 )はじめに

マイバッケンは、 1955年に建設された高鈴者用住宅を 2002にコレクティブ‘ハウスとし

て改修した事例である。フェルドクネッベンと同様、 40歳以上で同居する子供がし、ない

ことそ条件としている。

(2 )立地

イェテボワ市内のマイヨナにあり、 j笥辺には商j吉やパブがある。交通機関へのアクセス

もよい。近隣の集合住宅は 1960年代に建てられたものが多く、居住者の年齢層は子どもか

ら高齢者まで多世代である。

(3 )建築概要

鉄筋コンクリート造9階建てで住戸数は 21戸である。そのうち、 7戸はコレクテイブハ

ウジングには参加していない。共用空間は 1階と 11階に言十滅されており、 1階にはダイ

ニング、キッチン、リビング、図書スペースのほかに、居住者総合の事務所、木工室、 ト

イレがある。 11階にはループテラスや事務、ゲストルーム等がある。

表3 マイバッケン概要
所在地 Hellstedtsgatan 7 S-414 56 Golteborg 
入居 1 2004年
供給主体および住宅管理 Familuebostader 
所有形態 コボフTイブ賃貸

規夜益戸模宅窺薮渡一
地下1階地上 9階
57 ni、 用住F 38 ni 
21 F(7 FIまCHでない住F)

居住者数 23名(60-70歳代が最も多い)
共用~濁(コモンスベス) 告イ、トニインレグ、、キッチン、リトどルンーグム、図書スベ ス、AVルム、木工

E霊 サウナ、ゲス 、事務室
共用部分(パブリックスベ ス) ランドリ 、倉庫、自転準君主き場
※除く風除E室、エントランスホール、廊
下、階段窓、ヱレベ一世

(4 )運営概要

居住者組合を総織し、事業主であるイエテボリファミリーボシュターダから居住者組合

へ、一括貸与の形態をとっている。居住者組合i士、共用空間および共用部分の清掃を行い、

:事業主は設備のメンテナンス、ゴミ収集、雪かきに素任を持っている。 燈住者はメンテナ

ンスの報酬として、年照 48000SEKを事業主から受けとっている。

居住者は、コモンミーノレの調壊と共用空間および共照部分の清掃を義務として佼霞づけ

ており、コモンミーノレは週 2回行われている。
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図3 マイバッケン平面図
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2 ~普平面図

基準舷平衝図

1 :リビング、ダイニンJ

2 キッチン

3 :ランドリ

4:援内テラス

5 :ゲストルーム

6: AVルーム



写真 15マイバッケン筋辺 写真 16:ダイニング、リビング

写真 17:キッチン 写真 18:AVルーム

写真 19掲示板 写真仰木工案

写真 21ゲストルーム 写楽 22住戸
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2-6 海外事例のまとめ

本章では、主に海外事例としてスウェーデンのセルフワークタイプのコレクティブハウ

ジング、ブェルドクネッベン、プレスタハツケ、ツルスツーガンの 3事例会対象とした現

地調査の報告として建築概姿、事業供給・運営方式、生活爽怒とE号住者評価安整理し、持

続的な住コミュニティの婆件について分析した。ブエノレドクネッベンでは、居住者の生活

行動および空間満足度の詳細な調査を行い、コモンスペースにおける筏住者の生活領域の

広がりについて明らかにした。プレスタパッケとツルスツーガンにおいては、子育て・子

育ちに対する価伎を検註した。

3事例は、 1990年前後にストックホルム市街・郊外に建設された中層のコレクテイブ.ハ

ウジングである。メインの共用'6<:潤(コモンスペース)としてコモンキッチン・ダイニン

グ・リビングがある。この他、フェルドクネッベンとプレスタパッケには、趣味のための

共用空織が豊富にある。ツノレスツーガンは一般の集合住宅を着工後にコレクティブハウス

としたため、コモンキッチン・ダイニングの他は、テレビノレーム、ゲストルーム、キッズ

ノレームu也のコレクティブハウスよりも共用さE界再が少ない。プレスタバッケとツノレスツー

ガンiこは子どものいる1白書幸もいるため、子どものための共用祭尚も用意されている。共用

部分(パブリックスペース)としては、ランドリー・アイロン主主、倉産、庭等があるが、

これらはスウェーデンの通常の集合住宅に常備されているものである。

3事例は、いずれも自治体の非営利住宅会社によって公共の賃貸住宅として建設され、

居住者による自主管務運営のセルフワークモデルである。しかし、ツルスツーガンは 2001

年に賃貸からコーポラティブP所有方式になった。ブエノレドクネッベンとプレスタパッケは、

住宅供給会役と居住者組合の防に自主管理運営の責任と報酬について契約が交わされてい

る。居住者組合には王理事会と活動グループがあり、通常年 1悶隣イ接される総会と定期的に

開催される定例会で募らしの運営についての意志決定が行われる。ツルスツーガンの緩住

者組合には理事会とパーティ委員会があるのみで、その他の活動グソレープは存在せず、年 1

回の総会以外は必裂に応じて会合を告書催するといった柔軟な運営、ンステムである。

プレスタハッケとツルスツーガンは子どもから高齢者までの多世代を対象とした住宅で

あるが、プエノレドクネッベンは、 40歳以上の学童期の子どもが問殺しない世帯を対象とし

ている。いずれの住宅でも尽常の夕食運営であるコモンミールが共肉の中心であり、週 4

~5 日行われている。コレクテイブ、ハウスの暮らしに対する総合的な評価は、いずれの事例

でも高い。計画燃や竣工初期から居住しているコアメンバーによる積極的な住運営参加が

し、ずれの事例でも認められる。コモンミーノレの準備や話し合いも楽しみと捉えている人が

多い。共用空間は各住戸の延長としてとらえられており、倒々の住戸fと共ffl'6<:間から成る

生活空熊が潟く詳側されていることが伺えた。居住者たちが、コレクティブ、ハウジングの

募らしを自分のライフスタイルとして選択して人民し、…主体的に暮らしづくりをしている

ことが評価の高さにつながっていると考えられる。
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3章 日本の事哲IJ コレクティブハウスかんかん森

一日本初の般住者による自主運営自主管理m

はじめに

本章は、筆者ク、ループ。が継続調査をnっている、賃貸住宅で居住者による自主運営自主

管理の fコレクティブハウスかんかん森j を対象とし、概要喜、生活価僚、生活空間、ライ

ブスタイル、 Z襲境配慮行動、事業供給・運営方式について分析考察した結果を報告する。

日本における他の事例については、 4-3考察にて報告する。

3-1 コレクティブハウスかんかん森の概要

3-1-1. 計図にあたって

fコレクティブハウスかんかん森j は東京都荒川区東日暮患の「日暮皇コミュニテイ j

の2，3階にある。計爾にあたっては、中学校跡地という区有地であったため、公共性が

求められ、高齢者照施設とコレクティブハウスのほかに、保育関やクリニックなど、地域

にも!鶏放される縮設が計画された。高齢者だけでない多世代のコミュニティの実現、子脊

てや介護を地域のコミュニティとともに作っていくというコンセプトのもと進められた。

コレクティブハウスの導入については、事業主である(株)生活科学選鴬から小谷部育

子氏 (S本女子大学教授、当委員会委員長)に協力の依頼があり、事業化をきっかけに、

NPO法人コレクティブハウジング社が設立され、 2001年 1月から NPOによるコーディ

ネートが開始された。

3-1-2 建築概要

「コレクティブハウスかんかん森jは荒川区東日暮呈に 2003年 6月に竣工し入居を告書始

した日本初の居住者の自主運営自主管理による多世代型賃貸コレクティブハウスである。

鉄筋コンクリート巡 12際漆ての民暮毘コミュニティ 2，3 階部分に佼置し、 4 階から 6~皆

は介護が必要な尚齢者のためのシニアハウス、 7階から 11階は自立した高齢者のためのラ

イフハウス、そして、 12階にライフハウス居住者のための共i湾総室があるの

かんかん森の住戸数は全部で 28戸である。 24rrfから 61rrfの多燥な広さの{主戸があり、

住戸にはキッチンや風LJAが完備され、プライパシーは確保されている。コモンスペースは

各住戸から 13%を供出することにより、合計 166rrfの広さとなっている。 H皆lこはメイ

ンのコモンスペースである、コモンキッチン、コモンダイニング、コモンリピング、コモ

ンテラスなどがある。

表 1 建築概婆奇襲(コレクティブハウスかんかん森部分)

名称 コレクアイブ、ハウスかんかん森

場所 荒川区;東日暮呈

計画・設計毅間 2000 年 2 月 ~2002 年 2 月

建設織問 2002 生存 3 月 ~2003 年 5 月

建物規模 鉄筋鉄骨コンクリート造地下 1I倍付 12階建ての 2， 3階部分
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所有権 2003 年 6 月 ~2007 年 3 月:一般賃貸

2007年 4月~ 株式会社コレクティブハウスによる 括傍り上げ

事業主体 株式会社生活科学運営

施工会社 株式会社大成建設

設計コーディネ NPO法人コレクァイブ‘ハウジング社

ート

延べ床面積 1944 ni 

住戸数 28戸

専有面穣 24. 40 ni~6 1. 33 ni 

間取り 1ルーム 15戸、 1K3戸、lLDK4f~ 、 2DK5 戸、 2 室シェアー 1 f"、

3~:ンェアー 1 戸 (2009 年 3 月号寺点)

賃料 71， OOO~ 174， 000円

共事主費 5500円、 7000内

共用ZE間 く内〉リビングダイニングキッチン (105.48ni)、アンドリールーム

(19‘o ni)専用事務室主 (10.05ni)、倉隆 (9.5 ni)、ゲストルーム (9.5

ni)、コモントイレ、キッズスペース

く外>ワッドテラス (19.28ni)、コモンテラス、楽鴎、工作テラス

共用部分 j武除案、廊下、エレベーターホーノレ

外銀および周辺写真

たつなシ」来自の刻切々の緯
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写真2 日暮盟公麗
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粧品

83 

く内部〉

1リピンヴザイニンヴキッチン
2 ランドリールーム
3 コモントイレ
4 キッ1スベース
5' ・草原事務室

6 ゲストルーム
7 倉庫
く外部〉

8 ウッドテラス
9 コモンテラス
10議題
11 工作テラス

2階:!jI商図 1/500 日)

3階平菌図 1/500 

図1 かんかん森2.3滋平面図



写真4 コモンダイニング

コモンミール風景

写真6 ランドリー

写真8 菜園テラス
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写真 5 コモンキッチン

調理風景

写真7 ゲストルーム
徳治がないときは、居住者が自由iこ使用する。
パーすィに向けて音楽の練習を行っている。

写真9 コモンミール



3 -1-3 俊運営の仕組み

かんかん森における住運営の仕組みは、入居2年前のワークショップから取り絡まれ、

居住者規約に示されている。スウェーデンのコレクテイブ、ハウス「フェルドクネッベンj

の住運営の仕総みをベースtこ、かんかん森居住者が運営しやすいよう作成された。運営体

制は、入居から約5年が経った時点でもまま本的には変わっていない。

(1)かんかん森居住者総織

かんかん森では、居住者組合「森の風Jを組織し、居住者がi主体的に住運営を行ってい

る。 2009年 3月現夜、「森の風j は、害事務運営を担う 4つの f役員』と 7つの『運営係j、

また、日常生活の管理を行う 17の『活動グループ。』から構成されてし、る。運営上の問題点

l士、月 l回開催される定例会で議論される。また、毎年 6flには総会が喜脅かれる(図)。

震住者総合森の風
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方、省エネ、インテ出ア、ベット
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(2) 13常運営

日常的にl士、①活動グループへ参加し運営を担うこと② fコモンミール」と呼ばれる遜

3聞の共同の食事運営での務理および片付けを銀うこと③コモンスペースの清掃作業を担

うこと④総会、定例会へ参加し、話し合いによる問題解決に努力すること⑤役員、定例会

の進行と記録を持ち岳りで担当すること、が wr森の嵐j 運営基本ルールlこ慢する和田貝Ij~に

義務として位置づけられている。

1)コモンミール

コモンミールは、成住者が共同で行う食事運営である。遡 2~3 凶( 1ヶ月合計 lO@]

程度)行われおり、かんかん森では、食べる食べないは自由であるが、月 1回の調穏当番

が義務となっている。運営は、活動グループの一つであるコモンミーノレプランニンググル

ープ (CMPG)によってマネージメントされている。 CMPGの月担当者がおおよその開催日を
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決定し、居住者が都合のいい日程iこ調理および片づけを拐当する。メニューも調理担当者

によってあらかじめ掲示されるつ調味料や米、じゃがいもなどの常備野菜、冷凍の11:11士、

C訓PGが矯入しストックしであるが、魚やその他の野菜は、務理担当者が購入し、その後 CMPG

と清算を行う。平山主 400円/人、休日 500丹/人となっているが、*光熱資も含まれ

るため、実際は、平沼 320円/人、 390円/人が予算となる。

2)清掃

コモンスペースおよび共用部分の清掃と施錠を居住者が順番で行っている。掃除の担当

頻度は、 3， 4ヵ月に 1度である。清掃儀所は、①玄関、工作テラス部分② 2s皆廊下、エ

レベーターホール③共用トイレ、ランドワールーム④菜癒テラス、コモンテラス⑤コモン

キッチン、リビング、ダイニング⑥内階段、ゲストルーム、事務室⑦3階廊下、エレベー

ターホール、の 7か所に分けられ、それぞれの担当者が遜に 1回程度掃除をする仕組みに

なっている。掃除の作業内君事は、掃除機かけ、ワイパー拭きなどおおよそ決まっているが、

掃除の稜度は担当者に任されている。また、その月の最終日畷日の午後lこ、担当者会員で

窓ガラス、網戸の掃除を行う。なお、都合がつかない場合l士、活動グループの資任者から

都り当て部分が知らされる。

3)定例会

毎月 1際際催している。役員である書記が、開催詞の 1週間程度前にお知らせを出し、

出欠を確認するとともに、議題を募る。奇数JH土第2月躍の 19:30から、偶数月は第2日

曜の 10・00から 2時間程度話し合いを行ってし、る。進行と記録は持ち殴りで担当し、記録

は2名体制をとっており、議事録は、配布・掲示・蓄積されている。

(3 )地域通貨

かんかん森では、 f森券(もりけん)Jと呼ばれる鳩域通貨が使照されている。単位i土f森

(もり )Jであり、 1森口 1円である。共同の食事運営であるコモンミールやランドヲール

ームの洗濯機および乾燥機を利用する際に、森券が使用される。コモンミールは、平日 4

00森、休日 500森。洗濯は、洗濯機 50森/図、乾燥機 100 議長/r~lである。森券は、森

券管理者から、事前に購入する。 500森券、 400森券、 50森券の3種類がある。

3-1-4 識変リスト

コレクテイブハウスかんかん森については、入居前より「かんかん森調資グループj ※

によって継続的な務査が行われていた。住総研コレクティブハウジング研究委員会では、

継続調査を引き継ぐとともに環境などの筏点を加えた新たな務査を行った。調資概要につ

いては、各調査報告部分で記載する。

き壁2調査リスト

実施 i内容

2002年 3月 入居前アンケート かんかん森誠査グループ
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2 2003年 5月 入居前アンケート かんかん森誠王室グルーフ。

3 2004年 8月 入居 1年呂アンケート かんかん森調査グループ

4 2005年 10月 コモンスペース観察調主主 かんかん森調査グループ

5 2005年 11月 ヒアリング調査 かんかん森務王室グループ

6 2006年 9月 入居 3年目アンケート コレクテイ7'ハウンツグ研究委員会

7 2006年 12yl ビアリング調査 コレクティ7"ハウγンゲ研究委負会

8 2008年 7Yl 居住者アンケート(環境、健康) コレクテ，7守ハウ〆ング研究委員会

9 2008年 8月 温湿度調査(コモン十位戸) コヤクテ，7"ハウ〆ング研究委員会

10 2008年 8月 コモンスペース綴祭誠査 コレクテイ7やハウ〆ンゲ研究委員会

11 2008年 8月 ヒアリング調査 コレクテイ7守ハウ〆ンゲ研究委員会

12 2008年 9月 生活雲寺潤詩書査 コレクティ7やハウ〆ンゲ研究委員会

13 2009年 1月 滋湿度務査(コモン÷住戸) コレクテ，7"ハウ〆ンゲ研究委員会

14 200吉年 2Yl 冬の住まい方アンケート コレクテイ7守ハウ〆ング研究委員会

※かんかん森調査グループ:2002年に発足し、機井典子(日本女子大学大学院)、嶋崎東

子(お茶の水大学大学説)、岡崎愛子(日本女子大学大学続)からなる。(所属は当時)
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3-2.かんかん森における生活実態と混住者評価

3-2-1. 自約

居住が隠始された 2003年 6月から 2008年 3月まで、居住者主体の住運営に対する取り

緩みがある fコレクテイブ、ハウスかんかん森j を対象に生活の実態と居住者の暮らしに対

する評価を分析し、(主コミュニティがいかに発展し、持続しているのかその仕組みと要因

を考察する。

3-2-2調査線要

本節では、 2-1-4調査ザストlこで記した調査3および調査5の結果と、 2003年 8

月から 2009年 3Jlまでの居住者による自主運営に対する取り組みを、コモンミールや定例

会への参与務交および定例会の記録、メーリングリストの記録、また、約 2年にわたる居

伎者としての実態調査の結来安まとめる。

表1 調資概要

認査名 務驚3 議査6 その他

諮査期間 2∞4年8月 2006年 9Fl 03年6Fl-09年3Fl

議査方法 アンケート調査 アンケート調査 参与語資

認査内容 -入震動機 -入居動機 -定例会への参加
圃入居前後評儀 -入居霊前後評価 -コモンミールへの参加
-暮らしの潜足度 ‘暮らしの満足度 明メーリングリストへの参加(一
-住還営活動の実態と評価 圃金運営活動の実態と評価 般、居住)
-コモンミール喜平{適 -コモンミール評価
-コモンスペースと住戸の利用 -コモンスペースと住戸の利用
頻度、満足度 頻度、満足度
-住み続けについて -住み続けについて

対象者 居住者全員

回収状況 18/31名(55%) I 20/36名(5蹴)

3-2-3 居住者の膳性

(1)家族主~ (N =28、単{立・世帯)

単身世帯、家族世帯(夫婦のみ、夫婦と子、単親)、、ンェア世帯に分類した。

2003年入居開始より約 5年間にわたって、単身世帯の占める割合が最も多く、 60%近く

となっている。 24.4 rrl ~61. 33 rrlと多様な住戸バリエーションではあるが、ワンルームタ

イプの住戸が 18戸(全体 28戸、ワンルームタイプの住戸の専用昔日分平均 32.13 rrl)と多

いこと、また、一般賃貸と異なる住まい方であるため家族問での意思決定が難しいなどの

理由から、単身の入居が多くなっている。

家族1士号害i士、もっとも世帯数が多くなった 2005年 12月を見ると、「夫婦のみ」が l世帯、

「夫婦と子j が 3u!:端、 f単親J4世帯(母+10歳米満の子 2t止手書、母+10代の子 1t世

帯、 70代の母十50代の子)となっている。

また、ー住戸をシェアして使用している世帯が常に見られる。かんかん森は、シェア尽

に設計されたものが一住戸あるが、金銭的な理由などから 2LDKタイプの住戸を、ンェア
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している居住者、ワンルームを仕切りなどで工夫して友人とシェアしている居住者も見ら

れた。多くは、 20代、 30代の若年層であるが、 20代とセカンドハウスとして使用し

ている 70代のシェア世帯が見られた。なお、 2009年 2Jlには、居住希喜望者が現れなかっ

た住戸街積の広い 2LDKタイプの 2f主戸を 3部農のシェア用住戸に改修した。
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(2)年齢

句。

入獄当初は、 20 代後半の若年層と、 50~60 代の中高年騒が多く免られた。経年変化を見

てみると、 20代後半であった者年層の居住者が 30代になったことに加え、居住者の入れ

かわりから、 30 代 40 代が増加した。なお、 0~10 代の子どもは、 1 名 10 代後半が居住し

ていたが、 2008年に成人となり、現在は、全員小学生以下である。
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3-2-4. かんかん森における生活の実態と評価

かんかん森における生活の運営l士、定例会によって決定される。毎月 1問、 2時間から

3時間程度の話し合いが行われている。議題は様々であるが、生活や入居に隠する「管理j

と、コモンミールやコモンスペースなどの「運営j に大別した。

(1)管潔

1)実践期 (2003.6--2005.1)

2003年 6JJから 2005年 I月を管理における f実銭期j とする。入居室戸Iのワークショップ

により構築された居住者組合の管理体制が実際の暮らしの場で実践された。居住者i士、入

居泌総により理念の共有が殴られていたため、体制に大きな変化はないが、定例会におけ

る f進行、記録の役割分担j が3回にわたって検討されている。 rCHはみんなで話し合い

が基本。フォローしあいながら、 人 人がローテーションに入るJ(2003年 12月定例会

居住者発言より)ことが確認され、「記録J(こ慢しては、 時人体制から二人体制に変吏され

た。定例会の分担については、その後も倒防か;定例会の議題にあがり、お互いがフォロー

しあいながら、会員で扱うことが確認されている。

方、当初、入居者はなかなか増えず、事業主側カミら主主主主の保育霊王手iJ用や事務所手IJfflの

申し入れがあった。利用にあたっては、生活の場への居住者以外が立ち入るで滋音や雰囲

気の違いなどが問題となり、暮らしの場への配慮を事業主に求める動きがみられた。

また、初めての試みだったこともあり、事業主と CHCの調整が難しかったことや入居者

がなかなか増えないことに対して、居住者からは不満の声もあがった。この~窓照題を検

言守するために、居住者-CHC-事業主の3者における運営会議が定期的に行われるようにな

った。運営会議においては、それぞれの役書IJが確認された。 rC持Cは、入居者のストックづ

くり、入退居のコーディネートを1Tう。居住者は、いい暮らしを作り、魅力的なホームベ

ージなどを作って発信していく。将来的iこは森の風独自にウェイティングリストを管理す

るという可能性もある。事業主l士、かんかん森をコレクティブハウジングとして存続させ

るため努力をする。J(運営会議 2005年 2月記録より)ということであった。

①居住者の評価

入居 1年後の生活の満足度を示

した。 f居住者自同士の刺激・学びJr安

心感Jr主体的な暮らしJr協働によ

る合理性oJが入居前からも期待され、

入居後も評価されている。特に、「協

働による合理性j に関しては、期待

した居住者全員が入居後も評価し

ている。 方、共に暮らすことで可

能になるとされていた f設備やさ吉間

の共有Jr環境への配慮Jr経済性J

に関しては、評価が低い。

走塁住者間±の刺激・学び

安心感

主体的な暮らし

協織による合理性

設備や空間の共有

環境への重苦慮

経済性

ゐ所一一ザウ

J fムJど
ij 三!

。2 4 6 

図期待遇り

口期待未満

(人)

8 10 12 14 16 18 

鴎4入居書官!こ織待したことと入居 1年後の評価(n=18)
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2)再考英語 (2005.1--2007.7)

NPO法人口レクティブハウジング社(以下、 CHC)のコ…ディネート契約が終了したが、

空獲があることもあり、入居コーディネ}トを継続した。 司方、居住者は、「第3者による

入居コーディネートは必婆j との考えから、誰が入居コーディネートを行うのか、外部に

依頼する場合l士費用をどこが負担するのか、どのような入居コーディネートが必婆なのか、

様々な検討を始めた。この検討は、 2008年まで続いた。また、より多くの人が定例会に出

席できるよう、箆穏の務整がアンケートで行われるなど、居住者全体で課題を検討してい

く姿勢がみられた。2005年 10月には、事業主から一括借り上げの提案が居住者になされた。

居住者は定例会で約 1年間にわたり、検討を君主ねた。一括借り上げにあたっては、居住者

組合ではなく、実イ壬をとれる社会約総j織iこする必要があると方向性が絞られ、 2006年夏頃

から有芯があつまり、居住者lこ対してのアンケートも実施された。結果、運営メンバーや

出資者を募り 2006年 12月に居住者有志による r(株)コレクティブ‘ハウスj が設立され、

2007年春から一括借上げが開始された。

2007年 6月には、入居当時からそのままになってし、た生活のルールや入退居のノレールを

まとめた「ハンドブックJを修廷しようという動きが見られた。ワーキンググループが作

られ、途中暮らしのwsが開催された。約 1年半にわたって検討が行われたが、最終的な

決定には至っていない。

①居住者の祭儀

入居 3年後の生活の満足度を示した。「居住者同士の車IJ激・学びJ!こ隠して、半数以上の

居住者が期待遇りと回答している。また、「安心感Jr設備や空隠の共宥J!こ関しでも満足

度が高い。入居 1年後と比較すると、「安心感Jr設備や空間の共有J!士、満足度が増加し

ている。 方、 f主体的な暮らしJr協働による合理性Jについては、満足度が低下してい

る。「環境への配慮j および f経済性」については、評価は低くなっている。

入居3年が経過し、居住者

が主体的な住運営を続ける中

で、居住者向士の車IJ激や学び 居住者間士の刺激司学び

合いは継続していた。また、 安心感

お互いの信頼性が増すと何時 主体的な暮らし
lこ、暮らしを支える設備や空

界再の主主要性も認識していると
協働による合理性

言える。一方、 f再考期jであ 設備や空間の共有

り、暮らしを見つめなおす中
J 同-，' 隠綴待通り

環境への配慮 SAd~

で、 トラブルや課題を解決し
〆fで〆 ロ期待宋満

経済性
なければいけないことから、 (人)

合理性などの評係が低 Fした o 2 4 6 8 W 12 U 16 U W 

と考えられる。

翻5入居前に期待したことと入居3年後の評価(n=20)

3) 変革綴

f側コレクテイブ、ハウスJ(以下、 CH1) という新たな組織が誕生したことから、奈の
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風、 CHI、CHCの役害IJ分拐を明確にしたいとしづ意見が定例会で出された (2007年7

月)。特に、 2宮sE重のZE蜜ができるという雲寺期だったこともあり、居住の仲間をし、かにつく

るかが課題となっていた。かんかん森の窓口としては、 f会員係、j r広報係j r見学対応係」

が部分的に役割を担って対応していたが、居住lこ玉三るまでの明確なルートは確立されてい

なかった。 f森の居誌としてどこまで対応できるのか」、 f居住者が入居コーディネートをでき

るのかJとしづ課題とともに、月中間作りプロジェクトチーム」が発足し検討された。一方、

CHIやCHCとも丸学会や入居コ}ディネートの方法、かんかん森入居のウェイティン

グリストの共有化としづ課題が検討されていた。

2008年 6Jlには 24世帯/28世帯に減少し、いよいよ入居者集めの緊急性が深刻化した。

そして、 f入居募集グループj が提案され、居住者全体でこの問題を解決し、空言草を埋めよ

うという動きが始まった。入居者募集のチラシを作成したり、ブログを立ち上げたりと外

部への働きかけを行うとともに、森の風独自の見学会も開催することになった。また、 C

HCともあらたな協力関係を結び、それぞれの見学会の佼置づけを明確にし、森のj誌、 C

HCの役割分按を確認した。

かんかん森では居住者の全員合意が原則となっているため、話し合いを葉ねても決定、

解決に及lまないことが多く見られる。緊急性かっ決定必須の課題についてはプロジェクト

グループ内で検討を重ね、決定ずることもあるが、必ずしもそうでないものに隠しては、

何度も話し合いが行われている。長鶏の話し合いの中でお瓦いを知ることも多く、定例会

は決定を行う場だけではなく、核互理解を深める場として機能していると言える。一方、

より円滑に話し合いを進めより良い住運営を行うためにも、外部の支援機関や専門家とど

う連携するかは今後の課題であるといえる。

( 2)運営

1)実践調整期 (2003年 6F!-2007年5月号車)

①暮らしの運営

入居前ワークショップによって活動グル}プの体制jを決め、入居にいたった。入居して

からは暮らしに合わせて、特iこコモンミーノレの運営方法について、調整を行っている。

当初、グループ体制をとり、コモンミールプランニンググループが設定した議日に運営

を行っていたが、居住者の都合が合わなかったりしたため、よりブレキシブ、ルな運営を行

うため、居住者それぞれが都合の良い日に調怒主主当を行う;方訟をとるようになった。

また、食材費は当初仮払いを行ってし、たが、 2年間が過ぎたころから、得検討を行い 2006

年 6Jlに立替え方式となった。

②空郊の運営

二人の居住者が借りていた 3階SOHOは、告書関できる窓がないなど居住性の問題から、

使尽されなくなった。そこで、新しい使用方法が検討されることになった。 2003年 12Jlか

ら検討し始め 2005年 10月ゲストルームlこすることになった。プロジェクトチームを組織

し、改修内容、旅のコノレク鮎り、ベッドなどの購入を行い、 2006年 2月にゲストノレームが

完成した。利用波長Ijと担当係を決めた。(写真 2) 

コモンテラスも居住者の手によって改良されている。助成金を得て、ウッドデッキlこし
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3引

緑化合行ったの(写真 3) 

2)安定英語 (2007年 6Fi -2009年 3月:m筏)

写真 1(友上)掲示綴(奥のホワイトボー

ドがコモンミール用の怨当表)

写真2 (右上)ゲストルーム

写糞3 (左下)コモンテラス

2007年 6月以降は、これまでの運営方法が基本となり大きな動きは免られない。織物の

水ゃりゃコモンキッチンの掃除、備品の購入の検討など、呼びかけや確認が行われている。

3) 活動の運営に対する評価

居住者の義務として位置づけられている「掃除J、コモンミールの f務理j、定例会の「進

行役jおよび「記録係」、定例会への f出席JIこ演する評価を示した。共用部分の掃除に関

しては、入居 年後の寄竜王まに比べ、「日常生活としてj と思答じた居住者が 27%減少し、「負

担であるがやれる」と回答した居住者が、 17%翁加している。また、コモンミールの調理

に関しては、 f楽しし、Jとの回答が 45%(9/20)を占めるものの、 f負按であるがやれるj

との回答も 3名 (20代単身、 30代子育て、 50代夫婦)見られた。一方、定例会での分組に

ついては、進行と記録のどちらも、 rs常生活としてj の回答が入居 1年後に比べ土首加し、

特iこ、記録に関しては、「負担でありやめたし、」が Oとなった。
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田 1田21)% 3凹 40弘 5師 団% 7師 80% 90特 1田弘

重量
蝶

制
相
応
蛸
哨

務
機
同
制
一
慢
強

。臼常生活として

関負担でありやめたい ロ無記入

函 6 l運営iこ対する入居 1年後と 3年後の喜平備 (1年後 n=18 3年後 n=20)

( 3)まとめ

かんかん森における居住者主体の自主管潔・自定運営は定期的iこ開催される定例会やコ

モンミーノレの中で試行錯誤がffわれていた。管理に関しでも運営に関しても、「話し合し、j

を行い「居住者全体の合意」を形成することが原則となっている。決定lこ至らないことも

見られたが話し合うことで、お瓦いの理解を深め、「居住者同士の料激・学びjにつながり、

評価さとしていることが明らかになった。また、 I読書誌グループによる役割分担が徹底され、

運営や活動に関しては楽しみであり日常生活の 昔日として捉えられている。しかしながら、

再考殿においては、空案の増加やイ主運営に関する課題が発生し、「合理性Jや f主体性Jfこ

際しては評側が低くなったことも認、められた。コモンミーノレなどの遼営に関しては、入居

前のワークショップにおける暮らしのシステムづくりが実際の生活においても有効に機能

していることが認められ、運営の持続性につながっているといえる。

く参考文献〉

岡崎愛子、深谷真里、大橋寿美子二、小谷部育子居住者参加裂の賃貸コレクティプハウジングに隠する研

究 (5)居住者の{主運営活動への参加と意識の変容について、 2007年、日本建築学会大会学術講演梗概集

記官分冊、 p.99
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3-3 共用空間における生活領域の広がり

3-3-1 本館の目的

本節では、定着してきた個々の生活リズムや運営体制の中で、共用さ吉間(コモンスペー

ス)がどのように使われているのか、居住者にとって共用空間はどんな場所であるのか、

かんかん森における共用空間での生活行動や空間利用の実態を明らかにする。さらに、空

潤構成と共潟祭間の手IJJtI実態からかんかん森の空間特性を明らかにし、今後のコレクティ

ブにおける共用ZE院のあり方について、知見を得ることを目的とする。

なお次宣告では、イ医jjljの居住者属般にみるモノの所有や利用、生活時鶴などの生活実態か

ら、居住者のライフスタイルを多角的に明らかにする。今後日本において求められるコレ

クティブハウジングの鹿住者のタイプや空間約な婆件を明らかにすることが最終的な白約

である。

3-3-2 議雪量獄要 a空間特徴

(1)議室量概要

f3ぺ…4 調査概要j に記した務査 4~6 の結果を中心iこ、誠資 10.1 1. 12の結果を一部、

交えて分析を行う。具体的な務査概要は下記の表 2.3-1に記す。

務王室 4.5では、入居 2年目に共用さ吉間の生活行動についての観察調査とその結果を踏ま

えたとアリング調査を笑絡した。 5開?資6‘7では、共用空f懇の使い方全般についてアンケー

ト務交を実施し、かんかん森での暮らし全般について、さらに共用空間だけでなく各専用

住戸での住まい方についても務査を爽施したが、本筋では共用空間についてのみ分析した

結果をまとめる。

調査 4 の定点綴祭方法l士、共JtI~照の中でも主にコモンルームの観察調査や使い方につ

いて平日、休日のコモンミールの有る日、然い日の合計4日間について、 15分置きに記録

した。

表 1 議室量概要

…
 

翻 空空土一一L一 部驚7

2∞6年12月

間一一一 録
査
記

の
鯛
に

司
書
と

封
慨
に

跨
点
U
的

共
{
足
向
い

法方資翻 ヒアリンゲ鵠釜 アンケート鶴査 ヒアリング鵠査

1・4主戸へのアクセス勤線
4回開(AM6時-AM3跨)の|

いお気に入りの犠所
定点綴繁調査 l 

1“自宅とコモンスペ…スとの劉1''1'8コモJミール有 1'; 
調査内容l'平おコモンミル鍛 |ちそンスペスへの希望

1.休箆コモンミール有 1 

1-休沼コモンミール線

-入居動機
入居後辞他
暮らしの満毘度
・伎運2致活動の実鍛と評価
ー共閤笠聞の使い方
・住み続けについて

-アンケート調牽袋包
+ 

・住戸へのアクセス動韓
共用"'00での生活行動

‘専用空院でのさ主治行動

経住者全員

20名 i 20/36名 55同寸 9名
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(2) rかんかん森』の空調特徴

かんかん森は複合施設問暮堅コミュニテイ j の2・3階に位援する(1宣告参照)。燈住

者のコレクティブ活動への参加や自然発生的で日常的な交流、および共用空間への行動の

表出を促すことを意図して計蔵されたものである。~務言十磁の特徴を以下にまとめる。

①中心コア型のf主棟形態を生かし、エレベーターホールを中心iこ住戸と共用空間を配し

た回遊君主動線になっていることによる動線の選択伎なもっ

②専用{主戸から商積を 13%供出した星豊かな共用空際 (13領域)をもっ

③中心約な共用空間であるコモンルームは複数の領域(キッチン，ダイニング、吹き抜け部

分:DH，天井の低い部分‘ DL，ジピング，カフェ，テラス)で構成され、領域問の逮続性

がある

④室関からコモンルームの気配が感じられる距離でかつ、廊下からのコモンルームの視

認性がある

⑤コモンルームの吹該当E問、吹抜けの屋根付き工作テラスが 2獲に分かれたフロアーの

一体感を保つ

⑥主階が 2階であるため、立体駐車場屋上を利局した3車問テラスがある

⑦廊下をサーキュレーションスペースとしてだけでなく、プライベートな生活空間の

部としての居住性が考慮されている。

3-3-3 生活行動と窓照事ljJ自の傾向

(1)共館空掲の税局実態と居住者の評価

かんかん森では、共局窓間をどのように利用しているのだろうか。調査6で行った共用

祭問lこ隠するアンケート調査結果から共用空向の利用実態と庶住者の評価をみていく。

中心的な共用空間であるコモンルームの利用の仕方については、約半数の人が特に用事

がなくてコモンルームに顔を出し、日常的な生活の空間の一部として利用している様子が

わかる(図 1)。また各部屋での具体的な生活行動(表 2)や使照頻度(殴 2)、共汚祭郊の

満足度評価(鴎 3)の調査結果を以下に示した。

コモンミール・会合・イベントがあるときに利用して

いる

誰かいないかと覗きに行〈

コモンミール・会合ーイベントがあるとき以外!こも利
用している

}臼一度は必ず行〈

自分の住まいとしてよく利用

あまり利用しない

利織し主主い

その他

11 n 之江20人
複数隠審可

o 2 4 6 8 10 12 

5雪1コモンルームの利用について
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表 2 S常での生活行動 N=15人(複数回答可)

※ 各部屡で臼常行っている行為か、

否かを鶏査した。喜屋内の人数!立、
その行為在行っている人数を

カウントしたもの。

5-6 
7-9 

議論人

注) DH=天井高 rD L=夫許低
コモンテラス

コモンダイニングDバ

コモンキッチン

コモンダイニングDL

家寝室・ランドリー

自宅住戸前調下

掲示板屠il1

コモンリビング

玄鑓付返

事務室

自宅キッチン

ゲストルーム匹

議鍾テラス

3灘図書コーナー

本エテラス

コモンリビングとキッチンの情

コモンカフェ

トランクルーム

キッズコーナーf.._"_.

2階トイレ

でア下司市

0% 10弘 __ _ _ _ M _ _ 100施

188 こ何回でも窃避に4田以上口遣に1-3盟 O~に3曲以上臼湾口 -2盟11

10年二4田以上軍匁に1-3闘志'lIo@J 0然記入 i 

図 2コモンスペース(一部専用空間会む)の使用頻度
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コモンテラス

コモJ タイニノグ出

コモ/キッチノ

コモノダイニ/グ臥

言宗穆~ランドワー

自宅住戸前"下

掲示額周辺

コモンリピング

玄関付近

事務室

."キッチーノ

ゲストルーム

築慢テラス

3階".コナ

木工テラス

コモーノリピノグとキフチノo問

コモンカフz

トランクルーム

キコズコ←ナ←

2階トイレ

総合的にじ…一一一ι二二二ご亡ニ二

。，偶 2偽棚

麹 3 共尽き草間の満足度評{蕗

(2) 生活行動分類

"鳴 7Q!‘"川

アンケート調査結果と観察調査やとアリング議室結果

を総合して、生活行動や空間利用の傾向について分析す

る。

まず、主な共用空間でみられた生活行動を分類すると、

コレクティブ運営に関わる行為 (M)、コレクティブに箆

する生活行為(L)、インフォーマノレなコミュニケーショ

ンに関する行為 (C)、私約生活行為 (p)の4分類とな

る。さらに、私的生活行為(p) を、誰が設と行うかと

いう視点から、 1人で行う f個人的生活行為J(個人)、

家族と行う f家族間行為J(家族)、幼児が行う「よ子ども

の生活行為j、居住者以外の人が行う生活行為「居住者以

外の人の生活行為J(他者)に4分類し、分析安行った(表

3)。

(3) コモンルームの生活行動

かんかん森では、キッチン、ダイニングルーム、リビ

ング、ルーム、カフェコーナーをコモンルームと呼ぶこと

とする。コモンルームの領域ごとにみられた生活行動を

以下にまとめる。

費 DH (天井が高いダイニング)

全ての共用空間の中で最も利用頻度が高くコミュニテ

ィ形成の中心的な領域である。 DH内の入り口付近は、

帰り際の立ち寄り会話などなにげない交流が生まれ、

99 

理主真 1コレヲティブ運営行為

写真 2コレウティブ生活行為

訴

写J!l;3インフォーマルコミュニケーシヨン行為

写真 4私的生活行為



テラス倹jの出入りに左右されない安定した領域は個人や少人数でのWG，会合などで使

われる。

・Dl(天井が低いダイニング)

DHと比較すると利用頻度は低い。 DHよりも天井が低く集中しやすい領域となってい

るためか仕事などの個人的な作業が多くみられるのが特徴である。

・リどング

怠宅のリビングのようにザラックスしたくつろぎの領域である。子どもの遊び、寝転ぶ

姿、読書などがみられる。これはDH、。 L、キッチンから適度に離れ、様子はわかる

が気iこならない、また入り口から視線が通らないなどの理由が考祭できる。

-カフェ

環由は祝線が透る位還にあるため、一待的な利用が多くみられ利用頻度はコモンルーム

の中で最も低い。安楽を穂く、読書など私的で個人約な行動が中心である。常に限定し

た人が利用している。

-キッチン

CMの臼は調理、片付けと長時潤手Ij用されている。 CM以外でもワークショップ時のお茶

入れや家族用の食事の務理に利用され、借りた食器を返すなどR常的な人の出入りがあ

る。

・テラス・デッキ

居住者の最も満足度が潟し、領域である。居住者自身が手を入れ製作したこと、視界が開

けていること、植物やめだかが驚かれていることなどが理由である。日課としてタバコ

を吸う人や体操する人、ぼっと外を眺めるなど私的で個人的な行為が中心である。利用

頻度は季節や天候によって変化する。

表3 コモンルームでの生活行動

M コレクテイブ軍営iこ
関する行為

しコレクティブ!こ
関する生活行為

P私的生活行為
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く行為分類と凡倒>

M コレクティ7'運営に関する行為 L コレクティプに詩書する生活行為
C インアドマルなコミュニケー内ンに関する行為 P 私的生活行為

(個人)婦人的生活行為 (輩旗)家族問の生活行為
(二子ども)子どもの生活行為(他者)居住者以外の人の生活行為

コモンテラス

M コモ Jミール噂備片付け

L婦徹子どもと滋昼、お溜お茶おやつ

C後惨・会話

P:(個人)体損樋浪商てる

(家綾〉子どもの鎗錆〈子ども)巡る、

1M会合見学会ィペJ 卜婦隊寸T合せ

IL食事お濁。お策おやつ子どもと遊品、

ic挨修会話
! p.(個人)住者認，鎚強休息急線

; 街路雑誌を鵠む子ども遊ぶ

i (家主集〉子どもの能銘家事維事

子ども)遊-，，，

一 一一

M 会合イベント打合せ・織徐

L お茶おやつ子どもと遜か
C 後拶会話

P:(働人)種眠仕事勉強休息新顔線総

考え福留・子ども逃令、音楽を線〈 τ
v.寝転ぶ

(家族)'子どもの鍵銘{子ども)遊か

思4 共用安聞における生活行動

国

くDH(吹き抜け都)>

胴最も事j照綴設が高い

置コミュニ予イ形成の中心領域

くDL
(夫弁が低い

鵠分)>

'0何より利用

鎌農は低い

-仕事などの

{曹人的な作

聾が多い

コモンテラス

コモン
デッキ

q
 

w
 

ので
ど

数
な

入
金
…

少
会
一

3-7すで
なにげない会話など J 

間}会合・見学会・イベント・掃除・打合せ

i 金事・お酒・お茶おやつ・子どもと遊ぶ

C 挨拶・会話

F I (億人)仕事・勉強休息・趣味・

新聞雑誌を読む・子ども遊ぶ

(家族)子どもの世話・家事雑事

(子ども) j控ぶ

5書5 コモンダイニングにおける生活行動
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3-3-4 CM有無×平日休日による比較

休 SCM;有、休日 CM無、平沼 αt有、平日 CM無の4日間についてコモンルームにおける

生活行動の定点観察務査の結果を表 2.3-3に示し、考察を以下にまとめる。

-休日 CM有

経時変化 P個→M• L • P個→L• P (綴・ 2ま)

共用空間全体での行為頻度数は P65，L53， M31， C 10で、他の日と比較すると運営lこ隠する

行為が最も多い。コモンルームの行為頻度数はダイニング 60，リビングカフェ 38，キッチン

21、合計 119である。コモンルームの使用人数は最も多い。また、午前中の利用は比較的

少なく、 14a寺ご、ろから 23時ごろまでコモンルームを中心に利F脅されている。

a休EヨCM無

経時変化・少→い P 倒→P~翼・ C

共用空間全体での行為頻度数は P91， L 70， M8， C21で、個人的行動とコレクティブに関す

る生活行動が多く CM 有の認より1O~16a寺に多くの多篠な行為がみられる。 21時ごろから

深夜遅くまで勉強を DLで行っている姿がみられた。 Lの頻度が高い潔aH士、 C揺はないが

有忘によるランチが行われたことも婆おである。ダイニング 78，リビングカフェ 26，キッ

チン 25:コモンルーム計 129である。

a平BC級事事

経時変化 :P個・家→括・ P個→証・ L.P個

共用空間全体での行為頻度数は P43， L47， M18， C7で、限定した人による綴人や家族での

趣味や調理などの私的な行為の表出がみられる。ダイニング 52，リビングカフェ 16，キッチ

ン38・コモンルーム計 106である。時間帯のよる特徴をみると、コモンミールの食事の時

間である 19時から 23a寺ごろまでコモンルームを中心に使われ、遅く帰宅してきた人が食

事をとったり、食後にお溺を飲むなどの様子がみられた。

現平沼 CM無

経時変化:P f殴・家→話・ P倒→L• P f関・ C• M 

共用空間全体での行為頻度数は P56， L22， M18， C15で頻度は最も低い。コレクティブに

関する生活行動が他の日と比較すると少なく、その分個人的な趣味や仕事での利用、ふら

つと立ち寄り会話を行うといった短時間での居住者跨交流がみられるo ダイニング 43，リ

ピングカフェ 27，キッチン 25・コモンルーム計 95である。コモンミールの無い日の午後

は広いコ示ンルームをゆったりと個人の趣味の場として継続して利用する様子がみられる

のが特徴的である。
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表 4 かんかん森の共用窓照における生活行動
凡例 川町遺書に関する行~ l:J山内ニ関する集制点。何4 臼叫吋制こ関する行議 P私的隼制ぬ鏡・窓・手・偽

個信人釣行動家家該随行動予予どもの遊ぴ勉緩伎者以外の他省との行.，
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3-3-5 住戸への動線

(1)住戸への勤録

外出時や帰宅待の動線、自宅とコモンルーム、自宅とランドリーとの動線について調査

した。その結果、各住戸(自宅)から最短距磁の動線を選択しているわけではなく、状況

に応じて{使い分けていることが明らかになった(図 6)。

a 自宅骨外

外出時に、ルート 1や2を使う人はおもに 3階の居住者で、掲示板やコモンルームiこ特

に用事がない持は主主接 1踏まで繰りてしまう傾向がみられた。ノレート 1と2のエントラン

スの使いわけは、バス停を利用する日と自転車を使う日などで選択されている。

一方、ルート 3 や 4 の掲示板やコモンルームを緩告しやすいのは、 2~皆の居住者である。

時間の余裕があるときはコモンルームに顔を出し後拶や会話をしてから外出する。 2~皆の

居住者でも疲れたときは、そのまま自宅に帰るルート 5を選択する場合もあるが、コモン

ノレ}ムlこ電気がついている時は史ち寄り会話安する。

b. El宅骨コモンルーム

自宅特コモンルームについては基本的に最短箆離を選択している。コモンルームの出入

り口も 2箇所あり、食料庫脇(ルート 4)があるために選択することができる。 番多く

みられる動線のルート 31士、掲示板で連絡事項を確認しコモンルームlこ行くか、コモンル

ームのj滑りに掲示板を磯認する。中には、定例会やコモンミーノレl主主街から、個人的な剤

事の待は食料康脇からと、距離による選択だけでなくコモンル…ムでの行為や目的によっ

て使い分ける人もみられた。

図8 童書線の種類

このように選択可能な動線が複数あることで、状況に応じて際係伎を選択でき、適度な

居住者跨の距離感を保つことにつながっていた。
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3-3-6 ~照構成

(1)オープン・コモンをもっ住安部の配列車霊論

筆者によるオープン・コモンをもっ住空間の配列潔言語出)に基づき、かんかん森の空間配

列について分析を行う。

居住空間を構成する領域は、居住単位である傍人の領域 PersonalTerritory (Pe)、限

定した飼人の集住体のための安定した共用の領域ClosedCo醐 on(CC)、億人の集{主体(集

合住宅の場合は居住者)以外の人も利用可能で個人と社会をつなぐ領域 OpenCo棚 on(OC)、

そして生活闘である地域社会 PublicTerri tory (PU)の4つの領域である。この4つの領

域は、傍人から社会までの全ての居住領域安 4つの領域の並び(自己列) ，こより、個人が社

会とし、かにつながるかを示すことができるものである。個人の領域にたどり着くまでに、

どのような空間を通っていくのか、居住者情の動線の重なりそ生み出し、日常的な倒人と

他者とがつながりをどのようにつながっているのかを示すことができる。 4つの領域の自己

郊のパタンと動線の選択性の有無について類裂したものが表 6である。なお、この 4つの

領域は使われ方から決定される。

表8 オープン・コモンをもっ住宅の空間記喜IJ

郎】発織盤

P"，P....oc 

加強臨饗

" 両国∞
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(2)コレクティブ活伎の位置づけ

一連の研究浅4)の中で、 fl闘の集住体j とは、同じ住宅(集合住宅の場合は住戸)に住む

集団を:窓味し、本論では血縁や婚姻関係による従来の家族も、いわゆる擬似家族や非lfn.縁

による家族もすべて f個人の集住体j と定義した。

かんかん森では、調怒を中心とした家族の機能の 部を協働することによる相互扶助で

あるが、家族機能全般を補完しあう関係ではなく、居住者全員で擬似家族を形成している

わけではない。経済的にも精神的iこも個々人が自立しその上で、機々な世代による安定し

た人間関係の中で合理的に家事の一部を助け、適度にかっ生活状況にあわせて触れ合いな

がら過ごすことを楽しんでいる。また、全居住者のライフスタイル分類で示したように、

居住者間の距離のとり方や空間の利用および運営への関わり方においても、「積極的」なタ

イプから f決められた役部以外は待問があるときのみ参加するj までの 4つのタイプがみ

られ、多様なライブスタイルを持つ f伺の集住体j の集合であることが確認できた。さら

に、かんかん森では、シェア居住のみならず臨勢調査上の“家族"として住戸内に複数人

で居住している場合であっても、個人億人がコレクティブ活動における役割を担い、自立

した傭人として一住戸に居住する fl湿の集f主体j であることも確認できた。

(3)コモンルームを読む ー綴放度と可変役

キッチン、ダイニング、ザピングなどが 体となっているコモンルームはかんかん森の

共用空間の中でも中心的な空間である。コモンルームの使い方は、 f3.3Jにて報告したよ

うに日常の中では、居住者間で行うコモンミーノレの一連の作業や食事およびコレクティブ

活動など、さらに仕事や趣味およびくつろぎ、の行為などの個人的な行為や、自宅の延長の

空間として日常生活行為の表出がみられ、偲の築住体(各住戸)を超えた居住者間のつが

なりをはぐくんでいる場である。また、見学会やノfーティなどのイベント時には、多くの

来客もみられ、一般の集合住宅の共用空間とは異なる多くの利用者や多様な人の訪問があ

る。

5常においては、居住者のための自宅の居間の延長として、第 2の居間として、安定し

た隣じられた空間であることが望ましい。実態からも居住者以外の人が何気なく自然に立

ち寄ることができる空間とは呉なり、安定した溶ち若くさき間として利用されて居住者使湾

が基本となっていた。つまり、日常の空間の基本的な使われ方としては、居住者のための

Closed Co醐 onとして位置づけられ、年lこ数E耳行うイベント時は人と時間を管環し限定し

た居間型のOpenCo醐 onとなる。但し、かんかん森の ClosedCommon ，土、 nLDK型おける血

縁の家族内の ClosedCo畑 onとは異なり、家族を超えたコレクティブハウスの居住者同士

のための共用安問である。このように状況によりコモンルームは CC~OC への可変性をもっ

祭照と読むことができる。
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表 7 オープン・コモンの使われ方による分類別)

い

τ

一
(4)構成領域の書記列

かんかん森における Peから Pむまでの構成領域の配列を整理した(殴 7)。日常的には左

側lに示されるように、おと CCとPむの 3つの領域安もち動線の選択性がある f自足型Jfこ

該当する。またイベント時には、二おjJUjに示した CCから OCへの変化し、選択性がある自主E

遜応型となる。

oc 

ーっ
P4p j 

/∞¥ 

L_一一一一一一一一一一一一一一一

富里 7 かんかん森の~閑構成領域の配列

3-3-7 まとめ

かんかん森のコモンスペースでの生活行動や空間利用の実態から、コモンスペースへの

生活領域"のj広がりや際放度、アクセス動線や空間自己ylJを把援した。その結果以下のこと

がわかった。

①コモンルームでは伺持lこ複数の多様な行為が共存し、居住者間行動だけでなく私的な飽

人や家族問行動がみられ自宅の延長として佼援づけられることが篠認できた。

②コモンルームの-sの生活行動は、コモンミールがある休日は最も利用人数が多いが遼

営に際わる行為が多い。しかし、休日でコモンミーノレが無いおは一日中さまざまなスペ

ースで行為が行われ、利用率が最も高い。 CM有の平日 l土、夕方から午前2時ごろまで利

用され、 C話然の平おは個人的な利用が多くみられ、俗人のスペースの延長となっていた。

③各住戸へのアクセス動線は5ノレートあり、状況により動線を選択し、使い分けているこ

とがわかった。

④コモンノLームは、日常的には居住者のため住戸の延長としての ClosedComrnonであり、

年に数[毘あるイベント時には、日寺院と人に寄せ約がある「居間型j のオープン・コモンと
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して使われている。さらに、かんかん森の空問題日列は、 f自足型JIこ該当する。またイベ

ント時には、;部員IJに示したccから ocへの変化し、選択性がある f白夜適応型JIこなり

オープン・コモンをもち動線の選択伎をもっ理想約な覇訪日となることがわかった。

このようにコモンルームの佼震・配列、面積・形・光などの空節的E毒性に加え、維持・

改変が自分たちの手の内にある空間であることが、共同行為だけでなく私的生活領域とし

ても捉えられてし、る婆劉だと考えられる。また家族郊の距揮官を空間選択により調整できる

共用空僚があることで空間的、精神的なゆとりを生み出していた。

争議2主

注 1)大西莱摘、菊池!'!l.二子による調査

注 2)行為頻度数とは 15分毎の観察官埼玉互による行為JlIJ頻度で、複数の人数による行為はそ

の人数に関係なく侶/行為でカウントした。

注 3)オープン・コモンとは、倒人と億人、個人と地域社会との後点となる、個の集住体

以外の人が利用可能な繍かれた共用空間と定義した。

注 4)参考文献 1)
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1)大橋寿美子・オープン・コモンをもっイ主主主問の計画昔話構築に関する研究，日本女子大学

大学続人間生活学研究科博士論文，2005.3
2)深谷真壁、岡崎愛子、大橋寿美子、小谷部脊子:般住者参加型の賃貸コレクテイブ、ハウ
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3)岡崎愛子、深谷主主E皇、大橋寿美子、ノj、谷音日育子:厨住者参加型の賃貸コレクティブハウジ

ングに箆する研究 (5)居住者の住運営活動への参加と窓識の変容について、日本建築学

会大会学術講演梗概集(九州)、 99-100、2007.8
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3-4. 専用空間での生活実態と居住者のライフスタイル

3-4-1 本節の毘釣

書官室行に引き続き、コレクティブハウスかんかん森での生活行動や空間利用の実態につい

て考察を行う。本節では特に、居住者個々の生活実態や空間利用を明らかlこする。また、

合わせて共用空間の利用を中心に居住者のライフスタイルを整理し、主音住者タイプごとの

空間利用について考察会行う。

3-4-2 調査機要

本節では、以下の調王室1O~12 の結果をまとめる。

表 1 調査概要

一一認宝筆名 調査11

ド一一一一

認堂内容

識変12

※誠査101立、識査4と同織の内容を、認査11は言調査7と{笥様、調査12は怨住者舘々の生活時簡を
富官室ましたものである。

3-4-3居住者が所有している生活防

居住者の生活財(家電製品)の所有状況である(殴 1)。冷蔵庫、掃除機、エアコンは全

国調査と向様の結果となっている。パソコンに関しては、全国より普及率が高く 100%を

超えている。 吟方、洗濯機とミシンは全国iこ比べ所有率が低い。かんかん森では、 50m'以

下の住戸には洗濯擦が設費されておらず、コモンランドリーの洗濯機 (4台)を共有して

いる白そのため、住戸に洗濯機を所有する世帯i士、 2世帯であった。また、ミシンの所有

率は 0 %であり、コモンランドリーに供出されているミシン合使用している。レンジ、炊

飯器も全国によヒベ所有率が低くコモンミ与ノレ(以下、 CM)があることやコモンキッチンの

109 



機器を使用できることが影響していると考えられる。テレども全国調査より所有率が低いっ

ヒアリング調査などからも、テレどを視聴しない居伎者も見られ、かんかん森における生

活スタイルの特徴のーっといえる。

30 2間

25 100% 

80% 

15 60% 

10 

"'" 

20% 

'" 
j j J J JfJJ J FAJJ 
，.... -". "tl.，'" -y'ぷt@v>t-""'r ~'，t' 

雌綿繍かんかん森所有数(0包 15) 四僻目かんかん森所有権 脳合幽全国普及率

1i'!l1 生活財の所有状況 全国とかんかん森との比較

※全国は統計局 平成 16年度全国消費実態調査のデータによる

また、コモンノレームにある共用の家電などの利用をみると、浄水器、冷蔵降、食器類、

調理器呉の利用が多くみられる。特iこ私的な利用がみられる浄水器l士、住戸には設置され

ていないため、やかんやベットボトルを持参して、7kを入れにくるといった行為が見られ

た。冷蔵庫の出し入れや、覗くといった行為が多くみられ、家庭で日常的に行われている

ことがコモンキッチンでも見られ、 f主戸の延長として捉えていることがわかる。

表 2 コモンルームにある共照の家電などの利用 表 3 ランドリーの科用

詩編韓基端緒騒議鰯
時間 総緩言語i
6~12 。 。 。
12-18 2 。 。

耳目CM有
1日-" 3 。

1 ， l'電子レンジ ，，- 。
6~'2 1 2 

平日CM抵
12~18 1 。 。
18-24 。 。 。
2ト 。 。 。

出 6-12 ， 1 。

体自己M有
12-18 。 。 。
18-24 。

出翠 ，，- 。 。 。
6-12 3 。 。

ft8cM規
12-18 。 。 1 

1 告へ~， 3 。 1 

，，- 。 。
(事朗自数) 一一一ーマ事]荒天薮7

ランドリーの利用は平日の C揺が有る日は、夕食準備~夕食後に利用が見られ、 CM当番
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でないときには夕食準備や片付け等をする時間に、洗濯をしたり、別の家事等をする時間

に使われていることが考えられる。また、洗濯機を 2台関時に利用する人も多く見られ、

時間のあるときに、効率的にまとめて決議をしていることがわかる。

3-4-4 居住者J.lIJにみる生活実態

一一生活待問、専賂住戸での住まい方、生活妨

(1)単身者 A(初代男性、常用勤務、 2006年 11月入島}

a生活時照、暮らし方全般

イベント会t.uこ勤務しており、通常の勤務時間は 9: 00~19 ・ 00 1''lW芝と比較的定まっ

ている。手伝 l士、外出時間は国民平均よりも長く、コモンに滞夜している場合、外出す

る時間が絞くなっている、休日は住戸での滞復待問は、 C掘の有無を倍iわずi雪氏平均より

も少なく、外出時間l土、 CM有無で違いがあり、側が無い日は関決平均よりも長いが、仰

が有「る fH士、国民平均よりも短くなっており、その分コモンに滞布しているといえる。

CMのある日l士、 C却を利用し、それ以外は外食をしている。自炊はほとんどしていない。

帰宅後は、仰のない日でも、コモンダ、イニングで他の居住者と会話や間食を 2時間穏度行

っている。また DVDをレンタルし、コモンダイニングのブ。口ジェクターを使用し亡映画鑑

賞会を金約ーしたり、有志の慨を企画したり、 f主運営活動の打ち合わせをしたり、積極的な

コモンノいームの活用がみられる。決漆l士、週 1@]休日にコモンランドリーを利用している

ほか、ワイシャツはクリーニングに出している。{主戸lこはテレどはなく、パソコンをした

り、談主警告として過ごしている。

単身者Aω罰滞在有る場合)

単身者A(CR滞在無い場合)

NHK(男役脊略者)

開場<(40代男性)

。， 20発 40首 60発 80% 100% 

藤住戸に滞在跨モンに糊襲撃垂限他静出襲撃その他

図 2 かんかん森での平尽の滞在待問 ※封胤とは NH試が実施した塁自民生活時務調査 (2∞5)

2持15分

単身者 A(C層線}

単身者A(C闘有)

NHK(男性有機者)

NHK(40代第栓)

。， 20覧 40% 60弘 80% 100民

襲撃住戸に糊艶モンに滞在拠隠他骨出藤その他

劉 3 かんかん森での休日の滞在時間;
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bモノの所有と専用性戸での暮らし方

生活財は少ない。入居にあたってシンプルな暮らしを§指し、生活財を処分した。おも

な生活財は、エアコン、掃除機、電子レンジ、パソコン、冷蔵庫、炊飯器である。テレビ、

洗濯機、アイロンなどは持っていない

J@4 単身者A 部取り

単身者Aさんの住まい)jを総合してみると、コモンスペースを生活の場として有効に利

用している「コモンスペース活用裂Jといえる。
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2)単身 B (30代女性、在宅勤務、 2003年 12月入鐙)

3.生活時錦、暮らし方全般

以前はかんかん森の自立の{主戸で、ンェアをしていた。 1T弱遂の仕事を在宅でおこなって

いるため、在宅時間は長い。生活時間は不規則であるが、概ね昼間はテレどを見たり、近

場に外出するなどリラックスして過ごし、仕事は夜に行っている。舗の参加は少なく自宅

で自炊をしている。コモンダイングの使用はあまり見られないが、廊下などで 1時間程度

立ち話をすることもある。洗議は、週に 1回コモンランドヲーを利用している。

b.モJの務有

住戸lこは、ぬし、ぐるみなどの小物や自分で撮影した写真が飾られている。生活実ずは多く、

パソコン、冷蔵庫、掲徐機のほかに、浄水器や空気清浄機、食器洗い乾燥機、運動器具ま

で揃っている。イ主戸の滞在時間が長いことが影響していると考えられる。

~5 単身者A 関淑り

単身者Bさんの住まい方を総合してみると、専用住戸で多くの時間を過ごし、住戸内に

必婆なものをそろえている「住戸内完結殻j といえる。
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3)単身c(20代女性、常照勤務、シェア、)

仕生活時間・生活行動

住宅関連の仕事をしており、勤務待問は 8: 30~17 : 30程度と定まっている。仰のある

日は CMを利用し、それ以外は自炊を行ってし、る。女性の有識者の関民平均と比較すると、

CMがある平日においては、調玉里当番の 1'11土、平めに帰宅し、かんかん森での夜宅待問が

長い 方、当番がない平日は、外出時間が長い。 CMの無い日はコモンルームへの滞在時

間も短くなる。また休日 l士、経眠時鵠が、平日に比べて長い。また休日は、都内の3主主主で

過ごすことも多く在宅時間が短いが、 CMがある休日は夜宅待聞が長くなる。

食材の購入に関しては、卵や牛乳の共河購入lこ参加するとともに、足りない食材は CMの

ストックを個人的に購入し、共伺の暮らしを活用している。住i筆鴬活苦手jの打ち合わせやCM後の

飲み会や有志 CM、即日鑑賞会に参加するなど、集まりの場としてコモンダイン具を利用し

ており、傍人的な利用は見られない。洗滋i士、週 1~2 白平臼/休日をFJlわずコモンランド

ワーを利用している。 f主戸でi士、パソコンをしたり、 DVD{と見て過ごしている。休日は、都

内の実家で過ごすことが多く荷物も実家に霞いている。

b.モノの所有

シェアをしているため俗宗にはパソコン、プリンクー、エアコン、アイロンが設かれて

いる。洋級は実家にi収納し、季節ごとに入れ養えている。ワピングおよびキッチンには、

テレビ、 DVDレコーダー、主草子レンジ、オーブントースターが震かれ、共有で佼}唱している。

冷蔵庫はそれぞれが保存している。

単身者Cさんの住まい方を総合してみると、拠点を複数もち待問もモノも使い分けてい

る f拠点、分散裂」といえる。

4)単身D (60代余性、常用勤務、シェア)

a生活状況

単身者Cとルーム、ンェア用住戸に入居している。仕事はテレヒ守プロデ:ーサーをおこな

っており、勤務待問は不規則である。平均的な 60代の女性や、すべての年代の有機者の女

性と比較しでも C M担当以外の認は外出待問が大変長く、忙しく仕事をしている。

平均かんかん森をセカンドハワスとしており、週の半分以下の手IJJil，こ留まっている。 CM

は月 1回の調理当番は欠かさず参加するものの、食べることはほとんどないのかんかん森

の一括借りとげを行っている居住者有志の株式会社の運営メンバーのため、 i扇1回程度、

個室(会社の事務室としても利用)で打ち合わせを行っている。

b.モノの所有

セカンドハウスのため、必要最低限のそ/の所有に留まっている。鋭などの務理器兵を

シェアキッチンに提供している。

単身者Dさんの住まい方を総合してみると、 Cさん向様iこ、拠点を複数もち時間もそノ

114 



も使い分けている「拠点分散型j といえる。

図6 単身者 C• D 婿取り

(3)まとめ

生活財の所有数に隠しては{砲射性が強し、結果となった。居住者全体としては、すべて自

分で抱えこまず、共有できるものは共有してシンプルな暮らしにイ倒産を見出す傾向にある
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ものの、これまでのライフスタイルもあり生活財の所有は一般平均と大きな主主はないが、

テレビの所有率が低い、洗I還機を持たずコモンランドリーを利用する点については、かん

かん森の特徴といえる。 空間の利用については、今回の調査から①コモンスペース活用型

②伎戸完結型③拠点分散型の 3パターンに類殺することができた。

3-4-5 会活住者のうイフスタイル

(1 )誤差量概要

調査 6~12 である、暮らしの質lこ関するアンケート・ヒアリング調主主、モノ所有調査、

生活待問調査、コモンルームでの生活行動観察調査と以下の補足5調査結果を総合して分析

する。

1)補足譲受概要

居伎者全員の厨{主者属性やライフスタイルを把握するために補足調査な200百年3Jlに実

嫁した。調査 7(2008年 7)ヲ)時点での全緩住者の続投やかんかん森での生活実態(年齢・

家族構成・勤務形態・在宅時間・コレクティブ活動への参加など)について経年変化とあ

わせて、イ主運営の中心メンバーである居住者へヒアジング調査を実施した。

(2)全居住者の属性(性jjlJ.年齢・家族型)

2008年 7月待点での全居住者 27名の属性を

整理する。

年齢、性別、家族型については、入居 5年後

の現在のデータとともに、入居 l伴、 3年との

経年変化をあわせて示した(表 4)。

-性jjljでi士、現在男性9名 (10歳以下の子ども

3名含む)、女性 18名である。成人した男女 (24

名)では、 7.5割が女性であ号、常に女性が多く

居住していることがわかる。

・年齢別数をみると言十勝意図であった子供から

高齢者まで多世代居住が実現していることがわか

る。家族裂とあわせてみると現在i士、成人の約 8

害IJが単身者で、 30~60 代の単身者が中心である。

入居 l年、 3年目と比較すると、現在は夫婦のみ

家族や夫婦と子による家族が減少し、夫婦十子の

みの家族は 1世帯、母子役帯が 2世帯、シェア燈

伎が 1総と少ない。
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表 4 全震住者の震性の経年変化

入居5年後 入居3年後 入居1年後

性別
男f生 9 14 10 

女性 18 27 26 

叩代未満 3 5 1 

10代 。
s ~- ~ 一一20代

間… 6 5 4 

革齢 3 3 4 

田代 4 8 8 

田代 e 8 5 

70代 2 。 4 

8C代 E 1 

単独
19 ミジ川2 22ρ 曇

21 

家族主主

(シェ-;;居金}

|夫夫婦婦令子
。 4 8 

4 7 3 

母令子 4 8 4 

合計人数 27 41 36 



(3 )全鹿住者のうイフスタイル

勤務形態やライフステージ官11、コモンルームの利用、コレクティブ行為などから居住者

のライフスタイルをみる。コレクティブハウジングでの生活は、仕事と自分の時間さらに

コレクティブ行為との待問のやりくりが求められ、自分で時間を裁量できる白鳥裁量時間

の多少が、コレクティブハウジングでのライフスタイノレlこ影響してくることが考えられる。

表 2の勤務形態では、常勤、パートタイム、;住宅勤務、無職と表の下にいくにつれ、自由

裁量時間が士官える表とした。なお f子どもJ4名は勤務形態では、非該当者として分類し

fこO

1 )勤務形態

平日に概ね8時間以上勤務している「常勤勤務者jはは名で、成人の約 8苦手iである。一

方、かんかん森で過ごす待問が多い f在宅勤務・無職JI士、約 4割の 8名である。無織の

人はリタイヤした高齢者が多い。

2)ライフステージ×勤務形態

約 3害IJの9名が§防期であるが、自陶期前半の f自闘期 1Jの人の半数は単身者であり、

常勤として働いている。子育て中の家族は活動期の 世帯で、夫は常勤で妻i土パートタイ

ムで働いている。自己裁量時間が多く自由持続が多い「無職・在宅勤務j 者と、自己裁量主

時間が続く自由時間が少ない f常勤・パートタイムj者の 2つのグループiこ分けて以 Fの

分析を行う。

表5 会居住者のライフステージと勤務彩態
(人)

ライフ
スチージ 間轟 115=201沼 地i 担 -44鱒 145逗59160-おlitgffti合計

態

常勤 。 8 14 

パートタイム む 。
在宅勤務 8 。

多 j

線機 由 g 

3) コモンルームの利用×勤務形態

勤務形態)jljのコモンルームの利用の実態からみたライブスタイルを、コレクテイブ行為

やコミュニケーションの実態とあわせて傾向をみる。

「無職・在宅勤務Jは、コモンルームの1可用時間コモンミール(以下CM)のある平日では、

コモンルームの在宅時間は平均5時間稼)支(調理時間必含む)の利用者が多く、 CMがある

休日では 3~6 時間である。時間幣では、昼からの利用がみられ、コレクティブ行為だけで

なく自宅の延長として個人の生活空間に組み込まれており、私的な生活行動や居住者間の

交流などが日常的にみられる。かんかん森でのコミュニケーションのや心的なメンバーと
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なっている人も多い。特に平日のコモンルームの滞在日寺問が f常勤・パートタイムj より

も長い傾向がある (Type1 )。

「常勤・パートタイムj は吏に 3つのタイプiこ分かれる。

一つ目 l土、帰宅後や休日などのコモンルームの利用がみられるタイプである。比較的平

日の帰宅が早く定刻での CM./-....._の参加がみられる。居住者間のコミュニケーションが密にと

られ、「無職・在宅勤務」伺様にかんかん森でのコミュニケーションの中心的メンバーとな

っている人が多い。コモンルームの平均利用時間は仰がある平日では、 2~3 時間の利用

がみられ、 CM がある休沼では、 3~5 待問の利用がみられる。 仕事と自分の時間とコレクテ

イブ活動を両立している (Type立)。

二つ目は、仕事が忙しく平日の帰宅は透くなるが、休日や時間のある時には CM'こ参加し

その後の有，志の集まりにも参加するなどコモンルームを利用する。立ち上げメンバーが含

まれており、~間の共有時間は短いが、忙しい中でコミュニケーションli)サを用いて頻繁

にかつタイムヲーに行い、{主運営も含むコレクティブ活動に参加しコミュニケーションの

中心的なメンバーとなっている人もいる。仕事と{主運営の筒立を、時間をやりくりしなが

ら生活しているのが特徴である (TypeID)。

三つ目 l士、帰宅が還くかんかん森での在宅待聞が少なく、 CMの務理当番とその C措特に

コモンルームを利用する。基本的にコモンルームはあまり利F寄せず、コモンルームでの私

約な生活行為はほとんどみられない (TypeIV)。

表 3 に全居住者のコモンスペースの利用からみたライブスタイルを I~IVに分類し、特

徴を整理した。

表 5 コモンルームの恭l!'脅からみたライフスタイル分類

コ定モ案ン書ミでーのル参へ加の d盟ν運y営Tへ勾Jの'"参間加' コ司ミ阻ユーんヶーンヨン

ほほ参加している 務臨時活動 ン悶常の的中級なコメンミュハニ…ケが日いJるヨ

帰宅後や骨交日流な会4どみのら利れ用るがみられ、
( 品 み ! 活安動定期織 穣磁的な活一動一イj努ン常の的中核色コメミンュパニーケ品ー'、る

刑事手ヰヰl…|:
自由期1

一いiいiほほとと一んんいいどどなな多参いい加加ししてて 積極岱持活動

安定期 l 酬が?音あ頭亀る時に i平日ケ!捕ーシにヨあンまがりなコいミユこ

4) El2.裁量時罪悪とライフス告イル

①自己裁量時間が多いとコモンスペースの利用度が高くなり、日常的なコミュニケーシ

ョンの中核メンバーとなる (Type 1 .証人

②参加については、自己裁景時間の多少に必ずしもかかわらないことがわかった。 Type 

mコレクティブ活動や{主運営のの忙しい勤労状況の人でも、コレクティブf活動iこ意義を

感じ、活動は積極的にかかわる人古川、る。

③コミュニケーションの中核メンバーは コレクティブ活動.{主運営の中核メンバーとイ
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コールではない。

このように、自己裁量時間の多少が、コレクティブハウジングでのコミュニケーション

に影響するが、活動や運営への参加には必ずしも自己裁量待問が少ない人でも積極的な参

加がみられた。

(4)まとめ

コレクティブ、ハウジングの居住者は皆一様なライブスタイルの人の集合体ではないかと

足、われがちである。しかし実態は多様な年代の人や働き方の人が居住し、設計意図であっ

た多世代居住が常に実現していることが確認できた。

また、コモンルームの利用実態から 4つのタイプのライフスタイルがみられたが、この 4

つの多様なライフスタイルの人が共に暮らし、許容できる空間や運営システムであること

がゆるやかな人間関係を築き、居心地のよさにもつながっていると思われる。また居住者

l士、多様な仕事や自分の生活時間とコレクティブ生活との距離そ偲々に自分なりの選択を

し、~腐を有効に利用したコレクテイブ、活動を行っていることが明らかになった。

さらに、 CMへの定刻での参加は、居住者間コミュニケーションが生まれ、 C闘があること

でその前後にもコモンルームが有効に使われるなど、 CMはコレクティブハウジングにおけ

る重要な婆素であることを再確認した。

争議注

注 1)7イ7:Aテーグ分類i土、参考文献1)74頁 の分類をもとに、 部筆者が修正を加えてもの

である。

参考文献

1)住環境の計額 2.住宅を計画する f7イ7ステサ也君Ijにみた発達課題と{主要求j 彰00社 1995

119 



3-5.環境配慮行動と工ネルギー消費量

3-5-1 識変概要

(1) 調査医的

コレクティブ、ハウジングによる環境面および経済面への影響を検註することな目的とし

て、コレクティブハウス「かんかん森j の居住者を対象に居住者の環境配慮行動の実縮状

況とエネルギー消費量を調査した。

(2) 調査概婆と鍛査内容

本調査は、 2008年 7月中旬iこ、かんかん森の活住者を対象に世帯ごとに実施した。

対象とするかんかん森のjit帯数の母集団数は 22世帯である。また、調査童書は居住者へ主主

接配布し、回収方法は回収箱への投言語を用いた。

りかんかん森の温熱環境

かんかん森の温熱環境を把握するために、自動計mUi混濁l度センサーを殿いて、霊室内の議

室湿度を測定した。測定地点は①2階コモンテラス(外気撮)、②コモンリどング、③3階

廊下、④各住戸とし、測定地点を図 uこ示す。

2階 3階

図 1 ;，皐j湿度測定地点

2) 環境~慮行動

かんかん森への入居前、入緩後において差是 1の省エネ行動及び省資源行動について、ど

の程度実行していたかを調査した。調査方法は「実行しなかったJ、fあまり実行しなかっ

たJ、「どちらともいえなしリ、「ときどき実行した」、「常lこ実行したJ、「持っていない/使

っていなしリのいずれかで問答する形式とした。設定項巨は日本態築学会 f{主宅内のエネ

ルギー消費量推計マクロモデルj 文 11を基に、新たに省資源攻呂を加え設定した。
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1)エネルギー消費量

季節毎(冬 1~3丹、春岨 4~6 Jl、夏。 7~9月、秋 1 O~ 12月)の霞気・ガ

ス・水道の月平均(水道iこ隠しては 2ヵ月分)の各水光熱費を競査した。調査方法は千円

きざみの選択肢で回答する形式とした。

3-5-2 識査結果

(1 ) 閉収数

調査の概要と調査票の回収数を以下の表2に示す。配布数22'こ対して、回収数は 15 

で有効回収数は 15となり、 68%の有効回収数を得た。

表 2 密収結果

調査期間 2008 年 7 月 14S~7 Jl 25 日

配布・回収方法 夜接配布・回収籍への投閤

配布数 22 

回収数(回収率) 15 (68%) 

有効回収数 15 (68%) 

(2) 回答者属性

図2に回答者の属性を示す。年齢は 20代と 50代の割合が多く、性別は女性の回答者

が多い。また、世帯は単身世帯が多く、職業では常用勤務と自営業の割合が多い。かんか

ん森への入居時期では、 2003年の入居者の回答者が多くなった。
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回答者の緩性E霊2

かんかん森の温熱環境

コモンリビングにおいて、空調の使用がみられなかった 2008年8月 1日(金)の各

測定点の温度分布とコモンリビングの在室人数を図 31こ示す。住戸Aは3階の潟函の一主主

であり、測定自にさ主識は使用されていない。

{主戸Aや廊下の家滋度は外気温の変化にある程度追従しており、本調査では滋度のみの

計測ではあるが、かんかん森の建物が特に環境に配慮された構造ではなく、居住者の環境

配慮行動やエネノレギー消費量を考える上で、建物の性能による影響は少ないと考えられる。
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(4) 潔境配慮行動

1)現在の環境記慮行動

図4{こかんかん森居住者のかんかん森居住後の環境配慮行動の実行度の割合を示すの図

上の丸印は、全国約 4000戸を対象lこ行われた省エネ行動の実行可能d段に関する統伎の

アンケート調査結果文 2) において「できるj と回答した世帯の割合を示している注!)。かん

かん森では共同で洗濯機を使えるため、全国調査に比べて「⑬風呂の後り湯を洗濯機に使

うj において環境臨む議行動を実行している割合は少なくなっているが、機器の購入に関わ

る「⑦節水シャワーヘッドjや「⑬省エネ機器を穣棟約iこ導入j を除いた他の項目では、

全国調査で実行可能となった都合以.1:に環境配慮行動が実行されており、かんかん森居住

者の環境配慮行動の実行割合の高さが示されたの

。
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阪4 かんかん森入居後の環境配慮行動の実行度

2)かんかん森への賠住による変化

図5にかんかん森居住吉守と居住後の環境配慮行動の変化の割合について示す。省エネ行

動に関する攻目(設問①~⑬)では、「⑬照明を白熱灯から電球型蛍光灯に取り換えるj項

呂において「居住後に実行するようになったj の問答者数が「変化なし」の問答者数を上

回った以外は、どの項目においても「変化なしj の問答者数が 10人を超えており、かん

かん森に居住したことによる変化は明礁には現れなかった。

しかし、省資源に関する項目(設問⑬~<iìJ)でl士、特に生活行為の共同化に関わる工頁長

⑫、6j)，こ践して、「居住後に実行するようになったj の問答者数が「変化なしjの回答者数

を上回り、かんかん森居住による行動の変化が現れた。

以上より、現従のかんかん森居住者は省エネ行動の意識がE苦住所iから高く、かんかん森

居住後lこ生活の 郊を共同化することによって省資源に向けた行動を爽行するようになっ

fこことが才コかる。
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医5 かんかん森居住による環境配慮行動の実行疫の変化

(5) エネルギー消費量

表3にかんかん森の居住者の単独世帯の月平均水光熱費を示す。表4の関東地区の単独

役帯の水光熱費文 3) と比較すると控 2)、かんかん森居住者の方が月平均の水光熱費が若干高

く、コレクテイブ‘ハウジングによる水光熱費に関する経済面での総減効果は縫認できなか

った。

しかし、今回の貌査では単独t生待の回答者の水光熱費中高に大きなばらつきがみられ、サ

ンプル数の制限から回答者の属性や伎戸面積の違いを考慮できていないため、今後サンプ

ル数を増やす等、詳細な検討を行う必要がある。

表3 かんかん森居住者の月平均水光熱費(単独t控帯)
6ι 中間期 夏 中間期

(1~3 月) (4~6 月) (7~9 月) (l0~12 Jl) 

電気 6，400 4，200 4，600 4， 300 
ガス 3，200 3，200 2，600 2，800 
水道

3， 500 3，500 3， 500 3， 500 
(2ヵ月)

表4 劉東地区住民の月平均水光熱費(単独t世帯)

Aι 中関期 夏 中間期
(l ~3 Jl) (4~6 月) (7~9 月) (10~12 月)

霞気 3，892 3，315 3，237 3，005 
ガス 2，936 2， 572 1，966 2，149 
水道

2， 1百5 2，985 2，989 2，660 
(2ヵ月)
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3-5-3 まとめ

コレクティブ、ハウジングによる環境面および経済面への影響を検認することを'目的とし

てかんかん森の居住者を対象iこアンケート調査を実路し、かんかん森居住者の省エネ意識

の高さと、かんかん森居住による省資源行動の実施状況を確認した。

しかし、エネルギー消費震では一般約な住戸より消費量が多く、コレクティブハウジン

グによる水光熱費に穏する経済商での削減効果は確認されなかった。

居住者の環境配慮の意識や省資源行動の実施率は高いが、水光熱費の削減における経済

面への好影響にはつながっていないことから、今後はその要図の検討とともに経済蕊でも

好影響につながるコレクティブ、ハウジングにおける住まい方の検討を行う必要がある。

{注釈1
1 )この務査の形式i土、省エネ行動項目ごとに「現状よりさらに省エネ行動を行えるかJ

という質問を行い、[回答者が 6つの選択肢: rできるJ• r多少ならできるJ• rどちら

ともいえなし¥J• rあまりできなし¥J • rできなしリ・「もっていない・使っていなしリか

ら回答を選ぶものである。

2) 2006~2008年の 3年務の月平均水光熱費を平均し算出した。

i参考文献}

1 )伊香賀俊治ら、住宅のエネルギー消費量と CO2排出量の都道府県illJクロシミュレーシ

ョン手法の開発、日本建築学会技術報告集第 22号、 2005.12、

2)井上隆ら、全国規模アンケートによる住宅内エネルギー消費の実態に関する研究・影

響を及ぼす要因に関する分析ーその 2、日本建築学会環境系論文集、担0.606、2006.8

3)総務省統計局

125 



3-6. 事業供給方式

3-6-1.事業のしくみ

かんかん森の事業供給のしくみとして計酒から建設期における日暮翠コミュニティの事

業体制を隠 1に示した。 B暮盟コミュニティの事業および運営主体およびかんかん森の貸

し主は民間企業、(株)生活科学運営であり、元区立中学校で、あった敷地を荒川底から購入

し、事業を実施した。事業主l士、設立当初の理念である高齢者のみでなくそ子育ても含めた

多様な役代の主主汚支援を視点にいれた住宅供給を子予てから検討していた。 1997生手頃にコレ

クティブ、ハウジングのような多世代の共生型住宅を計i箇したが、居住者の多様な生活ニー

ズを包娠しきれず実現に玉三らなかった。経営も安定期に入り比較的規模の大きい本計磁に

おいて様々な主体と協働することで、多世代の居住娠設と地域に繍かれた医療・福祉総設

等を併設する fコミュニテイハウスj を実現するためにコレクティブ、ハウスの導入を計図

した。また、苦十頭当時l土コーポラティブ住宅など手づくり裂の住宅への注自が高まってい

たこと、常に事業主が運動体としてその時々の市場ニーズに多様な事業手法の中から対応

してきたこと、等もコレクティブ、ハウス導入へのはずみとなった。事業主は、居住者組合

lこ対して利益や空家保誌を求めてはいなかったが、空家系ゼロ・自主管怒運営とし、う条件

下の食料設定による居住者総合"のテナント貸しと位霊づけていた。但し、事業運営愛を

経常しないという点はテナント的な位護づけだが、賃貸契約は個人契約で祭主主や事業リス

クl士事業主が負うというものであった。

8 暮皇コミュニティは、 2 ・ 3 階lこかんかん森、 4~6 階は介護の必婆な高接持者を対象と

した fシニアハウスJ(46 室)、 7~12 階は自立した高齢者向けの fライフハウスJ (44戸)

であり、 1陵部分にライフハウス舟の食堂(かんかん森の{主人も利用可能)や多密約主主の

他、地域に開放される診療所や東京都の認証保育騒がテナントとして入っている。ライフ・

シニアハウスの計践と居住者コーディネートl士、NPO福祉マンションをつくる会が行い、

かんかん森の計画と入居者コーディネートは NPO:::Iレクティブ、ハウジングキ土 (CHC)が

担った。企画先行であったかんかん森では、企爾段階では居住者組織が存在しなかったた

め、所在地である荒川区の紹介により地元のまちづくり組織・荒川まちづくりフォーラム

から参加希望者呼びかけに対する協力を得た。また、日暮堅コミュニティの企画・計画に

は、高齢者住宅研究の第市入者である外山義教授(故人)、設計会社、建設会社が参加して

いる。

診療所

契約

間信豆コ介

認証保省閤

契約

l居住者募集協力
ムー一ー一一ーーー一回目、

荒川まちづくり
フォーラム

劉 1言十薗織の fS纂塁コミュニティJの繍係主体の構成
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事業計額時および運営初動期(株式会社コレクティブ、ハウス設立まで)は、事業主と居

住者個人との賃貸契約である。空室リスクも全て事業主が負うかたちであった。居住者は、

居住者組合 f森の風j の総合員となり、コレクティブな暮らしを主体的に担う糞任と権利

を持つ。 CHCI士事業主と協働してコレクティブハウジングの金書1・言十頭・設計・運営支援

を行った。 CHCに対して事業主から正式なコーディネート契約は入居箆前まで行われず、

CHCと居住者(および居住希援者)の|習にもコーディネート契約はなかったが(偲し、居

住者および居住希望者は CHCの会員となることを入唐条件としていた)、協働というかたら

でCHCは居住者(居住希望者)に対する入居コーディネートを行った。(関 2)。

(<~パ:言語 TT~ 賃貸契約 .1..1 a，*，+つ

-1iiN221;戸一前)
図2 賃貸借契約のしくみ

3-6-2 事業費

(1 ) コーヂィネート費

コーディネート資については、言十議J段階から事業主と CHCの鴎でコレクティブハウジ

ング部分の総家賃 2ヶ月分として話し合いが続けられていたが、正式に契約が行われたの

は、竣工関警告である。この契約は、入居僚始時点でさ在住戸が満窓であることを前提とし、

入居契約が成立次第、家賃の 2ヶ月分(総綴 648万円)が CHCIこコーディネート費とし

て事業主から支払われるというものであった。そのため入居開始時、:z:<:釜が 12戸あった

ことから CHCは、祭主主解消のための入居コーディネートを 2004年 12Jlまで継続してい

る。 CHCは、この期間lこ居住者の転居に伴う新たな空宣言に対しても入居コーディネート

を行ったが、事業主からそのコーディネート費は支払われていなし、。

(2) 家賓とその他の住居費

1) 家賃

家賃l士、専照住戸とそのま百積の 13%t慢しのコモンスペース分に対するものである。全体

の事業計画においてコレクティブハウジングの 2・3階分の売り上げが想定され、事業主

から賃料として総額 324万円が提示された。 CHCI士、この金額を元iこ単佼箆穏あたりの

賃貸料 (5，400内/跨)を算定し、階層、陽当たり、床間積の差などの考殿、告と入れた家賃

を決定した。月額家賃l土、 24.55~62.06 rdの住戸に対して 71，000円から 174，000円と

なっている。この賃貸条件については、完成時満塁主を前提に、 ZE室時のリスク負担も貸し

主が負担するという条件であることが報告されている。
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2) 共益費

共益費i士、エレベーター、ゴミ庫、消防施設等のメンテナンス費用、共用廊下やコモン

スペースの水道光熱費、総合費、共用備品のメンテナンス費用などである。初年度l土、運

営シミュレーション結果から 1人住戸あたり 8000Pl/月(大人 1人迫力自分 4000内)と

したが、 1年間にかかった費用から 2004年度から 7000内/月(大人 1人迫力日分 4000円)

に変更している。

3) 共用官需品費

居住者組合森の風は、家具等のインテリア用品、 f十器、誠環器主主、家電製品といった共

同の暮らしに必婆な備品を話し合いでザストアップし、 1人 17.5万円を共用備品費として

入居特に出資することを決定した。これは退去時には返還されるしくみとなっている。

4) 保証金

入居開始の 2003年 8月から 7Jlまでは、保証金が月綴家賃の 4ヶ月分(敷金 2ヶ丹、

礼金 2ヶ月)で、あった。 8Jlからは、敷金が 2ヶ月分から 1ヶ月分となり、家主礼金と不

動産仲介手数料が各々1ヶ月分追加され、合計で 5ヶ月分となった(敷金 1ヶ月、礼金 3

ヶ月、{中介手数料 1ヶ月)。その後、 E昔{主者有J志が設立した株式会社コレクティブ、ハウス

が管理するようになった 2006年 12月から「敷金 1ヶ月、礼金 2ヶ月、仲介手数料なしj

となっている。

5) その他

居住希望者は、 2001 年 2 月 ~5 月の第 l 簸ワークショップ(全 7 問)まで、 1 郎あたり、

1，000円をワークショップ代として支払っていた。また、入E号条件として CHC会員とな

ることが条件であったため、年会費 3000円(j岡人会員の場合)が必婆であった。
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(入居時一時金)

コモンスペース

(リビングダイニングキッチン、

8，∞0同/河陶 1人伎戸

(2003年度)

ランドリールーム、事務2盤、

車いす対応トイレ‘倉庫)
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3-6-3. 入居者コーディネート

(1) NPOによる入居者コーヂィネート

1) CHCの体制

かんかん森のプロジェクトチームメンバー(当時は運営委員という名称)は、言十建]湾1初
期のワーキング、グ、ループ体市IJ時に約 10名(建築!努係の専門家 5名、不動綾専門家 2名、

メディア専門家 1~名、学生 1 ・ 2 名)であった。計画期後期から入居関始までの専任スタ

ップを中心とした体制時ではコアスタップ 4名(建築関係の専門家 3名、不動産専門家 1

名)、記録などの補佐3名(建築関係の専門家 1名、学生 2名)であった(図 4)。

くCHCかんかん森運営委員〉

回全体プロデューサー(CHC理事長):1名

・ブロジェヲトワーダー:1名
・事務総務会雪沢CHC事務局長):1名
・ワ-'1ショップファシリ子一舎一 1名
・設計担当者 1名
・設計檎劫/ワーウショップ補助:1名
，ヮーウショップ補助/広報・記録 3-4名

くCHCかんかん森遜営委員>
設計担当

開全体プロデューサー(CHC現事長):1名

・プロジェヲトリーダー:1名 一一一一一斗ー・設計協力者 1名
・事務総務会言十(CHC事務局長):1名
ーワーウショップファシリ子一世-:1名

。幽ワ-'1ショップ補助/記録:3名

{2∞0年 4月-2000年 12月) (2001年 1月-2003年6，FD

阪 4 CHCの入居コーヂィネート休戦!の変化

2) 昔十蘭 a建設期 (2001年 1].'1-2003年 5月)

言十[出および建設期の事業概要を図 5(詳絡は図 6)に示した。 CHCI土、入居者コーデ

ィネートとは、コレクティブハウジングという主体約な暮らしづくりの当事者としての育

成と説明している。入居者コーディネートとして CHCが行ったことは主に、居住者募集

(説明会、参加希望者との連絡務整、その他広報)、居住者参加の空間言十産自および住運営計

商のワークショップ、居住予定者会合の支媛、事業主と居住者の契約面の務整、事業主・

設計者・建設業者・工事監理者とのハード湿の調整である。この他、コレクティブハウジ

ング部分の企画と基本・実施設計を行った。これらのうち説明会は全 20臣、ワークショ

ップは全 32回、居{主者会合は全 27回であった。

一2揚i!tilA"会{居住者も数各参加j

コモノ計二3_:Jl.l蚕重二二二二二ご〉九一一一一一一一一一 .....J!童生直怠忍呈笠宮二二二二ここここここ〉
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言十磁・建設織のCHCの役叡(詳細)
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言十i街・建設期の CHCi士、居住者ひとり 人が暮らしづくりの主体となるよう、居住者総

織の主体性の発達を促すために支援を質的に変化・減少させる段階的なブァシリテーショ

ンを行ったことが認められる。居住希望者の人数が少なく流動的な中でコモンスペースと

住戸の計i留をおこなった計画初期は、先行モデルの提示、デザインゲームを中心とした空

間計画、簡単な役割分担などを行い、参加者間の本目笈理解、募らしの潔念の共有、参加者

の組織化を促した。入居予定者による管理運営計画が中心となった計総期の後半(建設期)

では、居住者が主体であることを明磯に位畿づけて、お試しコモンミールや委員会活動の

促進等、実践的な協働の場を設けて後方支援を行った。入居者募集は継続して行われ、説

明会を経て会合やワークショップに参加する新しいメンバーとの情報共有にも重点が置か

れた。

3) かんかん森運営初動期 (2003 年 6 湾 ~2005 年 4 月・実践期~湾考甥)

運営期は、居住者総合 f森の風Jが自主管理運営の主体である(図7)。自主管環運営の

ための役員、運営係、活動グループによる体制となっている(図 8)。事業主との調整窓口

は、主に運営係の大家対応係と 20例年8月に新設された移動・契約対応係が中心である。

2003年 12月に自主管怒運営の範幸喜を明磯化した覚書が「森の風j と大家の問で締結され

た。

自主管理運営の覚書締結

賃貸契約

運5号、吋
hヒ竺

)メ働
劉 7 運営初動期における事業主と底住者総合

居住者級会 F森の風』

総会
予算、活動計額、役買運営稲田
選荘、会員IJの決定銅器正

役員 運営係
代謹 会計
創刊童 会員
書記 見学対応
会計皇室査 車報

地区対応
大車対応
移動トb等横討

〈事務運営〉

活動グループ
コモンミールフランニング
ガーヂニンゲ
ヱコ・省エネ=リサイクル
お掃除

ランドリー
暮らし方

インテリア

玉三之上
く日常生活の管理〉

アピール
アルバム
備品

'"工図書
ベット
IT 
カフェ

ふi己目

鴎 8 運営織の森の風の運営体制と CHCの務与 (2004年6jj-8月)
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運営初動裁における CHCの入居コーディネートの概要をjg!9(詳細は鴎 10)fこ示す。

殴 9・10のように入居後のコレクティブ‘ハウスに対して CHCI土、団体会員としての組合

と居住会員の鈎人に対して支援を行うことになっている。しかし、入展開始時に空室が 12

戸あったことから空室解消のための入居コーディネートを継続した。

CHCの入居コーディネートの契約は 20例年 12月で終了しているが、その後もお人の

入居希望者への対応を行い、 5人の入居が決定してし、る。この期間における CHCの役割

を整潔すると、①事業主や建設会社と建築面の不具合調整、(I森の嵐と事業生の管理運営

面の調繋、③コレクティブな暮らしの助言などの後方支援(居住者会合への参加約 50回、

ワークショップ 3回)、④居住者募集と居住者入居コーディネート(見学会と説明会約 70

釦)、の 4点となる。

入居者募集においての課題は、以下の3点が CHCへのヒアリングなどから始よおできる。

i )我が閣におけるコレクテイブハウジング、の認知度の低さ かんかん森が我が閣にお

ける本格的コレクティブ、ハウス第 号であったため、コレクティブハワジングの暮らしが

どのようなものか一般的に知られていなかった。また事例が他にないため、見学もかんか

ん森に限られており、入居決定の参考情報が欠如していた。

証)入居希援者j習と空間や経済条件とのギャップ:CHCや庶住者組合では、世代の多様

性を望み、子どものいる家族世帯を対象とした大きめの住戸を計闘したが、入居希望者は

単身女性が多かった。そのような層に対して安室として残された面積の大きな住戸は、家

賃が高く、シェアとしても使いにくいものであった。

溢)家族世帯の入居決定の困難.家族世帯でもこのような暮らしに腐心を持ち見学や説明

会に訪れる者もいたが、配偶者や子どもの同意が得られずに断念するケースも見られた。

プライパシー重視の生活婆求、経済性、根強い持ち家志向等がハードルとなっている。

20036 7 8 9 10 11 12 12臨42 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 12ωs 

医雪覆「一一一笠宣言一蔭言霊重量週
初守打合せ 限切 jr.Jt(li皇室旦型l

本フ。ンタ /¥'-71 '"仰のZノョ 車列m
*地場お手奏会 "氷工数安本もちつき

家主，"校教支
Z口学を密会

i重絡、記録"見トつぶやき こ へ 〉えぷ公へト
*伎戸不備の礎ま窓 会務局伎者挨拶

れ盆室の事積雪nlJ淘に不湾
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図 10 運営初動期における CHCの役割(詳細)
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(2) 居住者による入居コーヂィネート

1 )活住者有志の株式会社による一括傍りよ11
事業主である生活科学運営からの提案を受けて、定例会などで約一年に渡り検討を重ね

た結果、 2006年 12月、居住者の有志で綴織される「株式会社コレクティブハウスJ(以

下、 CH1)による一括借り上げが行われることになった。 CH1 (士、事業主である株式

会社生活科学運営と一括借り上げの契約を締結し、居住者の賃貸契約を株式会社主主洛科学

(以下、生活科学)運営から CHIとの契約へと移行した。また、居住者のプライベート

に鑓わる家賃集金や契約業務、部長室のクリーニング、などの通常の管理を不動産会社iこ委託

契約をおこなった。

一括借上げ契約は、入居率の約 80%の家賃とし、また、入居にあたっては、敷金 1ヶ汚

礼金4ヶ月という入居条件が、敷金 1ヶ月礼金(コーディネート料)2ヶ月と変受された。

組合員 題住者総合
|曜 くサ件…¥-

森の風
組合が保起人

f/輔法叫紗同相当震貸借契約~.I
株式会社 建物所有冊

CHI 事業主
営業費探註

関 11 一括借上げ方式による選営の仕絡み

2)居住者会員参加による対応

入居 5年目を迎え、一部の居住者や CHCによる見学会、また CHIの広報活動lこ車買って

いた居住者募集、入居コーディネートを改め、居住者全員による入居コーディネートを行

おうという動きが出た。「仲間作りグ、ループJを給成し、入居者募集のチラシや日々の生活

を伝えるためのブ、ログを作成するとともに、 2008年 12月から毎月一回、森の風主催の入

居希望者を対象とした見学会を開催している。運営体制は、仲間作りグループのメンバー

とCHIのメンバーが一人ずつ合計2人で か月の連絡受付を行い、見学会iこはそのメンバ

ーにグループ以外の居住者が煩番に加わり 3人で対応している。見学会l士、基本的なマニ

ュアルを作成し、居住者全員が見学会を担えるような仕組みになっている。
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見学会担;者

( 1ヶ毘交代)

かんかん森居伎者

際合せ

図12 居住者による入居コーヂィネート

3-6-4 現在のかんかん森の運営費

居住総合の運営費は基本的には、総合費、コモンミーノレによる利潤、見学会などの利用

料でまかなわれている。毎年ほぼ予算通りに行われており、 5年の伺に大きな変化はない。

また、このほかに備品会計として、干責立てを行っている。

次年度予算については、総会で承認される。

ゲストR科用料 その他
トランクF毛利用料

4% 

トランク只制F泊料 1%

4% 

見学利用料

1% 

もり券売上

23% 

サポート金員¥
44% 

1% "1-'" 書、

用料

2% 

密 13 かんかん森運営予算収入 図 14 かんかん森運設予算支出
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3-6-5. かんかん森の事業手法のまとめ

かんかん森l士、我が閣で最初の自主管理運営のコレクティプ‘ハウスであり、居住者、コ

ーディネーター (CHC)、事業主のいずれにとっても最初の試みであった。このため、お

互いの役害IJや責任が不明確な状態で事業箇でも多くの試行錯誤を経験することになった。

言十頭期から運営初動期 (2004年 12月)までは、事業主と居住者、事業主と居住者組合

の問を書官整する役割を CHCが担った。賃貸契約は事業主と居{主者の俗人契約、自主管理

運営については事業主と居住者総合の問で覚え書きが交わされた。入活者コーディネート

については、その契約が事業主、 CHC、居住者組合の間で疋式に行われないままに事業が

進んでしまったことは大きな課題ではあったが、どのよう必契約が可能であったかも不確

かな状態であり、契約がなかったからこそ臨機応変な対応と協力が可能になったとも報告

されている。最終約lこは、事業主と CHCの慢で、コーデ‘ィネート契約(期間に対してでは

なく全住戸への居住を条件としたもの)が行われた。 2005年 1月から 2006年 11丹、賃

貸契約は飼人契約のままであったが、入居コーディネートは CHCがさ主主主を塚めるまで継

続し、その後のコーディネートは CHCの説明会や居住者有忠で行われていた。

2006年 12月に居住者有志による(株)コレクティブハウスが設立され、事業主から一

括借上を行っているが、主重なる空主主の発生で契約内容の交渉が行われている。入居コーデ

ィネートについては、 CHCと居住者総合の共催免学会や CHCのワークショップ、特定の

居住者が担っていた。祭主主隠題、特定居住者への負担などの課題に対し検討が重ねられ、

2008年 12月に居住者会員による入居コーディネートの取り組みが開始されている。

以上を踏まえて今後のコレクティブハウジング事業に向けた課題として以下の6点が考

えられる。

①コレクティブハウジングの価値の社会的認知拡大による居住希望者の発掘・育成、そ

のためのしくみづくり

②コレクティブハウジングの暮らしを求める厨伎者層と住戸のあり方(住戸の大きさや

隈取りの柔軟性・多様性など)をコモンスペースとの関係から検討

③空主主対策(空室を配慮した家賃設定やコーディネート契約、居住希望者のプール等)

④居住者、事業主、コーディネーター、設計者等の役割と資任の明確化、信頼際係の構

築

⑤①により、各主体問の契約内容と契約期間の検討(計画・建設段階と運営段階)

⑥コレクティブハウジングの暮らしを理解する事業主三や設計者の発掘・育成

引用・参考文献捜井典子(20口6)コレクテイブ、ハウジングにおける住コミュニティの発達と支援に隠する

研究、毛利立論文(日本女子大学)
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3-7 まとめ

本童書では、 2003年に完成した、日本で第 1主去のセルフワーク型コレクティブ、ハウスであ

る fコレクティブハウスかんかん森」の一連の調査研究結果をまとめた。

かんかん森は今年で6年が経過し、本委員会や委員会発足以前iこ行っていたコレクティ

ブ研究グループでの調査を合わせると、計 14の調査が実施された。暮らしの居住後評価、

空間利用実態、{臨々の居住者の生活実態、運営管理の実態、事業方式、環境や健康への意

識や配慮など、多言言的に奇書査を行い、かんかん森の暮らしをイすかず離れず調査してきた。

また、本委員会の委員が居住者となって、かんかん森の暮らしや運営にも積極的に参加し、

コレクティブ活動の中心メンバーとなるなど、本絡的な参与調査を笑絡することができた。

居住者は、若干の変化があるものの常に 30~60 代の単身者が最も多い。計画の手本とな

ったフェルドクネッベンは、 40歳以上で子供が同居していない居住者のための、コレクテ

イブハウジングである。しかし、かんかん森は、人数は少ないが子育て場の家族が常に入

居し、当初の計額iのねらいであった f子ども~高齢者までj が共に暮らす多世代居住が実

現している。子どもがいることは、子ども自身にも、子脊てをする入にとっても、そして

子供がいない人や高齢者にとっても、ぉ一夜いにお世話してもらったり、刺激になるなど、

メリットが大きい。いろいろな年代の人と共iこ暮らす、本来の暮らしのカタチが災現でき

る、多世代裂コレクティブ fかんかん森j の;意義は大きいといえる。

現夜、自主管理・自主運営のかんかん森は、運営事業の方法について新たな時期に入っ

ている。本稔の中で、入居してから現在までのかんかん森の生活や入居などの管理方法は、

実践期、再考殿、変革期と 3つの時期に、コモンミーノレやコモンスペースなどの運営方法

については、実践貌整類、安定期と分けた。つまり、暮らしの運営である掃徐やコモンミ

ーノレ、そしてコモンスペース利用のルールなどについて、ある程度ルーノレが確立され、現

在は)1債務な安定期に入ったといえる。その一方で、空家や入居者管理などについては、 2006

年に居住者有志が株式会社コレクティブハウスを設立し、居住者が主体となって入居コー

ディネートを行っている。生活のノレールをまとめた fハンドブ、ツクJの修正や入退釜のノレ

ールの明確化など、現在検討中で、現状にあった入居管理を新たに再考している。

居住者のかんかん森での暮らしへの評価は、 fY，雪住者同士の刺激・学びjや「安心感Jf設

備や空間の共有J，こ満足度が高く、コレクティブハウジングがねらいとする、集まって暮

らす具体的な価値に該当する項目が評価されている。

現在、わが障のコレクティブハウジングi士、かんかん森を手本に、もしくはある基準と

して、徐々に培えてきている。そして今や、高校の家庭科の教科書に載るなど、多くの人

の矢口るところとなった。かんかん森の計画から現在までのプロセスや住みこなしの経験を、

常に発信していくことが社会的にも求められ、それに応じていく必要がある。また、今後

はさらに、かんかん森とは異なる居住者を対象とした、多様な開き方をもっ、コレクテイ

ブハウジング、のバリエーションを検討していく必要があるだろう。
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4章考察

4-1 居住者特性と集まって暮らす価犠

(1)居住者特性

~内外において、コレクティフ、ハウジングiま多数代・多様な世帯の人が選択する住まい

であることが確認、できたおスウェーデンでは、コレクティブハウジングが広がり始めた当

初 (1930 年代~1950 年代)は、家事サ…ビス君主で、職業婦人問体や社会事業家が事業会

体であった。 1970年代末以降の現代的コレクティブ、ハウジングは、公的供給にも関わらず

居住者による自主運営が特徴である。 世帯の小規模化、孤立化が進んでいることもあり、

コレクティブ、ハウジングにおいても子育て世帯から高齢者世帯まで様々な居住者安対象と

したプロジェクトがみられた。 90年代以降は、学童期のう乙どもが同居しない 40歳以上の

世帯を対象としたプロジェクトが潟加している。

日本においては、仮神淡路大震災の震災復興公営住宅の 部にコレクティブハウジング

の考え方が取り入れられたことから、当初高齢者を対象とした福祉型の事例が見られた。

しかし、本務査で対象とした我が図で最初の股伎者による自主運営の事例と言える「コレ

クテイブ、ハウスかんかん森Jは、民間の事業主体であり余画段階からあらゆる年齢層の居

住者を対象とした。多くは、 30代から 60代であり、近年l士、比較的若い 30代から 4

0代の居住者の割合が増加している。また、世帯は、子脊て世帯や夫婦のみのt世帯での居

住伊jもみられるが、単身世帯が多数を占めている。家族での入獄にあたっては、家族全員

の意思決定の務整が難しいことが要因となっている。また、民間事業の限界として繁貸料

と{主戸規模がユーザ一層のニーズとマッチしないことも明らかとなった。

( 2)集まって暮らす価鐙

国や社会背景が異なっても、集まって暮らすことで生まれる f安心感Jや「主体性J、「合

理性J、「刺激や学びj、といった仮伎は共通していることが明らかとなった。これらの価値

を成立させるには、以下の 3要素があげられる。

①多様な共用空間と設備

コレクティブハウジングの共用空間l士、住戸の1O~15%を供出することで生み出される。

コモンキッチンやダイニングだけでなく、菜闘や木工重宝などの多様な共用空間を持ち、一

人では持つことができない高機能な設俗、家電製品を何時でも利用できることで、個人の

生活領域が広がり、待問が有効に活用され、共有することによるシンプルな生活が可能と

なっていることが認められた。また、空跨を有することにより、居住者それぞれの生活が

重なり合い、様々な行為が誘発されていた。居住者照の協働や交流は、刺激や学びのある

豊かな生活につながっている。

②多様な居住者の存在

コレクティブハウジングの居住者は、年齢、職業、家族裂など様々である。多様な居住

者が集まることで、共用空間や共用のモノを効率的に使いこなすと同時に、それぞれの得

意分野を生かし相互依存することで、より円滑で合理的な住運営が行われ、全体の暮らし
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の質の向上につながっているといえる。

③合意形成と協働

自主運営自主管理のコレクティブハウジングは、居住者による話し合いにより合意形成

が行われている。何度も認し合いを重ねるため、かなりの時間が費やされている。また、

食事の共湾化である fコモンミールjや共用空間の掃徐などにおいても、居住者向士の日

常的なコミュニケーションが形成されている。日常の暮らしのやで、ぉ:瓦いを知り、意思

疎通を図ることで、居住者間の安心感や信頼が生まれ、格互扶助の関係がはぐくまれてい

るとし、える。
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4-2 コレクティブハウジングの空間婆素と配列、適性規模とゾーニング

( 1 )共用定期の意義

コレクティブハワスの空間計額では、個人や家族尽の住宅として機能する私的な生活領

域として住戸号室開が保認されていることを前提に、居住者にとって日常の生活領域として

捉えられ、またあるときは飼人で持つのはむずかしい非日7if約な行為を許容する共用祭問

の存在が欠かせない。

一般的な集合住宅の空間構成は、エントランスホーノレ、階段主主やエレベータ…ホール、

廊下、また集合規模により集会議等の共用部分(パブリックスペース)と住戸の専用部分

(プライベートスペース)からなり、専用部分/総床面積出レンタブル上とが高いほど収益

率が高い。従って実験的な公営住宅や民間の特殊事併合徐いて、集合住宅のパブリックス

ペースi土、単なる住戸へのアクセスや必要な設備スペースとして最小限lこ抑えられられる

のが一般的である。居住者にとっても住戸の広さや間取り、お液、プライパシー、セキュ

リティーが関心事であり、パブリックスペースの墜かさは付加倒伎でしかない。このよう

な住宅形式がおのずと生活の狐立化を招き、 1虫緩考人の孤独死やニ子育て期の母親の精神不

安、 DVなどの社会問題の一要因ともなっているといえる。他人の生活設問はシンプルに、

お常生活はより便利に、辰住者跨のコミュニケーションがあり、楽しさや主主きがし、が生ま

れる共用空跨の存主Eとその協働運営i士、住戸を密室化せずにプライパシーを担保し、さら

には地域のコミュニテイストックとなる装置である。

なお、共用空間の要素やそれぞれの空間特性、配列l士、きわめて建築計画・デザイン上の

問題であり、暮らしに影響を与えるが、コレクティブツ、ウジングとして生きた集{主体にす

るのは居住者自身であり居住者を中心とした関係主体であることは言うまでもない。計

画・建設段階における居住参加が望ましい所以であり、また入居後も居住者が共ffl?)::跨の

使い方や内装・装備などに手を加え得る運用規定等の繋備が欠かせない。

( 2)共F丹空調の婆素と記事IJ

前項を踏まえ、コレクティブハウスの空間計画において、居住者の悠々をつなぎ、 f主

コミュニティそ脊て、 f図と社会、住コミュニティと地域とのつながりを可能lこする共用空

間の配列について考察・提案する。事例研究から、また『オープン・コモンを持つ住居言十

爾論J法j)の参照から、ここでは、共用ZE間の機能、および誰がアクセスできるか(設に

どの稜度開かれているか)により、 CC(クローズドコモン)、 OC1 (オープン・コモン 1)、

OC2 (オープン・コモン 2)、の 3段階を設定した。

まず、 CCは、居住者たちの意思により居住者外に開くこともありうるが慕本的に R常

生活空問であるからコレクティブ、ハウスの住弐専用であり、そこは自然に蔚{主者間の人間

隠係を築く場となり、結果として格互扶助につながる信頼の出来るネットワークが形成さ

れる。空間や装備の維持管理は居住者総織の自主運営が基本である。内部空間としてはコ

モンキッチンおよびダイニング、リピング、ランドリ一、その他居住者ニーズにより趣味

蜜、ライブラリーなどが設けられる。廊下等サーキュレーションスペースも単なる重力線で

はなく、生活のはみ出しやたまり場になるような空間特性を持つことがのぞましい。外音11

空問としては、菜園や内部コモンスペースの広がりとして庭、テラス等が暮らしを拡げる。
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なお住戸内iこ共に暮らす家族や、ンェアメイトがし、る単身居住以外の場合は、 CCのレベル

がさらに分かれ、段階が土1闘える。 CClは、専用住戸内のいわゆる共用空間であるキッチン

やダイニング、ジピングなどの住居内居住者のための空間である。 CC2は単身者向様にコ

レクティブ、ハウス内のコモンキッチンやダイニング、リピングなどの共用?)':間にあたる空

間である。

次に、 OClはコレクティブ‘ハウスが住宅団地内の lt東や、中高層集合住宅の一部に総み

込まれていることを想定し、コレクティブハウス住民も含む住棟あるいは団地{主人が利用

できる共用空問である。あるいはコレクティブハウス単体でも居住者組織や事業主等が企

画運営することもありうる。フレキシブルな住棟内コミュニティ、団地内コミュニティの

核になりうる。

OC2f士、)奈良IJとして公道に接するパブ、リックゾーンからハウジングゾーンへの境界部分

に配され、地域iこ跨かれた用途を持つ。地域ニーズに対応してテナントにより運営される

ケースである。あるいは、地域のケアセンターや保脊闘など公主主的施設の併殺もありうる。

CC、OCl、OC2の機能や規模、属性、空間の西日列は居住者の鶏待するコレクティブラ

イブや立地、事業規模等によって多様であり、一つのそデルが存在するわけではない。ま

た居住者たちの意思、により、時と場合iこより、さらにライフステージや周辺環境の変化等、

状況に応じて住戸のプライパシーを保ちつつ CCがOClfこなり、あるし、はOC2にもなる

選択・伸縮が可能なゾーニングが翠ましい。

また、住戸の空間計酒についても集住体内の動線部分(サーキュレーション)に際かれ

CCの領域を形成する空間を確保する一方、全くプライベートな窓外空間を設けるなど、

プライパシーとコミュニティのバランスをとることがE重要である。

表 1 コレクティブハウジングにおける居住構成領域

コレウチィブハウジングの場合

ト¥構成領域 主な寧'))jj者 単身居住における 単身居住以外における
空間俄 空間倒

Pe Personal T err比.0'γ
個人が占織する

Pe I錨人領liI Pe 連軍用住戸 p， 住p向個室

CC ，1 家族・家族に近い緩密な集団
[共用笠織

CC' 住戸内リビングなど
集 信人の築住体が (住戸内の同居者〉

cc Closed Common 
住 尖周する領織 CC liコモンスペース) トー

領
CC2 コレクティブハウス向の CC2 

尖慰霊間
居住者・近隣集田 (コモンスベス)

域

島住者絡以な外の人が OC 1 住線・臨地向畠住者 OC 1 
尖F警部分

OC 1 
3を湾部分

OC Open Common ~J用可
(， ，ブリックスペース) ("ブリックスペース)

共用領減
OC 2 地織俊民など不特定の入 コミユ-Tイ施設やショッブ コミュニティ施設やショップ

OC 2 などの各種テナント OC2 などの各種テナント

公
Pu Pub!ic T erritory 地縁社会 不選特定人多数主にtど地塚住者

共
Pu 行 ・配護人な Pu 数地外 Pu 敷地外

一 ι;
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(3)コレクティブハウジングの設問主十感

1)動線の選択性 一複数動線の確保

居住者間をつなぐ共用空陪の中でもキッチン、ダイニングを配したコモンルームはコレク

ティブハウジングには欠かせない重要な存在である。そのコモンルームと億人の専用空間

との重力線や配列は、かんかん森にもみられるように専用住戸からコそンルームや専用住戸

から住棟外への動線を複数もつことにより、居住者間の距離を調整することが可能となる。

血縁による家族や親族居住だけでなく、いろいろな人との共同による暮らしだからこそ、

距離の調整機能が求められる。

2) コモンルームの配置

コモンルームはメインのサーキュレーションが入りこまないが、視認、性を磯保した配霊堂や

動線としたい。つまり、コモンルームの気配を感じることができるように専用住戸から外

までの経路からコモンルームが見える配置や境界であることが望ましい。より安定した溶

ち若いた環境を目指す場合l士、コーナーに佼援したjjが安定する。

3)コモンルーム内の空間要素

コモンルーム内には、キッチンやダイニングだけでなくりピングやテラスなどさまざまな

領域があると同特に多くの行為を多くの人が行い、自然な交流が生まれて、相互扶助へと

つながりやすい。また、一体となった一つの空間の中に、アルコーブ的な空間やピットZE

照や天井高の変化など、性質が異なるさまざまなさ吉跨を組み合わせることで、多くの人と

行うコレクティブ行為から一人で行う私的な行為まで同特lこ行うことができる空務となる。

4)共用空間の関かれ方

共用空跨(特にコモンスペース)は日常的には、居住者のための臼常の生活空間であるが、

時には居住者が許可した人やサポーターに適度に関かれた空間となる。状況に応じて cc
~OC へと自在に変化する@間となりうることが求められる。完全なオープン・コモンや

完全なクローズドコモンとして管現するのではなく、オープン・コモンとなる場合でも、

最もクローズドな時間と人に制限がある「居関盤j のもので、その場のシーンlこ応じて、

時々居住者以外の人に関かれているようなさ苦情号が良いだろう。現在はまだ実現していない

が、高齢期のサポートの導入や、コレクテイブハウジングのバリエーションとして、日常

生活のサポートを外部に一部委託するコレクティブハウジングの場合には、より関かれた

共用空間が必要である。

以上のように、コレクテイブハウスのゾーニングのポイントは、住戸から集住体の内外

の空間まで、倒人の暮らしの質をより登かにするために、居住者個人や居住者組織の意思

により告書きつつ隣じる、際じつつ開く、そして人と人のつながりの自在な選択令可能にす

る内外共用空間の巧みな計臨である。
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(4 )コレクティブハウスの規模

文献や事例調査から、住民による自主運営君主コレクティブハウスの規模は一概に断定で

きないが、プライパシーがあり、緩やかな親密さで民主的な話し合いが成立し、生活の合

理化や助け合いがしやすいなど、集住のメリットを考え、ここでは、暴本単位として 20~

30 tま帯、大人の人数で 30~50 人程度を提案する。平成 20 年現在、東京都の 1 t生幣当たり

の人員は全体平均で 2.03人、 j友部は1.94人、市部、市町村部はそれぞれ 2.23人、 2.25 

人である。 10年後はさらに高齢化が進み、世帯当たりの人員も減少すると予測されている。

( 5)コレクティブハウスのゾーニングモデル

都市化が進み、産業構造の変化およびライフスタイルの多様化にともないますます生

活の個人化が進む現代の多文化社会においては、特に居住地での世代を越えた人と人のお

常約なつながりや、人と自然との隠わりが限害されがちである。子どもの発達環境や脊児

環境、住居を拠点とする住綴域でのコミュニティ(住コミュニティ)の再構築i士、安心・

安全の住まい・まちづくりとして、あるいは祭洞化した地方中心市街地の再生手法として

も有効であると考える。

E主主で取り上げる集合住宅の既存ストックl土、都心で複数棟により形成している住宅団

地の一棟を多世代のコレクティブ、ハウスlこ改修活用するプロジェクトと、都内市部におけ

る尊重体高層集合住宅の大規模改修にあたって、一部iこコレクティブハウスそ導入するプロ

ジェクトである。立地条件からコレクティブライフを選択する居住者像や地域に求められ

る筋設も異なるが、基本的な~問要素である CC、 OCl 、 OC2 のゾーニングをモデル化

してみた(図 1)。各住戸のプライパシーを維持しつつ、居住者間でも、地域とも自在なつ

ながりを主主みだし、人と入、人と自然、人と社会がともに育ち合う可能性を持ったそデル

である。
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関1 モデル概念E霊

(900

展開により断商的概念殴ともなる)

パブリックゾーン 集{主領域lこ属するが、公選から地域の人がアクセスしうる関かれた

領域である。

ハウジングゾーン・基本的には絞住者の住領域で居住者以外のアクセスl士、続住者の取

り決めによりなんらかの制限がある。

CC(クローズドコモン):基本的に居住者に限られた共郊の領域であり、厨住者自身のコ

ントロールのもとに居住者以外の者を招き入れる。住戸の一部はクロ

ーズドコモンと緩やかにつながり、隣人の気配が感じられる。安心の

できる子どもの遊び場、菜関づくり、ガーデニング、ベット飼育など、

屋外スペースも居住者により守られ育てられる。

OC1 (オープンコモン 1)・居住者がプライベートな住戸やクローズドコモンにアクセス

する献に、パブリックゾーンからまずアクセスするE室内外の空間で、

郵便受、宅配ボックス、インフォメーションボード、待合スペースな

どがあり、クローズドコモンや住戸へのアクセスの拠点となる。この

領域l土居住者が選択する住コミュニティの性格により、地域開放スペ

ースやクローズドコモンに広げられることもありうる。
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OC2(オープンコモン 2):コミュニティ施設やショップ、 NPOオフィスなど、立地特性;こ

より使用のされ方は呉なるが、集住体に属するスペースで、居住者に

とっても地域にとってもコミュニケーションの場となり、テナントの

選択や運営にも居住者参爾が望ましい。

サーキュレーション:オーブンコモンから、クローズドコモン、住戸をつなぐ選択性の

有る居住者用の通路空間であるが、テーブルや椅子、プラントなど生

活の表出もあり、居住者の日常的な2 ミュニケーションの場としても

機能する。同一団地の他のコモンエリアへのアクセスや非難路として

パブリックエリアにつながる。

コモンルームまたはコモンハウス:キッチンを備えたダイニングやリビングルーム、ラ

イブラリ}、ランドリ一、ゲストノレーム、日曜大工芸差、など、個人の

住戸では得られない塁まかな空間や設備があり、集伎のメリットが実感

できる空間と装備がされる。イ主棟内に組み込まれる場合、独立の施設

となる場合もある。コモンルームやノ、ウスの運営管理方法は居住者組

織によって決められ、一般住居であるから居住者による自主運営が基

本である。

住戸:i混入あるいは家族の私的領域であるが、サーキュレーションに対して緩やかに隣

かれクローズドコモンの 部を形成するゾーンとプライベートゾーン、

および慮外に僚かれたプライベートなパックヤードゾーンを持つこと

が特徴である。

補注

注 1)参考文献 1)

参考文獄

1)大橋寿美子:オープン・コモンをもっ住空間の計画論構築に関する研究，日本女子大学

大学院人間生活学研究科博士:論文，2005β
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4-3.事業供給・運営方式

コレクテイブハウジングの事業供給・運営方式は闘士計画や住宅政策、社会政策に基づ

く国のあり様によって大きく影響を受けるため、隠内外の事例告と単純に比較することは出

来ない。しかし、本節ではあえて社会の仕組みには触れず、あくまでもコレクティブ、ハウ

ス事例がどのような方式で成立しているか、とし、う倶IJ罰のみで繋現してみた。我が留で展

関するにはどのような方式が考えられるのか、また、普及するにはどこにバリアーがある

のか、それらを乗り越える方策は何か、などを探る素材になるはずである。

本節では、事例務査からコレクティブハウジングの事業供給・運営方式について考察す

ることを呂的とするが、 2章、 3:!言では限られた事例についての詳細報告にとどまってい

る。そこで本節では、スウェーデンおよび我が留で農務している新たな事例を加え、今後

の我が留におけるコレクティブハウジングの事業方式と運営方式について展望する。

なお、(1 )から(3) はスウェーデンの事例、 (4)から (6)は日本の事例である。

また、 (5)、(6)は本報告書での分析対象としなかったため、参考に事例概要も紹介する。

スウェーデンのコレクティブハウジング

(1)非営手IJ住宅会社(自治体住宅公社)による獲竣賃貸方式

スウェーデンでは非営利住宅会社は各自治体の管轄にあり、調査事例のフェルドクネッ

ベンはストックホルムの 3つある非営利住宅会社の一つ、ファミリエボシュターダにより

供給されている。{也の自治体においても非営利住宅会社による直後賃貸方式のコレクティ

ブハウジングはほぼ同様の事業供給・運営方式と考えてよい。

コレクティブ‘ハウスは住戸導用言語積とコモンスペースをあわせて住宅荷積の最低慕携を

クリアすることができるので、あらかじめ許可申誇が必要である。その上で、家賃設定や

交渉も賃借入組合を介して行われることについては一般賃貸住宅と同様である。公共住宅

ではシピルミニマムとしての家族規模毎の最低家数、在百積、仕様があるため、個人負担の

家賃はコレクティブ、ハウスとして生み出したコモンスペースをカバーしているの従って公

共の賃貸住宅では集合規模(住戸数)とコモンスペースの大小に相関があることになる。

コレクティブ司ハウスと一般賃貸住宅との違いは、厨住者lま伎宅会社とi!'i:後賃貸契約を結

ぶが、同時に法人登録をされた居住者組合の会員となり、居住者組合はjjlJ途住宅会社と特

別契約を取り交わし、パブ、リックスペース(エレベ…夕、緑地、屋上テラス、廊下など)

の維持管理を扱うことである。維持管理に対しては居住者依々が支払う家賃に含まれた管

潔費の一部が払し、戻しされる。新士見入居者についても住宅会杖と居住者組合双方への登録

が必要であるが、既にコレクティブな暮らしを経験しているサポートメンバーが優先で入

居する仕組みになっている。仲介業者に頼らず、コレクティブハウスをライフスタイルと

して選択した良質な入居者が入ってくる仕組みは、居住者および事業者、何者にとって持

続的な管環運営に重要である。
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組合員
J 一一一一九 会員登録

又竺竺弘〉ご空竺
サポートメンバ一線

~一一-1Eィティンゲメンバー吉む

図 1 フェルドクネッベンの事業運営方式

( 2)コーポラティブ所有方式

欧米においてコーポラティブ住宅とは法人化された住宅協同組合が事業主となり集合住

宅の湯合は建物を総合が所有し、組合員である居住者i土居住権を所有、規約iこより数年後

には住宅市場で売貿できるのが一般的である。スウェーテPンではH旬、 RBなど事業主主の大

規模住宅協同総合があり、中堅所得溜の財産形成として政策約に佼霊堂づけられてきた燦史

がある。

調査事例のツノレスツーガンは当初はブエルドクネッベンと伺じストックホルムの非営利

住宅会社の賃貸住宅であったが、 2001年に街住者総合が住宅協同総合となり、建物を簸入

し居住者は居住権を所有しているという形態となった。もともと日般集合住宅として建設

がスタートしてからコレクテイブ‘ハウスとして 2住戸分がコモンスペースに設計変更され

たとしづ経緯から各住戸商積は減じておらず、立地がよくコモンスペースと良好なコミュ

ニティとし、う付加価値の高いコレクテイブハワスである。今後住戸の売輿の発生によりコ

レクティブコミュニティがどのように継続されるのか注目される。
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1ilI2 現在のツルスツーガンの事業運営方式
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(3 )非営事IJ住宅会社供給のコーポラティブ賃貸方式

今到の海外事例調査では、スウェーデンの西海岸イエテボリの非営利住宅会社が供給す

る2件の fコーポラテイブ賃貸」という新しい事業運営方式のコレクティブハウスを訪問

した。

1990年代の住宅政策の転換で公共賃貸住宅の新築は激減している。そのような干士会的背

景の中で、コレクティブ、ハウスニーズにこたえる新しい方式として生まれたのがコーポラ

ティブ賃貸である。 2件のうち 1件は既存住宅団地の 1棟をコンパージョンしたコルネッ

トである。いずれもフェルドクネッベンと潟様に入燈条件を“40歳以上"としたコレク

ティブ.ハウスである。ストックホルムでも計額中 (2008年 4月入居)の居住者グループに

会うことができた。居住者組合が経営素径をおう方式である。

愚使者総合

サポートメンバ一様

約契鐙舞括
一
〉
」
tI

一一…一樹
車

窓

ぐ 非営利住宅会事土

主主ウェイティングメンバー吉む
家禽の決定

事業主代表者

jgJ3 コルネットの事業運営方式

日本のコレクティブハウジング

(4 )民問企業(建物所有者)からの施設の一部一括借りよげ方式

民間企業が所有・運営する高齢者住宅(有料老人ホーム)を主とし、テナント(内科診

療所、認可保育園)が入る居住複合ピルの 2、3階に位置する。多世代の地域住宅というコ

ンセプトで企廊当初からコレクティブハウスの導入が計られた。事業者は賃貸事業部門を

待っていないことから、入居当初は仲介業務を外注し、直後賃貸方式をとっていたが、入

居 2年後から居住者総合への一括貸しを希望し、話し合いを続けた。その結果、居住者全

員の賛同が得られず、入居約 4年後、居住者の有忘を中心に組織される株式会社(以下、

株式会社)が建物所有者から 括借り上げるとしづ現在のかたらになった。株式会社i士、

一括借り上げの契約を建物所有者と締結し、居住者のプライベートに関わる家賃集金や、

契約業務、部屋のクリーニングなどの管渓については、不動産会社と委託契約を交わして

いる。株式会社は居住者総合とともに、積律的に入局者の募集活動を行い、入居にあたっ

てのコーディネートを行い良質な居住者を迎えられるよう活動している。

コレクティブ、ハウスかんかん森のケースは一般賃貸方式からの移行時に居住者組合が

括借りをすることに合意が得られなかったことで選択された、やむを得ない選択であった

と言わざるを得ない。しかし、多世代居住モテソレとして、コレクティブハウスを維持した

い事業主と居住者有志を執行部とした株式会社および居住者組合の関係、は、試行錯誤しな
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がらも概ね良好に機能し、運営モデルとしてはスウェーデンのコーポラティブ賃貸を民指

しているといえる。

緩合員

組合が保寵人
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建物所有野

事業主

殴4 かんかん森の事業運営方式

( 5) 民閑企業による直接賃貸方式

コレクティブ、ハウス巣鴨l士、平成 51:手iこ建設され、分譲した 14階建て分譲マンショ

ンのうち、不動産会社が所有し区の兇霊童館として使用していた 2階部分を、事務所用途か

ら住宅用途へとコンパージョンしたプロジェクトである。事業主i士、賃貸伎宅への転用を

模索していたが、周回に新築物件が林立する中で、改修物件として特徴がなければ競争力

が劣ると考えていた。設計会社とコレクティブ‘ハウスかんかん森を誕生させた NPO法人

CHCの提案、かんかん森の見学等を通して、コレクテイブハウスには特定・ニーズがある

と判断し、事業化となった 1)。住戸数は 11戸であり、間取りはワンルームから 2DKであ

る。

表1 コレヴティブハウス巣鴨の概要

所在地 東京都豊島区

機造 鉄骨鉄筋コンヴリート進地下 1結，地上 14階建

築年 平成5年 9月竣工

規模 2階部分 507.52ni 

戸数 11戸+コモンスペース(約20%)

住戸~イブ 1R-2DK 4 蜜のシェ 7~ イブ伎pあり

専有面積 23 ni-54 ni (シヱア鑓塗 10ni-13 ni) 

賃料 (事業主へ)53，自00円-145，000何/月(共益費込み)

維持管現費 (総合へ)5000内/人

(毒事業主へ)隣家賃 1ヶR分+敷金2ヶ月分

その他の入居費用 (組合へ)25万円/入(コーディネート費と備品費)

※退去時に返還される

完成 平成 19年 U1 (第 1図WS: 18年 8J'l6白)

事業主 平和不言語度株式会社

金磁“設計，!ま理 株式会社都市デザインシスTム

施工 株式会社森緩

監修・コーヂィネート NPO法人コレク7 イブハウジング社

事業のしくみ

事業主は、当該マンションの建設・分譲を行い、 2階部分を所有する(株)平和不動産

である。(株)都市デザインシステムの紹介で NPO法人 CHCがコレクテイブハウジング
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の企画とコーディネートおよび設計監修を行った。事業主と CHCは事業凋始時点でコー

ディネート契約を行い、設計監修については設計会役と害事業主からそれぞれ委託契約を行

った。 CHCI土、居住者組合ともコーディネート契約を行い、個人当たりのコーディネー

ト費が吟持金のかたちで支払われている。

入居開始後、 CHCと事業主との関でコンサルタント契約を行い(その月の賃料の 6%)

入退緩のコーディネートおよび鍵の管殺をしている。また、居住者組合と CHCとの簡で

は運営支援コーディネートの契約を行い、第三者として定例会に参加しアドバイスをおこ

なったり、新入居メンバーを募集する際の組合の窓口になっている。

入居後も NPO支援型の賃貸コレクティブ、ハウスモデノレと言える。

総合員

居住者
組合が保註人

賃貸借契約
自主管瑳運嘗由

覚書締結

コンサルヲント契約

図5 コレヴチィブハウス巣輔の事業運営方式

<引用・参考文献〉
1 )児島秀樹・宮前巽理子 (2臼D7)コレクティブノ、ゥス巣鴨~塁豊かなコミュニティ形成に向けて~、住宅

2007年 7月号

(6 )偲人事業者(地主)による複接隻貸方式

コレクティブハウス翠演は、個人地主が所有する賃貸アパートの建て替え事業である。

事業主(地主)は、いくつかのNPO活動をしており、まちづくりに関心が痛い。稲城市

でのコレクティブハウジングの事業化について営業活動をしていた CHCと知り合い、 CH

Cとともに事業企画を繰り、多摩市にある§らの土地で事業化することを決断した。

表 2 コレクティブハウス袈績の概婆

所在地 東京都多摩市
構造 鉄筋コンタJート進地下 1F/地上2階建て
築年 2009年 4月竣工

戸数 20p十コモンスペース(110m程度)

専有面積 25 m -50 m 
伎i"$lイプ ワンルーム-2LDKシェア聖イプ住pあり

食料 66φ∞0-146，000汚

事業主 鑓人
金額・基本設計

NPO法人コレクチィブハウジング社
事業コーディネート

設計監理 篠回弘子設計~，鞘

施工 日本建設株式会役
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事業のしくみ

CHCは、個人地主である事業主とコーディネートおよび設計の直接契約を行っている。

入居後は、基本的にコレクティブハウス巣鴨と向じしくみである。

貰貸借契約

図8

総合員

組合が保経人
活使者総合

自主管理運蛍の

覚書締結

コンサル世ント契約

運営支援契約

NPO国体会員

コレウティブハウス饗績の事業のしくみ概要

まとめ

欧米の住宅コーポラティブ(住宅協同総合)の法人化や居住権所有という住宅所有方式

が制度化されていない我が閣において、また、アブオーダブルで良質な賃貸住宅が供給さ

れにくい社会構造の中で、共用空間を豊かに持つ賃貸のコレクティブハウジングの実現と

普及は極めて難しい。その中で、日本の 3事例それぞれが異なる可能性を提示している。

① コレクティブ、ハウスかんかん森.有料老人ホーム、テナントなど、地域のニーズをく

② 

③ 

みこんだ、機能を持つ複合居住施設の 郊として事業を成立させている。本事例は事業

者の夜接賃貸方式から、居住者有忘が執行部を務める株式会社の一括借上げに移行し

たが、将来のそテ、ノレとしては、スウェーデ、ンのコーポラティブ賃貸の仕組みが参考に

なる。また、コレクティブハウスを組み込んだ居住複合施設であることの可能性は大

きい。

コレクティブハウス巣鴨 ι 民間不動産会社が所有する集合住宅の lフロアーをコンパ

ージョンし、賃貸事業として成立させている。分譲住宅居住者とコレクティブハウス

との交流が生まれることが殿符される。

コレクティブハウス撃演 まちづくりの一環としてコレクティフ、ハウジングを位霞づ

け、事業とする地主の存在が大きい。地域コミュニティへの寄与が嬢符される。

②、③は住運営及び入退居への対応支援として、入居後も NPOの存在が事業主にとって

も居住者組合にとっても有効に機能している。また、コレクティブハウジングはライフス

タイルの選択であり、ライフステージによりライフスタイルも変化する可能性があり、暴

本的に賃貸(一括借上げも含む)に頗応した築住形態であると言える。そして、コレクテ

ィブハウジングが{主選択のーっとして一般化していない現段階においては、生活者および

毒事業主双方への認知度を広げることが重姿であり、 NPOの役餅は勿論であるが、公民関わ

らずモデル事業に取り総む事業主の作在が欠かせない。
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ストック活用の待代である。公共住宅の改修時に、あるいは賃貸や分譲マン、ンョンの改

修時に居住者参加は欠かせない。コレクティブハウジングの考え方を導入するチャンスで

ある。 20~30 戸程度の l 住棟、あるいは、住擦の一部をコレクティブハウスとすることに

より、新たな鉱値を生み出すこととなる。

このように、コレクティブハウジングが成立するための事業・運営方式は多様である。

さらに、これまで紹介した事例は賃貸の事例であるが、コレクティブハウジングは繁貸で

はなく、居住者や居住者組合が所有権を取得することも可能であり、中古住宅の流通が進

み居住者のライフスタイル変化に応じた住宅選択が窓易となれば、区分所有建物である分

譲マンションをコレクティブ、ハウジングに改修することも可能であるといえよう。
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4-4 コレクチィブハウジングにおける環境配慮の視点

( 1 )環境問慮の意識・行動の実態

本委員会では、コレクティブハウジングが持つ価僚を多角的に評価することを目的に、

コレクティブハウジングが環境に及ぼす影響の調査を行った。これは、各住戸商積を供出

して共用空潤を創出し生活の市部を共同化するコレクティブハウジングは、環境配慮の視

点から見た居住者の住まい方(環境配慮意識やエネルギー消費量など)に何らかの影響を

及ぼすとしづ仮説のもとに行った、コレクティブ、ハウス「かんかん森j における実態調査

である。その給果、現在の居住者はかんかん森居住前から環境配慮意識が高かったこと、

また、かんかん森に入居したことで「共用コンポストの使用jや f食材の共同購入Jとし、

った共同で行う省資源行動が実践されるようになったことを確認した。だがその一方で、

限定的な給巣であり今後も継続的な調査が必婆ではあるが、各{主戸の水光熱費が一般住宅

より高く、環境配慮lこ対する意識は高いが、それが給采につながっていない可能性が確認

された。

(2 )今後の検討議題

一般に住宅のエネルギー消費に係わる要因として、①建物性能(外皮と躯{本)、②設備、

③機器、④居住者の行動パターン(ライフスタイルなど)が挙げられる。特に、共用空間

まで生活の範Ilflを広げるコレクティブハウジングでは居住者の行動ノtターンが水光熱費lこ

影響を及ぼす可能性が高い。例えば、共用~関で食事をするコモンミールへの参加は調理

や空調にかかるエネルギー消費最の削減や無駄な食料の削減につながる可能性があるが、

参加人数や参加持の参加者の住戸の様J子(空舗の無駄な継続使用など)によっては逆の結

果を招く可能性もある。そのため、今後は本調査では把握しきれていない共用空間を使腐

する際の各住戸での居住者の行動ノfターン(共用空間を使用する際の各住戸の室内の状況

など)も含めた誠査を行い、際医を追及し、改善策を検討していく必要がある。

また、今回の爽態総資では、調査結果をかんかん森の居住者に提示したところ、共向の

掲示板に節約を促す掲示が貼られ、また、居住者間での声かけが起こるなど緩伎者の問題

解決に向けた行動などがみられた。これもまたコレクティブハウジングならではの特徴と

言えるが、居住者自らが問題の解決に動き出したことから、今後の継続的な繍宝までは改善

された結果が示されることな期待する。

( 3 )まとめ

本務査ではコレクティブハウジングの環境配慮の視点、からの評価として、良:ail可方の結

果を得た。本調査結果l士コレクティブハウス「かんかん森J 1事例のものであり、本庁結

果を 概にコレクティブハウジングの問題として一般化することは出来ない。しかしなが

ら、今後も本調査を2基礎として、コレクティブハウジングならではの良い特徴を明らかに

していく共に、潜在的な問題を視覚化し、居住者と共に問題解決に向けた対策の方向俊を

検討し、その結果を次のブρロジェクトにつなげていくことで、コレクテイブハウジングが

環境配慮の視点から評価され、新たな係値として認識されていく可能性は十分にある。
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E 集合住宅ストックの活用モデル試案





モデルの位蟹づけ1寧

既存ストック活用とコレクティブハウジング

(1 ) 集合住宅をめぐる現状

1)集合住宅ストックの環状

手えが[到の集合住宅のストックの現状について、近年年間あたりの集合住宅の供給戸数は

おおよそ 20万戸で捻移し、その累計戸数は約 545万円 (2008年現住)に逮している。そ

のうち、 1960~70 年代の高度経済成長期に住宅不足を背去に建設された集合住宅は、築年

数 30年会越えるいわゆる高経年集合住宅となっている。

これらのI高経年集合{l宅は、 fマンション IrアパートJI白地J等その規模や構造・供給

主体の浅いによって降称が異なるが、こにレベータの米設授、設備の陳腐化、床面積の不足

など、現在の1湾住水機からみると不十分なレベルにとどまっているものが多い。また居住

者二の高齢化、さらに怨物や設t践の考朽化も進み、適切な修繕や再生(大規模修綴・建替え)

がなされないままに放霞されるとその存立すら危ぶまれるi犬況となっている。

築年数 30年を越えた高経年集合住宅は、 2008年末時点で 72万戸、 2013年には 128万

戸、 2016年iこは 184万戸lこ逮し(悶 1)、首都i還では 2015年iこ82万 Iこ逮すると捻計

(マンションデータサービス、 2005年)される。その戸数の多さから、社会全体で見たと

きに大きなインパクトを持っている建築鮮ということができょう。
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2)現有ストックの長期活用

1997年には京都議定書が批准され、世界各関で C02排出設の抑制が求められることと

なった。しかし、 2008年時点でその目標達成は厳しい状況にあり、特に建築分野における

C02排出量の削減が課題となっている。建築iこ関わる C02排出量;の削減は、建設・廃棄時

および運用待の双方で検討されるべきであるが、建設・廃棄日寺の省 C02としづ観点、では、

建築を長期利用することが有効である。すなわち、新築においては謝久性の高い建築とし、

既存建物においてはストック活用をしていくことが重要課題としてあげられる。

一方、 2006年6月に「往生活基本法」が;測定され、住宅政策がそれまでの J量j を目指

すものから f質j を確保するものへと大きく転換された。その後住生j苦基本法のまま本理念

に則り、 r200年住宅ヒ、ジョンj が策定され、①走霊長期にわたって徳康利用を可能とする

質の高いストックの形成、②個人だけではなく社会全体での住宅資産の継承、という 2つ

のテーマで検討が進められ、豊かな{主生泌を実現するストック烈f士会がf提言されている。

そこで、地球環境への負荷低減、ストック型社会の構築という観点から、決i経年集合住

宅ストック宏、適切に改修を行し、現況の生j高水準にl!nしたものとして、長託子命{とを図るこ

とが求められる。前述したように集合住宅の現有ストックは量が多いこともあり、その長:

綴利用は社会全体での喫緊の諜題といえる。

また、居住者の視点からは、住み慣れた環境で継続性をもった居住がで、きることも議姿

な要思といえよう。全面建て替えによる居住漂境の激変が、特に高齢者にとっては大きな

負担となる。後述するように、地域やコミュニティもひとつの役会約な資主主 ストックと

して見なしうるとすれば、既存建物のストック活用によって段階的に腿住環境を改善きして

いくことは、居住者や地械の視点、からも望ましいことといえよう。

(2) 集合住宅ストック活用よの課題

これらの集合住宅が長期陪にわたって満足のいく住宅とレて活用されるためには、現在

の居住者ニーズに合致したものに再生される必要がある。 厨住者ニーズという銭点からみ

てみると、既存ストック iこ共通する問題として以下が挙げられる。

①現況の誘導居住面穣水準(区12) と比較して、 l{主戸の床出穣が狭ノトであること。

人あたりの利照可能な床凶積を増やすことが求められる。しかし、各伎戸の尚積を潟や

すには、コスト・構造上の困難告と伴う。

②{主棟全体で見たときに、随一的な住戸構成が多く、多禄な家族形態に対応するための

伎戸パワエーションが不足していること。

③そのため、①と②の結果から、居住者が高齢者に偏りがちであること。コミュニティ

の形成、あるいは居住環境の維持という観点から、厨住者の年代や家族規殺などがある

程度ミックスされたものであることが求められる。

④同時に、コミュニティ形成をサポートする共F日空間が不足していること。

加えて、住宅性能という点からは、

⑤中fり階段釜型の集合{l宅においては、エレベータが米設援であり、バリアフリーとな

っていないこと

⑥際高、遮伝性、断熱性、といった11:戸性能が不足していること。
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⑦設線機器が老朽化・|凍腐化していること

なども課題としてあげられる。

一方、事業として宇佐進していく上での線組としては、まず建物の者朽化とともに居住者

もi高齢化・低収入化するという、いわゆる「二つの:老しV が挙げられる。分譲集合住宅に

おいては改修工事資金の捻出が鴎難となり、その結果として降生のための合意形成が成立

しがたいという問題がある。 同様に公的賃貸住宅でも、改修後の賃料の見i夜しが閲難であ

り、改修工事を進める上での隊墜となっている。

ほか、法規ffilJ.1.、建設u寺と現在では適用される建築基療法が異なるため、自影規号事iや耐

震基準を満たしていないといった既存不適格が生じていることも改修・再生を進める上で

の課題としてあげられよう。

表 1 1主生活基本法における居住箇積水準

誘導癒伎街穣水準

最低居住
〈都市居住型〉 〈一般裂〉

筒穣水準 都心とその暦辺での共同住 郊外や都市部以外での戸

宅鐙住を想定 逮住宅賠佳を想定

単身 25 rri 40 rri 55 rri 

世帯人
2人 30 rri 55 m 75 rri 

3人 40 rri 75 m 100 rri 

員耳IJ 4入 50 rri 95 rri 125 rri 

5人 60 m' 115 rri 150 rri 

(3) コレクティブハウジング計箇の課鐙

各々のt世帯が独立した専有の住戸を持ちながら共胤空隣ーコモンスペースを核ーとして総

五扶助が行われるコレクティフ、ハウジングにおいては、共用空間(コモンスペース)をど

のように計爾するかがE主要である。

共用主主防(コモンスペース)の面積l士、事例によると、備え付けられた機能の違いによ

って隠滅があるものの、専有部との床面積比で1O~20%怒度を市める。 般的に集合住宅

においては専有部の床i溺積に加えて、共用部分(パブワックスペース)が必主主とされるが、

コレクティブハウジングの場合、さらに、共用空間(コモンスペース)分のl来的胃潰を整織

する必要さがある。現実的な問題として、この充実した共用祭間(コモンスペース)の建設

費用をどのような形で捻出するのか、が部われることとなる。コレクティブハウシング普

及のための大きな諜題として考慮しておく必要があろう。

(4) 既存ストック活用によるコレクティブハウジング針盤

そこで注降されるのが、集合住宅のストアク活用によるコレクティブ、ハウジング計幽ーで

ある。
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コレクティフ、ハウジング言li邑[の課題である[共用;究開(コモンスペース)の建設・繋備

コスト j については、既存駁体を利)有することで主主設費刑が縮減され、その費用を共月j空

間整備に充当寸ることが可能となる。

ストック活用の課題である;伎戸!詣績の不足Jtこ対しては、共用空間会機書記することで

狭小なft戸i面積を補うかたちとなる。{主戸自体の大規模な変更が生じないので、コスト・

構造という点、から、より現実的な解法といえる。また、共用空間の充実によって、コミュ

ニティ形成のサポートも腐られる。同時に、共用空間の管理・運営が新たな線題として主主

じるが、コレクティブハウジングにおいては管理主体が明維である。

もう一つの課題である I居住者の偏り Jについても、コレクティブハウジングとして相

互扶助を組み込んだ生活儀式とすることで、多機な凶行一考を受，t入れることが可能となる。

すなわち集合住宅ストック活用、コレクティブハウジング計厨それぞれに課題があるが、

この一つをE重ね合わせた計画とすることによって、それぞれの弱点を補し、合う形となり、

複数の課題を潟時に解決することが可能となろう。「集合役宅ストック活用によるコレクテ

イブハウシング計幽」、もしくは「コレクティブハウジング改修による集合住宅ストック活

用jが注目される。

(5) まとめ

大量の考朽化した集合住宅ストックの存在、悠設に関わる環境負荷の低減、継続性をも

ったた昔{土潔境の確保、などから集合住宅を長期にわたって利用し続けていくストック活用

が社会的に求められている。しかしストック活用を行うには、住戸出積の不足・脳住者j惑

の綴りといった課題が残る。それに応えていくためのひとつの方策として、主主F53空間(コ

モンスペース)を持ち、多!辻代が参画できる新たな住まいカであるコレクティブハウジン

グが注目される。

一方、コレクティブハウジング合計闘し亡いく上では、共用主空間(コモンスペース)の

建設・整綴コストの確保が課題となる。そこでコレクティブハウジングの空整備として、既

存建物の躯体を手IJlifr服するストック活用がクローズアップされる。

すなわち、ストック活用とコレクティフ、ハウジング2十剣を薮ね合わせていくことで、+~々

な課題に応えることのできる集合住宅計画]が実里見する。

これを受けて、次章以降ストックlli照烈のコレクティブハウジング計画[案合モデノレブ。ラ

ンとして作成していくこととする。
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1-2 社会性・地域住とコレクティブハウジング

(1 ) 家族をめぐる状況

1)縮小する家族

現在の日本においては、;急激に少子化・高齢化がすすみ、人1-1ヒ。ラミッドの矯成が大き

く変わりつつある。加えて、離婚率の k昇、生波未婚ネのヒ昇などもあわせて、 1j宣:幣あ

たりの成員数は、戦後減少の 治安巡っている。(関 1) 

家族の構成合見ても、かつてマス・ヴォザュームを点めていた夫婦と未婚の子からなる

いわゆる「核家紋Jの比率が下がり、単身居住や炎婦のみ!母伐の比率が大きく上がってい

る。(凶 2)これまでに大量に供給されてきた集合住宅の平面計l的士、その殆どが核*肢を

怒、定したものであったが、家五実構成が変わるとともに、平面百十幽の見直しも議論されるよ

うになった。

このいうなれば「縮小する家放」を背j去に、住まいの形や住まいのあり方があらためて

問われている。
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2)ライフスタイルの多様化

もう一つの家族をめぐる状況の変化として、ライフスタイノレの多機化があげられる。女

性の社会進出、インターネットなどの通信・情報設織の発達・辞及などを背長iこ、 DINKS

と呼ばれる共働き世帯や在宅:で勤務を行う SOHO(Small 0飯田 HomeOffice)など、従来

の「主婦は在宅で家事をして、夫は毎朝通勤lこ出るj といった定型化されたライフスタイ

ルとは異なるライフスタイノレが取り上げられるようになった。J:E烈化されたライフスタイ

ノレに対応した定礎化したilまし、から、多様なライフスタイルに適応する新たな住まいのあ

り;かが関われるの

α) 社会園地域をめぐる状i晃

1)縮小する社会ーコンパクトシティ

日本では、 2050年までに 2000万人を超える人口が減少すると予測されている。人口減

lこ伴って、当然社会全体の波模がi縮小していくこととなる。この f縮小してし、く社会j に

おいて、あらためて街や住まいのあり方が間われる。

近年、地方都市でその傾向が顕著であるが、モータリゼーションを背決に人々が中心市

街地を離れ、その生It~が綿タトiこ拡散した。結果として、中心市街地は空洞化し、シャッ

ター返りと呼ばれるような郊鎖された尚!占が並ぶ風足;が問攻した。中心市街地は、利便数

が高いにもかかわらず居住者が減少し、そのポテンシヤノレを生かし切れないとしづ、アン

バランスな状況が生じている。

そこで社会が縮小してし、く状況下で、あらためて郊外への拡散な見直し、中心市街地へ

回帰する動きが出てきた。中心市街地に人を呼び戻し、衡をコンパクトなものとして絡み

直していく「コンパクトシティ」とし寸概念である。都市内のサービスを十分に利用しな

がら生活を総み立てていくライフスタイノレとそれをサポートする衡のあり方が求められて

し、る。

2)希薄化するコ草ユニティ

独居老人のf孤独死、子育て期の絞殺の精神不安といった、生活上の大きな負総を抱える

人々の問題がしばしば報じられる。従来は、多tIC上代ドヲ]J青による血縁関係や隣近所など地縁

に基づくコミュニティによってサポートされていたものが、家族が縮小し、近隣コミュニ

ティが希薄になるうちに、これらの人々が社会の中で孤、止している状況が浮かびあがって

くる。すなわら血縁や地縁が担っていたセーフテイネットの機能が十分に果たされていな

いことを示している。

2000年の介護保険の成立により、高齢者介護を社会としてサポートしていくことがはっ

きりと謡われた。高齢者に限らず、また法制度に依拠するだけでなく、社会的に大きな負

担な抱える人々をどのようにサポートしていくのかが関われている。

(3) 地場との関わりをもったコレクティブハウジング計翻

そこで波目されるのが、他者との関わりを段階的に組み込んだコレクテイブハウジング

である。

コレクテイブハウジングにおいては、非血縁で共問j庶伎を行うことで緩やかに結びっく
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人間関係が形成される。いうなれば縮小してし、く家族に対する「拡大する家族」である。

また、棺互扶助が総み込まれることによって機々な形で自己実現がサポートされる。個々

人の価値鋭、状況に墓づく多様なライフスタイルに適応が可能である。

さらに、充実した共用空間1(コモンスペース)や設備によって、俗]別の住まいでは獲得

できない利便性が備わり、 i街」に準ずるサービスを享受できる。擬{以約に「ノトさな待むが

形成されるのである。そしてこれらの棺互扶助やサービスの供与を通じて、コミュニティ

の意IJ成へとつながっていく。

しかし、コレクティブハウジングの中でこれらのl'i1係が閉じてしまうとすると、いずれ

綴小する家族の中で生じたのと[首]i二閉塞状況に総りかねない。他者との共符を図るコレク

ティブハウジングにおける生活を、さらに段階的に外部に開き、連続的に他者とつなげて

いくことで、これらの初会・地域が飽える課題iこ対ーして有効に問答できるといえよう。 1

部の 4~2 で触れたように、倒人から休まって、家族、コレクティブの共同氏住者、近燐・

地域住，[1';とつながる段階的なコミュニティを形成し、そしてそれをサポートする祭問とし

て、個に対応す一る空照から、家族の空間、共用空間(コモンスペース)、共用部分(パブリ

ックスペース)、さらに地域iこ関かれたオーブンコモンへと燦関する空間を同時に織り込ん

でいくことが期待される。

(のまとめ

総小する家絞・ライフスタイノレの多様化といった家族像の変化、さらに総小する社会・

希薄化するコミュニティといった社会状況の変化を受けて、非凧縁での共|百j居住により「拡

大する家族Jを機成するコレクティブハウジングが注目される。さらに、コレクティブ、ハ

ウシング会地域1こ詩脅かれた f小さな街」として計画することにより、家族像の変化や校会

状況の変化に柔軟に適応する新しい厨住様式が可能となる。

そこで、次叢で、格互扶幼が車畳み込まれた賠{主形式であるコレクティブ、ハウジングを、

さらに地岐に療かれた形で具体的に言十頭iしていくこととする。「郊外型j と f都心型Jと、

~つの異なる地域特性のもとでの緩案を行い、地域との際わりを持ったコレクティブハウ

ジング、の言十両案をモデルプランとして作成する。

<参考文献>

・篠原聡子、大犠寿美子、小泉雅生 変わる家放と変わる住まい、彰間社、 2002年

・国民生活基礎調主主 (HlS)

1 61 



1-3 都心裂モデルと郊外型モデルの与条件と設定条件

ヱド節では、次章においてコレクテイブ、ハワジング、のそデル提案を行うにあたって、与条

件と設計条件の整理を行うものである。前節で述べたように、既存ストック活用による地

域に関かれたコレクティブハウジングを計爾するために、まず既存建物として

1) 中層階段重量型

2) 板状高層強

の巽なるタイプの集合住宅を取り上げる。また、地域の特牲としても

a) 都心型で利便性ーの高い敷地

b) 郊外裂で自然環境を生かせる敷地

の呉なる敷地特性を設定することとする。具イ本約には、東京都内の実夜の敷地・建物を選

定し、

0・a) 都心立地で中層階段主主型のIアパート

2)-b) 郊外立地で板状高層型の Tマンション

の二つの集合住宅を対象として、設計提案を行う。以降 0・a)を都心型モデル(Iアパート)、

2)も)を郊外型モデル (Tマンション)と呼ぶこととする。
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1-3-1 敷地周辺状況

(1) 都心型モデル

Iアパートは、新宿をはじめとした都心へのアクセスが容易な立地である。敷地北側のエ

リアには住宅地が広がり、一方で、南側のエリアには工場、オフィス、学校などが建ち並

んでおり、帰辺地域の性格が、敷地局辺を境界として北側と南側で異なっている。

また賂辺lこは経済的に比較的余裕のある層が住む戸建て住宅などが多く、家賃相場の高

い人気の高いエリアである。また、 20代、 30代の子育て層の居住する割合が高いエリアで

ある(図 2)。 方で、保育施設が少ないなど、子育て環境は十分ではないと言える。

iアパートメント
局辺{区}

Tマンγ ョン
月号辺(布)

0% 10% 20今6

関 1 都心型モデルの悶辺状況

30% 40% 50% 印% 70% 80% 90% 100')0も

♂ト拍織! 吋3端

1l'fl2 各地域での年齢買1)人口の翻i会
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(2) 郊外型モデル

Tマンションは、都心まで鉄道で 1時間以内の東京郊外に位潰している。周辺lこは、幹線

道路沿いに応舗、工場等が多いものの、慕本約にはファミリ一層が住む住宅が多く(前掲

図2参照)、本計額対象住宅と同規模の集合住宅も少なくない。近年、モノレールの駅も整

備され、周辺へのアクセスが便利になった。凋闘には大きな公園や、 J11沿いのスポーツ施

設、遊歩道などが充実している。

額3 郊外型モデルの周辺状況
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1-3-2 既存建物概要と分析

(1 ) 都心裂モデル

1)既存建築データ

表 1 都心型モデルの既存建物デ-$1

!)普途地域
一…一一一一山九一山…

議1議中衛藤性経蒋F軽地域

軍事犠$ 300% 
皇室灘署匡 60% 
紡火地域 壌紡火地域

一護軍産地区 第 2種高度地区

8影去費餅 3時織、 2時期(4m) 

2)既存建築各図話題

!議巡業扇議主t(…%)… …一… 一

目、一『町一日一一一一…一一一

1976年(昭和51年)

22.5帖{爵i1115号機)

26.3%(北側8号機)

87.3%(南部5号線}

101.9%(北側6号棟)

134.4rrl(南部15母様}

13日り(;t地轡i…
521町1n{(p脱出5号機}

EEL1jzf依然E烹埜しー

|一1地59上648一4織d建(南一郷5待 機 一} 

511.02rrl(jt組問号機)

60.2rrl 
4.9rrl 

i出階生顧ヨ問二二，)士号空挺lrril 民訴r--v
E霊祭天井商(mm) 2340mm 
!機遜 WPC構造

i住戸数 8Fix2機

臨
醐
一
晶
一
属
一
輔
副
盟

東側立医属 面倒立覆園

翻4 都心裂モデルの君主存建物11.街I@(縮尺 1/200) 
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(1) 郊外援モデル

1)既存建築データ

当者途地域

;署F穣司臣
)1童書量$

j防火地域

:高度地区

表2 郊外型モデルの既存建物デ-$1

建築年 ぬケ泌(ぬ説子学
200拍 建蔽率(%) 48.26拍
60% 容積率(弛) 407.23% 
準防火地織 建築蕊穣(nl) 1314.872凶i
第2種高度地区 怒ベ床商繍(nl) 11103.637nl 

浸餐3雪轡 一一一生堕低 2.5開1li.4..l1:よ一一一 踏数 地よ12階建

敷地語積{凶) 2726.623nl 
護軍有蘭横(nl) 49.869ni 
共用車器密書費(ni) 7.29ni 

バルコー一週滋(ni) 3.645ni 
港湾(mm) 2700mm 

当機理墾溺主教~i空1."，)_一一一帯二二ヰ
住戸数

2)既存建築各陣頭

." .. 

."ι 

二二瓦1i
J，f 

長一一一一一一一一一
S叩

① ⑦ ⑦ ⑦ ⑦ ⑦ ⑦ ⑦ 
務側立彊図

@7  郊外型モデルの既存建物立菌箆(線尺 1/400) 
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3)霊堂存建物分析

Tマンションは、片廊下型板状 11階建ての建物である。特徴としては、戸境畿lこブレー

スが入っており、構造的な変更とともに間取りの変更が難しいことや、許容察積率の関係

からこれ以上の増築が難しいことがあげられる。また、 169戸という住戸数の多さからすべ

てコレクテイブ‘ハウジングとして使用することが難しく、一般住戸やテナント等をうまく

併設させることが必要となる。

使F持吉れていない南側窓地

一¥ 

~ 

居室として使用することが可能

図9 郊外裂モデルの既存建物の分析
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1-3-3 構造変受に隣わる条件

(1 ) 都心裂モデル

lアパートは 1976年iこ唆工した壁式ブレキャストコンクソ}ト (WPC)構造である。その

ため、販体の劣化等の問題はないと考えられるが、改修司寺の機造計i主!Iの変更に関しては、

設術的な裏付けが必要となる。

(2) 

I
J
 

瞳

口

鉄板巻繍強住

民C耐震鐙

補強なし往

仁Z二二三二二二三 I

1i'll10 郊外型モデル塁走存建物に実施済みの構造補強
① 

171 



1-3-4 設計に際してのモデル化

今回の試設計・においては、 2つの集合伎E訟の改修モデルを:1L笑し、比較検討を行うため、

特殊な条件については一般的な条件に改め、普遍性のあるモデルとして扱うことにする。

特に、構造や増築など改修に直接関わる婆素について、条件の一般化を行った。また、駐

車場や既存の諸主主の条件など、言十衛上の特殊な条件に関しても、一般化し設計を行った。

表3 都心主主モデルおよび郊外型モデルの計盟主条件の一般化

都心聾モデル 郊タ下型モデル

im:岨山川町リ叫 HPC構遣で声機器にブレースtJ'入っている

造のため現状では艶を接〈ことが閤難 ため短辺方向の揮を後くことが鋼離

i見守え
-長篇方向はザッシュnち込みPCカーテン

ウηール備選のため変更可能

.1惜の…部分1;1醍に墜を撞いて‘観察臨雑
構造 によって柱を機猪済み

1. L 2踏はl理樺の出曙輔絡による繍強をす

モデル
ることで畿を描くことが可能

-それ以外の部分!手、減らした壁撞と同じ撞
現行法規や; の壁を入れるζと!ζよって補強する
施工技街な

-容鵠率300%まで縫築が可能 ダウンゾーニングによって既存不通絡にな
どによって

規制される 現状
(盤大2281.38同まで綾築可能} り、増築が不可

条件
-高度池田20m町商さ制限 高度地区20mの高さ制限にも不適合

自器鏡制4時間、 2.5時間に不適合

理設詣時、罫描率イーブンで麹てられたと

会翁聾
して‘共用部分由菌描分だけ機聾がJlj能

(晶大2675.776町i[=共用部面積]まで増築

モデル
可能)

また溺さに隠する制限もイーブンであると

宙定

1・構築は目撃3揖制を越え担い鯨閥に抑えるた l

め中庭部分(現監譲治部分)1こ行う

続状 .7台 40台
駐軍場

モデル .tJ-シェアの散命のみ 10台程度
磁物特有の

条件
現状 東嵩室.NTIf発謹ぁυ

鏡台住宅内

の既存施設 モデル
• j祭壇輩、 NTI暗室に掬してはないもむと冊

定する
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「ラ

コレクテイブ

I家族像j

コレクティブハウジングとしての性格付け

今回の計磁では、海辺の状況や人口などの統計結果に基づいて、 f年齢層」

イブスタイノレJrコモンの性質JI外との関係」という 5つの演目に関して、

ハウジングのモデルとしての性格付けを行った。

1-3-5 

家族像

Iアパートが立地する東京都 S区と、 Tマンションが立地する東京都 T市の年齢別人ω分

布を比較すると、東京都全体と人口分布が類似する T市では、務年}議も高齢者!議も山形に

平均約に分布しているのに対して、 SI支では若年騒が青年溺や中年}穏に主主ベて箸しく少ない

のがわかるο このことから、郊外に位置するす市では、小さな子どもをもっファミヲー!穏

を中心に比較的大きな単位の家族が半均約に存在し、一方、都心に{立援する SR:では、小

さい子どもを持つファミリ一層が少ないと推測できる。
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周辺の人口統計から Iアパートでは比較的収入

の高い DINおやシングルのような比較的小さな

家族単位が居住者として想定でき、 Tマンション

では核家族な e.の比較的大きな家族単位から、 ロロ

}寄辺の大学に通う大学生の一人暮らしまで幅広間

い年代、規模の家族層が想定できる。また家資

格場や現状の住戸[!ij積からも、間様の家族像が

裏付けされてくる(殴 12)。

(2) 年齢膳

政

ぷ布石h
l除'"工f出

綾車族

一Vす

低

大

匝E
函 12 家族像

Tマンション周辺と Iアパート周辺の食料と住戸商穣は、下の閣の様に分布している。 1

アパート周辺では、シング、ル世帯を対象とした小さな商穣の物件が多く、ファミリータイ

プは少ないことがわかる。また家賃に関しては、 Iアパートのj寄辺は2人暮らしを怨定した

緩模であっても 15万円を越える物件が非常に多い一方、シングソレでは9万円前後の家賃と

なっている。このことから、比較的収入の多い若いシングルや、共働きで収入を多く得て

いる夫婦などが多いといえる。

Tマンション属辺では学生を対象にした非常にリース、ナブ、ノレな家賃設定が多く見られた。

また4人稼度の家族が住める規模でも比較約ヲーズナブソレな家賃設定が多い。年費者層とし

ては学生の 20代前半のシングルや、子どもをもつが平均約な収入の世幣が多いと言える。

鈎倒的 00 ∞ 1初 1仙 3ω

師同

17パートメント周辺賃料坪単価と萄積の祖鱒グラフ

紛

回同

Tマンション罵辺賃料坪単舗と溜穣の棺鴎グラフ

劉 13 各周辺地域における賃料鐸単織と箇穣の相関
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それぞれの立地の将校ーから、 Iアパートは家賃が[dJく、 1γンン 1ンは比較的家賃がワー

ス寸ブノレiこ設定されると考えられるため、]アパートIt絞ii'i}Jが尚く、 Tマンションはそれ

程決jくない批荷:像が怨1どできる。 方、 lアパ

ート、 Tマンションはコレケティブハウシング

という住居形式であることから、どららも多開 高

代の行氏像が想定できる。 l主体的には、]アパ

ートでは比較(1')収入がある 20代、 :l0代のシ口

ングノレや共働きのよ婦、また経済的に余総のあ閣

る中治i年爆が住民腐として想定できる。 τマン
ィ、一 !総i九議総多終漆徽総ゆ 陵高広7寸

ションでは 20代の学生、ヱ1
7，均約な経済力、子 I 終線級に綴燃ぬ 1:ぶ川町

どもがいる炎婦や高齢者などが住民総として 低

想定できる(反J14)。 低

理種目
商

翻 14 年齢震・家族像
(3) ライフスタイ}I，.

勤務地のそデノレとして新街を設定し、新宿釈までの所要時間jを下側lこ表した。 Iアパート、

Tマンションともに最寄り駅への徒歩所要時限は変わらないものの、鉄道での通勤時帰iこまを

がある。 1アパートでは級住 j/iJ妻、 Tマンションでは職住分隊であるということができる。

戦場までのb'8隊は、都心部の Iアパートではほぼすべての役人が近いと設定でき、郊外

のTマンションでは都心部に通勤する住人がいる一方で、反Ji!lで{動く住人や SOHOなど、そ

こに住みながら働くライフスタイルも想定でき

る。また、住民が主体となって行う食事運鴬(以 遣い

語
障
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で

いるのでそのサービスを受けることも考えられ

る。 SOIlOなど自宅勤務している人にとっては通

9'i)Jが必要なく、コモンミーノレがしやすい。一方、

Tマンションでは、立地条件から外部ガボート

によるコモンミーノレ逐常がしにくいため、在宅

勤務者や、家事専業者によるコモンミーノレ運営

が考えられしる(関 15)。

返い

セルフ

[王室]
外務ザポート

殴 15 サービス・職場からの距離

(4) コモンの性格

lアパート周辺iこは地下鉄やぶの駅が非常に多く点在しており、各駅前も1告iJおなどが光

実している。また周辺lこは病続などの福祉施設も非詩nこ多くあることかわかる。

jJ、政府関連の公共施設があるが、それ以外に公共のl窓書館やスポーツ施設などは徒

歩踏内には少ない。学校も徒歩j謝内iこは少ないが、近隣!ljfcの払i辺iこ私立の小中ζlん校等や大

学などが多いため、アクセスは使手uであると言える。

また、近隣には小規模なものも合め公隠が少なく、マンションや肉業施設、事務所など

が速すfしていて主主i也があまりない。
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…劉 16 都心型モデルの周辺施設状況

Tマンションの周辺は病院や福祉施設が多く分布しているほか、学校などの教育施設も多い。

徒歩圏内に多くの小中学校・高校があるが、近隣駅の周辺には大学も多い。また公共線設

に関しても、スポーツ施設など市民が手rj用できるものが充実しており、また、大きな面積

をもっ公践が周辺iこ点在している。役所も返事撃に位置している。

一一一克一
図 17 郊外壁モデルの腐辺施設状況
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低層で規模の小さい Iアパートでは、コモン

は集中して配置され、高層で規模の大きい T7 鍾馳活

ンションでは、大きなコモンと小さなコモンを

分散配置することが想定できる。以上より、 I

アパートでは、お常から趣味生活まですべてを

ひとつのコモンで行い、 Tマンションでは、日

常生活を大きなコモンで行い、趣味生活は小さ

なコモンで行うという使い分けが想定できる

(密 18)。

Iアパートでは、コレクティブハウジング住

人のみが使用できるクローズドコモン(以下CC

と称す)とともに、託児所やテナントなど、周

辺住民が使用できるオープンコモン 2(以下 OC2

と称す)を西日設することで、周辺住民との交流

を促すことができると考えられる。一方、 T7

ンションでは、 CCとOC2の他に、コレクティブ

ハウジング住人と 般住戸の住人のみが使用で

きるオープンコモン 1(以下 OClと称す)を配

置することで、比較的外との関係が閉鎖的な CC

から開放的な OC2まで、外との関係が段階的に

跨いていく構成が想定できる(iS]19)。
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具体的なコモンの機能

Iアパート河辺では、地下鉄や JRの駅が多いが、それらの中間に位置しているため駅前

活銭へのアクセスが容易ではない。そのことからコモンの機能としては隠辺住民が利用で

きる活鋳などが OC2として過している。また、周辺には保育関係の施設が少ないため託究

室、学芸量などの機能もふさわしいと言える。

1-3-6 

性質の違うコモンの異体約な機能表4

資金員鐙はコレクティブハウジング住人

cc (ヲローズドコモン)三斗ιT~~;~;;ォ-:;1元長「同C1 (オーブンコモン 1) 

CH性人のみ利用可住鞭・陵地住人の苧II!l可

オーナー・自治体

地域註毘の"1鰐司

テナント

利用者

セルフワーク

学童

図書実

力フェ

花屋

保育滋

ランドリー

ゲストルーム

バーベキュー

ダイニングキッチン

盟理主体

7 
/t 

ト
メ
ン
ト

関磐コーナー

ランドザー

ゲストルーム

ダイニングキッチン

浴場

菜遡

木工怠

ゴミ
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1-4 ストック活用型コレクティブハウジングの事業計翻

是正存の集合住宅をコレクテイブハウジングに改修することは、罪事腐化・老朽化した既存

建物の機能や性能を向上させると共に、建築物のさ吉間や用途を市場の要求により適合した

ものに変更することによって、建築物の継続利舟と良好な住環境形成をより少ない費用で

問時実現するものである。

これまで、コレクティブ、ハウジングの本質が居住者による主体的な住環境の形成や運営、

そこで営まれる住コミュニティや一人 人の生活の質にあるため、住まい方や、それを可

能とする住まいの形が中心的に解説されることが多かったが、事業としても十分な魅力や

競争優位性を持つ可能性を有していると言える。

コレクティブ、ハウジングの事業としての基本的な佼組みは、 般約な賃貸住宅事業と変

わらず、特に既存の賃貸集合住宅の所有者にとっては、現状維持、建替え、売却といった

選択肢と並んで、有効な選択肢のーっとなり得るものである。

また、必ずしも賃貸である必要はなく、海外事例に見られるように居住者あるいは居住

者組合が所有権を取得して、自らコレクテイブハウジングの供給者兼結住者になることも

可能であり、 i玄分所有建物である我が閣の分譲マンションをコレクティフ、ハウジングに改

修することも決して不可能な訳ではない。

本節では、ストック活用君主コレクティブ、ハウジングの事業計聞について、まず事業の特

徴を整理した上で、既存の賃貸集合住宅をコレクティブハウジングに改修する際の供給プ

口セス、事業収支計爾の設定条件について整怒する。なお、市場調査等の飼jjlJ条件を踏ま

えた長期事業収支計算については、次章以降の都心モデル及び郊外モテ‘ルの事業計画の節

において扱うものとする。

1-4-1 事業の特徴

事業そのものの基本的な仕組みは、一般的な賃貸事業と変わらない。改修工事について

は、個々の建築物や敷地の条件によって解決すべき建築上の問題が存夜するが、コレクテ

イブハウジングという利用形態そのものは柔軟約に導入可能である。家族形態の多様化・

小競模化、少子ー高齢化社会の到来、賃貸物件の増加といった市場環境の変化を考慮すれば、

改修や建替えといった既存建物再生の際iこは、検討すべき選択肢のーっとなり得るだろう。

( 1 )建物管獲を活住者絡会に委託できる

コレクティブ、ハウジングl土、居住者による自主管理・自主運営を特徴とするため、これ

まで管理会社(あるいはサブリース会社) ，こ委託していた管理運営業務の一部を、居住者

を構成員とする居住者組合lこ委託することができる。

これにより、日常清掃等の維持管務行為が居住者によって行われるため、建物がより了

軍事に利用されることや、騒音やゴミ出し問題といったトラブルが居住者間で解決されるこ

とによるクレームの減少、家賃の滞納リスクの大幅な低下、入居者募集にかかるコストの

低減、生活に対する満足度の向上iこより賃貸借契約の更新率が高まるといった効果が綴待

できる。加えて、居住者組合は非営利であるため、管玉里会社に委託するより、務子安く、

これらのメリットを享受できる可能性もある。
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(2 )部分的に適用することができる

コレクティブハウジングへの改修は、建物全体ではなく部分的に適用しでもよい。

1 )一部の練に適浴する(団地レベル)

例えば、複数の棟で構成されるほ]士宮裂の賃貸集合住宅の場合、すべての様をコレクティ

ブハウジングに改修する必要はなく、一部の練をコレクティブハウジングに改修し、残り

をそのまま利用し続けるといったことが可書きである。

団地内建物の段階的な改修や、事業主体の投資額を抑えることできるだけでなく、実際

にコレクテイブ‘ハウジングを供給することで、 f宝生活の具体的な把握が可能となり、潜在

約な需要を喚起するといった感次約な効果も期待できる。

集合俊宅

可>
コレヴティブハウジング

18J1一部の棟に適用する

2)一様の部分に適用する(建物レベル)

また、尊重棟の建物レベルにおいても、全イ主戸をコレクテイブ‘ハウジングに改修する必要

はなく、例えば、低層部のみをコレクティブハウジングに改修し、中・高層部を引き続き

一般賃貸として利用し続けるとし、ったことも可能である。

この場合、居ながらの工事や重車線計聞に制約があるものの、一般隻貸部分の食料収入を

確保したうえで、新たにコレクティブハウジング‘を軍人することができる。

一様の集合住宅

亡〉
聾合住宅

コレウティブハウジング

図2 一棟の部分!二適用する
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(3 )集貸方式を選択できる

通常の賃貸事業と同様に、直接賃貸方式と間接賃貸方式(サブザース方式)が選択でき

る。ただし、間接賃貸方式を選択するには、一括して賃貸借契約を締結する居住者総合を

河滑に組成できるか、居住者総合が契約内容を確実に履行できるかといった課題があり、

物件の魅力づけや優れた事業コーディネーターの協力、出資金等による履行の担保・仕組

み作りといった解決策が必婆となる。

このような課題の存在を考えると、コレクテイブ、ハウジングの普及段階にあるさ当箇の熊

l士、夜接賃貸方式の採用が中心となり、 部の事例で潤接賃貸方式の採用、あるいは途中

から間接賃貸方式に移行する事例が現れることが予想される。将来的には、コレクティブ

ハウジングを供給するデベロッパーが現れ、デベロッパーを介した潤後賃貸方式による漢

詩書もあり得るかもしれない。

一般的な質貸住宅の場合(参考)

1 )直接貿茸方式

(J)r3主管理方式

I ~~Pfin [ 

(怠業務委託方式

賃貸借契約

貰料

γ一一一一一一寸 貫茸借契約

コレヲティブハウジンゲの場合

1 )重権貰茸方式

ヨヨ

こコヨ日

一一一一一一 貫貰借契約 一一一一一一一

|建物所有者|一業務委託契約-一一一;〓寸 農f主者i田市門間|干Lニニニニニニ，履住者組合 同日-~

」一一一一~ 聾料 」一一一一一~ 黛料 」一一一一一一~

図3 道機賃貸方式と間接賃貸方式
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1)震後賃貸方式

事業主体が居住者と直後約に賃貸借契約を締結する方式である。コレクティブハウジン

グの場合は、居住者による自主管現・自主運営となるため、これまで管理会社に委託して

いた管理業務の一部を厨住者組合に委託することになる。

2)隣接震貸方式

事業主体が、デベロッパーやサブ、リース会社等と一括賃貸借契約を締結して一任し、間

接的に賃貸事業を行う方式である。コレクティブ、ハウジングの場合i士、事業主体が居住者

総合と一括賃貸借契約を締結し、居住者組合が構成員である居住者と転賃貸借契約を締結

するスキームが考えられる。将来的には、一般賃貸同様にデベロッパーやサブリース会社

がコレクティブ、ハヴジング供給の担い手になる可能性も考えられる。

(4)共潤事業化も可能である

既存の賃貸集合住宅の建物所有者が事業主体として、既存建物をコレクテイブハウジン

グに改修し、事業を実施するのが基本形となる。既存建物をそのまま活かした再生事業で

あるため、スクラップ&ピノレド型の新築行為に比べれば、追加投資額は大憾に削減される。

また、既存建物が現状より確実に良い状態に改善されるため、改修効果の抱緩や享受が比

較的容易であると考えられる。

しかしながら、建物所有者に大きな債務がある場合や経営状態が必ずしも良好ではない

場合など、追加投資のための余力が乏しい場合や迫力日投資のワスクそ低減したい場合l士、

他の主体との共防事業化も選択可能である。

また、海外の先行事伊Uiこ見られるように、利用形態としてのコレクティブハウジングは、

建物所有者の所有形態に関わらず導入可能であり、我が図の区分所有建物である分譲マン

ションlこコレクティブハウジングを導入することも原理的lこは可能である。

1 )単独で事業化する

ストック活用型コレクティブハウジングの基本形であり、現建物所有者が事業主体とし

て単独で事業を行う。なお、単独主体による事業化iこは、現建物所有者が他の主体に建物

会譲渡して、譲渡された主体がストック活用型コレクティブハウジングの事業を行う場合

も含まれる。

2)共悶で事業化する

①底地を売却して借地権付建物で事業を行う

土地の所有権を不動産投資家等に譲渡して、自らは借地権付建物の所有者となって事業

を行う。借地人として底地権者に池代を継続的に支払う必姿があるが、建物改修費や既存

債務返済資金に底地の所有権を譲渡した代金を充当することができる。借地権は普通借地

権と定期借地権のどちらでも良いが、定期借地権になるのが…般的である。底地に投資す

る投資家を確保するためには、ある程度の地代を支払い、手IJ回りを確保させる必要がある

ことが事業化への諜題となる。
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②建物を売却して底地経営を行う

建物所有者は建物愛貸による不動産経営を断念し、自らは底地権者として底地経営に転

ずる。借地権付建物を譲渡された他の主体が、主主物をコレクティブハウジングに改修した

うえで、事業を行う。土地価格が反映されない分、新建物所有者の投下資本は少なくて済

むが、借地権であるため土地担保に寄らず資金を調達できるかどうかが課題となる。

追加投資が期待できない公営賃貸集合住宅の得生スキームとして現実的な解決方法であ

り、ストック活用裂コレクテイブ、ハウジング改修の場合i士、居住者組合を新建物所有者と

して組成できるかどうかが課題となるη また、将来的iこコレクティブ、ハウジングを供給す

るデベロッパーが現れた場合も、このような事業スキームの採用が守'想される。

③共同事業者との出資割合に応じて土地・主主物の所有撲を取得して毒事業を行う

現建物所有者が土地・建物を提供し、デベロッパー(共何事業者)が改修工事費を提供

して、両者の出資割合に応じて、改修後の土地・建物の所有権を取得する。建物に関して

は区分所有する場合と共有する場合があり、土地に関しては共有する場合と分有する場合

があるが、建物は区分所有、土地は共有となるのが一般的である。ストック活用型コレク

ティブハウジング改修の場合、居住者組合を共同事業者として組成できるかどうかが課題

となる。

③土地を所有したまま共同事業者と事業を行う

土地所有権を完全に保持したまま、借地権付建物を現建物所有者とデベ口ッパー(共同

事業者)が出資割合に応じて所有権を取得する。上記③の変形である。デベロッパーの必

要投資が少なくて済み、現実的な方法と考えられる。

改修前土地建物を所有 ケース①露地を売却 ケース②建物を売却

に〉

ケース③等{苗交換 ケース⑧喧の変形

図4 共悶で事業化する
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3)所有形態を潤わないコレクティブハウジング(参考)

①所有形態としてのコーポラティブ

海外の先行事例には、我が国における建設方式としてのコーポラティブではなく、所有

形態としてのコーポラティブをコレクティブハウジングにしている事例がよく克られる。

この所有形態の特徴は、居住者が、自ら絡成するイ主宅協防総合法人を介した共同所有権者

の一員であると照時に、その法人から{主戸を借り受ける安倍人でもあるという、異なる地

位を河特に占める点にある。つまり、この所有形態において、土地・建物の所有権は居住

者全員を出資者とする法人に一体的に帰属し、居住者各人としては、この法人から居住権

(専用使用権)を得る立場に留まっている。

区分所有とは極めて対熊的な所有形態であり、我が国では普及しなかった所有・利用形

態の一つであるが、住宅協同組合法人を債務者とする包体おけ融資制度の確立や居住権の

流通性の確保により、成立可能となった所有形態であることが指摘できる。

この所有形態においては、法人の債務をその構成員全員が不可分に負うことになるため、

一人でも債務不履行が生じれば、その債務は直接他の構成員の負担に転じることになる。

そのため、構成員の私的財産権の不安定さや、居住環境の持続可能性を大きく1r.;台する法

人の経営能力等が要求されることになるが、その 方で、集団の利主主が偶人の利援に優先

される形で認識されやすい所有形態であり、共通の目的に向けて獄住者間の意窓、統一が比

較約柔軟にagられる可能性が高く、まさに共同運営を本質とするコレクティブハウジング

と朝11染みが良く、海外の先行事例でこのような組合せ(所有形態としてのコーポラティブ

×利用形態としてのコレクティブハウジング)が多くえられるのは決して偶然ではないの

であろうということが指擁できる。

②区分所有建物をコレクティブハウジングに改修する

区分所有建物で、ある分譲マンションをコレクティブ‘ハウジングに改修するには、必要な

合意形成を緩て、共用部分を改修すれば良い。この改修工事や共尽部分の利用方法の変更

は、共用部分の形状または効用の著しい変更さを伴う変更(いわゆる「重大変受J)，こ該当す

るため、区分所有者及び議決権の各 3/4以上の賛成が必要となるの

区分所有制が専有部分の私的財産権としての区分所有権を保障することを定たる目的と

しているため、所有形態としてのコーポラティブとは根本的に異なった条件にはあるが、

是正存不適格や森積率等の制約により、建務えが殴難であり、改修しか選択肢が存在しない

ようなマンションの場合には、コレクティブハウジングに改修するとしづ改修シナリオは

十分魅力的であり、可能性がある。

なお、一部の区分所有者が専有部分を開放し、非公式にコレクティブライフを実現して

いる7 ンション事例や人自治会主催による食の共同運営など2、コミュニティを核とした

コレクティブライフの萌芽事例は存在する。権利者意識の強し、区分所有建物であっても、

コレクティブライフの実現は決して不可能ではない。

l 大月敏雄『集合住宅の時間~ (王国社、 2006年)、第 24章『闘った時はお互い様マン、ンョンJ
2 アトラス江戸川アパートメント(1白河潤会江戸川アパ} トメント)、自治会主催によるプラチナ会
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1-4-2 既存の賃貸集合住宅をコレクティブハウジングに改修する手I1現

事業の企厨段階から竣工後の運営段階iこ至るまで、事業主や居住者までを含めた様々な

関係関与者の協力が必要不可欠である。以下にその検討手順の概要を示す。なお、ここで

は建物所有者がコレクティブ.ハウジング事業の事業主体となる場合を想定している。

(1)食画舗検討段階事業実施の意思決定をする

1)改修案を検討する

建物所有者自らがコレクティブハウジングの導入を検討することも可能だが、コレクテ

ィブハウジングの普及段階にある設が弱においては、この分野の情報・ノウハウがまだ十

分には共有されていないため、当iliiの淘はコレクティブハウジングや建築再生に詳しい事

業コーディネーターが必要となるだろう。建物所有者は、これらの事業コーデ、イネータ}

に検討を依頼して、改修案を検討する必婆がある。

2)代替案を検言守する

建物所有者にとって、ストック活用型コレクティフ、ハウジングの改修は、照時に不動産

経営の見直しに当たり、慎重まな検討を必要とする。コレクティブハウジングへの改修は、

あくまで改修の際の選択肢の一つに過ぎないため、事業コーディネーターは、現状維持、

建替え、売却といった代替案の検討も行い、建物所有者が総合的な視点から方針を決定で

きる状態iこする必要がある。

3)事業実施の意思決定をする

建物所有者は、取り得る選択肢を比較検討のうえ、最も努ましいと考えられる解決策を

選択し、事業実施の意思、決定を行う。情報が不足する場合や、事業実施の基準に満たない

場合i士、意思決定が行われず、現状維持になることが多い。

なお、建物所有者のE毒性によって、事業の話的や評価のポイントが異なることが予想さ

れる。

①良好な尻市役環境を供給する(公営賃貸集合住宅の場合)

公営の賃貸集合住宅をコレクティブ、ハワジングに改修する場合i士、良好な般住環境の供

給が可能となるかどうかが主たる課題のーっとなる。つまり、事業としての経済合理性と

共に地域lこ士守する貢献や、居住環境の質が隠われてくる。コレクティブハウジングの特徴

を考慮するに、公営の賃貸集合住宅がコレクティブハウジングに改修され、情報・ノウハ

ウが民間lこ波及するというそテ、ルが理怨、的だが、これまでのところ、そのような事例は現

れていない。

~物件の付加価値を上げる(民間賃貸集合住宅の場合)

民間の賃貸集合住宅をコレクティブ‘ハウジングに改修する場合l士、賃貸市場における競

争優f立性を向上させるため、物件の付加価値向上の 手段として検討の対象になる。検討

にあたっては、競合物件やさ宮室が増える状況下での再投資への不安を取り除くだけの経済
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的根拠が要求されるだろう。特殊なケースとして、建物所有者自らがコレクティブライフ

を送りたいという動機のもと、事業実施の意思決定が行われることが考えられる。

(2 )計闘・設計段階:改修工事を発注する

事業実施の窓思決定が行われた場合、事業主体(建物所有者)と事業コーディネーター

の鵠で事業委託契約が締結され、参加者の募集、改修工事の発注に向けた建築設計が開始

される。

1 )参加者を募集して活住者総合を総成する

事業コーデ、ィネーターは事業主体と正式に事業委託契約を締結し、参加者ーの募集を開始

する。なお、この段階での募集l士、あくまで参加希望者としての募集であり、賃借人とし

ての募集はできない。とl立会え、実質的に募集行為であり、事業コーディネーターは宅地

建物取引業者である必婆がある。この婆件を満たさない場合l士、仲介業者に依頼するなど

して参加者を募集する必要がある。

募集関始後、 WEB サイトや説明会による情報提供によって、参加希喜望者を居住希~者

へ、居住希望者を居住者組合へと組成させてし、く。このプロセスが早ければ早いほど¥事

業リスクは大幅に低減するため、できれば改修工事の発注前までに所要の人数を集めるの

が王室想的である。

2)居住者組合の要求を設計に反映させる

参加者の募集と並行して、建築設計を詳絡に詰めていくことになるが、この段階で既に

居住希望者(初殿入居予定者)が集まっている場合は、ワークショップ等を告書催して聖書求

を捻出し、建築計在留に反狭させてし、く。

生産段階における入居予定者の参加や要求の実現は、共同運営の始まりであり、入居予

定者の満足度を高め、入居後にも良い影饗を与える一方で、全ての希繋が日卜う訳ではない

ので、建築設計者はスケジューノレや予算、建築 tの諸条件の下、実現可能な範闘で言十爾を

取り纏める必婆がある。

内容によっては、事業主体(建物所有者)と入居予定者間において、工事区分と各区分

の費用分担旦・資産区分・管理区分・設計者・施工者等について取り決めておく必要があり、

取り決めの内容次第では、着工前に賃貸借予約契約を締結し、これに先だって各住戸の賃

料決定、 f主戸選定等の手続きが必要となる。

3)改修工事を発注する

総合工事業者・専門工事業者に改修工事を発注する。なお、生汚手IJ便施設等のテナント

を誘致する場合は、早惑から誘致活動を行い、工事底分と各区分の分鐙を定めておき、で

きれば着工誌に賃貸借予約契約を締結することが理想である。
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(3 )工事・準傑段階 工事を豊~j思し、管理の内容を詰めていく

1)改修工事を監理する

事業主三体が建築設計者に工事監理を委託し、建築設計者が改修工事を監理する。なお、

既存ストックの改修工事では、工事が始まってから躯体等の建築各部の正確な状態が分か

り、予期せぬ:事態も十分想定されるので、適待適切な状況判断が要求され、建築設計者に

は新築工事以上iこ柔軟な対応能力が婆求される。

2)康住者組合との契約を締結する

既に居住者組合が組成されている場合、一般的な賃貸事業において管理会社やサブリー

ス会社lこ管理業務を委託するのと陪様に、居住者組合に管理業務を委託する。

居住者組合への権限委談と適切なインセンティブの付与が、事業主体と居住者(組合)

の双方にとって好循環を生み出すポイントになるため、工夫を凝らし、より最適な契約内

容に適時見直していくこともE重要である。

①建物管理業務委託契約を締結する(直接賃貸方式の場合)

一般的な賃貸住宅事業の場合、管理会社によって内容は様々だが、食料査定、入居者募

集、審査と契約、入出金管理と未収対応、クレーム対応、退去時の原状路復、清掃、設備

管理、大規模修繕等についての支援業務を提供している。このうち、利益が相反する賃料

査定は居住者組合に委託する訳にはいかないだろうし、清掃も居住者には臼常清掃や定綴

清掃までが限度で、特別清掃や大規模修繕等については、事業主体(建物所有者)が対応

する必要があろう。その一方で、例えば、管瑳・遼営段階の入居者募集や審査の一部を居

住者組合に委ねることは、仲介業者に脊らず、効率よく良質な入f若者を獲得する手段にな

り得るだろうし、同時に、入居率を賃料iこfZ吹させるといったインセンティブを付与すれ

ば、双方にとって好循環を生み出す仕組みになる可能性は痛い。コモンミールと並んで、

共用空間の清掃l士、コレクテイブ運営にとって重要な要素であるが、海外の事例に見られ

るように維持管理の実績をえて、管理報酬を支払うという支払い条件の設定も参考になる。

②一指賃貸借契約を締結する(鶴接賃貸方式の場合)

事業主体(建物所有者)が建物を居住者組合に す舌賃貸し、殿住者組合はこれを居住者

lこ転貸して転貸収入を得る 方で、必要諸経費、官潔報酬毒事を差し引し、て、事業主体に一時

扱賃借分の賃料をと支払う。一般的には、イ昔上料率 80~90%程度の契約が多く、契約綴界再、

f昔上賃料の見直しの周期、敷金の預かり主体、礼金や更新料の受領主体等が定められる。

前述したように、居住者組合の契約の蔵行が約束できないため、出資金の拠出と運用等、

何らかの仕組み作りが必要となるであろう。当初は、直接賃貸方式を選択し、居住者組合

の組織が安定してから、協議の上、間後賃貸方式に移行する方法も現実的である。
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(4)管淫・霊童営段階:居住者による自主管理・自主運営を支援する

1)初動期を支援する

改修工事が竣工し、居住者の入居が開始されると、いよいよコレクテイブ運営が始まる。

事業主体としては特に何かを行う必要はないが、初動期を何らかの形で支援することは、

入居者(居住者総合)との良好な関係を築くにあたって効果的であろう。

2)入居者を募集する

ZE2主が出た場合は新たな入居者を募集する必要がある。この際、事業主体(建物所有者)

自らが入居者を夜接募集する場合は、宅地建物取扱業者である必要はない。同様に、一括

賃貸借契約を締結したサブリース会社の募集行為も、宅地建物取扱業者である必要がない

と言われている。しかし、サフリースに隠わるトラブノレの発生や、事業者としての募集行

為に対しては、裁判で争われた事例もあるため、居住者組合もささ地建物取扱業者に委託す

ることが望ましい。

事業主体と庶住者の直後賃貸方式の場合も、居住者組合の募集行為は維持管潔行為とし

て捉えられる可能性もあるのだが、できれば事業主体(建物所有者)との連名が忽まれる。

なお、居住者組合が仲介手数料等を受領する場合は、業としての募集行為として見なされ

るため、宅地建物取扱業者である必要がある。
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1-4-3 事業収支計磁により事業の実施を決斯する

( 1 )初期投資

1 )建築工事費の考え方

改修工事は、床に者闘すると、士官築部分と改築部分がある。事業の企画・検討段階では、

それぞれの坪単価を設定して、面積とTiZ単価から全体の建築工事費を算出すれば良い。

ここ 2、3年i土建築工事費が大きく上昇し、この数ヶ月は下降lこ転じ、妥当な坪単価の

設定は図難ではあるが、次輩以降では事業の企街・検討段階における設主主条件として、土首

築部分の工事費を 80万円/坪、改築部分の工事費を 40万円/坪(増築部分の半分)と仮

定する。

2)事業コーヂィネート料の考え方

参加者を募集し、居住者組織を組成する事業コーディネーターの役害IJは大きい。コーデ

ィネート料の算出にあたっては、事業にかかる業務量を算出のうえ、国土交通省等の定め

る技術者単価の基準に基づいて、必要な業務報酬料を算t討するのが滋ましい。

簡易な算出方法として、家賃3ヶ月分程度という考え方ーもある。これは、間接賃貸方式

の際にサブリース会社が設定する家賃支払い免除期総、あるいは族介の報部H限度額(賃料

1ヶ月分)+事業計画やコーディネートにかかる費用といった考え方を根拠iこしているが、

あくまで一つの目安、考え方fであり、妥当性はない。

3)設計整理料の考え方

般的に、新築工事より改修工事の方が、建築設計者の業務盆や要求される専門能力、

責任は大きなものになる。設計・監理料の算出にあたっては、事業コーディネート料同様

に、事業にかかる業務量を算出のうえ、 E雪土交通省等の定める技術者単備の基準lこ基づい

て、必要な業務報麟料を算出するのが望ましい。

簡易な算出方法として、建築工事費に料率をかける慣習的な方法がある。この方法によ

れば、建築工事費の1O~20%程度が一時つの巨安として考えられる。新築工事に比べると漁i

高な印象を抱く事業主も存在するだろうが、改修工事では設計や監理の手間が増える 方

で、改築部分の建築工事費が抑えられることから料吾容は新築以上に設定する必婆がある。

( 2)資金調達

1 )自己資金の考え方

事業に投下される事業主t自身の手持ち資金であり、金利がかからず、返済の必要性もな

いため、自己資金の占めるおi合が高ければ高いほど、資金繰りは簡単になり、余裕のある

事業経営が可能となる。土地担保による借入が比較的容易で、借入残高が相続財産から捺

除されることなどから、自己資金比率が 0%に近い事業もあるが、リスクが増大している

今日では、 20~30%程度の自己資金を用意して事業を行うのが健全であろう。
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2)敷金と保証金の考え方

敷金、保証金は、建物の賃貸借契約締結待に、借主から貸主lこ差し入れられる 時金の

一種であるが、十主絡はかなり異なっている。

敷金は、借主の賃料不払いなどの債務不履行や、賃貸物件の損傷などを担保するもので、

本来は解約待に然利息で 指返還されるものである。長期的に余利のかからない預り金と

して、事業収支土、重婆な資金務違源となり、保証金より事業収支上のメリットが火きい。

自安として、賃貸マンション・アパートの場合、支払愛料の 1~6 ヶ月分程度となる。

保証金は、賃貸借契約とは別偶の、一種の金銭消費貸借契約によるもので、通常、…定

の据置期間の後、無利子もしくは低利の利子を付けて均等返済される。事業収支上は、減

価償却費が減少し、手元資金に余裕のなくなる時期iこ保証金の返済が始まるため、資金言十

関上の対策が必要となる。

3)借入金の考え方

自己資金や敷金で調達できない部分は、借入金による調遼を行う必要がある。調達先i土、

大きく分けて民間金融機関と公的金融機関があり、後者の方が長期かっ低利のものが多い

が、様々な制約条件が付けられていることも多く、コレクティブハウジングが総資の要件

を満たすかどうかの確認が必要となる。

(3 )収入項医

1 )賃料収入の設定

コレクティブ、ハウジング改修後の建物には、共設費で賎うエレベ}タ一等の共用部分と、

コモンルーム・コモンキッチン等の食料の発生する共用空間(コモンスペース)とがある。

建物全体のコレクテイブハウジングの賃貸面積は、住戸の専用面積の合計十コモンスペー

ス面積の合計となり、コモンスペースの賃料は、各居住者の専用面積割合絡による共同負

担となる。

賃料収入の設定にあたっては、期待利関りから設定する方法もあるが、現実的には市場

の需給ノミランスから決まるため、周辺地域における賃貸集合住宅の単佼面積当たりの賃料

相場と比較して求めるのが皇室ましい。

設定した賃料と賃貸面積から建物全体の賃料を求められるが、これに基づいて、建物の

望書求水準や各住戸の賃料を設定する。なお、入居者の支払う月額賃料lこは上限があるため、

ターゲットとなる入居者層の月綴支払い能力を勘案した賃料設定が重要となり、適時、建

築計画を見直し、調整する必婆がある。

入居者から見れば、月額賃料で専用部分十コモンスペースが利用可能となるので、賃料

に対する便益は比較的大きく感じることができる。考え方としては、 般の賃貸集合住宅

と同稜ocの住戸面積を設定し、月額賃料は高くなる代わりにコモンスペースも利用できる

としづ訴求方法もあれば、 般的な賃貸集合住宅と間程度の月額賃料を設定して、少し小

さい住戸面積一トコモンスペース手IJ丹?とし、う訴求方法もある。
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2)テナントや駐車場収入の設定

コレクティブハウジング改修を契機に、生活利便性施設等のテナントを誘致して、入居

者や近隣住民の需要に応えることは重要である。賃料の設定に標しては、テナント事業者

との協議により決定されるため、事業の企画段階では住宅の賃料より若干潟めの設定をし

ておけば十分であろう。

また、監主主草場が確保できる場合は、周辺地減の駐車場単価を調査して、賃料を設定する。

住戸数に立すして駐車場台数が少ない場合等l士、稼働率を高めに設定することも可能である。

なお、今後はカーシェアリングの導入等も、コレクティブ‘ハウジングの形態と馴染みゃす

いものと考えられる。
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2:'1震モデル提築

2-1 都心型モデル

2-1-1 都心型モデル設計提案①

開設計鍵築概要

コモンスペースは、全ての住戸の中心付近iニイ立競し、それぞれのプライパシーを係わっ

つ交流企促す構成が適当である。それぞれの場所が吹き抜け、中!廷を介して迷統的なつな

がりを持つなどの工夫も必婆である。

lF のエントランスホールは、近隣住民を呼ぶイベントなどの10~にオーブンテラスとイン

ナーテラスと連続して使うことができる。さらに、広いエントランスホールは、日常の交

流スペースとして機能し、連続してつながるラウンジで来詫:の対応や、王者住者向 i二がくつ

ろぎながら言語をすることができる。

2Fのひとつながりの広く大きいコモンリビング・ダイニング・キッチンは、居住者が一

緒lこ食事をし、くつろぎ、楽しむことが出来る空間である。 原根に勾配をつけることによ

り、階高の直示、関数的な空跨を作り Iおしている。'iZ刊の昼院は、コモンリビングからノレー

ブガーデンやインナーガーデンで遊ぶ子供たちの係予を窺うことができる。また、エント

ランスホーノレの大きな吹き抜けを介して、コモンリビングとエントランスを適度な距離感

でつないでいる。また住戸l士、ンェアハウジング、 SOHO住戸、家族服役戸、シェアのタ

イプがあり、それぞれの{l:戸は、中央方I(1)，こリビングが配置され、庶j妥士関築部に後するの

ではなく、緩衝領域としての中庭会介して増築部と緩やかな係機関を保っているの
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4) 衝積表

都心型モデル設計提案①について、各階 (4階は 3階と問ーの平iiiのため省略)の箆積表

を、以下に王手す。ここでは、下記の分類に従って面積を算出している。

副専用部・共用部等のJlIJの分類

収支等算定の基礎とするための路積であり、各項告の定義は以下の通りである。

専淘部 特定の住民等が専用的に使う部分。

共用苦s:不特定の住民空事が共用で使う部分。共用部l士、さらに下記のように分類する。

共用空間 コモンリピング・コモンダイニングなど、立レクティブ、ハウスにおける

いわゆるコモンスペースであり、各住戸がその住戸医積に応じて、住戸

面積から供出しつくられる部分。

共用部分・共用階段・共用廊下などの動線音11分、および機械室など。

睡既存音5・増築部等の郊の分類

:仁事費概算の基礎とするための部穣であり、既存郊と増築部を分け、さらにそれぞれに

ついて、 E室内部分か屋外部分かで分類した。また、既存郊の内、解体等により失われる部

分は、JlIJ途算出した。

なお、吹き抜けの箇積i土、「専用部・共用部等のJlIJの分類Jの集計には含まず、「塁走存音2・

土器築部等の男IJの分類J，こは含んで、算定することとした。表中で終掛けをしている項留が、

集計した商積に含まれないものである。
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表 1 都心型モデJL-①の 1階部分節積表

専用部."附ifl，等山吉fI 既存部地議論等の矧j

番号 室名 001喚 (m-)
専照都

採用創J 既1f部J 士句集部
解体沫

共汚<';;:間 共附都勺 M内 淀タネ J4~ 内 最タト

内部措段(1) 10.03 

2 T7ント(託児ザ ピス) 30.10 。
3 性;戸 (1) 60.14 c 、 コ
4 住戸 (1) ノ~!レコエ 4.37 。
5 階段釜 9.96 

6 住戸 (2) 60.14 。 {コ
7 住戸 (2)ノ勺レコー 4.37 。
8 it戸 (2)パノレコー…解体部 6.95 / -- / / 。
9 インナ ガヂン(託児サヒス) 22.78 C 。
10 予すント(託児サピス) 34.53 。
11 インナガデン(1) 31.62 。 o 
12 z ント7ンス;J;い円/レ 41.19 〉 ご)

13 エレベ、イ 3.07 〕 仁}

14 内害T必区下(1) 37.02 くコ
15 インナガァン(2) 10.15 C む

16 フウンジ 14.61 。
17 内飢階段(2) 11.20 。
18 -テサ“ント(シェアオ'7イス) 35.15 。
19 住戸(3) 130.25 。 c) 、

20 住円 (3)ハルコー 17.75 ハ、ーノ 仁3

2J 1l;p(3)バルコニ，守解体在日(1) 4.37 

--
.___.__.__. 

/一
/ 

-----
.-~ む

22 fl:p(3)ハルコー解11:部 (2) 4.37 ~~ ~ / 

-~ / 

-----
心

56.38 J 12.47 250，53 36.45 2IC).守O 64.55 

小計 (m")
399.58 

15.69 168.85 286.98 281.45 

568.43 う68.43

付図書E心型モデル① 1s皆絡平面殴
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表2 都心裂モデlレ①の2階部分面積表

専用部共局部等円前 既存部・増矯部等以)尉

番号 釘名 面槽 (mつ
専用部

共用部 既存部 対智き喜朗J

解体床
特別空間 tl_:ft持部分 居内 屋外 緩内 経外

23 内部陥段(l) 10，03 。
24 ループガーヂン 52，88 ζ) J 

25 11戸 (4) 60.14 。 。
26 11 戸 i4)ハe"コ 4，37 。 。
27 Ht:戸(4)ノ勺レコ ー解体主II 6.95 〆~ / / -〆f 〆〆〆 / 

/ μ/  

C 
28 階段ゴミ 9.96 。 。
29 flj王(5)ノ"レコー 4.37 。 。
30 {[:I苛(5)ノ王ノレコト→ 解体調1 6.95 / / ~ / ~ --- / 

C 

-332 1 
端境宅 9.96 。 。
コ寸ンリビング・コモンダイーング 60.56 。。

33 コンキ，-チ/ 24.98 〈コ 。
34 22，28 議緩議議寵 。
35 共用トイレ 4.49 仁〉 ハ〉

36 コ二レ~ タ 3.07 。 。
17 内部廊下(2) 61.43 。 円、J

38 i/I日 11.34 ') 。
39 玖主喝采王手 -土 3.26 緩建議霧 。
40 内部階段(2) 11.20 。 。
41 i];1(6) 60.14 。 o 
42 11:!-，;(6)パノレコ了 8.87 。 。
43 t晶子苛 (6)パルコ】 解体部 4.37 _- J --/ / / 〆~

44 {U円(7) 60.14 。 。
45 i!:r(7)パルコ一一 8.87 。 。
46 主戸(7).ベルコニ'，-骨量佑部 4.37 --/ 

〆〆/ / / / / 。
206.90 

154.25 105.65 180.42 46.40 201.44 52.88 

ノト言十 (mう 259.90 226.82 254.32 22.64 

466.80 481.14 

付図 書目心裂モデル⑦ 2階絡平窟関

201 



表3 都心型モデル①の3階部分蛮積表 (4猪部分lま3潜部分と向一平面のため省略)

専用;¥'1; 共的j托等〉完'1 既存宮市・増築部吟 7)伊l

主主名 否械 (m')
専芹!?35

;!，:.ffldE 既得部 地税部
角判1，1末

共用告限! )1;..4J部;ヶ 以内 区外 htr勾 ちi外
47 イlJコ'1持) 60.14 一ノ、

48 ↑!:J王(8)ノ¥ノレコ」 4.37 く:)

49 !l:! 'i (8)ノ";0::;) 解体部 6.95 / 
J 

/ /~/ ~ 
/ 

/ / 

50 対りそ'''I- 9.96 ， ) c 
51 Jtri(ヲ) 60.14 f 、， J 
52 {U王{日)ノ<!l--コト 4.37 仁〕 。
53 1l:J i(叫パノ1<::/ー解体部 6.95 --_/~ 〆 / 

~~ ~' 

54 r.> .A.~タ 3.07 :) 。
片:1''1部i/il;下(3) 47.56 。、ノ

内部階段(2) 11.20 、1 u 
57 J!:i"i(lu) 60.14 ¥ハ， 

は子 llJ"i(lOlノtノレコ u 8.87 (コ 。
n 4.37 //  ~~ f --_.，___.-〆 ~~ ぐ

60 iLf-'(l1) 60.14 () ぐ〉

61 イ.1:，1"(11)ノ"レコー 8.87 G CJ 
62 J:f-i( 11)ノ<;vコ 4.37 -- ~ / 一，-〆 ~ ~ ~ 。

267，04 
。。。 71.79 240.56 36.44 61.83 0，0<) 

小宮十 (m') 7!.79 277.00 61.83 22.64 

338.83 338.83 

付図 都心型モデル① 3階絡平蛮関
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以上の各階毎に算出した面積そ、全体について集計し直せば、下記の表のようになる。

表4 コレクティブ部分全体の衛穣表

専用部・共用部等の31J 既存部・増築審11等の~IJ

コレクティブ部分全体の
共用部 既存部 増築部

ilii積内訳
専用部 解体i末

共用:z;g潤 共用部分 E量内 E霊外 震F号 疑外

210.63 361.70 912.07 155.73 542.00 117.43 
1140.56 

面積(m') 572.33 1067.80 659.43 83.61 

1712.89 1727.23 
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(3)都心愛モデル①の害事業収支計画

1-4で論じたような考えに基づいて、表 5のような初期投資設定を行い、周辺マーケ

ット等の状況を踏まえて伎宅部分の賃料単価を 14，000河/坪、テナント部分の賃料単価を

18，000円/坪、運営方式を管理業務委託方式として、長殺事業収支計算を行った。

表5 都心型モデル⑦の初調書投資設定

00期投資}

ユ三型車京欝草壁一 一一一一一一一一一一一一一一 侵略三EL<!>
一一王遍 蒔畳一一一一一 t三遍草画一 。平円/縛>: 335 I手1 …………聖子円

取得税・資産税等 〈工議期闘中の臨定資l!!説等を含みます.) ………ß~;耳1 '1'円
その他 。千円

2，1曹臨朝 刊…………………コi*Iajj'1'.尽ゆ
土地道威張 。千円

建築工事劃1) I工芸修費E時 問手円/均 x 192縛 1 ..•. !~9A，3.. '1'同
議築工場黄(2) I工事焚単面 4由予円/得 x 2鈎符i … u官，1.~.2.. 千円
建鍛工事免(3) 日平円

舛縛工場銭 。千円

什器織品策等 …… m 仰向 日午再
総合企高銭 [工事袋 255.1田千円 X 1) % J … J9ß()~ 千円
曲計・監理銭 [議総工事柴 田町騎手円 x 10 % 1 ..............?~}~Jç. 千円
子俄衆 [建設工事鍵 255，1田平円 )( ;) %1 ….........I.l1!l多川千円
消鐙税等 i工芸答鐙計 315.534乎円 " "喝 1 15.777予円

川議議鍍競一………一一………… 山 ………  …....~~ ………山一~?2:í:主王子丹@
調査・潤重量量 一式 0.'1'円

鰐修工響鐙 [工事委義援儀 間千円J縛 x 25 t事i …… ..J.'?'.~豆千円

近務対策委き ー式 m …………山一日L千円
際議費等 [開業鋒、広告宣告費J 0.手間

工事中念制 [年判 3%、 工湖 沼ヶJl J 二二二~;(Q~ 千舟
語貌譲盆 [強掬取得税等受諾・議資手教科場 l ………叩1..~.!ïQ..'f円
その他 8234千円

合計 ① +o+@ 調。。冊子円

償金議選
自己資金等
敷金(隣葉紛
保証金〈開業前〉
機構借入量的

機構借入金ω

銀行借入金約

20年退 去奪剰'1 3羽田%

.........J口組千円

ー…… 口千円
。千円

…}(jω(jg悶 Z千円

日千円

8乎丹

銀行借入金主} 0.'1'門

告訴 36凪自由千円

………驚禦業務重量託2主義一…山とします.<ilf営万王。

〈営業収N
基準階合計
2~詰
T階テナント
日1階
駐車場

I j議終単僑 14.00 千円/月埠)( 34S tiji) 58.474千円
………百千円

………o.Ii?o千円
B 千円

。午円

I j議終単級 18.00 千円l!l樽" 301軒

吾I証 64.994千円

f営業支品企

管11曹
管理事務手数料

修繕維持費・保険料

競鼠議室奈

{等省圏俊 3781手
i営業収入 自，994乎円

I (縫築工事主義+外縛工事〉

〈固定E量産税等、償却資産税等〉

x
x
x
 

70.日間/月・伴] …UII.千円

8 %) .._...........~.~~野手間
0.6 % J 山一一.J.，i;~上千円

i必旦主El.
12.1田千円告Hit

〈その抱経常支社主

修繕積立童 11塩籍工事費 x 。% 軍用さ~ o.a % J 0千円
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その結果、図 1 のような結果を得た。~存床の改修が中心となるため、主主替え{新築)

に比べ、事業投資額が小さく、借入金完済可鐙年も緩い。 一般的な賃貸事業に比べて、事

業収支上も十分魅力があることが分かる。

{捻算指事勢
税引昔前利益轟車吉年内……よ年度
1見事務前累損一掃年…一_l年感
情入金売i葺可能年 …..1..9_年度
ヰソト投資手'@) __n，I" 

{損益計箇クラコ専

〈手間

"'00白

資金ンョ}トめ有無
剰余金平埼額
〈修緒稽立金を含む〉

時窃l) f-但ー~-/"--"--"-_.日司自司骨一回唱--一一一一一一一日や

主主し一
10年第均一目仔J堅7.9..不問/まZ
20年平均 __....!.1..?lI主千円/年

...........___→一一叫叫ι ト占吋
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'"α泊酔・‘ー作ー-----ーーーー-----ーーーー--"_回ーーーー回笹但司自由回目-----】・ e手陣弓句 W 同訓句。怜守命蜘

'.ぼ"，ーョ

明OOJ"--， 

'Q~弛

。
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脆年

t主手渡F
iz慈雲ヨ税引官舎ヰャツツュフ0-同ゐ制緩益切合唱鐙沼畑中ー税引き官舎利主主 i

{賞金計画タラ万

持陣

8明笛"

す悶αおい一一一一目白一一一一---一一一一一一一一】自白ー一一一一一------一一一一一一一一一一一一"ー一一一一一回一一一ー

5国は沼い闘争苧旬、一一・"---------一一一一切一一一一ー田 F 一一一ーー一一一回一一一一一一一一一ー一一一一切由一一一--_._一一一ー

8由民泊ト白血回一一一目白血自由一一一回目白】一一一一一一一一一一一--""---"一一ー一一一回一一一---一一---"均白一一--------一一一

相羽田い噂ー匂------一一一---------------一一一一一一一一ー一一一一ー一一一一ー"---_..._. _. _. ---ー国司ーー一一一回一一一一ー

'00= 

1開αぉ

。
注意を f2:J 4 tJ{i 19&健作位相秘結 tB句協旬盟"鍾担 24.2.さ舗を7曲 且 J()JI控担 :J4J;
年度

一一一一}一一一一…ω一一一 揖 酌
ドコ湿期~!剰余命一一金入金残築計ー←融余金男 E十一_1i!Sa積立会前什

E喜1 都心愛モデJL-①の資産指標と策主主計画グラフ、資金計閤グラフ
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2-1-2 都心型モヂJL-設計援案②

(1 )設計援案概婆

既存住棟の住戸への北入アクセスは維持し、平行配号室の 2住棟関をE室内コモンスペース

でつなぐことによって中庭化して、書号放約なコモンルームと共に、屋内外一体化した CH

の CC空間とした提案である。

君主存住棟の住戸内l士、スウルトンを幾し、ファミリー君主やシェア住戸、 SOHOなど多様

な利用が可能な改装を怒定している。 WPCという構造特性から、既存住機内に広がりのあ

るコモンルーム等を設けることは難しく、構内通路1J!~、及び住棟問に増築をした。構内通

路f;剣士費築部分 lFには、地域にも魅力的なテナントスペースを設け、北棟中長筆1sIJにコモンス

ペースを増築した。構内通路側増築の 21"は、ンzアハウスである。住民は 30人から 40人が

想定される。駐車スペースに関しては、立地条件、CHの特徴としてカーシェア等を導入し、

北側に数台分を設けた。共用紅白は、ハーブ麹やガーデニングなどがある緑議かな外部空間

として、コモンルームから外部テ‘ッキを返してアクセスできる。

アクセスはメインエントランスとサブエントランスのニカ所があり、コモンスペースを

通らずに夜接住戸へ行くことも可能である。また、エントランスを入ると廊下を兼ねたギ

ャラリーやキッズスペース等が設けられている。これらのスペースは、コモンとのE空機を

自ら決めることができる選択性を与えている。 階のや心部にコモンスペースを設けるこ

とで、共用空間の気配を常に感じることができ、住民間士の交流が日常生活のなかで自然

と発生するように考えた。Jl)t存 PCP階段は撤去し、 EVを併設した階段案を土器築した。新

たに階段室を広くすることで、人々の動線が交わりやすくなる。
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(2 )設計提案図面

1 )平面図

SD 0= odl 伊i[
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2階平蛮図 s= 1 :200 
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2)模裂写真

写真1 共朗庭からコモンスペースを望む

写真2 勾配のある農穏によって、コモンスペースに動きがでる
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3)窃積表

表6 都心裂モヂル②の 1階部分蘭積表

|函 斑封E一m切部11… l 一切開削場芝草され剤つ5ー斗l解イ訟法-
|番号 宗名 捜 (m

2
j 判部 i …照明」

ームふ 屋外*， h主主斗ぷム主

l之江山ι 91.H7 I C) I 0 

10 1一iiハ日コLルモ吹コン川ニキ-ッ 10.78 I Cl I I 0 ! ン----~::~ I U ---1 c 

二覇19 !内 ;T (2) I 15，62 
_~Q__j"ð，!P，[Þo[!~ __(_?_)__ 13， 1 0 
さ」 丸トを部雪生文 4.02 

l レA---"?!---(2) :1.86 

23 Iハル三三ご二 (:1) … ル虫色 。
! 日 、ノレコニ (4、 4. 06 

1:lL57 0 ( 

ノj吊十 (m2)
253.73 一3一A一1ι4一ベ3一1ー7:し4一41一55.99 三E25219」33ヱ421 三笠主27JR0ゴ3fE 

0仰

t ラ11

* ~::IJj ふ fフス、壁硯nyt.剛仰 1 守乙!:';Y'-;f

凡倒 亡コ専用部医翠共用空間霊童共用部分

付jgJ 都心型モデル② 1階略王手車jjjgJ

211 



表7 都心主主モデル②の2階部分面積表

小計 (ml)

凡例 仁コ専用部医習共用空間震雲共用部分

付図書E心~モデル② 2階賂平面殴
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表8 都心裂モデル②の3階部分面積表 (4階部分は 31礎部分と潤一平溺のため省略)

長一，，1;…」石下亙匡再評盟二ト
等服部同至福lhHRF5耳元両

手宅二戸工土二
時封一…ード斗一(ア寸

ノト計 (m
2
) 

13.35 

9.23 
4.78 

4. 78 

+ ---)~~: ~~ 一一一17.59 

ζ二13.10
8.14 い…一一一4. 06 

4. 06 
1:31. .57 

空宅二二戸三一
± 

259.88 I 52.86 I 43.82 i 0.00 

注目土__L一」出
356.56 

0.00 

*印はパルコニ 、テラス、屋根付外部廊下等を示す

凡例 仁コ奪期部医共用架部霞雲共南部分

付図都心型モデル② 3潜略平面図

以上の各階毎に算出した面積を、全体;について集計し直せば、子訟の表のようになる。

表9 コレクティブ部分全体のiiii稜表

専用部・共用部等のJliJ 既存部 増築部等の耳11

コレクチィブ部分的諮犠内訳 共用部 既存部 増築部
定年期部 解体床

共用空間 共用部分 地内 島外 墜7句 震外

161.45 295.62 1042.49 188.87 564.54 12.97 
135l.80 

面積 (m
2
) 457.07 1231.36 577.51 oα) 

1808.87 1808‘87 

一一
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(3)都心型モデル②の事業収支計蘭

都心型モデル①とi湾様の条件で、都心主主モデル②の長期事業収支計算を行った(表 10)。

表 10 都心裂モデル②の初期投資設定

倒閣鋭部
ゴヒ務理理爵費 一… 主，~~虫干円①

… 幅~語通… [ j: iib~担面白叩… 。￥Ixjij苧，……溺呼 1 …旦千円

取得総資援税等 〈工事織闘中の盟定海産税等を含みます.) 山一日山...!?.，臣，JQ，，~千円
その偽 O平円

目黒篤楼:繍設……………………ー…………………一……………二泌総~~"Í.eL~
土地造威録 。平円

議案築工事動) [工事廃鍵説宙 開午円/均 x 113呼 i …よ~~~.!~IT円
強築工事部的 [工議縫製部 叩乎円/持 x 344t~1 … IlI，Q!臣官半円

建築工事館" ー … …..9.'f円
外修工事録 。乎円

什器機品愛噂 E二子円
総合会様後 [工事銭 自宅u田平円 x 6 % 1 16..5括乎円

世骨盤理竣 [娃築工事発 27日間千円 x 10 % J ぷ証手間

チ鍵衆 [ l選築工事鐙 275，155午円 x :$ % I 8 .. 273手間
i紬桝 [工事築計 制''''千円 x 5 % I ..............U尚喜子手間

………ー…………ー…..._lMH."I.EL@ 
部資・灘五五…… つ気一………… G乎円

信容体工事鐙 [工議後E隆司I!i 0':千円岬， 0'手i 山…一一山明日手間

近総対策後 四玉突 …....0乎再

開業袋容 [開築費、車籍軍伝費] ω …………Q手間
工筆中金制 [年制 '"、 工綴 12ゲ月 i … F点型塁手間

諸説謹金 [溢ぬ取得税等援記・震設資手数'"等 J ............，. .!i'.~!q.~~.::千円
その他 3.926千円

管理曹
管理事務手数料

合計 ① +φ+@ 37.0.000平間

i錆科単儀

i縄開単儀

20匁送 受容判 3.00 % 

T9s.9Q平問

一……川一山口千円
。平問

:山主総t.p.旺千円

。千円

。千円

。乎円

370曲。千円

…管繁華E要革委託方式…一一ーとします.

14.00 乎問1.月時， ，鈎持]

1 e.QO千円人月時 x 16 I事]

…銭.&9，9，千円
。午間

一… ....~~1J.日午問
。ヰ問

……… Q千円

7.0.29.0午円

i等荷車線 414坪 x 700問/丹・陣}一山…}".HJ旺ヰ円
i営業般入 70，29自乎円 x 8%J 一山山.9A暗殺4 千円
[ (誼鏡工事袋+弥鵠工事〉i哩織維持幾・保険純

益税課金等 〈園定資産税等、償却資度税等〉
否吾F

， 旧 %J …....u時E程二F円

_l&笠ヱ旦
13 

〈その鰹経常交滋
修繕積立金 [建築工著書鍾 ， 0% 、運用~ 0.02 % J 0平円
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その結果、関 2のような結果を得た。モデル①と収支上の主主異は小さいが、賃貸床が多

い分、モデル②の方が者千良い。このように、設計内容に応じて、収支の内容が変わって

くるため、適切な企箇やそれに基づく要求水準、賃料の設定や建築計画が重要となる。

{捻喜事揺建設

税事 I~読利益黒星E埠
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図2 書s心裂モデル②の資産指標と捜査在計画グラフ、資金計額グラフ
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2-2 郊外援モデル

2-2-1 郊外型モデル設計提案①

(1) 設計提案概要

コモンスペースは、 1階に配穫することで中庭や敷地南側jのテラスに開放し連続的に使

うことができ、 ーつながりの大きなコモンスペースにさらに奥行きと広さを与えている。

コレクテイブ、ハウジングのエントランス八l士、幹線道路から小道を入札 1階の東iこ貌号室

されているオープンコモンやテナント、ホール、中産主の様子を窺いながらアクセスができ

る。ヱントランスホール付近には木工家や図書スペースなど住民間土が趣味を共有できる

スペースがあり、住民間の交流を促す。中庭l土コモンスペースとオープンコモンとの間に

あり、お互いの視線が通らないように樹木が自己している。また 2階、 3階にコレクティブ

ハウジングを集約することによって、エレベータを使わずにコモンと住戸の行き来ができ、

コモンスベースへも気縫に:立ち寄ることができる。 2 、 3~皆からは増築部分設けられてい

る吹き抜けによって、コモンスペースで行われているコモンミールや遊んでいる子どもた

ちの様子会窺うことができる。

2階には農上を利用して花壊で野菜やハーブの栽培ができるテラスを設け、 2階からも

中庭を見渡すことができる。

また住戸はシェアハウジング、 SOHO住戸、家族用住戸lこ加えて、斉楽演奏その他の

趣味に使用することができる趣味室付きの住戸のタイプがあり、湾問の大学に逐う大学生

などの遊い殴代のライフスタイルにも対応している。
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2階(綴尺:1/300) 
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3階(縮尺:1/300) 

睡
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2)金戸lp:霞隠 (綴尺:1/100) 

JA 

自由

む宇ず

も
〔
恒

住戸タイプ②小家族用金戸
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住戸空イプ④ 2人mシェア一位戸

国

医組i

タイプ⑧小家族照趣味室付吉住戸
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住戸ゴタイプ① 3 ーピアノ黛付き伎戸
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4)模型写真
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5) iIi積表

郊外君主モデル設計提案①について、 1~3 階のま百積表を、以下に示す。ここでは、下訟の

分類に従って街積を算出している。

副専用部・共用部等のjJljの分類

収支等算定の基礎とするための面積であり、各項目の定義は以下の通りである。

専用部。特定の住民等が専用的iこ使う部分。

共用部.不特定の住民等が共用で使う部分。共用部l士、さらに下記のように分類する。

共用空間.コモンワピング・コモンダイニングなど、コレクティブハウスにおける

いわゆるコモンスペースであり、各位戸がその住戸苦言穣に応じて、 f主戸

面積から供出しつくられる部分。

共用部分:共用階段・共用廊下などの苦手j線部分、およひ機械室など。

副既存音s• t普築部等のjJljの分類

工事費概算の基礎とするための商穣であり、君主存郊と増築部を分け、さらにそれぞれに

ついて、屋内部分か度外部分かで分類した。また、既存部の内、解体等により失われる部

分は、jJlj途算出した。

なお、以上の分類に従って面積を集計するにあたって、主iこコレクティブ部分に供さな

いスペース(一般住戸用エントランス・一般住戸周エレベー夕、ゴミ集積所等)の濁積は

参入しないこととした。また、吹き抜けの面積l士、 f専用部・共用部等の矧jの分類」の集計

には含まず、 f既存部・構築部等のjJlJの分類」には含んで算定することとした。表中で鱗掛

けをしている項目が、集計した街穣に含まれないものである。
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表 1 郊外型モデル①の 1階部分溜積表

車革問 主・一 旺存部

番号 室名 磁穣 (m
1
) 共j目部 君王f書事 増iI!部

解体時専用部
|共用空間 お問客引与 間内 塵外 殿内 屋外

1 主9.80

¥，'<<，2 44.33 。I 0 
74.14 f 

-3 4 
3ティ

込ゴ艶控務監~】J 
%.O汚 r 「、
8206492 7 

6 

ト÷
〆ト カ 7ェ 105.76 f 

E〆-トγロワーク草リー ング活
ぢ8.3に f 

31.32 ど

lO f 39.17 

11 /-ニ 66.87 

12 12.91 

13 (1) 23.73 仁

ド-十3145 58.30 

5.88 。ヰト部臨下 (2

16 10.40 

ド汁:す? 
手悶どユレベ」タ 19 一…リuー-へれ

I会主 ぺ乙 o 
12.56 C iコレクデ J プ用ニントランス

ノグティ ータ 5.20 r 

220 1 593734 3 
C C 

訟世1経を之獲EZ主Lム--eiL-L-一
"、 。

22 78.0E 

23 13.54 仁、
24 共用トイレ (1 6.22 

2226 5 7 

トルーム 26.4~ 。
之コご立ζモ与ン立V lAりfニJピー士ン…グν… グ

912g344 6 
。 。r
o 

28 77.97 。 (") 

書鎧晶蓋玉亙二三三 J 叩

18.09 。 f 

8.14 f 

19.98 r 
33.01 円…じ33 Iち壬 勺ド ーん レー…ド

3334 5 6 

17.82 。 f 

工外作部室テラス (2 
74.62 

0 0 
。

44.5: 。
3 F巧ス(3 32.4 n r 

801.49 400.60 913.44 165.04 33.01 ! 227.68 

小計 (m
1
)

137.08 
1202.09 1078.48 260，69 0.00 

1339. 1339.1; 

付jgJ 郊外壁モデル⑦ 1階略平扇図
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~2 郊外型モデル①の2階部分蕊穣表

J笠担;， • l. 

室名 面積 (m
Z
)

専用部
共j録部 d号野副王丹b 解体陪|共用'll褐|共用部分

環iト努部惹滋障普段事亨ζ 

Jd 4.)lj 

4SY 0 
6.91 

C 
g_...j.... 

10.96 

41 i 戸 46.22 。 0' I 1 I I i 

4" ノ勺レコニ} ::'，'O u 

4434; i 
戸 46.22 。 E 
戸 ノくノレコヱエ』一 '.)."/6 にJ

4443 67 i 1 
戸 46.22 。 仁

戸 パノレコニ」 コ10 J 

」金ー 46.25 

48 ヨモン sA3 

Z戸 92.44 

46.2 

て'.1 。
46.2 

5.77 。
46.2: 

5.7ぺ

!Ji 

23.73 。
~ に日 Z日ヨ 日o'.戸 …0" じよι

5.88 。
10.4υ 
46 

6634i 【
E戸 パルコニ} :ラ 仁 。
主主E戸， 46527Z 7 

6663 【i 

バパノζ ニー 。
主戸 46.2: 

66679 8 i 
主戸 (1 ノミノレ lニ 5.77 

rレク ィ F崩エレベ}グ ).L~ 

自内鷲部段臨E下L 
11.2口 C 

770 1 
1:'::>，::'U 

増築部 19.3 ζ 

772 3 
1.1.)4 

---- JJ。/ 
---- ----

~ ~〆

----
、一

主控主戸主主監普(星段II主) 

39.58 

ほ
13.1~多 じぷよ- 主主ふ二
Yl.44 に

i一伎戸一一ll)一パ一ル一コニ}一一
。

全霊 zパノレコニ} 1.55 C 

779.85 
76.2U 21υ三" 865.96 224.50 ~.4L υ"" 

小計 (m
2
) j46.4) 山山明 0.4" 27.54 

1126.30 1165.88 

付図 郊外主主モデル① 2階絡平面図
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奇襲3 郊外裂モデル①の3階部分IIIIf.貰表

番号 室名 笛穣 (m
l
)

主二特段宣主曹会~L ，_J_ 一一一一監査部i

専用部協議時瑞*1Bl鰐皇居外
1~~ 1 1 g 

展ず粍が解体障
79 ト癌下

はと峰登盤色Ql_
181 外部踏段叫

82 外部廊下的

83 住戸 13) 

84 !住戸 (13)ノ勺レコニー

8l 住戸 14) 

86 住戸 4)パノレコニ}

87 住戸{

ゴ!.J主主~斗日)パルココー
四件戸 l'
9C 住戸 1町パルコニー

92 住戸 1司パレコニ}

ユ乙進乏ぷ~
94 伎E:.JL8)パレコニー

阿佐戸 19)

96 住戸 円)パレコニ}

97 内部段り
一 一:98 内部臨下 4) 

込竺Jニ盤箆戸足三主5ヱ主
雪;外主主将下げ)

l01 外部継段 (2)

102 !住戸 ρ0)

10と〓 _(~9)~ょヒヨ~-二
1同住戸 2り
105 住戸羽パルコニ}

_!_~6_j亙駈亙三三三三三~…
107 コレクティプ用エレベ」タ

108 内部臨下 ')滑築館

J~_j~]革開設 1
11 吹きけ(，

112 弘揖酷'fJ> ， 
113進互 (22)

114 住戸 " パノレコニ}

ふお盟」竺L
日6 住戸 23)パレコニ」

4.78 

6.91 

10.96 

23.46 

92.44 

11.52 

92.44 

11.52 

46.11 

5.88 

46.11 

5.88 

46.22 

5.77 

ゴ全EJ__cユ
5 

46 

5，771 C 

23.73 I 

125.50 ! 

r二二 iぷ -:1b2外
5.88 I 

10.40 

46.221 ( 

5.77 こ

92A41 C 
11.55 

16.09 

…-5.22 3.26 

11.27 

三日士し---
39.58 

やポ 13.14'1;".

見 44 つ
11.55 コ
92.44コ
11.55 ぺ

C 

仁一一
c一一
c
……c一。

。

。…o一一
o
一一
O
一

。
γ。

/〆〆 ----"0.";;' 
〆~ J〆/ ココ寸ココ/γ亡

】ゑぷぷ'，0
0 

0 

d守十 (m
l
)

831.83 
0.00I 23L37 I 8開 53 ! 154.92 

231.37 I 1043.45 
l師3.20一一一一一一一一一一一一一一一

吟長0.00
27.54 

lH 

{せ殴郊外製モデル⑦ 3階略:;:p:蘭図
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以上の各階毎iこ算出したiiii穣を、コレクティブ部分全体について集計し直せば、下記の

表のようになる。

表4 コレクティブ部分全体の箇積表

専用部・共用部等の~IJ 既存部・増築部等の別

コレクティブ部分全体の
共用部 存部 増築部

ilii穣内訳
専用部 解体沫

共用空間 共用部分 震外 廃F句 E霊外

877.69 望日2.22 2667.93 544.46 183.85 227.68 
1748.76 

面積(m
2
) 1779.91 3212.39 411.53 55.08 

3528.67 3623.92 
し一
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(3)郊外裂モデル①の事業収支計画

1-4で論じたような考えに基づいて、表5のような初期投資設定を行い、住宅部分の

賃料単価を 10，000円/土手、テナント部分の賃料単価を 13，000河/坪、運営方式を管理業

務委託方式として、長期事業収支計算を行った(コレクティフ、ハウジング部分のみ)。

表5 郊外型モデル①の初期投資設定

信原耳般草野

ユよ輸関事意識一一一… …怨号5'千円 φ
土地取得策 i土地挙億 Mm  -mV手前四日 '"持i… …一一--..9..平宵
取得税・遺愛税等 〈工著書英語臨中の盟定資産税等を含みます.) 一一一一生亙時~..T円

その他 …………Q千円

Z!裏練工雲監蔑…………一一一一一一……一一一一…………………………山担保努l..f.!~L@
土地造Z章受 8乎円

議築工事臨時 [工著書鍵準値 8田千円/時 x 90 将 1 … ?'?'J.9.山相I千円

建築工事監，) [工事鍵難値 4田千円/締 x eS9 1手J ......J.92.1'?Ji虫干円
強築工事闘の 0千円

州工事袋 二二二冶〔刊
行器備品発等 山一町一…円札千円
総合食器鎌 [工事楚 暗 1.'田千円 x 6 % 1 同一…2重点鰐h 乎円
設計・盤溜箆 [鎗祭工務食 時1.'曲千円 x 109略1 ………仏T照不同

予備策 [輔工軸 唱 1.'田千円 x :) %1 …引法制“乎円

滑鋒雛等 [工事録計 思問。"千円 x 5 % J …...?里11!?1ーキ円

お晶絡調瞳……山………………m ……………………………………加盟関三札@
調褒・1殿堂幾 -式 0'1'問
瞬体工事銭 [工醐準備 間千円/坪 x 17 J手1 …一蹴“千円

近隣対策重量 阿武 一一一一… o三千円
閣議衆等 E開築紫、草皆笠伝銭1 0乎円

工事中金利 [年制 '"、 工織 問ヶ月 1 ….......... .. 号，sH5内
諾税銀傘 [繕絢取得畿等登記・絵虚手数1'1等 1 ….......J.?..Q儲吋乎丹
その他 92聞 手 間

合計 Q)+~~ト窃 570.0田 平 内

{資金調達3
自己資金等
勲章{閉塞曹世
{畢益金〈隙築総〉
機嫌i昔入金書)

機嫌{苦入量的

銀行f苦入量的

銀行借入金ω

t運営方豆D

f宮家収入}
基準階合計
2溜

1階テナント
日1描
註車場

〈蛍雪量支品企

管理費
管理事務手数料

合計

否1吾

侮繕維持曹・保険料
諮税課金書

〈その飽経常支社虫
修繕積立童

否11'

IS逢斜灘1Ifi

i餓斜単僑

_I9.19Q9...T円
山.......-… --Q..手間

20表事選 匁制 3.凶% ご;や級戦自;手間Z千円

。乎円

10年造年制 3.00 % 。千円
却年退年制 4.0む%

0'1'円

570.0聞手円

一一…鷲塑幾襲撃誕，!i::義一一一……ーとします，

10.00千円J!l'苧x 643 t判

13.00千円/鳥時 x 41 t判

……E，?J?一明
。千円

………p...'Hi俊一手間
8乎円

:ご:ごq:'1'円

83.6肝不同

[等省萄秘 685 J事 x 700悶/舟+坪 J 5，754午円

{営業収入 83，687千円 x 

I (建策工事修費+外橋工芸智〉 ヨ尾

〈固定資産税等、償却芸奪還を税等〉

8 % J ご百(@“千円
0.6 %] 山…ωv;;車工午円

」且銭乏毘
19.015午円

[建築工事録 x 0% ‘運周S包 o.c建%1 包午円
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その結果、殴 1のような結果を得た。必ずしも祭料単価の高くない地域ではあるが、事

業化が十分可能であることが分かる。

〈まま募指欝

税引昔前科益轟転年叩…i匁痩

税引き前掲t賢一掃年明…よ年演

資金ン当」トの有挫
剰余金平均額

一品c一
日年平均山川1号点在1..'f円J隼

借入金売;膏可能年 14毎度 〈修鑓緩立会を含む〉 :冷年平均 一.JJ.JJ丘乎円ノ年

エ字、ノト投資事'1密}J ….lも~.%

{領裁許証蕗タラ二玲

〈平時

9~は~

"""ヨロトーー..笹山飴苧勾e噂 d句..ーーーーーー目偏田町ーー...但白血回目回目】日..与~~~_._.回開匂司匂司由自由・田・....------匂司司巴悶悶司骨相----_...回目@国司自由争砂町ー拘勝ーー
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""αII f.ート一一一一一】一一一一一一一ー一一一一一一一一.-_.__. ー 一一句守一』一一---- ーー一一一一一句ー一
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，O~ 

忽1αII

lQα沼

。
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可時ぽ"

欝 t f J 4 ， 9 7 Q 9 静 fttP悶何 15ffj t7 tO (9 OJ !!fぽ謂#甜岬町甜甜却 JtJt:n :JI持

〈年波)
ic'認ヨ貌号!被キャッツュフローーかF綬益~一策然一ゐー税引き訴判益 i

〈資金計額タラ二車

〈平時

8['lC'" 

''''日現ト悶何一一ー由也ーーー...・ーー一一一一司陶司--------也-------ーー白色町一一一-一一周回一回勾白血-----_一一司令司司 e ・司司・・ーーー一一..自由也

6開ほおト…一一一一一一ーー回一一一一一】一一一一一一一一旬司..一一一一一一一ー…司同畑町田町一一一一一也一--yr---------ー

5闇g沼忌噌"'-----------------一一一一一 ..也』 ーー…...一一一一一ーー ー一一一……，<也匂一一ー一一一一一.. 

4由αおト ー_---_伊予 J 、ー…一一 戸 戸 与 一一一一…“一一一一一一一一信仰匂匂..""一一一一一...ー一一一一一一一日

3時鵬ト………一一一一一 一……』匂…匂ーー一一一一一一一----一一一一……d 一一一一一一一一一…匂ー…一也…ーー』

2閣はお

2闇aぉ

。
建議 t 2 3 4 5 Q i 9 Q W悦也包括 1$16 '7 19 ，&揖制捜担割際電.27曙器 :J()鈴控 J:)掛謂
年度

〈年J!)
作3'.3'ZJ刻刻剰余金ー←借入食獲酎十一m 剰余金累計一曹司修Ia積立金属差す i

図1 郊外型モデル⑦の資産指標と損益計酪グラフ、資金計簡グラフ
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2-2-2 郊外型モデル設計操業②

(1)設計提案概要

計画条件としては、塁王存主要スケルトンの保持と床面穣の変更を伴う場改築を行わない

ことを基本とした、既存ストック活用である。又、現実にはillH震補強、遮音や断熱性能の

向上が求められる本提案では、 CHを含む多様なライフスタイノレを可能にする集合住宅の計

画iこ焦点をさきてた。

E雪道lこ湿している北榛の一階には、テナントスペース告と驚いた。}L地によって地域に合

ったテナントを誘致し、照辺環境へ利便性や地域の居場所として積懐古告に影響を与える。

コレクテイブ、ハウスは 3Fまでとし、 4F以上は一般賃貸住戸としたが、北擦には北側道路

側lからもアクセスできる SOHOを配置した。

主なコモンルームは 1階東棟に配置した。キッチン、ダイニングと共にライブラリーや

ヲピングスペースなどを向じ安閑iこすることで、居住者同士の交流ができるようになって

いる。又、こにントランスは一般住戸と共有にすることで、棟全体のコミュニケーションを

誘発する。 1階には、コモンスペースのほかに、工作室、ラウンジ、ランドリー、総域iこ

関かれたオープンコモンが設けられている。各階にはふた住戸分をコモンスペースとして

設費し、フロアー毎のコミュニティー形成を促す。

CH擦の廊下は内部化し、 CCとしてギャラリーなどの用途にも利用できる。 CH手IJ用問

積の内、 CCの割合は約 13%となっている。シェア{主戸を含むCHや SOHO住戸などの多

様な住戸を入れ込むことで、幅広い年齢層、職穏の人々が共に募らすことになる。
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(2)設計提案図面

1 )平面図

1階:s:p:窃臨 (8=1 :300) 
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2~態平面関 (s=1 :300) 
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主口豆己グ
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住戸空イブ③シェアルーム4人骨イプ

-それぞれが穫接息分の部震にアウ
セスできる

-共有スペースが広い

住戸?rイプ④シェアルーム2人ヲイプ

-倒室をベランダ朝qにしたもの
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2)模型写真

写真1 コモンスペース

写糞2 コモンキッ子ン、コモンスペース
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3)欝績表
表6 郊外型モデル②の 1階部分商績表

凡嗣 仁コ糊部四共用盟関重量共用部分

付図郊外壁モデル② 1階略平蕊図
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表 7 郊外型モデル②の 2階部分面積表

番号 主名 l 専刑叩建用共用F跨制串J!い勺共州七υl:.lt i'!;-V，η~ 季内 外?学部*・}2誇月段Z;E内1?53lh民d〉i矧夕外宇l持
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住戸 (8) 49.87 o I 0 

43 iij'F(8 ノ、ノレ ー- ! 
44 ド戸 (9) 4987 く I 0 

4465 5ゴ戸戸 ((919) ハル 1 493685 7 仁

ト♂48 EF (lC 川壬二 3日

49 E2F戸ci (1 バルコ二一 43996S857 7 0 

託 生戸 (12

5521 住E戸戸 (12)パルコヱー 3.65 心 0 

53 住戸(13)バルにー 4938657 o I () 

L5壬 主戸(141 49.8 ーム
l__ss_ji;主17jf二ごとに -162.1. .よ J___Cユ
一5567 5円向 l l155)パルコ- 一49一36875 LJ 

58 1互支 2853397339 1 CJ l 

回59 外内部JliJ下Lm ~ 0 

6 外仕立 1040 白‘ r 

6623 MM|コ主主戸三モ」ン(12り26))ピパンルグコ(2二〉一 fZ38615 ムL.L.___J__ l  ーらd C} 

64 1 ::I.'t:/~ ::，，/::~i' (2) 166II こ1tJ

6656 {1外生向部ラ(1ブ.1 43699肝0 心 t〉 仁〉

67 i1:1:fヰ ノ、ノレ 1 3651 () 

1!-万676了o 戸戸 ((1188 ハル I ニ ._----~3a675 0 

:戸r(19) 49.8i に 。
直立」旦Lごとと三三二 」主主 」2..

1: 72 I陀戸 (20) 49仁 υ f 

73 I {三戸ハルつニー 4936a75 1 l 。
74E戸 υ

伊 三時雇?78 土戸町(2立2一)段2L、ルコー 123617 5 仁3

79 I rt'l，1E廊下些 5生旦一 139.13 0.00 

856.32 可。り0 0100 
小計 (m')

1!19:2__l，，，，， ~__;.-，:;-，~沼9山り 1
*i 、テラス、 叫 i押乞、リ

凡例 仁コ専用部図共用空間覇共用部分

付図郊外型モデル② 2縮絡平笛IEI
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表 8 郊外裂モデル②の3階部分箇積表

!番号| 工片M ドftr日j}IJ

8 外者皆 7) 5.K7 陵烹議宗宗「一

世 i監と二二二二;ぷ寸二仁二F「コミ c ヒヰ二ニ二
日三!三二二ニヒ赴上くιi 一一一一-- + .~ 

y;::J :;:で一一- ifsI .. I F)-0十一 _L_j

己主デ:三有国三止i
一、

7言ナ甘i戸よて-- 一一一÷一一-tctif71 一一一 一
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ノ

一一一--一寸一一
…ふi
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日E jI 
1 巴JitË_J;i~)_ 生りn ミL__J CJ 1 

i__!_!l____~ f 1戸(_:-I5)ょく企三三 ー ャー……切なーoーし I……J………Q 
4[jl戸凶 一一一一一ふ .49s7J._…Qーに…ーし一一……し必……一

J川刈4引日目仁己ご工二二二一二号 二二二;二二 工ご一n

1#1与杭E持出揖#掛語揺詳排?手匹軒伴鼎t11鴇干~.ヂ手5戸;戸rに1三三三三E壬三と二二二二二「干三…二;γ:千干…

:コ; 

i 十

士二

| 岬…(m') 1
856三宅iliit-1314ιr-j-if--

付
凡棚 仁コ専用部臨:;J共用盟問調共用部分

Ig] 郊外型モデル② 3階絡平蛮図
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以上の各階毎に算出した滋積を、全体について集計し直せば、下記の表のようになる。

表S コレクティブ部分全体の面積表

専用部・共用部等の卸l

コレクティプ部分の蕗積内訳 部 L共用部

部積(nl)

専用
滞空間共熊部分

76jト3曲 6五5 I 1150.68 
2033 

51.33 

3485.09 

表 10 述べ床醤積比較表

Tマンション述べ床面積

コレクテイブ部分の述べ床面積
(専用部分、共用さE隣)
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既脊部増築部等の別

既存部 増聾部

車内 塵外 展内[麗外

2982.53 I 502.56 0.00 I 0曲

3485.09 。帥

3485.09 

11103.637 nl 

2334.41 nl 

解体床

0.00 



(3)郊外型モデル②の事業収支計闘

郊外裂モデル①と同様の条件で、郊外君主モデル②の長期事業収支計算を行った(コレク

ティブ、ハウジング部分のみ)。

表 11 郊外裂モデル②の初事務投資設定

税盟理投資

.J宅事態型車繁華1………………………………ー…ー…………………….....1A!!5...:'t尽くP
土地取得費 i土地縁筒 O千円/縛 x 82!5 t平1 0千円

取得税・資産税考察 〈工著書期間ゅの固定資産観等を含みます.) 量占領千円
その地 自乎円

.2..頭糠エ葱鷺山……"'........…………一一……………叩…………一…二二桟~E1草魚札iZl
土地道雄設 相手円
強築工事策的 {工審議単備 4田千円岬 X 開 岬 1 :議Lg紅 千 円

強築工事麹助 …一一一一一一一員千円
強築工事銭W 0 千円

併幡工事発 一…………...9.千円
什器繍品銭等 一叩山山一叩9.千円
総合企画策 [工芸務録 制捌千円 x 6 % J ……?~.，d.TI.千円
設計'監理鐙 [建築工場黄 391.2釘千円 x 同 "1 ........J弘129千円

子備鍵 [建築工事録 391.2射手円 x "3 % 1 一_JJ)'.!~皇千円
消銭税等 i工場殺計 465，636千円 x !5 % J 23.282千円

3.議録盟t…ー{…一一一一……ー…一一一…一一…ー…………ニ....，.説N.'f.EL@
制議・潮量銭 ー式 。千円
解体工事麹 i工事隻単価 。手円岬 x 0坪] 二;ニ員千円

近隣対策策 -;It…ー………o乎同

開業費等 [罰禁食、Z告笈伝鐙] ………山…旦千円
工芸修中金利 i 年制 '"、 工期 日ヶ月] 一 一7占領千円

諸税額傘 [建物取得税等!II記・磁波手数純等 1 …JJ.~幻監千円
その他 7.004平円

音量十 (j)+iZl+@ 520.周8千円
償金讃遺骨

自己資金筈
数量{際業部?

保証金〈翻案前〉
機構{苦入量的

機構借入量的

銀行借入金約

2自修送 金事制 3.00 % 

.?9~，9田千円
。千円
。千円

二 ~j主総括主乎円

山町………一息子円

一…ー……一日午円

銀行{董入金Q) 。乎問

合計 百回調珂千円

…… _...î苦難義務寒託~1i;我山……とします令信嘗室主主謁

f営宮甚収λJ
基準階合計
2階
H詰テナント
81摺
駐車場

[震閥単iIi 10.00 T円/月坪 x '"会事] _E&?塁手円
。千円

一一..-..~.，~.~..千円
一………一旦千円

。千円

[1毒科単iIi "曲'f円/月勾 X 悶呼1

吾吾 師捕S千円

{営業支社昔

管理重量
管理事務手数料
修繕維持警‘i果検料

建藍翠主筆

[>専有国縞 695縛

[営業阪入 85，363千円
[ (建築工事策+外修工事〉

〈園定道幾貌等、償却3資愈税等〉

X

V

A

U

A

 

700河/月・伴] …一 J?ß~t 千円
8"1 叩….~)'空間千円。，" 1 …… ....2.1~.1~. ;:千円

...J.J笠主旦
時酒田6千円吾吾

{その鍍縫?宮支齢
修得穣立金 [1犠築工事免 x ロ%、運用率 0，02 % ] 0千円

242 



その結果、図 2のような結果を得た。モデル②では増築部分を設けずに既存床の改修の

みの言十衝となっているため、モデル①に上位ベ若干良い結果となっている。既存床を活かし

ながら、いかに魅力的な計留に改議するかが建築計闘のみならず収支計頭上もE重要となる。

{i軍軍事指鎮守
税引き訴利益黒転写
税引昔話器f喜一掃匁
f苦入量発;貴可能年
ヰット額返事Ij@}J

{援歯f画タラフ}

(Tf吻

闘は"

OQQぉ

10，αぉ

問α羽

時α"
叫伎町

時α"

時α"
lQQXJ 

。
-1Qα刃

1年続

一… r琢I!f
……1.<.'手続

11.9 % 

資金シ奇w 卜の有蕪

垂除金平均舗
〈修繕積立金を含む〉

歳"一周…
10 耳平均……筏~g.?.?. 乎円/毒事
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図2 郊外型モデル②の重量産指様と損益計画グラフ、資金書十闘グラフ

243 



2-3 まとめ

2-3-1 設計提案による成果

2章では、既存集合住宅のストック活用として、共用空間(コモンスペース)をもち緩や

かな粉瓦扶助が重量成される居住形式であるコレクティブ、ハウジングを導入し、 2地域でそれ

ぞれ2;;誌の設計提案をした。

ストック活用型社会への移行が謡われる中で、大量の既存集合住宅ストックをどのよう

に活かしていくのかが澗われる。ストック活用を行うにあたっては、耐震改修はじめ設備

の更新・近代化、省エネルギー化といった技術面の開発とともに、多様な住まいのニース、

や地域との関係といったソフト箇での提案を併せて行うことも求められる。既存ストック

活用において、また、現在住宅に求められている社会役・地域性の視点、さらに事業上の

視点からコレクティブハウジング導入の意味については、 1章で述べた通りである。

また、今回の設計提案l士、実際iこf主宅総合研究財団が賃貸住宅として所有している都心

と郊外の既存集合住宅をケースとしたが、都心の事例は構造がWP Cであり、郊外の事例

はRCラーメン構造で、いずれも実際の改修活用には詳細な耐震診断と適切対策が求めら

れる。しかし、今回の提案は、あくまでも構造約には一定の想定条件とし、むしろ、既存

ストックの住棟形態や立地条件によるユーザ一層およびライブスタイノレの違いを設定した

プログラムと空間計掴を主とした。

1主主で設定した都心型モデルと郊外型モデ‘ルの与条件分析および設計のための条件設定、

伺じ立地での 2つの設計案およびその事業収支計闘は、今後の既存住宅ストックの改修に

あたってコレクティブハウジングを導入する際のモデルとして活織することを想定してい

る。

2-3-2 今後の課題

設計提案により明らかとなった課題ーを、下記にまとめる。

1 )務確な領域の区分

一般的な賃貸集合住宅の場合、居住者(賃借入)は①専用部分の賃料と②共用部分の共

益費を支払う(共益費込みの総額を提示する物件も多し、)。コレクティブ、ハウジングの場合、

これらに加えて住戸の拡張部分として位置づけられる③共用空間(コモンスペース)の食

料を支払うこととなる。

したがって、計臨検討時は、費用と一対の関係にある床の区域を①~③の授点から明磯

に区分しておく必婆があるのだが、本報告書における設計提案では、念頭・検討段階の提

案ということもあり、①~③の区域がやや唆綾な部分も存在する。

これらの区分は、事業者にとっては収益性に、居住者にとっては賃料に直接的に影響を

与える、大きな関心事となる。現実のプロジェクトでは家賃設定の合理性が説明しうる明

確な領域区分を示す必要があるが、設計段階の居住者参加が望ましい所以でもある。
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2)コレクティブハウス内シェア蔚住についての可様性

海外では、一軒の住宅や住戸を複数人で借りる、いわゆるシェア居住が一般化している

が、我が国でも学生や務い社会人を中心として徐々に一般化しつつある。しかし、単独の

シェア住宅はわが留における賃貸住宅市場においては、若者や限られた社会層への対応と

なりかねない。より豊な共用スペースや多様なtま代や没帯との交流があるコレクティブハ

ウジング内にシェア住戸を導入することは、検討に値する。

本報告書における設計提案でも、シェア居住を可能とする住戸を包含しているが、住戸

内の各居住者の家賃設定や契約形態、{主戸内の共用空隣の扱いなどについては検討してい

ない。例えば、 3人シェアの住戸を設霞した場合、退去者が出て 2人になった場合の家賃

負担 (2人で3人分の家賃を負担するのか?)、シェア住戸内の共用空総で火災等が起きた

際の資任の所夜等、詳絡なレベルでの検討を行った上で、昔十闘や契約形態に、適切に反映

できるかどうかが課題となる。

この課題i士、家族単位で一つの住戸iこ居住する場合は顕在化しないが、鼠縁iこ寄らない

人達が居住を共にする新たな家族形態の出現という今日的な状況に、 L、かに対応するかと

いう問題解決に包含されていると指摘できるだろう。

3)居住者参加の仕緩み

コレクティブハウジングは、居住者のライフスタイルの選択であり、居住者自身が共用

スペースの利用と運営にコミットすることによって醸成される生活係修を享受する集住形

態である。本章では取り上げていないが、設計段階からの緩住者参加が必然であるか、あ

るいは入居後に居住者主体の運営が可能なプログラムがありうるか、今後の検討課題であ

る。

4)異なる所有形態や一般集合住宅との併設の可能性

本設計提案においても、郊外壁の大規模集合住宅では、一部のブ口アおよびゾーンをコ

レクティブハウスとし、コレクティブハウス専用の共用スペースと一般賃貸居住者も利用

できる共用空間とを設け、また居住者にも地域にも魅力的なテナント照スペースの設置等

を提案している。コレクティブハウスゾーンの一括借上げの仕組みも検討に値する。底イ主

者および事業上のメリット、デメリットを検討する必要がある。

5)実験的プロジェクトによる著書業モデルの検証

明確な目的を持った実験的プロジェクトによる PD S (Plan-Do-See)が上記課題を解く

鍵である。
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おわりに

3年にわたる研究委員会の成果が、ょうやく報告書としてまとめることができた。コレク

ティブハウジング研究委員会は(財)住宅総合研究財団の創立 60周年を記念して立ち上げ

られた特別研究委員会のひとつである。報告書のまとめの時期が当初のすP定では報告書を

もとにして公開フォーラムを開催したいと考えていた持期になってしまったことを、まず

は反省しなければならない。

わが匿におけるコレクティブハウジング研究の歴史は、事例も少ないことからまだ歴史

が浅い。本研究委員会の巨的の一つ目は、コレクティブハウジングの生活価値や社会約価

値、空間計額および供給・運営方式等について現段階での知見そまとめることである。そ

のために、わが国で民間事業として本格的に取りくまれた居住者による自主運営のコレク

ティブハウス第一号といわれる事伊Ufこ標して、既往研究も踏まえさらに多角的視点での実

態調査を行い、また、先量産格であるスワェーデンのコレクティブハヴジングの現状に学ん

だ。目的の二つ白 l士、既存住宅ストックの活ffl・手写生事業に椋応しいハウジングタイプと

して、計画にあたっての条件設定の道筋や事業収支計簡を含んだ、設計提案を、実現化への

ステップとしてモデル提示することであった。

上記の目的を遂行するために、委員会は、 1年目は住居計画系と設計系でスタートし、 2

年目には環境計画系、 3年目には:事業計画系が加わり、住総研内部委員を含めインターイン

スティテュートの研究者で組織された。そして各火学の大学院生が務査研究協力者として

加わり、成果の一部は修士論文や建築学会大会学術講演として活用された。委員会は通算

23回行われ、各自とも大学院生も参加し各分聖子治ミらの進捗状況の報告や意見交換で 3時間

を越す委員会となったことも多い。

なお、 1年密 iこ開催したコレクティブ、ハウジングフォーラムの記録を資料として添付した。

委員会を通して得た多くの情報や務査結果が十分本論の中で消化できているとはいえない

が、本報告書が今後のコレクティブハウジング研究の進化への土台となり、また、住宅ス

トック活fflに生かされる道しるべとfよれば幸いである。
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(財)住宅総合研究財団

コレクティブハウジング研究委員会

委 員 長 小 谷 部 育子





資料

コレクティブハウジングフォーラム詑録 (200610.28) 





園車， 1毘コレウティブハウジングフォーラム

事文化社会におけるコレウティブハウジングの暮らし・住まい・まち

0大橋(司会・潟北短期大学) 本日はお忙しい中、大

勢の方にご参加いただきましでありがとうございました。

私から今日のフォーラムを会習したコレクティブハウ

ジング研究委員会について簡単にど説明したいと患いま

す。主催者である住宅総合研究財団 60周年に向けてのプ

ロジェクトの 1つで、 3年隠の特別課題研究委員会の 1つ

です。この委員会の民的は、コレクティプハウジングにお

けるライブスタイノレの悩鑑を検証しながら、?l!潟モデノレ、

事業モデ〉レを考えていこうというもので、この4月から進

めております。そこで今日は第 1回のフォーラムを開催し、

多くの皆様方と一緒に今日のテ-7である「多文化社会に

おけるコレクティブハウジングの暮らし・伎まい・まちJ

というテーマについてお話をしていきたいと考えており

ます。このテー?の主題、コレクティブハウスの概絡およ

びパネラーの紹介を小谷部委員長からお話し、ただきたい

と思います。よろしくお願いします。

留さE滋解説

。小谷部委員養 (B本女子大学) 皆さんこんにちは。

今告のパネノレディスカッションのコ}ディネーターも務

めさせていただきますが、まず私から本日のテーマの主題

解説をさせていただきます。改めてコレクティブハウジン

グとは何かということです。もう 1つの、あるいは第3の

住宅、居住形態と位霞づけることができます。 nnち、いわ

ゆる一戸建住宅、それからワンノレームから nLDKと言わ

れる住戸が平面的、立体的に集合化され、通路あるいはホ

ーノレだとか、あるいは集会袋、庭なども含めてパブリック

スペースと言われる共有スペースが組み込まれた、いわゆ

る集合住宅です。これは建築基準法上では、共河住宅と言

いますが、一戸惑か集合住宅かという、それに対してこコレ

クティブハウジングというのは、コンパクトでも完備した

複数の住戸が集まって、コモンルーム、コモンハウスなど

と言われる共用の生活空間が組み込まれた住宅の形であ

り、そこでは居住者がライフスタイノレとして生活の合理化、

また豊かなコミュニティづくり、そういうものを宮指した

居住様式と言うことができます。そういう意味で第3の居

住形態、あるいは住宅類裂というように位霞づけることが

できます。

高度情報社会と言われますが、生活の俗人化がますます
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隠にち‘ 2006年 10月28日

主催:(獄)住宅総合研究財殴

企蕗:コレウ子イブハウジング調査研究委員会

進む現代の社会状況の中で、多様なライフスタイルが小規

模化、多様化した家族のライフステ}ジを包み込み、そし

て次世代が育つ持続可絡な住まい・まちをどうつく型、育

てていくか。これがし、まの私たちの課題だと恩います。

少子高齢社会、そして非常に早いスピードで進む情報化

社会、この年代の若者、高齢者まで、それぞれの年代も異

文化状篠だ。あるいは男役も女性も異文化だ。そして隣人

も異文化、人と自然の弱係も異文化だというふうに認識を

してみると、まさにそういう異文化の共生、異文化共生、

そういうものの認識が必要なのではないかと患います。コ

レクティブハウジングの理念、暮らし方、住まいの形はこ

ういう多文化社会における{主主い・まちづくりの つの回

答ではないかと思っております。このフォーラムはコレク

ティブハウジングのこういう現代的な状況における錨値、

それを皆さんと共有し、確認し、今後の取組みの方向性を

見出していけたら良いと思っております。

そこで今日は、コレクティブハウジングの先進国、スウ

広ーデンから日本に高齢社会におけるハウジング研究を

目的に来られたおこ;入、シェスティン・シェーネッケノレさ

んとインゲラ・ブロンベリさんをお迎えいたしました。お

二人ともストックホノレム王立工科大学の建築学科の出身

で、設計事務所で実務等を経験して、それぞれハウジング

研究、あるいは公的住宅開発供給に携わってきた方々です。

そしてお二人とも 1970年代の末からコレクティブハウジ

ングの推進活動を始め、後ほどご紹介があると思いますが

BiGというグノレ…プの主婆メンパーであり、彼らが提鳴し

た BiGモデノレというのは、ヨーロッパだけではなく日本

でも北米でも現代的コレクテイブハウジングの主流とな

っています。英語圏ではコウハウジングというような言わ

れ方もしておりますが、基本的には、!荷じものと捉えてお

ります。

私自身のことになりますが、コレクティプハウジングの

研究、推進活動に関わるようになったのは、 18年前、ま

さに今日おでになってくださっているシェスティンとの

出会い、BiGグループとの出会いから始まったということ

です。これから北欧における、スウェーデンを中心にした

コレクティブハウジングの現状と展望についてお話いた

だきますが、その前に私から今日のパネノレディスカッショ

ンのゲストをご紹介します。まず小熔晴治dんです。小畑



さんl土いまの都市再生機構、昔の住宅公[jjs寺代から公的な

住宅の隣発、供給研究に携わってこられ、現在、器本際発

構想、研究所にいらっしゃいます。次は坂元良江さんです。

いま日本で私たちが本格的なコレクティブハウジングの

第1号と言っているかんかん森の居住者であり、テレピの

プロデューサーとして、ジャーナリストとして活醸してい

らっしゃる方です。次が小泉雅生さんです。現在首都大学

東京の劾教授、小泉アトリエの主宰者です。建築家の立場

から今日はお話を伺うことになっております。それでは第

I部に話を進めたいと思います。

講演

「窓飲におけるコレウ苧ィブハウジングの玉県状と展鑓J

醸コレウチィブハウジングの震史

Oシヱスティン(コレウ子ィヅハウス居住者.BiG) 本

日はありがとうございます。私はスウェーデンの建築家の

シェスティン・シェーネッケノレ、隣の方がインゲラ・ブロ

ンベヲさんです。今日はスウェーデンのコレクティブ、ハウ

スの背景、現状、今後の見通しの研究結巣をお話したいと

患います。コレクティブハウスの簡単な燈史からお話した

いと思います。Alterna担veliving (1800-2000)とし、う

表(図 1)は、コレクティプハウジングの考え方は、 19

t佐紀初めのロパート・才一ウェンやシヤノレノレ・フーリエな

と守のユートピア社会主義思想、に影響された考え方が原点

だということを示しています。その Iつの建築として、あ

るいは口ミュニティとしてリアライズされたのが、ファミ

リーステーノレ (Familistere)(図 2)です。これは北フラ

ンスのギース (Guise)にありますが、ゴダンという鋳物

工場の工場主で、工場に合わせて、鋳物工場で鋤く労働者

のために、住腸だけでなく学校や劇場、パン慮、レストラ

ンなど、いわゆる労働者のための総合的な居住環境を提供

したのです。それが 1960年まで機能していたわけです。

上に 3つの中庭裂の建物が居住部分で、下のほうが学校や

レストランなどです。農{主部分i士、各家にはキッチンがな

く、共同でパン還やレストランがあります。今は学校とし

て再建されています。

幽サービスモデルのコレウ子ィブハウジング

。インゲラ(スウェーデン雷立工科大学・ BiG) この

アイディアはその当時のユートピア社会主義窓、想によっ

てもたらされました。サーピスを外から買うということで、

レストランが地下にあって、毎日の食事はそこでとり、育

児やi'9i;濃などもすべてサービスとして襲うという方式を

とっていました。ここの特徴は、子どものいる家族でも、

夫も妻も働くことができるというところにあります。た

一家庭の子どもであるというよりは、全体の中で多く買

どもたちと一緒にいられるというところです。

これは、スウェーテ事ンで初めて形になった 1935年に

てられたコレクティブ、ハウスです(隠 3)，1階は、し

トランや入口、玄関などの機能を持っています。それそ

の住宅でかなり小さなものです。キッチンのエリアiこに

さなリフトが付いていて、それは直接地下のレストラン

つながっています。もし家族が下まで行って、一緒にし

トランで食事をとりたくなければ、ここで下から食事在

って、家族だけで食べることができます。ここの住人1

ジャーナリストや学校の教邸、学者などの人たちでし

持が縫っにつれて、たくさん子どもが生まれ、ここの自

は大変小さかったので、出ざるを得ませんでした。

醸現代的コレウティブハウジングへの転換

へッセノレビーファミリーホテノレはエンキス

( OlleEngkvist)によってストックホノレムに建てられま

た(殴4)。これは 1956年に建てられましたが、エL

ストは少なくとも 4っか5つの口レクティプハウス在

トックホノレムに建てました。そのうちの 1つは、熟年α

たちゃ働く女性の人たちのために食事サーピスが付し

ものでした。この住農の中にはデイケアセンターなど、

かの施設もたくさんありました。レセプション施設とし

て、いろいろなものを受け取ったり、または送りおし士

する設備をもった施設や地域の中には 328戸の住宅ι

めのお1苫もありました。

しかし、 1976年に所有会役は、サーピスを止めてL

い、多くの人は出ていったのですが、それに反対して長

間最後まで闘いを続けた人たちがいました。終った後lご

さなパーティをやろうと恩っていました。長い話し合し

末に、結局所有会社が鍵を渡してくれたのです。最初、

らはケータリングを使おうと怠ったのですが、最後にじ

分たちで作るというところまでいきました。

これがスウェーデンでの最初の一緒に食事を作って

へるという形のはじまりです。特にお話したいのは、ご

システムがまだここではそのまま続いており、最初のタ

ニングやキッチンは使うことはできませんが、ほかの闘

でそれを干すっているということです(5)5)。

圃Stolplyc総η

これはかなり大きなプロジェクトですが、ストリプリ

カン (StoI p I yckan) というストックホノレムの雨のほう

あった 184戸のコレクティブハウスです(図 6)。こ立

物は自治体と独立した別の活動グループとが一緒に右
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て造ったものです。これは平箇的にもかなり広が哲をもっ

ているのですが、中はE星稜が付いた廊下で全部つながって

います。この建物はもちろん食堂やキッチンをもっていま

すが、この食堂やキッチンは昼間はプロの人たちが使って

おり、そこで供されるランチは年輩の人たちゃ保育繍の子

どもたちのために供されます。夜や土纏日・日曜日の週末

l土、同じ施設を使って、ここに住んでいる住民が8分たち

の食事を作ることができます。

開新しい活住運動-BiGグループ

0インゲラ いままではかなり大きなプロジェクトの

へッセルビーやストリプリッカンの話をしましたが、これ

で新しい考え方の流れができていき、そこでシェスティン

や私が所属するグループ (BiG)がそのアイディアを発展

させていきました。最初のミーティングに集まった人たち

は女性の建築家でした。どのような家を建てるべきか、ま

たどのようなことに興味があるかなどについて話し合い

ました。そのときにまた会いましようということになり、

2遊間後に集まったのですが、 4人しか集まりませんでし

た。集まったメンバーは建築家やジャーナリストだったの

ですが、そのときは主主築についての問題を話すというよ 9

は、私たちはどのように自由に住んでいったらいいかとい

うようなことを話し合いました。

このグループは 10人の女性たちた、ったのですが、どの

ように住んだらいいかということについては、皆同じよう

な考えを持っていました。子どものいる人もいたし、子ど

ものいない人もいましたけれど、皆が考えたのは同じこと

で、それぞれがプライバシーを保てるドアで閉められる

~IJ々の部還を持つこと。建物の中に共用で使えるキッチン、

ダイニングなどがあり、週のうち何日ということは決めま

せんでしたが、一緒に食事ができるということを考えてい

ました。私たちは大体 20~50 戸の規模の伎戸が理想的で

あると怒っていました。家というものは大変高儲なもので

すが、それぞれの家から、大体8%から 10%ぐらいを減

らして、それを 1つにまとめてコモンの部分にするという

アイディアでした。大体 15%をぬ戸の家が供出すると、

それによってダイニングや台所、それからゲストハウス、

サウナなどが造り出されると計算しました。大体 10%ず

つ供出していけば、 40戸あればもっと広い土地が計算で

きます。単に広さだけではなくて、さまざまな設備も一緒

に使うことができます。今ほどではないですが、こ2ンピュ

}ターなど、そのほかの機械類なども一緒に使えるという

ことです。例えば2つミシンがあれば、どんなに有用だっ

たでしょう(留 7)。

私たちの夢は私たち自身の家を建てるということです
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が、実際l士、それは実現していません。しかしながらその

ときのメンバーたちが、講義をしたり、本に書いたり、メ

ディアに話したりとさまさfまな方法でこのアイディアを

広げていきました。全部でスウェーデンには 48の1 レク

ティブハウスがあります。ストックホノレムも現在 19のコ

レクティプハウジングがありますが、少なくともあと 1つ

は建築中です。これらのすべてのコレクティプハウスを私

たちは訪需しました。一緒に食事を食べるゲストとして訪

問しましたが、大変良い経験をしました。ここに住んでい

る人たちに諮を酪くと、大体その半分の人たちが、私たち

の BiGの提案を闘いたり、本を談んだ号して、そのアイ

ディアをもらったということですが、あとの半分は全く私

たちの提案を知らなかったということです。これから考え

ても、私たちの考え方は非常にどこにでもある共通した考

え方だということがわかります(図 8)。

組スウェーヂンの小さな規模のコレヴチィブハウス

。シェス子イン これからスウェーデンの小さな規模

のコレクティブハウスについてお話したいと患います。重

要な点は、これらのコレクティブハウスが公共の住宅公社

によって建てられたということです。私自身その当持、ソ

ウブというやはり公共の住宅会社に勤めていたのですが、

後らにこれらの思想、コレクティブハウスの考え方を広め

ていこうとしました。大事なことは、これらの人たちにこ

の考え方を広めていくことであり、そして住宅会社に、こ

ういうことが実現すれば、テナント、借家人が出てくると

いうことを知らせることです。

瞳Stacken

。インゲラ スタッケン (Stacken)はスウェーデンの

イェーテボリ (G批~borg) の郊外もあるコレクティブハ

ウスです(@9)0 Stackenというのは「主義の丘j とし、う

意味です。イェーテボリは、その当特あまり人気のある場

所ではなかったのですが、それでもこのコレクティブハウ

スにコレクティブ人というのでしょうか、移って来たいと

いう要望がありました。

組Fiolen

0シヱスティン ノレンド (Lund) にあるバイオリン

(Fiolen)は全く新しく建てられたコレクティブ、ハウスな

のですが、低層で、ご覧になってわかるように、かわいい

形をしています(図 10)。下のほうはかわいいダイニング

エリアです。スウェーデンのコレクティブハウスの大事な

点は、中側ですべてがつながっているということです。日

当りがとてもいいのがご覧になれると思います。



圃Fardknilppen

0シヱス子イン ブエノレドクネッベン (Fardknappen)

は新しいコレクティブハウスですが、どちらかと雷うと年

輩の方、 40歳以上の方に向けたものです(図 11)。

このような良質なコレクティブハウスの難点は、あまり

にも質がよすぎて、子どもがたくさん生まれすぎてしまっ

て、最終的にはみんなそういう人たちは引っ越さざるを得

なくなってしまうということです。子どもたちが独占して

しまうような形にもなってしまうのですが、それでもある

人たちはここに住むことをE富んで、ワークショップを作っ

たりして暮らしています。

ブエノレドクネッベンは 40歳以上で子どもがいないとい

うことが条件だったのですが、それでも子どもたち、孫た

ちがどんどん遊びにやって来るので、子どもたちは住んで

いないけれども、子どもや係たちがいつも}寄りにいるとい

う状況です。このやに 43の住宅があり、現夜 53人が住

んでいます。鹿住者の平均年齢は 65 歳で、 40~97 歳まで

の人が住んでいるのですが、 40%以上は女性です。ここ

に住んでいない人たちもやって来て、一緒に食事を楽しん

でおります。コモンミーノレはいまだにいろいろな変遷を経

てはいますが、まだE重要な要素になっています(図 12)。

これが 1階の図面です(図 13)。日本の家ほどきれいで

はないですが、それでも十分です。

いちばん大事なことは、それぞれの場所に自由にアクセス

できることです。

劉デンマ-'7'オランダのコレウ子ィブハウジング

0インゲう ほかの題、特にデンマークとオランダについ

てお話します。この 2つの国では、 1970年代に大変強い

コレクティブハウジングの流れがありました。私たちが考

え始めた 2年ほど前のことです。まず、 2つほどデンマ}

クについてお話します。

欝Saetteda珊 en

最初に、デンマークの Sae抗eda四国enという所のお話

をします。このアイデアi土、建築家やジャーナリストが

1960年代に始めたものです。グノレープを作ったのは友だ

ち同士だったのですが、実際に彼らは土地を貿いました。

コベンハーゲンの真ん中ではなく、少し外側の所でした。

スウェーデンとの大きな違いは、建物がすべて低層だとい

うことです。大体2階建ぐらいで、それぞれの家から隣の

家に行くこともできるし、コモンエリアに行くこともでき

る構造になっています。

形態は、半分ぐらいが持ち家と賃貸の所有権が混ざ切合

ったものになっています。布下にあるのがコモンエリア〈

プランですが、ダイニングpのエリア、キッチンはそんなi

大きくないのですが、使うには十分良い大きさです(E

14， 15)。私たちは数沼にわたってここを尋ねていますが

訪問するたびに少しずつ違っていっています。建物は 2'

に分けられたりもしているのですが、考え方は常に変わー

ていません。

1960年代に 1つの記事が出ました。それは「子どもi

100パーセント殺のものかj という題の記事でした。デ:

7-クでは、子どもを持つことに非常に一生懸命で、ス f

ェーデンではそのゴーノレを果たすことができているの

すが、デンマ}クではそれが 1つの沼擦となっていまし1

闘闘unksogard

もう 1つ、これは比較約新しいものです(殴 16)。ご1

になってわかりますが、真ん中に非常に大きなブア」梢

(農家)があります。それを閤んで5つのグループの集t

住宅があります。ブアームハウスは、さまざまな共同のf

動に使われています。高齢者対象、若者、持ち家、賃貸

コーポラティブの5つのピレッジから成り立っています

コモンのブア}ムハウスは太陽熱を利用する濠根にな，

ています。問じように、共伺で牛も飼っています。コモ:

カウといいます(閣 17 18)。

箇オランダの事例

Het Groene Dak、開iIhelmina Gasthuis 

次は、オランダのユトレヒト (Utrecht)にあるもの"

すが、パヲエーションが非常に多く、さまざまなものがj

るので、是非ここに見に行くことをお勧めします。日を

Groene Dakは緑の屋根という意味で、環境共生型のユ

レヒトの近くにある共営住宅です。オランダでは、非常i

エコロジカノレな考え方で造られているものが多くあり E

す(図 19)。

次にJ!ていただくのは、WilhelminaGasthuisというつ

ムステノレダムにある住宅です(図 20)。これは、もうほJ

んど機能しなくなった古い病院を修復して使っている 1

のですが、小さなアパートから大きなアパートまでさまE

まな違ったタイプの住宅があり、見に行くと非常に興味Z

いものです。

豊富アメリカ a カナダのコレクティブハウジング

0シヱス宇ィン アメリカ・カナダでもコレクティブノ

ウスは普及しているのですが、アメリカでは「コウハウt

ング (Cohous血g)Jと呼ばれております。アメリカにt

現在 150以上のコウハウジングがあるのですが、それ4
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れか WEBサイトにいいものを開いているので、それで見

ることができます。

幽コレウチィブハウジングの考え方

。シヱスティン もう一度スウエ}デンの:事例に戻る

のですが、結論としてコレクティブハウジングの組織とい

うのはどういうものかをお言苦します。良質のコレクティブ

ハウジングをつくることも当然ですが、鰭々の人たちの熊

題も話し合わなければいけません。興味を持つ人たちを増

やしていく、そういう影響を与えていくことも大事なこと

です。住宅会社があまり興味を示さないことも大きな問題

なのですが、コレクティブハウジングで生まれた人たちが

また新しいグループを作っていくことも、とても大事なこ

とです。

私たちのグノレープ BiGは、最初6人で始ま号、 10入に

なり、いまは6人になっていますがまだ続いております。

ヨーロッパ中、時には日本も訪問して、こコレクティブハウ

ジングlこ関する研究を続けております。

最後に重要な点、ですが、建築する前lこ住む予定の人がい

ろいろな検言守をし、どのように暮らしていきたいかを話し

合うこと、みんなで使うコそンキッチンのデザイン、住ん

でいる人間として、我々がすべてを取り仕切っていくこと

が大事です。そうすれば、その土地のオーナーが私たちの

ことを信用し、私たちの考えを尊議し、計画が進んでいく

わけです。とりわけ建築家や実際に建築をする人たちが私

たちのコレクティブハウジングの考え方を十分に理解し、

この考え方に敬意を払ってくれることがとても大事です。

く質疑応答〉

艶子どもが育つ環境としてのコレヴ子ィブハウジング

O大橋 それでは、質疑応答に入ります。

0"ェンキンス(臼本赤十字看畿大学) お話の中で、

コレクティブハウスに入る若いカップノレに赤ちゃんが生

まれすぎているということを「問題点Jとして指摘されま

したが、その背景にある婆悶やまた、なぜ、それが朔題と

して意識されるかをもう少し具体的に説明して頂きたい。

Oインゲラ 今のご質隠の一部分についてはお答えで

きるかと思います。コレクティブハウジングという環境に

は、多く子どもがいるということで、それを克て子どもを

つくるということになるのですが、大きな住戸にはすでに

住んでいる人がいて、密分たちはそこに移ることができな

いので、出ていかざるを得なくなる状況が起こります。

0シヱスチィン 子どもたちは、多くの子どもたちと一

緒に育つ環境がとても好きなのです。親たちも、クッキン

グなどの時聞ができとても良いのですが、ただ、大家はあ
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まり大きな住戸を建てるのを好まないようです。スウェー

デンでは、 5昔話屋とキッチンがついたフラットアパートは

めったになく、ほとんどがベッドルーム 3つでキッチン付

きです。しかし、子どもたちが 10代になると、自分たち

の部震がほしいと含い出します。

組今後の隠本のコレクティブハウジングについて

0首藤(都市再生機構) 2つほど質問したいと患いま

す。 1つは、日本の場合、集合住宅は単に集まって住んで

いる状況があるのですが、コレクテイブ、ハウジングでは、

集まって住むことの利点を最大限に活かそうと努力して

いると患います。そのための条件に何が必要なのかは、結

論からも言われていると患うのですが、我々に 1っか2つ

アドバイスをいただきたいのです。

もう 1つは、住宅を経営する観点から、日本の場合は公

的住宅ではどうしても居住者を管理してしまう側面があ

るのですが、デ、ンマークやスウェーデンのような北欲の湯

合は、地滅に密着した住宅の運営をしていると思うのです。

その点を、居住者と住宅を所有している人たちの関係につ

いて、どのような関係かを教えていただければと患います。

O大橋 今のお話は、パネノレディスカッションで話し合

われると思いますので、簡単にお答えいただきたいと思い

ます。

。インゲラ まず最初の質問iこ対するお答えなのです

が、一緒lこ住むという感覚を育てていくのは、共に{可かを

することを通してやっていかなければいけないだろうと

いうことです。ただおしゃべりをするだけではなく、共河

に責任感を持ってfiilか作業をやっていくことにより、コレ

クティプハウジングに一緒に住むという感覚が育ってい

くのではないか。付け加えると、これがすべての人に向い

ているわけではないのでが、本当にそれをやりたい人を励

まし推進していくことで、と2レクティブハウスができてい

くということです。

。シヱス宇ィン まず知らせること。とにかく知らせて、

知らせて、知らせることが大事であるということです。テ

レピやラジオなどいろいろなメディアを使って、人々に知

らせていくことがし、ちばん大事なことではないかと思い

ます。

0インゲラ 所有者と住み手との擦係についてですが、

いちばん大事なことは、それを供給する側がコレクティブ

ハウスに輿味を持ってくれなければいけないということ

です。スウェーデンには住宅供給公社のコレクティプハウ

スがありますが、その 1つが先ほどお話したブエノレドクネ

ツベンですo 療問中の原貝1]1士、とにかく興味を持ってやっ

てくれるということがあります。



I第E部]r13本におけるコレクティブハウジングの可能性と課題j

0小谷部 B本でも f本格的な」といわれるコレクテイ

ブPハウジングが 2003年に、東京の日募集に実現しており

ます。後半のパネノレデ‘イスカッションは、「日本における

コレクティブハウジングの可能性と課題jというテーマで

すが、最初に坂元さんから、居住者の立場から、どのよう

なコレクティブハウスなのかを紹介してもらいます。民間

コレクティブハウスかんかん森の暮らしと住まい

坂元良tt(かんかん森鹿住者)

掴コレウティブハウジングとの出会い

仕事l士、テレヒ守のプ口デューサーをやっています。私が

コレクティブハウスに出会ったのは、 16、17年前に、小

谷部さんを含む、数人の女性グループがスウェーデンに行

って、コレクティブハウスの取材をして帰ってきた、その

レポ}トを小冊子で読みました。そこに fあなたにこの指

とまってほししリと書いてありました。私は、これだと思

いまして、その指にとまって、調査研究グループとか、居

住者のグループとか、 NPOの立上げに参加するというこ

とで、コレクティプハウスひと筋にやってきました。

ただ、それを見たときに、本当に密分がコレクテイブハ

ウスに住めるとはあまり確信していませんでした。ですか

ら、架空の設計図を見ながら、こんな所で展深される夢の

ようなストーリーを頭の中に想像しておりましたが、結局、

コレクティブハウスに住めることになったわけで=す。私は

居住者の立場ですので、民跨の居住者参加で造り上げたコ

レクティブハウスがどのようなものであるかということ

を、暮らしている立場から説明していきます。

蟻コレウティブハウスかんかん森の概婆

JRの日暮塁車問から歩いて 15分ぐらいの所です。日比

谷線の三ノ輪釈からも同じぐらいで行けます。 15分歩く

というのは、最初l土不便かと思ったのですが、いまは運動

にもなって非常にいいと思っています(図 1)。

12階建ての大きな日暮里コミュニティという建物は高

齢者施設を運営している民間の事業者である生活科学運

営が造ったものです。上のほうは、元気な高齢者のための

利用権分譲のマンションと有料考人ホームです。 1階に保

育関と、在宅介護のためのクリニックと、それから上の高

の事業ですけれども、賃貸のコレクティフーハウスです。

を伺いながら、そこの居住者の暮らしにとって、どんな

鑑を持った住宅なのか、一体どのようにその価値は生み

されているのか、そしてどのような課題があるのか、そ

なことを考えながら認を潤いていただきたいと患います

齢者住宅のカが使うレストランがあり、かんかん森の居

者もお金を払えば使うことができるようになっていま寸

ここの 2階と 3階の部分が、 fコレクティプハウスかん

ん森j です(額 2)。

プラン(図呂、図4)は、ひと目見て非常によくわか

と思いますが、私たちはスウェ…デ、ンのコレクティプハ

スからたくさんのことを学んだこともあり、とてもよく

ています。コそンダイニングノレ…ム・コモンリピング・

伺のトイレ・木エテラスなどがあり、コモンランドリー

は、ミシンやアイロンがあり、菜騒テラスでEはせっせと

菜を作ったりしています。菜磁テラスは、建築の段際か4

E重たい土を入れることができるように造られました。ノレ

フテラスは、今年になってやっと助成金を得て、ウッド

ッキと芝生音入れたり、花畑にしたりして、いい空間に

年がかりで作り上げました。

3階には、みんなでシェアして使っている倉庫・共詞

オフィスがあります。ここは私たち居住者組合「森の揮

というオフィスになっています。個人が使うときにも、

用代金を 5円とか 10円を入れれば、コピーをしたり、

ンヒ。ューターを使ったりすることもできるようになっ

います。 3年がかりでゲストノレームも完成しました。

置かんかん森の包常嵐策

私たちの生活の中心のコモンダイニングノレームには

40の椅子と、 5つの子ども椅子があって、大体 40人が

緒にご飯を食べることができます(図的。お客様がい

しても、せいぜい 30人、日常生活の中では 18人とか:

人ぐらいの人たちがここに集まってご飯を食べています

もちろん、ここはご飯を食べる所というだけではなくて

いろいろなことに使われています。

コモンミーノレはセノレブサービスで、取ったものを、好

な所へ行って座って食べます(閲 6-針。
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かんかん森がスタートしたときに、子どもは2歳半の男

の子 I人だけしかいませんでした。大勢の大人の中に、 2

歳半の子どもがたった 1人だったのですが、いまは子ども

が5人に増えました。今年の暮れには、もう l人生まれる

ことになっています。

私たちのコモンキッチンはフェノレドクネッベンほどは

大きくないのですけれども、かなり大きな調理台がありま

す。業務用の務理器であるコンピオーブンもあり、 1自に

70切れぐらいの潟でも魚でも焼くことができる優れ物で

す。これも、スウェーデンのコレクティブハウスを見学に

行って、これを入れようということで入れました。 2年ぐ

らい経ってやっと業務用の大きな冷蔵庫を去年入れまし

た。また、 90秒でIDlが洗える食器洗機も備えています(図

9)。

ある日のコモンミーノレの調理当番の風景です(翻 10)。

みんな自分の都合のいい呂を入れてし、くのですが、たまた

まこの日は 60代の男性3人が当番になり、なかなかおい

しし可』ボ豆腐ができました。

Fピングコーナーです(図 11)。お気づきかと思います

が、ブエノレドクネッベンのソファと碍じ色です。ここは、

居住者隠士がお茶を飲んだり、家族が訪ねてきたり、友達

が訪ねてきたときも、ここでお茶をしたり、おしゃべりを

したりするスペースです。

3年かかってゲストノレームもできました。この床は最近、

自分たちでコルクタイノレを張りました。この机も、板を買

ってきて、自分たちで柿渋を塗って作りました。ここは、

和議にするとき、コタツがいいとかいろいろな意見がいっ

ぱいあって、なかなか決まらなくて、意見がまとまって完

成するには3年の年月が必要でした。とにかく、みんなょ

くしゃべる人たちで、自分の意見があるものですから、な

かなか 1つにまとまりませんでした(隠 12)。

麟様々に使われるコモンダイニング

コそンダイニングノレームというのは、コモンミーノレを食

べるだけではなくて、いろいろなふうに使われています。

今年の春には研究発表会を開催しました。かんかん森は、

取材もたくさんありますけれども、研究者も大勢いらして

ドクターの論文、もちろんかんかん森だけではないですけ

れども、こういうことをテーマにドクター論文を書いた棲

井典子さんとか、修士論文を書いた人とか、学部の論文を

書いた人とか、いろいろな人たちが自分の出来上がった論

文を持ってきて、ここで研究発表会をしてくれました(函

13)。

居住者ーの結婚式も行いました。イギリス人と日本人のカ

ップノレなのですが、かんかん森で結婚式をやりました。居
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住者の 1人が祝訟を挙げて、居住者の 1人が仲介入になっ

て結婚式を行いました(図 14)。

ちょっと前後しますけれども、古いヲサイクノレの待を鋳

っています。インテリアグノレープの人たちが探してきて、

ここにタベストヲーとして餓りました。

園かんかん森の全てが分かる掲示板

インフオメーションはすべてここに掲示することにな

っています。引っ越しをすることになった人のパーティを

やったり、食材のストックはいま何がありますよとか、婦

除グノレープの掃除当番表があります。この奥のほうはコモ

ンミ}ノレの当番、何日の何曜日は誰と設というようなこと

の名札やメニューと予約表などが貼ってあります。 1S 1 

凶ここを見ないと、イ可がどう動いているかわからないです。

また、スウェーデンからお客様がいらっしゃるということ

で、ヘイとかタックというのをここに著書いておいて、いら

っしゃるまでユに覚えておけというふうに誰かが鮎りまし

た{図 15)。

畿 3罵年記念

私たちは、つい最近3潤年記念を迎えることができまし

た。そのときに、大勢の方たちが来てくださったのですが、

そのときの催し物の Iつで「かんかん森いろはカルタ」を

作りました。かんかん森の暮らしの中で起こったことを、

いろはカノレタにして、居住者が絵を撒いて、みんなでこれ

を拾ったりして楽しみました(図 16)。

かんかん森が出来上がってから 3年4カ月ですけれど

も、その前に 2年ぐらいの聞があるわけで、その問にかか

わったいろいろな立場から、事業主の生活科学i軍常の方た

ち、 NPOコレクティブハウジング社の方たち、もちろん

居住者やそれ以外に大勢のサポートメンパーの人たちが、

ほとんど全員欠けることなくみんな参加して祝ってくれ

ました。私たちにとっては大変うれしかったのです(図

17)。

圃かんかん森からアジアへ

1っとてもうれしかったことをお知らせします。 1年半

ぐらい前に、社会学者の上野千鶴子さんが、韓国の女性グ

ノレーブを連れてかんかん森に見学にいらっしゃいました。

ジャーナリストだとか、光女性大阪とかすごい方もいらっ

しゃったらしいのですが、その 14人の方たちが、コレク

ティブハワスをいたく気に入って、韓国iこもコレクティブ

ハウスをつくろうということになったそうです。それから

も、彼女は3回ぐらいかんかん森を訪ねてきて、私たちと

いろいろ情報交換をしています。それで、同じ事業主の生



活科学運営が、韓国でコレクティブハウスをつくるという

動きがあるそうです。

私たちが、たくさんのことをスウェーデンから学んで、

日本でコレクティブハウスが出来たみたいに、今度はアジ

アの人たちが、私たち日本のコレクティブハウスをいろい

ろ学んで、新しくコレクティブハウスが韓箆にもJ1;，がって

いく。 BiGの方たちがいちばん最初に積をまいてくれたこ

とがB本に伝わり、またアジアのほかの国にも伝わってい

く、そのことはとてもうれしいことです。

盤コレクティブハウスを自分たちで育てていく

私たちの暮らしも、そうそう何も問題がないわけではあ

りません。いろいろ毎日のようにたくさん議論をしたり、

たまには喧嘩をしたりとか、居住者ミーティングで深刻に

絡談をして解決ができたり、できなかったり、ゲストルー

ムを和議iこするか洋主主にするかなどというのは軽い訟で

す。言語併になって、もし自分がここの役割を担えなくなっ

たときにどうすればいいのか、ということが理由で引っ越

された方もいます。子育てのサポートをどのようにしてい

けるのだろうかとか、暮らしの中で毎日のように起こって

います。

理念だけに臨まっていたのでは暮らしは成り立ってい

かないということもあり、暮らしに即したコレクティブハ

ウスを自分たちでもって育てていくということをいちば

ん考えなければならないということです。暮らしをしてい

る居住者である私たちがいちばん考えなければならない

ことではなu、かと思っています。

圃かんかん森を体験した感想

0小谷部 ありがとうございました。日本のコレクティ

プハウスのかんかん森を見ていただきました。

いまの話の中にもありましたけれども、 2003年にかんか

ん森が出来ているのですが、その 1年前に、 fよし体験し

てみよう jということで、将来の縁住者何人かと、それか

らコーディネートをしたNPOのコレクティブハウジン

グ社の何人かが一緒にスウェーデンにコレクティブハウ

ス体験ツアーをしました。そのときに、シェスティンさん

とインゲラさんには、いろいろお話を伺いました。 2003

年にかんかん森が出来て、オ}プンしてすぐ後にシェステ

インさんはかんかん森を訪れています。

それで3年自の今回、またおいでになってウエノレカムパー

ティをここでやっていただきました。そして、さらにその

後もう司自インゲラさんもここのコモンミーノレを体験し

ていただきました。お2人から、日本のコレクティブハウ

スかんかん森を体験されて、その感想をお伺いしたいと思

います。

Oシェスティン とても美しいハウ1です。

0インゲラ 実際にかんかん森が出来る前から皆さ i

が集まって、日本スタイルのコレクティブハウスのアイ

イアを作り上げていったということに大変感銘を受け

した。とても大切なことは、日々の生活で起こってくる1

ろいろな問題と対決し続けて、新しいやり方を作り続け

ともかくそのまま歩き続けてください。

実際に 5本を訪問した最初の 1週間の潤lこ2窃かんj

ん森を訪ねさせていただきましたが、とにかくすぐに恋

するほど気に入ってしまいました。

私i士、ブエノレドクネッベンでコモンミ}ノレを作るのを

伝ったり iましているのですが、住んだことはないです。ー

た、たくさん子どもは来るのですが、住んではいませλ

かんかん森はとても生き生きしていて、デンマークで 4

年前に言われた、子どもたちに 100人の親方丸、たほう;

いいか、というのをそのまま体現していて、子どもたちi

40人の親がし、るということを実感しております。
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睡コ;<ント 1公的立場からコレウティブハウジングの飽

本での可能性

。小谷部委員長 次は小畑さんです。現主EI士、日本での

公的住宅開発供給にかかわってきた立場からコレクティ

ブハウジングの日本での可能性・課題についてお話をいた

だけると患います。

0小畑(財閥法人B本開発構想研究所) 私l士、日本住

宅公団に 35年間勤めました。名前が次々と変わって、去

年退役したときには「都市再生機構Jという、 4@]flに変

わった名前でした。小谷部先生には、総分いろいろ教えて

いただき、コレクテイブハウジングを導入しようという調

査研究を何度かやったことがあります。それで、 fもう研

究はたくさんだから本当につくってくださいねJと先生に

言われておりました。私が 2000年に千葉地域殺の計務部

長になって、ここでつくれると思い、部下と一緒にチャレ

ンジしました。そのときの計額も、生活科学運営さんとタ

イアップで、 $JiIにと患っていましたが、また人事異動の

ために状況が変わってしまいました。

ちょうどその頃は、都市再生機構へと再編の法案の審議

があり、プロジェクトも消えました。実現できず関係の

方々に、率 LiIRなかったと思う気持も混じりながら、イン

ゲラさん、シェステインさん、それから坂元さんのお話を

お聞きしていました。そして先週はかんかん森で口モンミ

}ノレもいただいてきたりして、やはワコレクティプはいい

なと思いました。いま日本の社会に必要なのはこれだ、と

確信した次第です。

いま私が所局している詞本開発構想研究所で、大所高所

から悶土計画や地域計闘をやってきた立場に多少反省の

気持ちもこめて、 3点ほど話をさせていただきます。 1つ

自は、現代社会と都市の話です。 2つ院は、宇土会構造が総

分変わってしまったということで、家族というものが希薄

化してきた認です。 3つ自は、これからのコミュニテイづ

くりに、コレクティブハウジングの考え方しかないのでは

という話です。

睡現代社会と都市

まず、現代社会と都市の話です。現代都市というのは巨

大化して、肥大化しております。その中で、子どもがどう

育っていくのだろうか、あるいは自分たちを含めて人がど

う社会生活して、最後に死をどう迎えたらいいのかという

問題に直援しているのかと思います。振り返ってみますと、

20世紀は都市化の時代であって、日本はそれを戦後の 50

年間ぐらいの閥、あるいは 30~40年の潤に国土が一気に

都市化してしまったのですが、ヨーロッパはもう少し時間

をかけて都市化したと言われています。都市イむと巨大シス
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テム、いろいろな産業システムも、社会システムも巨大化

し、とうとうグローパリゼーションまで来てしまったわけ

です。社会的な問題、経済的な問題が膨張していく時代で

もありました。

そうした中で個人とか俗人の尊厳が抑圧されてきたよ

うに怠われます。このような状況の中で、どうやって傭人

の大切なものを活かし、アイデンチィティやプライドを持

っていくのかということを考えなくてはならないわけで

すが、皆さんもそれぞれに考えておられるのだと患います。

そういうことから、私はコレクティブハウジングを害事錯し

たいと思っております。

現代文明はこうした区大なシステム一辺倒でやってき

たことに、世界中で反省の気持ちが起きているということ

です。

高度経済成長持代には、日本伎宅公団でも 1万戸ぐらい

ある高島平街地などを造りました。こういう巨大な団地を、

もっと郊外にもたくさん造ったということです(密 1)。

日本だけではなくて、 t世界が阿じように考えたのです。

コノレピジェの考えたアイディアがいい、というふうに過大

評価してしまって、プラジ担アやドイツにも郊外問地が数

多く建てられました。ノイエハイマートが建設したドイツ

の住宅も、取り壊されたワ減築された号しています。ノイ

エハイマ}トl士、日本住宅公E査が詰擦にしていた組織の一

つだったのですが、最後は 1マルクでパン獲に買われてし

まう組織になってしまいました。

もっと象徴的なのは皆さんもど存じの、アメリカのセン

トルイスの郊外にあったプノレーイット・アイゴーという団

地です。ミノル・ヤマザキが設計して供給しました。建て

て 20年もしないうちに、 20棟ほどを全部ダイナマイトで

爆破解体せざるを得なかった(関 2)。こういうことをや

ってきてしまったとしづ反省が、 1980年ぐらいまでに世

界中で反省が起きたということかと思います。

その反省の後どういうふうになったかということです。

私たちも圏一的なものを大農に造ったことが問題ではな

いかと考えました。例えば、もう少しデザインをよくし、

ライフスタイノレをきちんと考えて取り組めばよいのでは

ないかということで、ライブスタイノレ君主の提案という敢総

みも行われました。これも、いまから考えますと、やはり

商業主義と結び付いた考え方でした。いまのいろいろな磁

業、デパートなどで売っている物も、ライブスタイル提案

裂になっていて、こういう考え方を引き継いでいるのでは

ないかと思います。惑いことではないかもしれませんが。

それから、都市のほうもファッショナブノレになり、工場の

跡地だとか、港湾の跡地を大裂フロントにするということ

で、都市景観を大事にした凋発、ある意味ではいままでと



ーロッパでは潤題視されていましたし、日本でも一部の

ンテりは問題にしていたわけです。現代社会の裏側にあ

そういう課題を忘れて、日本が急lこ都市化し、ライブス

イノレ対応してきたことが本当によかったのかという話

す。

図1 騒随分変わった社会構造

国 3

は違った、都市や住宅が造られるようになってきたのです

けれども、実は穏れた問題があったということではなし、か

と思います。この隠、された問題のほうが、実は大変大事な

のです(図 3)。

盤希薄化してきた家族

次lこ、社会的構造が変わって、家族が希簿化したという

話です。「岸辺のアノレパム」とか「金曜日の妻の物語j と

いうのがはやった時期が 1980年ぐらいです。立派な家の、

美しい団地、美しいニュータウンに住んでいて、家族がす

っかり撤壊しているという話i土、三浦獲さんとか何人かの

方が書いています。郊外の計関された住宅地のいろいろな

問題が、そのころから起き始めていたのではないかという

ことにな哲ます。そういうことについて、日本人はちょっ

とうっかりしていたかのように窓われるのですが、ヨーロ

ッパのほうがもう少し阜く気付いていたということだと

患います。

個人が家族よりも大事だと考え始めたのです。女性の社

会進出ということから、 E甘い考えではいままでの核家族で

家を大切に守っていくことを、当然のように考えていたの

が、そうではなくなってきたのです。イプセンの小説など

もそうです。 20世紀の初めには、既にそういうことがヨ

もう 1つは家族の希薄化とも喜男係しますが、社会福祉

ステムがすっかり変わったということです。私たちは、

ずスウェーデンやデ、ンマークでコレクティブができて

っくりした記憶がありますが、社会福祉システムがほぼ

撲にできていた闘が、何故に自分たちのカで綴祉に変わ

ものをつくっていくのかと思いました。今はスウェーデ

でも凋じ状況だと濁きましたが、公共財政は逼迫してき

います。医療や福祉がますます高度化しています。そう

た中で、みんな平等に手厚くというわけにはし、かなくな

てきていますし、もし平等になされると非常に額一的な

のになるという問題が、家族務係を綾しているという話，

あります。

そうした問題の話と都市の話を結び付けた人がピ}

一・カノレソ}プだったのではないか、ということを最近f

見しました。アメジカでコウハウジングが普及している i

とも、このカノレソ}プたちがやっているニューアパニズー

と関係しているように思います。彼の指摘が非常に大事3

のは、アメリカンドリームの典型と設われる、郊外の戸1

て住宅、1，000nfの敷地に、300rr1ぐらいの建物が建って、

核家族が住んで、アメリカンドリームを実現していると}

っていた場所が、そうではないぞということを指議してL

ます。

ここで彼が者隠したのが、 1990年のアメリカは、単」

世帯が 30%、18歳未満の子どものいない世帯が 35%、3

りの3分の 1が 18歳未満の子どものいるt世帯で、その i

ちの 8.7%が1入親の世幣になっている点です。普通の4

家族というのが約4分の lしかいない。こうした状況で

郊外の、自動車交通を前提とした町ばかりでいいのだろ・

かと指檎をして、ニューアパニズムを唱えました。公共3

i車をもっと大事にして、歩いて募らせるコンパクトな町号

つくろう、ということを 1990年に提案したわけです。

この考え方を日本にE当てはめるとどうなるか。東京都6

状況で説明しますと、 2005年の国勢調査、これは速報日

で分析しているのですが、独り暮らしが 40%、18歳未読

の子どものいない家庭が 40%、残りわずか 20%しか 1

歳未満の子どもを含む世帯がいない。そのうち1.7%は]

人親だったということです。普通に核家族があるという主

況ではないわけです。全体を考えても 5分の 1しかなし
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(1韮i針。

いま、マンションがたくさん供給されています。ハウス

メーカーも展示場でモデノレを見せて大量に供給していま

す。間取りのほとんどが夫婦主主の寝室と子ども部震です。

子どもが、 18歳未満を想定したと思われるよ号な、ノj、さ

な物入れしかない、せいぜい 6 畏ぐらいの個室が 2~3 ~主

があるような住宅を供給しているわけです。

全国で見ても、先ほどのアメソカの状況よりもっと進ん

でいます。日本金閣でこうなのです。たった4分の 1しか

核家族、 18歳米満の子どもを含む家庭がない。括本が永

らく f少子高齢化、少子高齢化Jと呪文のように唱えてい

て、そう言っていれば事は片付くかと考えたのですけれど

も、実は大変なことになっていた。この子どものいる役帯

には、離婚してまた再婚された方もいらっしゃる。普通の

核家族がどれだけあるかはわからないのです。そうした多

様な家族の尊厳を認め合うという社会がないと、犯罪など

の悶題が解決できない。私i土、この問題が解決できるのは

3 レクティブしかないと恩います。 21世紀ならではの物

を綴ってほしいわけです。コレクティブは協働し、悩み、

共に育つ新しい家族をつくるということではないかと先

に結論を申し上げてしまいますが、もう少しだけお話しさ

せてください。

なぜこう申し上げているかというとですが、 1つは多摩

ニュータウンで 10年ほど官官に務室をして、老後は誰と一

緒に暮らしたいですかと際いたら、トップが「近所の人J

で、 2番目は f友人Jで、 3番容が「肉綴j という状況に

なっていました。「近所の入j というと、コレクティプで

はそれが完全に実現できているということだと思います。

組コレヴ子ィブ的なものを釘指す試み

コレクテイブ約なものを罰指す試みとしては、例えば

1982年頃に下町の形をもっと住宅に取り入れられないか

と挑戦しました。自然発生でうまくいくコミュニティがで

きないかということで造りました。「かんかん森j のある

ような場所柄にもiliい、江東区の木場という所に造りまし

た([gJ5 )。

ここを何度も訪ね、外殴の方もよくご案内しております

が、ごく自然発生約に、あちこちで自然に立話ができると

か、防犯約にも安全だとか、子どもが安全に遊ばせられる

という環境があって、昔のコミュニティのよさが再現でき

ていると患います。

40年経っている千葉の街地の例でも、自然発生約に助

け合いの会ができ、狼り暮らしのお年脊りたちに食事を提

供する会、というものが過に何回かボランティアの手でな

されています。これも、コレクティブの原形のようなもの

259 

全国(2005年)

東京特Z'II&部(2005生存)

函~

:!1;，"f.院議 :木場公開二好i主寄 l東京都江東区 l

かもしれません。ただ、こういうふうに自然発生でうまく

できて、かつボランティアの方々が活動しているE草地ばか

りではありません。心配になるのは、そうでない所で、 ー

体どうやって団地で独り暮らしの老人が生活するのかと

いうことで、独り暮らしの高齢者が孤独死をする、死後何

日かして発見されるというのが、全国の公団住宅で年間

500人、都営住宅でも年間 500人も跨ると報道されていま

す。

こういう問題は、コレクティブハウスでは絶対にあり得

ないです。子どもがいじめられる、家庭内暴力事件、子ど

もをネグレクトするといった事件が毎日のように新鶴を

賑わせていますが、コレクティプハウジングでそういうこ



とはあり得ないということは、この痛のかんかん森の見学

や、本自のインゲラさん、シェスティンさんのスライドを

たくさん免せていただいて、改めて実感しました。こうし

た取り組みを悶策に取哲入れるということが、実はプラン

ス、イギリスで始まっています。 R本もそういうことを悶

策レベノレでやらなければいけないのではないかと患いま

す。押しつけではよくないと患いますが、コレクティプの

考え方でうまくいっている所を核にして、見倣いながら社

会を変えていかないと大変なことになる、というのが私の

いまの実感です。

盤コーポラ苧ィブ住宅からもう一歩踏み込んで

コーポラテイブ住宅というのも、日本住宅公Ellで 1，500

戸ほどやりました。八王子にあるこのコーポラティブに私

の綴戚の者も住んでおりますが、苦労しながら一緒に造っ

たということで、非常にいいコミュニティも築かれていま

す。入居者が何らかの事情で引っ越した後がなかなか埋ま

らないという際題があるようです。

一緒に造るというだけでは不十分です。一緒に問題を解

決して、何か難しいことを四緒に手伝うということが、コ

レクティブとコーポラティブの決定的な違いではないか

と思います。コーポラティブで、コレクティブ的に運営さ

れている所もないわけではないでしょうが、もう一歩進化

させないといけないと思われます。

0小谷部 ありがとうございました。子どもが育ち、私

たちが生涯を生きる拠点である住まいの環境、現代的な環

境がどうなっているのか、という辺りを 20世紀のハウジ

ングの待代から、税工業社会と言われながら、私たちはま

だ本当に{濁の尊厳というものに立った住環境を造る手立

てを持っていない。コレクティブハウジングが 1つの可能

性ではないかというようなお認をいただきました。

次は、小泉さんです。今回コレクティブハウジング研究

委員会のメンパーで、あるわけですが、建築家として、ある

いは大学で建築教育に携わっている立場で取り総んでい

るテー?と、コレクティプハウジングという居住形態、あ

るいは住宅の類裂の中に取り組んでいくかという辺りの

お話を伺えると患います。

組コメント 2・住宅の中での舗と個、偲と全体の関係

。小泉(小泉アトリヱ・首都大学東京) 自己紹介がて

らこんな本を書きました(1l1I1)。これは、本日の言]会を

拐当していただいている大橋寿美子さんと、本日来場され

ている篠原総子さんと 3入で5年前ぐらいに書きました。

先ほどの小畑さんのお話にもありましたように、家族は変

わりつつある、それに伴って住まいがどう変わっていくじ

か、ということを務室主・研究して書いた本です。この本，

書きすすめていく中で、個人と個人の関係、億人と全体一

家族と言ってもいいかもしれませんがーとの関係、それィ

どう建築として解決していくのかというようなことがも

-?として浮かび上がってきました。コレクティプハウー

ングについて、設計者としてどう考えるかということをノ

日お話しすべきなのですが、コレクティブハウジングをi

計するチャンスというのは、現時点ではほとんどないで』

し、出来上がったものも、先ほど坂元さんからお言語があ

たかんかん森ぐらいしかない。計画自体もまだ少ない。，

ういう中で、設計者として 1 レクテイブハウジングとい

ものに対して、ある明快な方向性を践すのはすごく難い

と思います。

少し視点、を変えて住宅のことを免てみると、実は住宅〈

中で鍛と{側の隈係、あるいは姻と全体の関係についてのi

白い試みがいろいろとなされているようにおもいます。ー

こで、本日は伎司さにおける試みをいくつかご紹介し、そミ

がコレクテイプハウジングにどうつながっていくかと1

うことをお話し、たします。

睡 fネウスト 21j (隠 2-殴 5)

これは、大阪ガスが実験的に造った集合住宅「ネクス

21Jというアパートメントブロックです。そのうちの fi 

立家族の家Jと呼ばれる住戸を私どもで設計いたしまし}

いまから 10年以上高官で、当時、私はシーラカンスとい

設計総織に属していました。

ここでは、平面に対して4つの儒室があります。そ

て、それぞれの個室置に対して、 1つずつの玄関、つまり

つの玄関がある家になっています。玄際から偲主主に入っ

その裏にスペースA と呼んでいる家族のための共用の

ベースがあります。一般的にはリピング、あるいはダイ

ングと呼ばれるような場所です。外から、ダイレクトに{

のスペースにアクセスして、そしてその裏に共用のスベ、

スがあるというような空間構成を提案しました。

立体街路からのアプローチ部分に、縁組IJのような玄関，

4つ並んでいて、そこから倒裳に入っていきます。中へ，

るとコンパクトな{協案があって、その奥に共用空間であ

リビングがあります。個室主とリピングとの箆係は、ここi

ある大きな扉をはね上げたり、閉じた習することでコン

ローノレできるという仕掛けになっています。

園 rS-HOUSEj CIllI6、図 7)

fS-HOUSEJとし寸名前が付けられた伎宅で、;

山恒さんがデザインしたものです。お母さんと、両親と
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子ども 2人という 5人家族のための家です。家族構成とし

ては一般的な該家族プラス親というものです。この住宅で

非常に面白いのは、地下に家族書斎と呼ばれる大きな場所

があることです。ここにそれぞれの机がおかれ、ワーキン

グスベースが集約されて設けられています。また家族倉庫

と呼ばれる大きな納戸もあります。勉強机とかク口一ゼッ

トを{溜室の中に置こうとしないで、家全体の中で機能を確

保していくという提案です。

この家の中で生活していこうとすると、部屋の中に涜じ

こもっていることは不可能なわけです。ここへ行ったりあ

そこへ行ったり、上ったり下りた号というようなことで、

家の中のいろいろな場所を使いながら、自分の生活を組み

立てていくようなライブスタイノレになります。

これが地下の家族著書斎と呼ばれる所です。私が訪れたと

きには、ここでお母さんがちょっとした針仕事をしていま

したけれども、そういう姿をお互いに見ることができる関

係というのが、実は家族の中ではすごく大事なのではない

かということを考えさせられました。

盤「須磨天神冨Tの家J(図 8、図 9)

次は吉井歳晴さんという建築家が設計をした「須潜天衿

釘の家j というものです。これは、神戸の大震災で被災を

した方々が、新たに家を主主て直したものです。住んでいる

のは、お父さんと長男の世帯、そして妹という成人が4人

で住まうという住宅です。

ここでは、 3つの塔還が建っています。それぞれがお父

さんの塔、妹の塔、長男夫婦の塔となっています。 3つの

玄関があり、 3つの階段があります。お父さんの部屋は、

駐車場から入ると書斎があり、そこから階段を上がると、

ベッドルームがあります。妹の部屋l土、縁側のような場所

があって、ここから上がって上に部屋があるという形で、

それぞれが、それぞれの玄関と階段を持っているわけです。

ただし、 2階へ行くと、 3つの塔をつなぐような共用の家

旋室があります。家族主主と自分たちの部震との問の扉を開

けたり閉めたりすることで、個の関係をコントローノレする

ことができるという仕掛けです。

実際に私はこの住宅に行って住まい手にインタピュー

をしてきました。地震で被災して、仮設住宅に住む。仮設

住宅ですから非常に狭い所で大人4入が生活をしてし、か

なければいけない。その中で、彼らはどういうふうにした

らうまく【絡に共同で生活できるかということを考え、そ

れぞれの独立性を尊重しながら生活していくノレ}ノレみた

いなものができてきたといいます。そのノレーノレを、新しい

家に適用したらこのようになったということです。
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題 rアシ$1ノイヱJ(図 10-図 14)

最後は fアシタノイエj と名付けた住宅で、私が設計を

行い一昨年出来たものです。この伎宅ではちょっと視点、を

変えて、倒と倒の関係というよりは、共用スベースの造り

方ということでお話します。 1階部分が共用のスベースに

なります。このスペースを利用するのは、両親と子ども 3

人プラス親の自人です。生活時間帯も、価値観も違う 8人

が同じ'"関を共用することになる。そこで、コの字君主の庭

のようなスペースを外側から貫入させて、その余白のよう

な所に居住空f認が展開するような形式を考えました。

そうすると、ひだが多い空間ですからいろいろなコーナ

ーができます。そういうコーナーごとに、いろいろなアク

ティピティが展掬してし、く。ここで本を読んでいる、ここ

でピアノを弾いている、ここでテレどを見ているというよ

うな、いろいろな行為が違和感なく、自然に共存できるよ

うな空間をつくろうとしたわけです。

樹木がある所を、コの字型に屈いエクステリアのコート

を造る。あるいは、水を張ったように見えるガラスタイノレ

のインチヲアのコートを造る。こういうスペースによって、

いろいろなコーナーをつくり、お互いが気にならないよう

な領域様、距離感をつくったということです。

醸戸建住宅にみるコレクティブ的な芽

私はこれらの伊jを通じて何を言いたし、かというと、 1つ

の家族を対象にした住宅の中で、統に個人の独立性という

ものを意識した{主宅というのが出てきている。すなわち個

人が独立伎を持って振る舞うことができるようなコモン

スペースの造り方がされている。つまり、戸建住宅に、既

にコレクティブ的な住まい方の芽があるのではないかと

思うのです。

先ほど小畑さんが、もう少し悶策的に、と言っても押し

つけてはいけない、というようなことをおっしゃいました

が、実l士、住んでいる人間のほうが、君主にそういうものを

欲しているのではないかということを強く感じました。

0小谷部 ありがとうございました。建築の世界を見ま

すと、人が建築をi曇るのだけれども、建築が入をつくる、

というようなことをよく言います。小泉さんのいまのお言語

を{司っていると、まさにコレクティブというのはソフトの

話よりも、空間が人の関係づくりにどう影響を与えられる

か、ということがよくわかります。個の自立伎を前提にし

ながら、どう家族という連帯、あるいはこういう所で脊っ

た人が、どういうまちをつくっていくか。家からまちに、

地域に広かれた形になっていくと、まさにコレクティブ約

な住環境ができていくのかと思いながら聞いていました。



全体討論

議コレウチィブハウジングの価1直

OJj、谷部 コレクティブハウジングの価値は、こういう

ライフスタイノレを選択し、こんな住まい方をする居住者、

私はコレクチィブ人と言っています、そして、そういうラ

イブスタイルにふさわしいコレクティブ住宅という、物理

的環境としての住宅の形。そしてスウエ}デンの場合も、

かんかん森も自主運営の管理・運営をやっていますが、そ

のような持続可能なコレクティブ運営から成り立ってい

るといえます(1i'1l1)。

それだけではなくて地域にとってもこのような錨鎖が

あるのではないか。ただ、実際にこういうハウジングをつ

くっていくのは、居住者があって、住宅があるだけではな

くて、この考え方を理解する事業主体、そして住宅福祉の

総合的な政策行政、そしてこういう考え方を現解して、実

際に設計した号、あるいはコーディネートするNPOや専

門家、建築家といった理解者の存在が重要なわけです。

麗臼本のコレ?宇ィブハウジングの現状

日本でコレクティブハウジングの実現・普及に取り組ん

でいくには、まず現状を認識しないといけません(密 2)。

スウェーデンのコレクティブハウジングが実現・普及して

いく環境というのを彼女たちに言わせると、まだ 100%で

はないわけです。ユーザーがいれば、それを理解する針軍事

支援、行政の政策的な支援がある、あるいは公的な住宅会

社が対応する環境にあるというようなことで、スウェーデ

ンの場合をこういうレベル(~里中実線)だとすれば、日本

のレベルはまだこの辺り(闘中点線)かなと思います。

コレクティブハウジングというのが知られるようになり、

NPOの人たちが一生懸命活動しています。また、東京で

も、第2号の実現が見えてきました。そして関心のある居

事車主体
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図 1

住者といいますか、住みたいという人もかなり出てきた

しかしながら、事業をやってみよう、あるいは行政とし

も支援しようという辺りはまだ非常に弱いというとこ

にあるのではないでしょうか。

盤白痢こおけるコレクティブハウス実現"普及!こ!ま何が'~，嘆か

パネジストの皆さんに、それぞれの立場である建築諒

行政に際わってきた立場、居住者の立場、それからスウ匂

ーデンの先輩として日本でどう進イじさせていくか、実現

普及に何が必聖書なのかということをお際きします。一般i

ではなくて、ここ(1i'1l2)にもあるように、「あなたは、

こういう実現・普及に向けて何をしていったらいいでー

かj、ということを 1人ずつご発言いただきます。

0坂元 私自身は、持続可能な管理・運営という部分i

いま非常に関心があります。単純に暮らすということでl

なくて、これを次につなげていく、守っていきつつ次に，

なげていくために、どうやって持続可能な管理・運営シ，

テム作り、それに居住者がどう関わっていくか、という、

とを自分のテ}マかと患っております。

また、スウェ}デンからいらした方たちのお認を路いー

30年近い歴史があって、 50以上のコレクティブノ、ウス3

ある。そのスウェーデンでも、インフォメ}ション、イ:

ブオメ}ション、インフォメーションとおっしゃいまし7

が、私の役割は、これからどうやって、もっともっとィ:

フォーム、インフォーム、インフォームしていくかとい 1

ことです。それでなければ、次のコレクティブハウスが〈

んどん日本中に出来てはいかないし、事業者や行殺を動ヌ

すなどということはできないのです。

OJj、熔 私はこのレーダーチャートでいくと、住宅、 4

祉、まちづくりの総合政策というところを、地方自治体6

営長や国に訴えていきたいと思います。これだけでは足 l

コレウティブハウジングの実現圃瞥及への耳担割緩み
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ないです。学校教育が崩壊している謡、登校拒否が多い話、

ニートが多い話、犯里程が増えている、特に子どもが巻き込

まれるような犯罪が増えている話も含めて、どうやって解

決するのか、その手がかりが何もないのです。それを根本

から変えるためには、居住の原点から変えることではない

かと思し、ますc そのいちばん近道がコレクティブ、そこに

原点、があるのですよ、ということをもっと知っていただく

ことがとても大事なのではなし、かと思います。

。小谷都 政策行政に少しでも反映させるためにはど

ういう手立てがあるでしょうか。

0小娘 私たちも PRに努めさせていただきますし、皆

さんからも情報を発信していただきたいと患います。私の

ほうは、海外のいろいろな都市や、住宅問題を考えるとき

に、コレクティブそのものまでは到達していないけれども、

コレクティブの考え方が相当入った政策に大きく転換し

ているところを訴えていきたい。その中で、コレクティブ

ハウジングがいちばん高い所に圭i途しているという点を

訴えていきたいという患いがひしひしといたします。

0小泉 建築家というのは、仕事を頼んでくれる人がい

ないとものができないのですが、これからは自分で仕事を

つくるぐらいの気追がないと、建築家として生き残っては

いけないのではないかということを思います。

先にお話ししたようにコレクティブの可能性というも

のが理解される土壌は十分にあると思うのです。あとは、

実際にプロジェクトを展開する場所をみつけられるかだ

と怠うのです。そういう意味でいうと、すごく可能性があ

ると怠っているのは、古い建物で、うまく使われていない

ようなものです。そういう建物をベースに、新しい可能性

にトライしてみる、いままで姶えなかったニーズを拾う、

というようなことができるのではないか。

建築家としては、そういうことを受け身で待っているの

ではなくて、おそらく働きかけていくようなアクションも

今後は必要になってくるのではないか。建築家には社会的

な視点を持ってものをつくっていく役割があると思いま

すので、もう少し強気に発言していく姿勢も必要かと患い

ます。

圃NPOとしてのこれからの方向性

O/J、谷部 第 2号のコレクテイブハウスをコンパ}ジ

ョンのスタイノレでいま取り総んでいるNPOのコレクテ

ィブハウジング干土のifがし、らっしゃいますので、これの閉

し、かけに対して、 NPOとしてこれからは何をどう取り組

んで、効果的な方法があるか、 言お瀕いできますかっ

0宮前 (NPOコレヴ子ィブハウジング社) 2007年 2

月に竣工する、巣鴨のコレクティブハウスをつくっており
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ます。今回は事業主である平和不動藤の方々のご理解を得

る努力がうまくいったということがあります。そういうと

ころで拡大していく可能伎が広がりました。それとコンパ

ージョンですので、このことが 1つ取組みとして実行され

ると、これからたくさん出来てくるのではなし、かというこ

とがあります。

ただ、コンパージョンの難しさというのは、{主寄に転用

するときの車種しさだけではなくて、コレクティブハウスと

して成り立つ空間性を持っているか、ということを見抜く

のがとても難しいことです。専門家の能力というのは、そ

の辺でもすごく必婆とされると怠います。居住者はたくさ

んいらっしゃいますので、広げていくということ、それか

らインフォメーションは本当に大切だと思っております。

自本で、コレクティブハウスと言ったときによく見積もっ

ても 2割ぐらいの方しかご存じないです。 8害IJの方は、そ

れは 体なんですかという状況ですので、是非皆さんもコ

マーシャルしてください。よろしくお願いいたします。

園大切なのは、情報を与える・学ぶ・動く

0小谷部 それでは最後に、改めて、臼本で今後コレク

ティブノ、ウジングをさらに普及していくときに、是非アド

ノ、イスしておきたいということがありましたら一言ずつ

お綴いいたします。

。インゲう氏 もう一度繰り返して言わせていただき

たいのは、皆さんに情報を与えるということです。もちろ

ん作り手の主体も必要害ですけれども、そこに住みたいとい

う人も必要だということをお話したいです。

スウェ}デ、ンでは、実際に活動しているグループと、土

地の所有者や建設者が一緒になってやっています。一緒に

やってし、く人たちのまとまったグループが必要です。設か

住みたいと思う入、または興味を持っている人を集めてい

かなければいけないということです。

0シェス子ィン氏 大事なことは、現存する宮本のコレ

クティプハウス、それから諸外国のコレクティブハウスか

ら学ぶことです。ここに示したようにいろいろな限、例え

ばスウェ}デン、アメリカ、デンマークなどいろいろな所

のパンフレットからたくさんのことを学ぶことができま

す。

もう 1つはまず動くことです。そして忍冊目を持って活動

し続けることです。そしたら動きが起こってきます。みん

なとー絡に活動するというのはとても楽しいことですし、

いつもたくさんの人と出会えて、それはとても幸せなこと

です。

0小谷部 本日ここに参加していただし、た方は、それぞ

れいろいろな分野にいらっしゃる方だと思うのですが、コ



レクティブハウジングというライフスタイノレ、あるいは住

居の形態に共感を持っていただけたのではなし、かと恩い

ます。それぞれの立場で、忍鮒強く、ネットワークを作り

ながら、クリエイティブに前へ進んでいただけたらと思い

ます。
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r~t欽におけるコレクティブJ、ゥジングの現状と濃裟J

The history， present condition 
and the future view 
of collective housing 

in Sweden 

Ingela Blomberg and Kerstin Karnekuli 
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Collective housing -a brief history 
• One.kitchen soluticηs 

-The Fa作1111sterein GUlSe， France 
• Cot加ct時国υseswith 5e刊にe

司 TheSov!et expenments 
Th.行rstcollective house In Sweder 
H1isselby Family Hotel 

e Collectlve hous田 basedon collaboration In Sweden 
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日 Collectivehouses for peop!e in the sec開 dhalf of life 

・Cotlectivehousing in other countries 
80出falleskaberin Denmark 
'"国mativeforms of living川 theNetherlands 

-Cohousing inυSA 
• What have we恰arned，how εlf'e we working in Sweden 

today? 

jgJ2 

Co!lective house according to Sven Markelius， 
architect， 1932 

向山?開削岬
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Sweden's first collective house (1935) 

Plan of a tyがca!flaえ-5mall
kitchen， sh仏、aげanda 
balcony 

Architect: Sven Marlωlius 

smal! co!lective 
house based on 
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"日'5and residents of all 
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premises "paid for" by 
taking 50me square 
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like pr甲 anngevenmg 
m十eals

ト~inimum w出 teof 
resources and energy 

図3
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図7
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servl四 S

図4

Stolplyckan， Linkoping (1981) 

A co!lective house 命~eloped 同 thesoclal aut抽出esmcc四 P"必開制than
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Collective housing in Sweden built 
since 1979 

• Lund (4+1) 

• Malmo (1) 

• Landskrona (1) 

.. Helsingborg (1) 

• Vaxjる(1) 

• Boras (1+1) 

• Goteborg (3) 

• Molndal (1) 

@凸rebro(2) 

. Llnkoping (1) 

• Vasteras (1) 

.. Stockholm (17+2) 

・Huddlnge(1) 

• Varmdo (1) 

.. Sodertalje (1) 

・Jarfalla(1) 

.. Upplands~Väsby (2) 

.υppsala (1) 

• Gavle (1) 

• Falun (1) 

.. Lulea (1) 
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図宮
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Fardknappen， 
S!ockholm 

闘10

図12

Small collective houses in Sweden for 

the second half of life 

.. Fardkn卸 pen，Stockholm 
・Sockenstugan，Stockho!m 
.. Russinet， Lund 
.. Majbacken， Gゐteborg
・Tersen，Fa!un 

・Kornet，MotndaJ 
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and more are forming 
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1&114 

Plan of Munkso官話rd，a danish cohousing 
with 5 units for seniors， first-time settlers， 
owners， tenants and a co-operative (2000) 

1&116 

common house plan 
atthe seniorvillage， 
Munksogart 

Denmark 

図18

268 

S器 ttedam m en， site 
plan and common 

house 

却

劉15

翻17

隠19



Co幽 housingorganisations 

• Kollektivhus Nu (Collectlve Houslng Now) 

ω An national swedish organ日伽nwith collective 
(cohousing un比5)and individual members 
www.kollekt!vhu5_nu 

• ForenIngen F問 mtlden(The cohuslng assoclatlon 
"Future") 
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$ Bo 1 Gemenskap (The BIG-group) 
6，e時 archers，journa!ists and architects engaged.in the 
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www， b()l~lemenskap.sË 
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Important components in the Swedish 
model 

• Pa伐に pato吋 P'出酷5in which residen也凶anand design 
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socia! rules and expecta針。nsat the same time 
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講演パワーポイント
「コレクティブハウスかんかん森の暮らしと住まい」
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